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令和５年第３回湯前町議会定例会    〔第１号〕 

 

令 和 ５ 年 ３ 月 ８ 日  
午前１０時００分開議  
湯 前 町 議 会 議 場  

 
１．議事日程 

日程第 １        会議録署名議員の指名 
日程第 ２        会期の決定 
日程第 ３        諸般の報告 
日程第 ４        行政報告 
日程第 ５        施政方針及び予算編成方針 
日程第 ６ 議案第 ３号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の 

一部変更について 
日程第 ７ 議案第 ４号 人吉球磨広域行政組合規約の一部変更について 
日程第 ８        一般質問 

    
    
 
２．応招議員 

 

     １番 吉 田 精 二      ２番 西   靖 邦 
   ３番 遠 坂 道 太      ４番 椎 葉 弘 樹 
   ５番 森 山   宏      ６番 黒 木 龍 次 
   ７番 味 岡   恭      ８番 倉 本   豊 
   ９番 山 下   力     １０番 金 子 光 喜 
 
３．不応招議員 

 

   なし 
 

４．出席議員 
 

     応招議員に同じ 
 
５．欠席議員 
 

   なし 
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６．職務のため会議に出席した者 
 
      議 会 事 務 局 長  赤 池 昌 信  議会事務局参事  勘米良 康 隆 
 

７．説明のために出席した者  
 
 町 長  長 谷 和 人  副 町 長  冨 安 智 詞 
 教 育 長  中 村 富 人  総 務 課 長  西 村 洋 一 
  税 務 町 民 課 長  北 崎 真 介  教 育 課 長  浅 田   徹 
  保 健 福 祉 課 長  髙 木 堅 介  建 設 水 道 課 長  中 園 誠 二 
  企 画 観 光 課 長  本 山 り か  農 林 振 興 課 長  稲 森 一 彦 
  会 計 管 理 者  高 橋   誠 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） ただいまから、令和５年第３回湯前町議会定例会を開会します。

これから、お手元に配布の議事日程表に従い、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（金子光喜君） 日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第 126 条の規定によって、西議員、遠坂議員

を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（金子光喜君） 日程第２、「会期の決定」を議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、本日から３月１７日までの１０日間にしたいと思

います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から３月１７日

までの１０日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（金子光喜君）日程第３、「諸般の報告」を行います。 

まず、議長の公務について報告します。 

１２月１９日、球磨郡議長会・事務局合同会議が開催され、副議長と共に参加しました。 

１月４日、役場洋会議室において、職員辞令交付式が開催されましたので、出席しま

した。議会事務局職員に対し、定期昇給の辞令を交付しました。同日、２０歳を祝う会

がグリーンパレスで開催され、議会を代表して出席しました。 

１月５日、湯前小学校グラウンドにおいて、湯前町消防団出初式が開催されましたの

で、出席しました。 

１月１２日、２月９日、３月３日、球磨郡町村定例議長会が開催されましたので、出

席しました。会議では、議長会事業について協議を行いました。 

１月２４日、人吉球磨観光地域づくり協議会主催の「三日月詣」が本町城泉寺で開催

されましたので、出席しました。 

１月２６日、球磨川第４橋梁の起工式が相良村において開催されましたので、出席し

ました。 
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２月８日、上球磨正副議長会主催によります議員研修会を開催しましたので、全議員

に出席いただきました。「ウクライナ戦争と日本」 ～その影響と対応～ との演題で

五木村出身の国士舘大学名誉教授の池田十吾先生による講演が行われました。 

２月１５日、「治山事業と森林整備の強化を求める要望」のため、副議長及び企画経

済建設常任委員長とともに上京し要望活動を行いました。衆議院議員金子恭之先生に随

行をいただき、藤木 眞也 農林水産大臣政務官、林野庁長官及び関係課長に直接要望

書を手渡し、本町の現状や治山事業の推進、森林整備の強化について要望を行いました。

終了後、熊本県選出の松村 祥史 参議院議員、馬場 成志 参議院議員にも同様に要

望を行いました。 

２月１７日 下球磨町村正副議長会および球磨郡町村議会議長会の共催による議員研

修会が山江村体育館で開催され、全議員で出席しました。 「一般質問とは何か」との

演題で熊本大学 伊藤洋典教授の講演が行われました。 

２月２２日、熊本市において、熊本県町村議会議長会第７３回定期総会が開催されま

したので出席しました。令和３年度決算の認定、令和５年度予算の議決等が行われ、全

議案とも全会一致で承認されました。また、各郡提出案件の審議では、球磨郡から提出

した「球磨川における抜本的な治水対策の促進について」、「球磨地域幹線道路網の整

備促進について」、「豪雨災害等から国土を守る治山事業及び森林整備の強化について」

の３件が盛り込まれました。 

続いて、本定例会の付議事件等について報告します。 

町長提出は、付議事件一覧のとおり、議案３０件、同意６件、議会提出は、議員発議

１件、議員派遣１件となります。 

一般質問は、６人の議員が通告されております。 

続いて、請願、陳情の受理と、処理経過及び結果について報告します。 

陳情１件を受理しております。３月１日開催の議会運営委員会において処理について

協議を行い、町又は議会の権限に属しないもの。町単独で判断できないものという理由

により、議長預かりと決定しました。 

続いて、議員派遣結果について報告します。 

先の定例会で議決した議員派遣の報告書は、議長室にございますので、そちらをご覧

ください。続いて、監査、検査結果の報告を行います。 

監査委員から、「令和４年度定期監査の結果報告」及び１２ 月、１月、２月の「例月

現金出納検査結果報告書」が、提出されています。 

続いて、執行部から議会へ提出されました計画書・報告書等について報告を行います。 

教育長から、「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等報告書」が

提出されております。 
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以上、これまで報告しました関係書類は、タブレットに掲載しておりますので、各自

ご覧ください。 

本定例会の説明員は、町長、執行機関代表及び委任された説明員として、課長職並び

に各課担当職員が通知されております。 

これで、議長の報告を終わります。 

続いて、一部事務組合議会の結果の報告を行います。 

人吉球磨広域行政組合議会の報告を求めます。 

○４番（椎葉弘樹君） 人吉球磨広域行政組合議会の報告を行います。 

 令和４年第４回定例会最終日が１２月２３日に、令和５年第１回定例会初日が２月２

４日にそれぞれ人吉球磨クリーンプラザ大会議室で開かれました。主な項目を３点報告

します。 

 １点目、令和５年度当初予算について。前年度の当初予算と比較して、５億２,５９０

万４，０００円増の２２億４，８２７万円の予算額が、令和５年第１回定例会に上程さ

れています。増額の主な要因は、人吉球磨クリーンプラザのごみ焼却施設第 2 期大規模

整備工事や燃料高騰などによるものです。 

 ２点目、議員定数について。令和４年１２月２８日付けで構成市町村議会議長宛に送

付されました、本組合議会議員定数（案）に対する回答はすべての構成市町村議会にお

いて組合案が承認されました。この議員定数案は定数を３０人から２３人に削減し、人

吉市議会が５人、その他の町村議会が各２人とするもので、令和５年４月以降の市町村

議会議員改選から適用されます。構成市町村議会の３月定例会で本組合の議員定数に係

る同文議決、地方自治法第２９０条の規定を経て、本組合の規約を変更する予定です。 

３点目、職員の定年延長について。他の市町村でも既にご可決いただいている、職員

の定年を段階的に６５歳へ引き上げる関係条例を改正しました。 

最後に３月定例会で上程されました議案９件のうち、令和５年度一般会計予算を含む

４議案の審議と一般質問は、３月２７日最終日に行われる予定です。 

 以上で、人吉球磨広域行政組合議会の報告を終わります。 

○議長（金子光喜君） 次に、上球磨消防組合議会の報告を求めます。 

○５番（森山 宏君） 上球磨消防組合議会の報告を行います。 

 令和５年２月２８日に、令和５年第１回上球磨消防組合議会定例会が開会されました

ので、出席いたしました。会期は２月２８日の１日限りに決定しました。 

 日程第４、議案第１号、熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規

約の一部変更については、原案どおり可決されました。 

 日程第５から日程第７、議案第２から第４号までの上球磨消防組合の個人情報保護法

施行条例の制定、審査条例の制定、手数料条例の一部改正が一括審議され、いずれも原
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案どおり可決されました。 

 日程第８から日程第１５、議案第５号から議案第 12 号、上球磨消防組合職員の分限の

手続き及び降格に関する条例、職員の懲戒の手続き及び降格に関する条例、職員の給与

に関する条例、定年等に関する条例、勤務時間・休暇等に関する条例、育児休暇等に関

する条例、上球磨消防組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正、ま

た、上球磨消防組合職員の再任用に関する条例の廃止については、一括審議されいずれ

も原案どおり可決されました。日程第１６、議案１３号、令和５年度上球磨消防組合一

般会計予算については、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ６億９，６００万円と

することを慎重審議の上、原案どおり可決されました。高規格救急自動車購入費等も含

みます。湯前町の負担金は、一般負担金、公債費負担金、新型感染症対策費、県権限移

譲事務負担金の合計９，９９３万１，０００円です。日程第１７、一般質問は多良木町

選出の猪原議員が広域連携について質問いたしました。 

以上、令和５年第１回上球磨消防組合議会定例会の報告を終わります。 

○議長（金子光喜君） ここで暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
休憩 午前１０時１５分 
再開 午前１０時１８分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を開きます。 
○議長（金子光喜君） 次に、公立多良木病院企業団議会の報告を求めます。 

○３番（遠坂道太君） 暫時休憩の時間、非常に申し訳ございませんでした。私の方で

資料の不備がございました。申し訳ございません。 

令和５年第１回球磨郡公立多良木病院企業団議会定例会の報告を行います。 

 令和５年第１回定例会は、３月３日金曜日に招集し、会期を１日とし、午前１０時に

開会されました。 

 一般質問が２件、及び議案が１７件。規約の一部変更１件、定年延長に関する条例

改正が７件、個人情報保護施行条例に関する条例制定等が３件、令和４年度補正予算が

１件、令和５年度予算が５件を慎重に審議した結果、全議案いずれも原案どおり可決さ

れました。 

 議案第１号から、熊本県市町村総合組合規約の一部変更については、構成団体の脱退

に伴うものであり、規約の一部変更をお願いするものでありました。議案第２号、公立

多良木病院企業団職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定については、

地方公務員法の一部改正に伴い定年年齢が令和１３年４月６５歳になることから関係す

る条例を改正するものでございました。議案第３号から議案第８号につきましては、先
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ほどの議案第２号の定年等に関する条例の改正に伴い関係する条例、球磨郡公立多良木

病院企業団職員の再任用に関する条例、手続き及び降下に関する条例、懲戒の手続き及

び降下に関する条例、育児休業に関する条例、人事行政の運営等の状況の公表に関する

条例を改正するものでございました。議案第９号球磨郡公立多良木病院企業団個人情報

保護施行条例の制定については、デジタル社会の形成を図るための関係法律の制定に伴

い、個人情報保護法に関する法律が改正されたことにより、現行の条例を廃止し、新た

に個人情報保護法施行条例を制定するものでした。議案第 10 号及び議案第 11 号につき

ましては、先ほどの個人情報保護法施行条例の制定に伴い関係する条例、球磨郡公立多

良木病院企業団情報公開、個人情報保護審査会条例、情報公開条例の一部を改正する条

例を整備するものでございました。補正予算に関して、議案第１２号、令和４年度球磨

郡公立多良木病院企業団病院事業、介護老人保健施設事業及び総合健診センター事業会

計補正予算第５号については、新型コロナに係る補助金の調整、各種引当金の調整、そ

の他の過不足の調整及び継続費の計上などにより、収益的収入５億９，１３９万５，０

００円の増額、収益的支出、１億２，３８３万３，０００円の増額、資本的収入３億１，

９４４万５，０００円の減額、資本的支出３億７，１０２万６，０００円の減額補正、

継続費として 2 つの事業を継続し、総事業費１億６，８０９万４，０００円を計上する

ものでした。 

次に令和５年度予算に関して、議案第１３号、令和５年度球磨郡公立多良木病院企業

団事業、介護老人保健施設事業及び総合健診センター事業会計予算について収益につき

ましては、総額４７億９，１７２万２，０００円、費用は総額４７億５，９６６万円、

損益３，２０６万２，０００円の純利益を見込んでの当初予算編成となりました。病院

事業では、令和 4 年度実績数値を勘案し、純収益目標としまして、１日平均入院患者１

５３人、外来患者４１０人、老健事業では１日平均入所数８７人、通所者数４１．５人、

検診事業におきましては年受診者数２３，８１４人となっております。資本的収入につ

きましては、企業債町村負担金補助金等の総額７億４，７０７万２，０００円、資本的

支出では施設整備改修工事としての継続費、機械整備購入費等の建設改良費、企業返済

完済金等１３億５，５８６万８，０００円とされました。議案第１４号令和５年度公立

多良木病院企業団上球磨地域包括支援センター特別会計予算については、予算総額６，

１１２万１，０００円となっており、多良木町、湯前町、水上村からの町村負担金、一

般管理費等を計上されたものでした。議案第１５号令和５年度公立多良木病院企業団病

児病後児保育特別会計予算については、予算総額１，７１２万６，０００円、年間利用

者数見込み４９０人となっており、自己負担金、町村負担金等を計上されたものでした。

議案第１６号令和５年度水上村立古屋敷診療所特別会計予算については、予算総額２，

６２５万８，０００円、年延患者数見込み１７０にとなっており、水上村からの負担金
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８５０万等を計上されたものでした。議案第１７号令和 5 年度槻木診療所特別会計予算

については、予算総額２，６４１万７，０００円、年延患者数見込み３５７人となって

おり、多良木町からの負担金６５０万円等を計上されたものでした。 

 なお、一般質問では、多良木町選出の久保田議員から、コロナ対策の現状と対策につ

いて、マイナンバー保険証について、物価高騰の影響について、湯前町選出のわたくし

遠坂議員から病院事務の活性化についてを問われました 

 以上、球磨郡公立多良木病院企業団議会の報告を終わります。 

○議長（金子光喜君） これで、諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 行政報告 

○議長（金子光喜君） 日程第４、「行政報告」、町長から行政報告の申し出がありま

した。これを許します。 

○町長（長谷和人君） 改めまして、おはようございます。それでは第３回湯前町議会

定例会にあたりまして、行政報告を行います。なお、主な行政報告のみとさせていただ

きます。 

令和４年１２月１日、球磨地域振興局におきまして、１２ 月定例町村長会が開催され

ましたので出席しました。主な会議内容は災害復旧に関する覚書について、九州電力送

配電（株）と災害発生時の連絡体制の簡素化を図るため、全町村締結の方向、管内主軸

事業上京要望 （道路・治水関係）について、要望内容の取りまとめを行っております。

同日、上球磨消防組合におきまして、令和４年第２回上球磨消防組合議会定例会が開催

されましたので出席しました。 

２日、公立多良木病院におきまして、令和４年第４回球磨郡公立多良木病院企業団議

会定例会が開催されましたので出席しました。 

４日、八代市旧グリンパークさかもとにおきまして、球磨川流域橋梁（坂本橋・鎌瀬

橋・大瀬橋・松本橋・沖鶴橋）着工式典が開催されましたので出席しました。 

５日、対象者ご自宅にて、出生祝い金贈呈式を開催しました。対象者 は２人でした。

同日、キャンプ場誘客促進事業中間報告会が開催されましたので出席しました。 

８日から１４日にかけまして、令和 ４年第９回定例会が開催されましたので出席しま

した。 

１０日、中央公民館視聴覚室におきまして、歴史的風致維持向上協議会が開催されま

したので出席しました。会議では、下里御大師堂保存修理事業と下町橋補修事業につい

て進捗状況について確認しました。また、歴史的風致形成建造物の指定について協議し

ました。 

１２日、人吉市役所におきまして、くま川鉄道（株）第１２７回取締役会が開催され
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ましたので出席しました。会議では、令和４年度修正収支案について協議を行いました。

また、令和６年３月３０ 日に開業１００周年を迎える、くま川鉄道の前身である「湯前

線」の開業１００周年記念事業実行委員会の立ち上げが確認されました。 

１５日～１６日、東京都におきまして、令和５年度事業の要望と協議を行うため、関

係団体訪問を行いました。また、併せて地元選出国会議員を訪問し、支援をお願いしま

した。 

２０日、議会場におきまして、子ども議会が開催されましたので出席しました。湯前

中学校３年生が、授業の一環としてまちづくりについて考え話し合った結果を、執行部

に訴えました。同日、町長室におきまして、上球磨猟友会湯前分会から、上球磨射撃場

老朽化対策工事に伴う要望書の提出を受けました。県の鳥獣被害防止総合支援補助事業

を活用し、自己負担した上で不足する財源を上球磨４町村に求める要望でありました。 

２１日、湯楽里におきまして、ゆのまえ湯楽里（株）取締役会が開催されましたので

出席しました。同日、洋会議室におきまして、若者会議の提案報告会が開催されました

ので出席しました。湯前町の若者が、まちづくりについて検討し取りまとめられた結果

について、提案がなされました。 

２３日、人吉市クリーンプラザにおきまして、人吉球磨広域行政組合議会令和４年第

４回臨時会が開催されましたので出席しました。同日、人吉球磨広域行政組合令和４年

１２月理事会が開催されましたので出席しました。 

会議では、入札及び随意契約締結結果について報告を受け、令和５年１月定例理事会

の開催日について、協議を行いました。同日、（一社）人吉球磨観光地域づくり協議会

令和４年度第３回理事会が開催されましたので出席しました。会議では、令和 ５年度 事

業計画骨子（案）について、観光庁「登録ＤＭＯ」登録申請（案）についてなど、協議

を行いました。 

２５日、人吉市中小企業大学校におきまして、「新たな流水型ダムの事業の方向性・

進捗を確認する仕組み」第１回会議が開催されましたので出席しました。会議では、熊

本県の田嶋副知事を座長に、流域の市町村長、流域住民、有識者などが出席され、仕組

みの設置趣旨や規約・運営要領等について説明があった後、流水型ダム建設事業の方向

性について、意見交換が行われました。 

２６日、洋会議室におきまして、議会全員協議会の開催をお願いし、議題について説

明を行いました。 

議題につきましては、 

①企業からの寄贈について 

②下水道使用料の人頭制から従量制への変更時期について 

③移動手段に関するアンケート結果について 
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④湯楽里の経営状況について 

⑤レールウイングの再整備について 

その他 

①奥球磨公認ロードレース大会についてでありました。 

２７日、対象者ご自宅におきまして、出生祝い金贈呈式を開催しました。対象者お２

人でいた。同日、洋会議室におきまして、湯前町町有林伐採検討会議が開催されました

ので出席しました。同日、第２回湯前町まんがのまちづくりアドバイザー会議が開催さ

れましたので出席しました。 

２８日、洋会議室におきまして、令和 ４年仕事納め式が開催されましたので出席し、

年末の訓示を行いました。同日、役場玄関におきまして、消防年末警戒出発式が開催さ

れましたので出席しました。 

令和５年１月５日、湯前小学校グラウンドにおきまして、消防団出初め式が開催され

ましたので出席しました。新型コロナウイルス感染症の影響により、式典のみの縮小開

催となりました。 

１０日、山江村役場におきまして、１月定例町村長会議が開催されましたので出席し

ました。主な会議内容は人吉高校創立１００周年記念事業にかかる助成金のお願いにつ

いて、陸上自衛隊西部方面隊と九州地区町村長会との協定について、くま川鉄道再生協

議会の現状報告について、令和５年度管内主軸事業上京要望（道路・治水関係）につい

てでありました。 

１１日、上球磨消防組合におきまして、上球磨消防組合令和５年第１回正副組合長会

議が開催されましたので出席しました。主な会議内容は、通信指令業務の共同運用整備

費負担割合について、和５年度主要事業についてでありました。 

１２日、人吉市役所におきまして、人吉球磨広域行政組合令和５年１月定例理事会が

開催されましたので出席いたしました。会議では、職員採用試験応募状況等について報

告を受けました。それから、地域医療体制の充実・確保のための地域連携に向けた協議

会設立総会が開催されましたので出席しました。この協議会は、地域産科医療体制の充

実に向けて、地域産科中核病院への産婦人科医師確保を目的としています。 

それから、くま川鉄道（株）第１２８回取締役会が開催されましたので出席しました。

会議では、第４橋梁橋桁の契約について、Ｒ５年度災害復旧事業災害復旧事業について、

協議を行いました。 

１５日、水上村～湯前町 ～多良木町におきまして、第９回公認奥球磨ロードレース大

会が開催されましたので出席しました。本大会のエントリー者数は、以下のとおりとな

っております。 

１７日、洋会議室におきまして、永寶（株）による、福祉車両寄贈式が開催されまし
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たので出席しました。寄贈された車両は、社会福祉協議会において利用者の送迎などに

使用されます。 

１８日、湯楽里におきまして、ＪＲ九州商事と、今後について事業継続のお願いと打

ち合わせを行いました。同日、熊本市におきまして、ＪＴ熊本支店と、今後について事

業継続のお願いと打ち合わせを行いました。 

１月２０日、議長室におきまして、令和 5 年第１回議会臨時会開催に伴う議会運営委

員会が開催されましたので出席し、議案の概要等を説明しました。同日、議会場におき

まして、令和５年第１回臨時会が開催されましたので出席しました。議案２件を提出し、

両議案とも議案２件を提出し、両議案とも御可決いただきました。 

２３日、上球磨消防組合におきまして、上球磨消防組合令和５年第２回正副組合長会

議が開催されましたので出席しました。主な会議内容は・消防指令業務の共同運用に関

する負担金等でありました。 

２４～２５日、東京ビッグサイトにおきまして、第１５回「Ｂ＆Ｇ全国サミット」が

開催されましたので出席しました。本町は、１３年連続で「特Ａ」評価の表彰を受けま

した。 

２６日、相良村におきまして、球磨川第四橋梁建設工事起工式が開催されましたので

出席しました。この工事は令和７年度に完了、工事費は約３８億円の予定です。同日、

応接室におきまして、湯前町農業公社理事会が開催されましたので出席しました。 

２７日、味工房さがらにおきまして、湯前酪農組合総会が開催されましたので参加し

ました。この組合は、酪農家６戸で 組織されており、乳質改善や研修活動を行っておら

れます。 

３０日、洋会議室におきまして、議会全員協議会の開催をお願いし、議題について説

明を行いました。 

② 南九州中部地域医療連携協議会の設立について 

① 令和２年７月豪雨災害の進捗状況及び令和４年台風年台風１４ 号災害の発注計画

について 

③上球磨射撃場老朽化対策事業に伴う補助金の要望について 

② 上球磨森林組合による木材処理加工施設整備に伴う補助金の要望について  

その他、専決処分（城泉寺の消防ポンプ更新）について 説明を行っておるところでご

ざいます。 

同日、にしき秘密基地ミュージアムにおきまして、人吉下球磨消防組合及び上球磨消

防組合との消防指令業務共同運用に関する協議が開催されましたので出席しました。今

後、合意に向けて協議を重ねていきます。同日、湯楽里におきまして、ワーケーション

参加企業との意見交換会が開催されましたので出席しました。本町へ進出するための条
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件などについて、意見を伺いました。 

２月７日～８日、東京都におきまして、球磨郡町村会による管内主軸事業上京要望が

開催されましたので出席しました。要望先は国土交通省事務次官はじめ、道路局長、水

管理・国土保全局長及び地元選出国会議員でありました。要望内容は、「安全で安心で

きる国土づくりに関する提案及び要望」と題し、１．道路事業の整備促進について、２．

球磨川における抜本的な治水対策の促進についての２点でありました。 

９日、上球磨消防組合におきまして、上球磨消防組合正副組合長会議が開催されまし

たので出席しました。会議では、令和５年第１回組合議会定例会付議事件について、協

回組合議会定例会付議事件について、協議を行いました。 

１０日、人吉市アクパークにおきまして、人吉球磨広域行政組合２月定例理事会が開

催されましたので出席いたしました。 会議の主な内容は 

・令和 ５年第 １回人吉球磨広域行政組合議会定例会の招集及び提出案件について 

・規約の一部変更に係る構成市町村同文議決について 

・構成市町村総務、財政及び衛生担当課長合同会議の結果についてなど でした。 

２月１３日、対象者ご自宅におきまして、出生祝い金贈呈式が開催されましたので出

席しました。対象者は 1 人でありました。 

１４日、人吉市ホテルサン人吉におきまして、２月定例町村長会議が開催されました

ので出席しました。主な会議内容は、 

・球磨川の河川整備と道路をめぐる最近の動きについて 

・城南地区柔道選手権大会負担金のお願いについて 

・ひごラボ事業の現状報告について でありました。 

同日、ＴＳＭＣ進出効果の波及に向けた意見交換会が開催されましたので出席しまし

た。会議では、波及効果が薄いと予想されている中、人吉球磨地域において取り組み可

能な施策等について意見交換を行いました。 

１６日、応接室におきまして、幸野溝土地改良区から、幸野溝土砂流入に伴う支援要

望で来庁されましたので対応しました。要望内容は、令和４年台風第１４号に伴う土砂

流入に対し、支援を求める内容でありましたので、対象となる自治体と協議を行い、令

和４年度の補正予算で対応することになりました。 

２０日、公立多良木病院におきまして、球磨郡公立多良木病院企業団開設者協議会が

開催されましたので出席しました。会議では、令和５年第１回議会定例会の内容につい

て、協議を行いました。 

２１日、議長室におきまして、議会運営委員会が開催されましたので出席しました。

同日、議会場におきまして、令和５年第２回臨時会が開催されましたので出席しました。 

２２日、公立多良木病院におきまして、球磨郡公立多良木病院企業団議会全員協議会
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が開催されましたので出席しました。会議では、令和５年第１回議会定例会提出予定議

案について、経営強化プランについて、協議を行いました。 

２４日、人吉市クリーンプラザにおきまして、令和５年第１回人吉球磨広域行政組合

議会定例会が開催されましたので出席しました。会議では、条例関係５件、補正予算関

係２件、当初予算関係２件が上程されました。同日、集団検診室におきまして、議会全

員協議会の開催をお願いし、議題について説明を行いました。議題につきましては、１

７の議題を説明させていただいております。 

２５日、グリーンパレス 芝生広場におきまして、ゆのまえロゲイニングゲイニング２

０２２ 冬が開催されましたので、教育長を出席させました。大会には、県内外から６５ 

人の参加がありました。 

２６日、湯楽里におきまして、龍谷大学柔道部全日本学生団体準優勝祝勝会が開催さ

れましたので出席しました。龍谷大学女子柔道部は、本町において１５回の合宿を行う

など、繋がりの深い団体であり、今後も交流を継続したいと考えております。 

２７日、錦町ﾊﾟﾙﾃｨｰ福寿庵におきまして、熊本県土地改良事業団体連合会令和４年度

球磨支部協議会が開催されましたので出席しました。会議では、総会日程、提出議案及

び決議案について協議を行いました。同日、人吉市におきまして、くま川鉄道（株）第

１２９回取締役会が開催されましたので出席しました。会議では、球磨川第４橋梁既存

橋脚撤去工事の契約変更及び人吉市からの災害復旧資金借入について、協議を行いまし

た。 

２８日、上球磨消防組合におきまして、令和 ５年第１回上球磨消防組合議会定例会が

開催されましたので催されましたので出席しました。会議では、条例関係が１２件、一

般会計予算が上程され、全議案とも可決されました。同日、令和５年第３回上球磨消防

組合議会全員協議会が開催されましたので出席しました。会議では、消防指令業務の共

同運用について協議しました。同日、公立多良木病院におきまして、球磨郡公立多良木

病院医療連携講演会が開催されましたので出席しました。講師には、熊本大学病院病院

長の馬場秀夫氏先生に、演題として、「医師の働き方改革の現状と課題」についてお聞

きしました。 

以上で、行政報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 施政方針及び予算編成方針 

○議長（金子光喜君） 日程第５、「施政方針及び予算編成方針」、町長より施政方針

及び予算編成方針の表明があります。これを許します。 

○町長（長谷和人君） 令和５年第３回湯前町議会定例会の開会にあたり、令和５年度

における施政運営の方針を申し述べ、町民の皆様並びに議員各位の御理解と御協力を賜
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りたいと存じます。 

さて、私が町長に就任して、早いもので４年が過ぎようとしています。この間、町民

の皆様をはじめ、議員各位の御期待に応えるべく、重責を感じながら、一歩ずつ、前に

進み続け町政運営を行ってまいりました。時の流れの早さを痛感するとともに、多くの

お力添えをいただきましたことに心から感謝申し上げます。 

４年間の任期を振り返りますと、その大半を新型コロナウイルス感染症への対応と災

害からの復旧に追われた日々でありました。 

まず、新型コロナについてですが、令和２年初頭からの世界的な大流行が、社会秩序

・経済活動・文化、そして人々の価値や生活のありようにまで大きな影響を与えました。

本町では、新型コロナワクチンの集団接種をはじめ、くらし応援券の交付、上水道基本

料金の免除、事業者への支援金の交付など、必要な対策を行い、感染拡大と社会経済活

動の両立を目指してまいりました。現在は、感染者数の減少傾向が継続しており、国は、

感染症法上の位置付けを、５月８日に、季節性インフルエンザと同じ５類へ変更するこ

とを決定しています。これから社会経済活動の正常化に向けた新たな段階に進みますが、

本町でも、国・県の動きを注視しながら、しっかりと対応してまいります。 

次に、災害復旧についてですが、令和２年７月豪雨災害からの復旧が道半ばのところ、

令和４年９月の台風１４号により、復旧中の箇所を含め、多くの箇所が被災しました。

入札不調が相次ぎ、工事の遅延が懸念されていますが、緊急度の高い工事から順に着実

に進めています。また、豪雨災害の経験等を踏まえ、令和４年度末までに新たな防災情

報通信システムの整備を進めており、令和５年度当初から、全世帯に配布した防災ラジ

オと屋外スピーカーを利用し、防災情報等のお知らせを開始いたします。くま川鉄道湯

前線の復旧については、令和３年１１月の部分運行開始に続き、豪雨災害で大部分が流

失した球磨川第４橋梁の復旧工事を本年１月に着手しました。令和７年度中の運転再開

を目指し、着実な復旧を進めるとともに、豪雨災害からの復旧・復興の大きなシンボル

の一つになると思います。ＪＲ肥薩線の復旧については、多額の復旧費用に加え、人口

減少が進む中で復旧後の持続可能な運行が課題となっています。鉄道での復旧を実現す

るには、課題解決に向け、沿線の市町村、議会、住民全てが一体となった取組みを進め

ていくことが重要と考えています。 

この他、子ども医療費助成の対象を高校３年生まで拡充したり、新たに高校生等通学

費や小中学生の学校給食費・修学旅行費に対する補助制度を創設したり、入学祝い金・

出産祝い金の創設、子育て世帯向けの住宅６戸の建設着手など、子育て支援策の充実を

図りました。農林振興では、植木・大谷・深田地区での用排水路改修事業、蓑谷・潮た

め池のハザードマップの作成・配布、県内で先頭を走る企業との森づくりで新たに２社

との協定締結などに取り組みました。商工業・観光振興では、事業承継サポート事業の



 
 

- 15 - 

創設、湯楽里の大規模改修、ツアーオブ九州自転車競技大会の誘致などに取り組みまし

た。 

【議案の概要説明①令和４年度３月補正予算】 

続いて、今定例会に提案しております議案について御説明申し上げます。 

まず初めに、令和４年度３月補正予算についてです。足下の物価高の影響を受けている

町民や農林商工事業者に対し、独自の支援策を実施します。新型コロナに加え、ロシア

によるウクライナ侵略や円安加速の影響で物価が高騰し、農林業者、商工業者はもとよ

り、全ての町民の皆様が経済的な負担増で苦しんでおられ、その解消が最優先の課題と

考えています。そこで、追加配分された地方交付税などを活用し、町民一人当たり一万

円の給付金や、原油価格等高騰の影響を受けている農林業者や商工業者に対し、経営支

援金の交付を実施します。令和４年度末から準備を進め、出来次第、順次実施してまい

ります。そのほか、所要の補正も合わせた補正額は△２億５，１９２万円で、補正後の

現計予算額は５０億２，２２３万７，０００円となります。 

【議案の概要説明②令和５年度当初予算】 

次に令和５年度当初予算についてですが、４月に町長選挙が予定されていることから、

いわゆる骨格予算として編成しました。そのため、政策的判断を要しない人件費、扶助

費、公債費などの義務的経費や、施設の維持管理、既に着手している事業など、継続事

業に要する経費を中心に計上することとし、新規事業は原則として計上していません。

ただし、新規事業や政策的事業であっても、災害復旧事業など、年度当初から早急に取

り組む必要のある経費については、町民生活への影響や緊急性の観点から、計上してい

ます。この結果、一般会計予算の総額は３９億７，７００万３，０００円となります。 

次に、一般会計歳出予算の主な内容について説明いたします。 

まず、防災対策についてです。発生確率が高い南海トラフ地震や人吉盆地南縁断層地

震など、大規模災害発生時には、人命救助や避難生活への対応やライフラインの復旧な

どを同時に速やかに対応する必要があるため、行政だけでなく、地域住民の協力が不可

欠です。そこで、令和４年度に、各地区の自主防災組織に御協力いただき、地区防災計

画を作成しました。令和５年度からは、この地区防災計画に基づき、地区の防災訓練や

防災講話の開催などの取組みを進めてまいります。また、令和３年度にＢ＆Ｇ財団から

防災拠点に指定され、各種防災対策を実施していますが、事業最終年度の令和５年度で

も、災害初動時に迅速かつ安全に活動できる人材の育成に取り組みます。 

次に、農業の振興についてです。令和４年度における農業振興検討委員会からの意見

書等に基づき、農業後継者や担い手確保への対応を優先して取り組む必要がありますが、

地域外からも新規就農者を確保するため、年度当初から地域おこし協力隊を任用するこ

ととします。農業公社については、令和４年度から、公益性を重視した農作業受託事業
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等を開始し、主に畦畔等の除草作業に取り組みました。農業者の負担軽減という、本町

農業を持続可能なものにするのに必要な公益性のある業務を進めるため、引き続き、経

営安定のための支援を行います。畜産業では、直面する配合飼料価格等の高騰、子牛価

格の下落等により厳しい状況に直面しています。飼料価格高騰への支援策として、引き

続き、自給粗飼料生産や耕畜連携の推進、畜産奨励事業を実施してまいります。農業用

施設整備と農地の集積・集約については、農業振興検討委員会からの意見書等に基づき、

優先度の高い取組みとなっています。農業用施設整備は、県営第二蓑谷ため池整備事業、

用水路改修事業は、二溝地区、中部地区、西部地区、松下地区の整備事業に着手できる

ように基礎調査等を進めています。農地の集積・集約は、人・農地プランの法定化によ

り、将来の農業や農地利用の姿について地域の関係者等による話し合いを行い、令和７

年３月までに地域計画を策定することとなっています。これは、農業者の減少等が見込

まれる中、農業水利施設整備やスマート農業の効率化の展開と農地の集積・集約等を進

め、人の確保、育成を図る措置になります。また、人・農地プランから地域計画の法制

化にあっては、既存の農業振興地域整備計画、中山間地域等直接支払制度等の今後のあ

り方も含めたところで地域計画を策定してまいります。 

次に、林業の振興についてです。災害等による路網被害に伴う施業関係の変更も図り

ながら、町有林伐採の検討委員会の意見を聴取した上で、林地の地形や周辺の条件等森

林が持つ多面的機能に配慮した伐採、間伐、再造林の育林の循環型利用サイクルに引き

続き取り組んでまいります。また、森林経営管理法に基づく私有林の経営意向調査は終

了しましたが、未回答も多いことから、引き続き実施することとします。これまでの調

査で、町を介して私有林の管理を希望されたものについては、林業の担い手による除伐、

間伐等の計画を町有林伐採の検討委員会へも諮り、今後は町有林だけでなく地域の適切

な森林整備計画を進める必要があります。森林整備計画にあっては、森林整備事業以外

の木材加工・流通についても林業事業体とともに進める必要があり、木材加工・流通関

係の事業について、年度当初から地域おこし協力隊を任用して対応することとします。   

また、国・県の補助事業も活用していきますが、町単独事業について森林環境譲与税

を活用した森林整備にあたる川上への充実を図っていきたいと考えています。林業生産

基盤である林道の災害復旧については、これまで実施できていなかった林道路線の災害

復旧にも着手します。山腹崩壊対策や渓間工の治山事業については、引き続き国や県に

よる事業が実施されますが、必要に応じ、国・県との連携により事前防災・減災の面か

らも事業の推進を行います。 

次に、商工業の振興についてです。喫緊の課題である後継者不足の解決に向けた事業

承継サポート事業については、引き続き実施することとし、事業継続やスムーズな事業

承継を後押ししてまいります。また、令和４年度から着手したワーケーション推進事業
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については、参加企業から聴取した意見や自治体間の誘致競争が激しい現状などを踏ま

え、参加企業との信頼関係を築きながら、段階的に進めてまいります。 

次に、観光の振興についてです。くま川鉄道の全線運転再開を起爆剤として、湯前駅

周辺の再整備を進めることとしていますが、その一環として、年度当初から新たに地域

おこし協力隊を任用し、駅周辺の活性化を図ってまいります。また、グリーンパレスや

湯楽里周辺の地域資源を活用した観光誘客を強化するため、令和４年度に実施したキャ

ンプ場誘客事業の成果と課題も踏まえながら、年度当初から新たに地域おこし協力隊を

任用し、対応することとします。 

次に、住環境づくりについてです。町営住宅については、子育て世帯向けの地域優良

賃貸住宅の建設を引き続き進めます。また、住宅地分譲に向け、老朽住宅の解体工事を

行います。さらに、県事業を活用し、ブロック塀等耐震化支援事業や耐震改修等事業、

合併処理浄化槽設置整備事業に引き続き取り組みます。道路対策については、通学生や

住民の安全な通行を確保するための町道新村線歩道整備事業や、個別計画に基づく町道

舗装修繕工事、下町橋の補修工事に引き続き取り組みます。また、道路維持、河川管理

に関する事業としては、道路側溝などに溜まる土砂撤去や、大雨等の際に河川敷地内で

災害の起因となる竹木除去に必要な予算を計上しています。豪雨・台風災害からの復旧

事業については、緊急度の高い工事から順に着実に進めていますが、それだけでなく、

災害発生が懸念される箇所についても、防災・減災に資する事前対策を実施してまいり

ます。なお、県事業については、国道２１９号歩道整備事業上里工区、県道幸野染田線

・錦湯前線道路改良事業が引き続き予定されており、事業実施に伴う負担金を予算計上

しております。環境衛生については、美しい生活環境を維持するため、住民への広報活

動を中心に各種施策に取り組みます。 

次に、福祉づくりについてです。地域福祉の推進については、第４次湯前町地域福祉

計画に基づき、社会福祉協議会をはじめ、民生委員・児童委員協議会などの関係機関や

老人クラブ連合会・各種ボランティア団体等と連携しながら各種施策に取り組んでまい

ります。障がい福祉については、第５期障害者計画・第６期障害福祉計画・第２期障害

児福祉計画の最終年度であるため、その実績把握と評価・分析を行うとともに次期計画

策定に取り組み、障がい福祉サービスの充実を図ってまいります。高齢者福祉について

も、高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画の最終年度であるため、その実績把握と

評価・分析を行うとともに次期計画策定に取り組み、高齢者の生きがいと健康づくりに

対する各種支援に取り組んでまいります。また、平成５年度に建築された高齢者生活福

祉センターは各所に老朽化が見られるため、施設の機能維持と継続利用のための改修に

取り組みます。児童福祉については、子ども・子育て支援事業計画に基づき、安心して

子どもを産み育てることができるまちづくりを目指し、引き続き各種支援施策に取り組
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んでまいります。また、令和４年度からの「出産・子育て応援交付金」事業における伴

走型相談支援と経済的支援については、事業実施のための体制充実と必要な予算を確保

し、住民に寄り添った事業を推進してまいります。健康増進については、「健康増進計

画」に基づき、「栄養・食生活」、「歯と口腔の健康」、「生活習慣病対策」などの６

つの領域と各世代のライフステージに応じた各種施策に取り組み、健康づくりの推進、

健康寿命の延伸を図ってまいります。また、疾病の予防・早期発見・重症化予防につな

がる各種がん検診や総合健診など、必要な予算を確保し、集団健診の実施や受診勧奨を

図ってまいります。さらに、「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施」に取り組む

ための体制整備を図るとともに介護保険事業と連携した事業を展開します。新型コロナ

ウイルスワクチン接種事業については、今後の実施体制が未確定であるため、現時点で

想定できる人数・回数を基に個別接種に要する経費を見込み、予算計上しています。今

後関係機関等との協議を重ね必要に応じて修正してまいります。 

次に、教育の振興についてです。学校教育については、小中連携を深め、小中一貫教

育を推進するとともに、地域と学校を結ぶ湯前町学校運営協議会と、学校と地域が連携

した地域学校協働活動を引き続き支援してまいります。学校施設関係では、令和２年度

に中学校校舎、令和３年度に小学校校舎の外部改修工事を行い、雨漏りや老朽化対策に

よる校舎の長寿命化を図りました。令和５年度では、中学校グラウンド改修を計画し、

運動施設の利便性向上を図ります。また、学習・学校生活面では、保護者の負担を軽減

し、子育て支援を図るため、小中学生の学校給食費・修学旅行費に対する補助制度や入

学祝い金、高校生等通学費補助、英語教育推進のための英検等受験料補助を継続して実

施します。さらに、新型コロナ対策でＩＣＴ関連機器の整備を進めましたので、ＧＩＧ

Ａスクール構想に基づく効率的な活用を図ってまいります。社会教育については、引き

続き、生涯学習事業等を通じて、町民の交流の機会や場の提供を行い、また、各公民分

館活動の支援を行ってまいります。文化財保護の分野では、令和２年度から実施してい

る下里御大師堂保存修理が終了しました。今後は、公園等の周辺整備を進めるとともに、

文化財の保護及びその地域活動等の支援を図ってまいります。湯前まんが美術館では、

令和４年度から地域おこし協力隊２名を任用し、美術館での展示充実やデジタルアーカ

イブによる収蔵資料の調査研究を進め、那須良輔先生の偉業とマンガ文化を広く普及さ

せるための出前美術館といった新しい事業も始めました。今後も町民の皆様に、より親

しまれ誇れる美術館になるよう努めてまいります。社会体育については、小学生の社会

体育として放課後に実施されている総合運動クラブの活動を継続して支援してまいりま

す。また、各関係機関や地域体育組織などと連携を図りながら、Ｂ＆Ｇ海洋センターを

拠点とした事業を展開していく中で、令和５年度からは中学校部活動の地域移行に関し

ます「改革推進期間」が始まることも踏まえ、各種教室・スポーツ行事の開催と、指導
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者・担い手の育成、各種団体との連携などにより、町民皆様の健康づくりを持続的に推

進してまいります。 

次に、情報化社会への対応についてです。町内全域を対象とした民設民営による光ケ

ーブルの整備については、４月下旬から順次サービス提供が開始されます。通信速度の

高速化や安定した通信により、大容量のデータ等をスムーズに流通させることが可能と

なります。ひいては、都市部と同じ高品質のサービスを利用することができ、ワーケー

ションや企業誘致に有利な働きかけができるようになります。また、公共施設や観光施

設の公衆無線ＬＡＮ設備を更新し、キャッシュレス決済やＳＮＳでの情報発信など、イ

ンターネットを利用した様々なチャネルに対応してまいります。 

最後に、ふるさと納税についてです。ここ近年の納税額の伸び悩みの要因を分析した

結果を踏まえ、中間業者の見直しを行うとともに、事業者との連携を強化しながら更な

る返礼品の磨き上げに注力してまいります。 

次に、特別会計・企業会計予算について説明いたします。 

国民健康保険特別会計についてです。国民健康保険は、都道府県が財政運営の責任主

体となり、かかった医療費の支払いについては、町が納付金を納めることにより県がた

医療費の支払いについては、町が納付金を納めることにより県が全額負担する仕組みと

なっています。この納付金の算定について全額負担する仕組みとなっています。この納

付金の算定については、過去３年間にかかった医療費が基準となっておりますので、そ

は、過去３年間にかかった医療費が基準となっておりますので、その医療費を抑制する

ためには、病気の早期発見、早期治療が重要との医療費を抑制するためには、病気の早

期発見、早期治療が重要となっています。特に国が義務付けているなっています。特に

国が義務付けている４０ 歳以上を歳以上を対象とする特対象とする特定健診について

も検診受診の更なる周知を行い、これからも受診勧定健診についても検診受診の更なる

周知を行い、これからも受診勧奨を継続し、医療費の適正化を図るとともに、町民の健

康増進を進奨を継続し、医療費の適正化を図るとともに、町民の健康増進を進めて まい

りまいります 。また、納付金の財源と。また、納付金の財源となります保険税になりま

す保険税について は、加入者の減少が見は、加入者の減少が見込まれる中、令和４年度

から未就学児の均等込まれる中、令和４年度から未就学児の均等割りの減額等が始まっ

ている一方、令和５年度からは、課税限度額割りの減額等が始まっている一方、令和５

年度からは、課税限度額の引 上げが予定されております。上げが予定されております。

現在、熊本県下での保険料水準の現在、熊本県下での保険料水準の統一の向けた動きが

活発化して統一の向けた動きが活発化しており、本町の保険税がどのような方おり、本

町の保険税がどのような方向に向かうのか、どこまで、自治体の努力で安定させられる

のか、向に向かうのか、どこまで、自治体の努力で安定させられるのか、見通しが立た
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ないところではありますが、今後も、適正な賦課、徴見通しが立たないところではあり

ますが、今後も、適正な賦課、徴収を行い、収納率向上に努めながら、財政的にも安定

した運営に取収を行い、収納率向上に努めながら、財政的にも安定した運営に取り組ん

でり組んでまいります 。 

下水道事業特別会計についてです。本町の下水道の接続率は、令和３年度末現在８３．

８％となっています。下水道施設は、健康で快適な生活基盤となる必須の施設であり、

今後も接続率の向上に努めてまいります。下水道サービスの持続的な提供には、施設の

点検・調査による健全性の把握と、健全性に応じた施設の修繕・改築による機能の維持

・向上といった計画的な施設管理が必要です。本町では、施設管理計画の「下水道スト

ックマネジメント基本計画」に基づき、施設の点検、修繕等を実施してまいります。ま

た、経営の安定化を図るため、受益者に対する啓発や収益率の向上とともに、将来を見

据えた経営状況の的確な把握に努めてまいります。そうした中、住民サービスを将来に

わたり安定的に提供していくための手段の一つとして、令和３年度から、下水道事業へ

の公営企業法適用に取り組んでおりますが、令和６年度法適用を目指し、引き続き取り

組んでまいります。なお、公営企業会計移行後は、現在の人頭制による料金体系から従

量制への変更を行う予定です。決算後の財政状況を踏まえた経営戦略の見直しを行い、

適正な使用料金の設定を検討しながら、安定経営に努めてまいります。 

次に、介護保険特別会計についてです。２０００年に始まった介護保険制度は、住み

慣れた地域でいつまでも元気に暮らせるように、また介護が必要になっても、安心して

自立した生活を送ることができるように、社会全体で支えあう仕組みです。令和５年度

は、３年を一期とする第８期介護保険事業計画の最終年度であり、その実績把握と評価

・分析を行うとともに、介護報酬改定と介護保険制度改正を踏まえて第９期計画の策定

を行います。また、後期高齢者医療保険制度における「高齢者の保健事業と介護予防の

一体的実施」について、地域支援事業の中で連携した取組みも行います。本町の高齢者

数は、平成２８年度をピークに減少に転じておりますが、総人口の減少に伴い高齢化率

は４５％を超えており、今後は５０％を超える予測となっています。このような状況を

踏まえ、第９期計画の策定に当たっては、ニーズ調査の結果を基に本町に必要な介護サ

ービスの把握と介護サービス量を見込み、第９期の介護保険料算定を行います。令和５

年度においても介護保険事業の適正な運営のため、要介護認定及び介護給付の適正化と

介護予防事業の充実を図ってまいります。また、上球磨地域包括支援センター等関係機

関と連携し、地域包括ケアシステムの充実と健全な財政運営に努め、介護保険制度の理

念である高齢者の自立を支援することに取り組んでまいります。 

次に、後期高齢者医療保険特別会計についてです。後期高齢者医療保険は、被保険者

の皆様が安心して医療を受けられ、健康に過ごすために国民全体で支えあう医療保険制
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度です。運営は、熊本県後期高齢者医療広域連合が担い、町は被保険者と直接接する窓

口としての業務を担っています。制度発足時の町の総人口に占める加入者割合は、２０.

８％でしたが、令和３年度末では、２６.１％となっており、５.３％の上昇、一人当た

り医療費についても、１１万円ほど増加しています。令和５年は、引き続き団塊世代の

年齢到達による加入者が多く、増加傾向にあります。その団塊世代のジュニア世代が加

入となる令和３２年頃にはこの制度のピークを迎えることになりますので、将来を見据

えた運営を図っていく必要があります。具体的には、高齢者の保健事業と介護予防の一

体的実施に取り組むなど、会計や年齢等の垣根を超えた事業に取り組んでまいります。

これまで通り、加入者各々が自己管理や各種検診等を確実に受診して頂けるよう勧奨を

強化し、健康に対する自覚を促進していくとともに、健康増進に資する保健事業を積極

的に図ってまいります。また、令和４年度途中から、一定以上の所得のある加入者の方

は、医療費の個人負担の割合が現在の１割から２割へ引き上げられていますが、引き続

き収納率１００％達成を目標といたします。これからも、運営主体となる熊本県後期高

齢者医療広域連合との連携を強力に進め、将来にわたって、健全で安定した財政運営が

継続できるよう努めてまいります。 

最後に、水道事業会計についてです。管路の布設替えについては、老朽化した配水管

の更新と併せて、耐震化を計画的に進めていますが、令和５年度は、上村・下村区にお

いて配水管更新、施工延長約２，４３６ｍを予定しています。今後も水資源の保全を図

り、老朽化した施設の更新や維持管理の強化に努めてまいります。また、有収率低下に

伴う漏水調査に係る費用を計上しました。今後、人口が減少し、水需要の減少に伴う収

益の減少や水道施設の老朽化に伴う維持費の増加が見込まれる中、安定的に安全な水を

供給できるよう、努めてまいります。 

このほか、今定例会には、湯前町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定や湯前

まんが美術館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例などの条例案件 18 件、

湯前町一般会計補正予算（第１３号）などの補正予算６件、湯前町政治倫理審査会委員

の任命の同意案件６件なども併せて提案しています。 

これらの議案について、よろしく御審議くださるようお願い申し上げます。 

最後になりましたが、今議会は、私にとりまして、任期中最後の定例議会となります。

これまでの４年間、町議会をはじめ、多くの町民の方々から、温かい御支援と御協力を

いただき、おかげをもちまして、町政を着実に推進することができましたこと、この場

をお借りして、心から感謝を申し上げます。ありがとうございました。 

○議長（金子光喜君） 以上で施政方針及び予算編成方針を終わりました。 

 ここで、休息のため休憩します。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１９分 

再開 午前１１時２８分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を開きます。 

日程第６ 議案第３号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規 

約の一部変更について 

○議長（金子光喜君） 日程第６ 、議案第３号「熊本県市町村総合事務組合の共同処理

する事務の変更及び規約の一部変更について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第３号、熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の

変更及び規約の一部変更について、提案理由の説明を申し上げます。 

 熊本県市町村総合事務組合の構成団体である、玉名市が交通災害事務から脱退するこ

とに伴い、熊本県市町村総合事務組合が共同処理する事務を変更し、熊本県市町村総合

事務組合の規約の一部を変更する必要がございます。また、この規約を変更するときは

地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を得る必要があるため提案するもので

す。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 

○総務課長（西村洋一君） 議案第３号、熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事

務の変更及び規約の一部変更についてご説明いたします。 

 ２ページの新旧対照表をご覧ください。左側が変更後になります。熊本県市町村総合

事務組合の規約の一部を次のように変更するものです。別表第２ですが、規約第３条第

10 号に規定する交通災害事務から令和５年６月３０日をもって、玉名市が脱退されるた

め、組合規約を変更されるものです。なお、下線を脱退しない山鹿市まで引いてありま

すが、法制執務上、少々わかりにくいのですが、「玉名市、山鹿市」を「山鹿市」に改

めるという解釈でございます。冒頭に文字を加えることができないこととなっておりま

すので、このような変更となります。附則として、この規約は令和５年７月１日から施

行するものです。一部事務組合の共同処理する事務を変更し、規約を変更するときは県

下の関係団体と同様、同文議決をお願いするものです。 

以上で説明を終わります。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 
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［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第３号「熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約

の一部変更について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第３号は、原案のとおり可決され

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第４号 人吉球磨広域行政組合規約の一部変更について 

○議長（金子光喜君） 日程第７ 、議案第４号「人吉球磨広域行政組合規約の一部変更

について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第４号、人吉球磨広域行政組合規約の一部変更について、

提案理由の説明を申し上げます。 

人吉球磨広域行政組合の議員定数等が変更されることに伴い、人吉球磨広域行政組合

規約の一部を変更する必要がございます。また、この規約を変更するときは地方自治法

第 290 条の規定により、議会の議決を得る必要があるため提案するものです。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 

○総務課長（西村洋一君） 議案第４号、人吉球磨広域行政組合規約の一部変更につい

てご説明をいたします。 

 人吉球磨広域行政組合の議員定数等が変更になるものです。２ページをご覧ください。

新旧対照表でご説明いたします。先ほどの議案第３号と違い、右側が変更後になります。

組合から提出された資料をそのまま使用していますのでご容赦ください。まず、第５条

第１項中に組合議会議員の定数の変更です。現行の３０人から２３人に改められます。

次に構成市町村から選出される議員の数の変更です。人吉市が８人から５人へ、錦町が

３人から２人へ、多良木町が３人から２人へ、あさぎり町が４人から２人にそれぞれ改

められます。次に、第８条第３項中、「ただし、人吉市、錦町、多良木町及びあさぎり

町以外の６町村の出席議員については、１人以上。」が削られます。これは、構成市町

村から選出される議員の数の変更に伴い、負担金条例の制定、改廃などの決定について

は、構成市町村から選出されている議員のそれぞれの出席数の半数以上で決定するとい

うものです。分かりやすく申しますと、全員出席の場合、人吉市は３人以上の賛成、そ

の以外の町村は１名以上の賛成で決定されるというものです。附則として、この規約は

令和５年４月１日から施行するものです。また、経過措置といたしまして、この規約の
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施行の際、現に組合議員の職にあるものが、改正後の第５条の規定する定数を超えてい

るときは、同条の規定にかかわらず、当該議員の任期中に限り、当該定数をもって定数

とするとなっておりますが、分かりやすく申しますと、先ほどご説明いたしました、人

吉市、錦町、多良木町、あさぎり町の議会議員の選挙などで、議会構成が変わるまでは、

現在組合議員に選出されている議員の数は変わらないということになります。なお、一

部事務組合の共同処理する事務を変更し、規約を変更するときは、郡市の他の加入団体

と同様、同文議決をお願いするものです。 

以上で説明を終わります。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第４号「人吉球磨広域行政組合規約の一部変更について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君）起立全員。したがって、議案第４号は、原案のとおり可決されま

した。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 一般質問 

○議長（金子光喜君） 日程第８、「一般質問」を行います。 

 本日は、吉田議員、西議員、森山議員の３名を予定しております。 

タブレットに掲載の通告一覧の順番に、発言を許します。  

それでは、順番に、発言を許します。 

一つ、町営住宅について、吉田議員の質問を許します。  

○１番（吉田精二君） １番議員の吉田です。通告書に従い、質問させていただきます。 
 質問事項１、町営住宅について。要旨１、入居の際に保証人の署名が必要とされてい

るが、保証人が見つからずに応募を断念した例はなかったかということで、湯前町営住

宅管理条例第 11条には、町内に住む保証人が連署する請書を提出しなければならないと

なっております。本題に入る前に答えていただきたいと思いますが、過去５年間の間に、

町営住宅の入居を公募した件数と、それに対する応募件数を教えてもらいたいと思いま

す。応募件数につきましては、複数人応募された場合、それから１人応募、それから０

人応募の数で分けてお答え願いたいと思います。 
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○建設水道課長（中園誠二君） お答えいたします。町が管理します町営住宅ですが、

各種の種類がございます。例えば、２人以上の世帯でないと応募ができないとか、単身

者でないと応募ができないなどがございます。種別ごとにお答えするのは非常に時間を

要しますので、今回は総数にてお答えさせていただきます。 
 まず、現在の令和４年度でございますが、年間を通しまして１２件の募集をかけてお

ります。それに対しまして、１５件の応募がございました。内訳としまして、単身者が

８名、２人以上のご家族連れが７世帯となっております。令和３年度でございますが、

２５件の募集を行い、１５件の応募がございました。内訳では、単身者が６名、それか

ら若者定住促進住宅の応募が９名、２人以上のご家族連れが０世帯でございました。令

和２年度におきましては、７件の募集を行い、６件の応募がございました。単身者が２

名、若者定住促進住宅のほうが２名、２人以上のご家族連れが２世帯となっております。

平成３１年度につきましては、３３件の募集を行い、１０件の応募がございました。単

身者が１名、若者定住促進住宅の応募が３名、２人以上のご家族連れが６世帯となって

おります。平成３０年度につきましては、３２件の募集を行い、１４件の応募がござい

ました。内訳については、単身者が１名、若者定住促進住宅の応募が９名、２人以上の

ご家族連れが４世帯となっております。以上になります。 
○１番（吉田精二君） はい、ありがとうございました。今、年度ごとに公募状況、応

募状況を説明いただきましたが、平成３０年度ですかね、３２件の公募に対して14件と、

半分ほどの応募になっているということで非常に少ないわけですが、その中で、分かっ

ている範囲で結構なのですが、これまでの公募の中で保証人等が見つからずに応募を断

念した例はなかったか。町のほうでの把握も難しいと思いますが、分かる範囲で結構で

すので、お答え願えればと思っております。 
○建設水道課長（中園誠二君） お答えします。私が建設水道課に異動してからはござ

いません。また、以前から担当している職員にも聞き取りを行いましたが、そういう事

例はなかったと聞いておるところでございます。 
○１番（吉田精二君） 町のほうで把握している分では、例は見当たらないということ

でございました。本町のような地方におきまして、まだまだ心配することではないかも

しれません。また、本町が把握していないだけで、保証人が見つからないから応募を初

めから諦めたというふうな例もあるかもしれません。しかし、本町ではそのような例は

まだまだないかと思いますけども、特に都市部におきましては、高齢者の世帯等が公営

住宅に入居を申し込もうとしても、身寄りがなかったり、子どもや孫に負担をかけたく

ないというようなことで、保証人を見つけることができずに応募を断念しなければなら

ないというふうな問題が社会問題となっているようでございます。今年の１月３１日の

読売新聞の社会面の中でも、そのようなことが問題となって取り上げられておりました。 
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国としても、これは大きな社会問題と捉えまして、令和２年２月２０日付の国土交通

省住宅局住宅総合整備課長の通達では、概略で説明しますと、住宅に困窮する低所得者

に住宅を提供するといった公営住宅の目的を踏まえると、入居希望者の努力にもかかわ

らず保証人が見つからなかった場合には、保証人の免除を行う、緊急連絡先の登録をも

って入居を認めるなど、住宅困窮者の居住の安定の観点から特段の配慮をお願いすると

いうふうな通達が出ております。本町におきまして、他町村からの転入者、それから身

寄りのない高齢者に応募の機会を与えるために、条例の第 11 条の見直しをする考えはな

いか御質問いたします。 
○建設水道課長（中園誠二君） 調べたところ、現在、人吉球磨管内の市町村では、全

市町村共に保証人を求められております。県内におきましては、熊本県、熊本市、嘉島

町、益城町だけが連帯保証人を求めないとなっているようでございます。議員がおっし

ゃるとおり、世の中の動きにつれて条例改正等を考える時期が来るかもしれませんが、

現在におきましては他町村の動きも監視しながら、早急な条例改正は考えておらないと

ころでございます。 
○１番（吉田精二君） 本町におきまして、特に人口の減少問題に対して取り組んでい

るところもあります。郡内におきましては、まだその例はないようでございますけども、

他町村からの転入者、それから身寄りのない高齢者等に応募の機会を与えるためにも、

条例第１１条、それから別表の見直しを今後前向きに検討されてみてはどうかと思いま

す。よその町村がしていないからということではなくて、よその町村に先駆けて、本町

はこういうことで応募要件を緩和しているというふうなことでアピールしたならば、も

っと応募が増えてくるのではないかと思っておりますので、前向きに検討されてはどう

かと思いますが、いかがでしょうか。 
○建設水道課長（中園誠二君） 先ほど、県内で４自治体が保証人を求めていないとい

うことで、２町に対して確認の連絡を入れました。先ほど議員が言われたように、国の

標準条例の改正に伴い、保証人を求めないとされているようですが、入居者が入りやす

くするためにしていますかと聞いたら、国の標準条例が変わったから条例を変えたとい

うお答えでした。議員が言われますように、ほかの町村がやっていないからという考え

は持っておりませんが、今のところ早急な条例改正は考えていないということでござい

ます。 
○１番（吉田精二君） 連帯保証人というのは、例えば住宅使用料等の債権の確保のた

め、それから修繕とかいろいろなことのために設定してあるものですけども、そのよう

な人口減少対策等に対して前向きに検討いただければというふうに思っております。今

後の改正を期待しております。 
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 それでは、要旨の２に移りたいと思いますが、模様替え等をしたまま退去された住宅

に新しく入居した者の管理責任はどうなるのかというようなことです。模様替えという

のは、内装改装、それから増築等も含まれるわけですが、本町の住宅管理条例の第２８

条第１項では、元々模様替えはできないというふうな条件なのですが、第１項ただし書

におきましては、模様替え又は増築には町長の承認が必要であると。町長につきまして

は、止む無しと認めた場合には承認をすると。第２項におきましては、明渡し時には原

状回復又は撤去の義務があるというふうに定めてあります。 
 私ちょっと町内を回ってみたわけですけども、町営住宅、一般住宅、それから特公賃、

地優賃合わせて１８団地ですかね、１５７戸ありますが、この中で町営住宅と一般住宅

についてそれぞれ合わせまして、外観から見ただけで中身はちょっと分からないわけで

すが、町営住宅で４５戸、それから一般住宅で４戸、合わせて４９戸が部屋を増やした

りとか、下屋等を下ろしたりしてある部分があるわけですけども、その住宅についての

申請とか承認等の書類は全部揃っているものでしょうか。確認します。また、保管状況

についてもお答え願いたいと思います。 
○建設水道課長（中園誠二君） 増築等の申請につきましては、議員言われるとおり、

申請なしではできないようになっております。申請書につきましては建設水道課で保管

しておりますが、特に古い申請といったものが実は探してもない場合がございます。で

すから、全部が全部揃っているわけではございません。 
○１番（吉田精二君） 住宅におきましては、昭和２０年頃に建った部分もあって風化

している分もあると思いますが、そのような中で住宅の入居・転居を繰り返してくるわ

けですけども、住宅管理条例の第２項では、退去する際には撤去しなければならないと

いうふうな条件で許可してあると思いますが、そのようにして前入居者から残されてい

った部分について、その管理につきまして新しい入居者にはどのような指導をしている

のかをお答え願いたいと思います。 
○建設水道課長（中園誠二君） 退去される場合に、ご自分で行った模様替えや設置さ

れた倉庫などの建て増し、車庫とかクーラー、温水器などの確認を行っております。そ

こで撤去のお願いをいたしますが、まだまだ使える物がございます。それにつきまして

は、次に入居される方に相談し、必要と判断された場合には引き続き使用されることが

ございます。その際には、責任の所在を明確にするために、入居される方から「公営住

宅付帯設備継承届」というのを徴取するようにしております。不要になった場合、ご自

分の責任で速やかに撤去するといった内容になっております。 
○１番（吉田精二君） そのようなことで、お互いに確認が取れていると思いますが、

中には非常に問題が発生してくるのではないかなと思っております。一番初めに言った

ように、請書というのは簡単な契約書になると思いますが、請書の中にも、やはり前入
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居者から引き継いだ部分とか、そのような部分につきましても責任の所在を明確にする

べきではないだろうかと思いますが、請書自体の様式の改正等も含めて、様式の改正を

する考えはないのかをお答え願いたいと思います。 
○建設水道課長（中園誠二君） 請書の中には、そういった引継ぎ関係の書面はないと

ころでございます。全員が全員引き継がれるわけでもございませんし、逆に別紙におい

て、継承届を出したほうがよろしいのではないかと考えております。ただ、請書の変更

については、しませんということではなくて、内容の検討は行っていきたいと思います。 
 ちなみに、継承届の継承管理の条件という部分がございます。それをちょっと読み上

げさせていただきます。まず１つ目、住宅明渡しの際は原形に復旧します。２つ目に、

既設・建設・損傷なきよう、施工・設置・使用・維持管理を行います。構造物は、永久

的な構造とせず、いつでも取り外しができるような構造とします。管理その他不都合が

生じた場合は、その命に従います。本工作物により被害を与えた場合は、責任を持って

処理しますという内容になっております。 
○１番（吉田精二君） そこの点につきまして、今後のトラブル防止も含め、また入居

者が快く住めるように徹底して、また入居・退去の際の確認の際にも職員で見回りをし

て、問題のないよう努力されるように御期待申し上げます。 
○議長（金子光喜君） ここで、昼食のため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
休憩 午前１１時５９分 
再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を開きます。 
 ただいま、吉田議員の一般質問の途中であります。発言を許します。 
○１番（吉田精二君） 午前中に引き続きまして、質問「町営住宅について」というよ

うなことで、質問を続けさせていただきたいと思います。 
要旨の３番目に入りますが、雑草が茂っている住宅がある。町としてどのような指導

をしているのかということで、質問をしたいと思います。町営住宅管理条例第２３条、

それから第２４条につきまして、入居する人はその住宅について適切な管理をしなけれ

ばならないとなっております。先ほどの件で住宅を回った時、それから日頃の生活の中

で気付いているところですが、住宅によりましてはきれいに管理をしてある所もあるわ

けですが、中には自分の家の周りに雑草が茂っていたりとか、使わなくなったおもちゃ

が散乱していたりとかいうふうな所が見受けられております。町として、入居者に対し

て、条例第２３条、第２４条の件につきまして、どのように説明なり指導をしているの

か報告を願いたいと思います。 
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○建設水道課長（中園誠二君） まず、ご自分が入居されている住宅・敷地につきまし

ては、個人の責任において、除草なり清掃等のお願いをしているところでございます。

これにつきましては、ほぼ問題ないように感じているところでございます。なお、共用

部分につきましては、回覧などにより、協力して除草・掃除のお願いをしているところ

です。 
○１番（吉田精二君） 実は、私も結婚してから１年ほど住宅に住んでいたわけですけ

ども、その住宅では皆でまとまってから月に１回、第１日曜日とかに皆で集まって掃除

の日にするとかいうふうな取り決めをして、共用部分については皆で掃除をしていたも

のでした。そういうふうな風習が残っている団地というか、そういうふうな所もあると

思いますが、やはりどうしてもしていない所が目立つと。特に、側溝なんかありますよ

ね、そういう所の草がたまっていたりしてある所もちょっと見受けられます。町として、

町の顔でもありますし、そういう所にお客さんが来て、住みたいなというふうな雰囲気

を作るためにも、今後ますます町としての指導、それから働きかけ等につきまして、強

力に願えればと思っております。住民の方も知らない方がいらっしゃると思うので、そ

の点を徹底されたらというふうに思っております。よろしくお願いします。 
 それでは、要旨の４に入りますが、高齢者が住むようなコンパクトな住宅を整備する

計画はないかというふうなことで、現在若者とか子育て世代向けの地優賃、それから特

公賃につきましては整備が進んでいるようでございます。今度、駅前におきましても整

備計画があって、現在建築中でございます。若者にとってはほんとに有難いものかなと

いうふうに思っておりますが、一方、高齢者の方用の住宅というのがほんとに足りてい

るのかというふうなことは思っております。元町、それから牧原ですかね、それから森

重等、以前あった小さな住宅が老朽化もあるのですけども、取り壊されていっていると。

そういうようなことで、高齢者の単独世帯、それから高齢者夫婦世帯も困っているので

はないかというふうに思っております。また、町内を見渡しても、以前は隣同士住んで

おって、声掛けとかを行っていたわけですけども、過疎化等が進んで、隣も離れてしま

って一人ぼっちになったりして、何かあったときにはどうしようかというふうに困って

おられる方もいらっしゃると思います。そういう人用の住宅等の整備を考えたわけです

が、湯愛の居住部門等があって、あそこが９戸分ですかね、準備してあると思います。

今８人がお住まいというふうなことで、あそこも非常に需要が多くなっている。助かっ

ていらっしゃるというふうに聞いております。買い物等ちょっと不便なところがあるわ

けですけども、今後やはり高齢化等が進んで、そのように困っている高齢者のためにも、

高齢者向けのコンパクトな機能を持った住宅の建設等の考えはないかというふうなこと

をお聞きしたいと思います。 
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○建設水道課長（中園誠二君） コンパクトな住宅を、ということですけど、現在、湯

前駅前に地域優良賃貸住宅を計画しており、今日現在４棟の建築が契約済でございます。

さらに、令和５年度中に２棟の建築も計画しております。また、それ以外に、老朽化し

た町営住宅を令和４年度中に４棟解体し、令和５年度においても２棟の解体を予算化し

ているところでございます。退去の状況では、更に解体する住宅が出てくるのではない

かという可能性もございます。 
 高齢者が住むようなコンパクトな住宅整備ということでございますが、高齢者だけの

住宅では、何か異常事態が発生した場合に対応が難しくなってくると思われます。まず、

それには見守りが必要になってくるわけですが、新しく住宅を建築するのではなく、ま

ずは湯愛の生活支援ハウス、議員言われる居住部門になりますけど、そこを優先的にご

案内し、今後の高齢化問題に絡み、その施設が不足するような事態には、生活支援ハウ

スの増築なども考えなければならないのかなと思っております。ですので、コンパクト

な住宅建設というよりも、先ほど述べたように、老朽化した町営住宅の解体を進めてい

るところでございますので、解体した空き地に新たな町営住宅若しくは宅地分譲地とし

ての利用も考えているところでございます。そちらを優先的に進めたいと思っておりま

す。 
○１番（吉田精二君） 新しく建てる部分につきまして、実際家賃等につきましても、

今住んでいらっしゃる所よりもある程度高くなると思います。高齢者の方で年金だけの

世帯の方というのは所得・収入も少ないでしょうし、なかなか手が出せない部分もある

のではないかなというふうに思っております。それから、湯愛の居住部門につきまして

も現在９部屋あるわけで、以前につきましては計画として、その奥のほうに増築用のス

ペースも、裏のほうですかね、畑に確保してあったと思います。いろいろな都合で、そ

の部分の計画は立ち消えになったと聞いておりますが、湯愛にはある程度自立できる方

が居住されているわけですけども、日常生活は自分たちでされますので、買い物等にも

タクシーを使って行かなければならないというふうな状況であります。市街地に近けれ

ば、自分で歩いてでも行けると思うのですが、そういうようなことで住宅建設の部分に

つきましては、低所得者にもある程度配慮して、交通の便が良いというふうな所も配慮

した上で、計画を進めていってもらえればと思っております。 
 町長として、任期間近ではございますが、一般論として、高齢者の住まいについてど

のようにお考えか、町長のお考えを聞かせていただければと思っております。 
○町長（長谷和人君） 先ほど建設水道課長が答弁したところでございますけども、本

町におきましては、湯愛の居住部門ということで生活支援ハウスがあっております。過

去のデータも全部調べてみたのですけども、空き室というのがございまして、まだ満室

という状態もございません。現在につきましても、もう調べていらっしゃるかと思いま
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すけども、２人部屋が一つ空いているというふうな状況でございまして、そこら辺が今

おっしゃっているようなことで、支援ハウスが必要な方がかなり増えるという状況がご

ざいましたらば、将来的にはこのような生活支援ハウスも建設しなければならないのか

なというふうに思っております。 
 それから、所得というふうなことも議員おっしゃったところでございますけども、民

間のサービス付き高齢者住宅等もございます。そこら辺も併せながら、調整しながら、

高齢者の住宅整備につきましては十分配慮して行うべきかというふうには思っていると

ころでございます。以上でございます。 
○１番（吉田精二君） 今、町長からも色々配慮して検討していくというふうなことで

ございました。町内におきましても、今後独居の老人の方、それから高齢化・過疎化が

ますます進んでいくと思われますので、困ったと言われる前に、ある程度町のほうでも

対応していってもらうように願いを込めまして、１番目の質問を終わらせていただきま

す。 
○議長（金子光喜君） 一つ、町営住宅について、吉田議員の質問が終わりました。 
 これより、関連質問を許します。 
○３番（遠坂道太君） 吉田議員の関連質問を行います。町営住宅についての要旨の１

でございますが、先ほど吉田議員のほうは保証人の話をされましたが、他町村からの転

入者の問題ですよね。それで、町営住宅に関しての制約等があると吉田議員も言われて、

入りにくいというふうなことを言われておりました。その中で、他町村から入りやすい

ような、町営住宅管理条例の制約あたりの見直し等も考えていただけないのか、それに

つきましてお尋ねしたいと思います。 
○建設水道課長（中園誠二君） 吉田議員の最初のほうの質問にお答えした時に、各種

の住宅がございますとお答えしたかと思います。内容については、地域優良賃貸住宅や

特別公共賃貸住宅、一般住宅、町営住宅、若者定住促進住宅などが主にございますが、

それにつきましては国の法律ですね、公営住宅法などを基に条例を制定しているところ

でございます。議員が言われる他町村からの応募についての優遇措置という考えでしょ

うか、それについては特別設けておりません。国の法律に基づいたところで条例を制定

しておりますので、今後もそこの変更はちょっと難しいのかなと思っております。 
○３番（遠坂道太君） 今、課長から言われましたけれども、これだけ人口が減ってき

ている中で、他所から湯前に来て住みたいという方もいらっしゃるわけですよね。国の

法律の制約があるかもしれません。先ほど吉田議員は保証人のことを言われましたけれ

ども、それも関連するわけですよ。だから、現状を見ましたら、やはり入りやすいよう

な形の取組をしていかない限りは、はっきり言って湯前町は人口が増えませんよ。住む

所がなかったからこそ、ほとんどが他所に逃げて行っているでしょ。その辺も考えて、
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もし町長が当選されたら改正する方向で検討をお願いしたいということを思います。町

長の意見を求めます。 
○町長（長谷和人君） 今のご質問の中で、多分単身の世帯のことをおっしゃっている

のではないかなというふうに思っております。その中で、一つ高齢者世帯関係について

は、多分お一人でも入居が可能ではなかったかなというふうに思っております。ですか

ら、高齢者以外の方の単身ということではないかなというふうに思っておるところでご

ざいますけども、現状そういう上位法に基づいておりますので、現状としては仕方がな

いのかなというふうに思っております。ただ、災害時とか、それ以外町長が認めるとい

うのが確かありましたかね、そこら辺の解釈が間違っていたらちょっと申し訳ないので

すけども、できる限り町外から来ていただきました分については、そういう特別な事情

等がある場合につきましては、そういうふうな対応をさせていただくということで、対

応させていただければというふうに思っておるところでございます。 
○議長（金子光喜君） ほかにありませんか。 
○５番（森山 宏君） 要旨の２ですね、模様替え等をしたままというところで、私が

知った限りにおきましては、先ほど言われた１人、２人以上とかいうので住宅の募集の

規定がありましたけども、湯前町の住宅においては浴槽がある・なしという住宅が存在

しております。模様替え等というところであったときに、浴槽を撤去していきなさいと

いうのは、原形復旧だからそれが当たり前と思いますけども、中には浴槽をそのまま残

していただくという前入居者もおられたそうです。浴槽のある・なしというのは、後か

ら入居希望される方には告知とかはされているのでしょうか。 
○建設水道課長（中園誠二君） 町営住宅ですね、古い住宅については浴槽がない住宅

があるようでございます。そのときに、浴槽を使われたときには、次に入る方はそれを

継続して使われると思います。まず募集する時に、浴槽はないですよという説明も当然

しているところでございます。 
○議長（金子光喜君） ほかにありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 
○議長（金子光喜君） ないようですので、これで一つ、町営住宅についての関連質問

を終わります。 
 次に、一つ、体育施設（弓道場）について、吉田議員の質問を許します。 
○１番（吉田精二君） 質問の２、体育施設（弓道場）について質問を申し上げます。 
 令和４年９月の台風におきまして、弓道場の窓、それから外壁等が吹き飛んでおりま

す。この点につきましては応急的に、窓にビニールを貼ったりしておりましたが、そよ

風が吹いて吹き飛ばされたりしております。それから、昭和 22年頃に建てられ、どこか

らか移築されたもので、もう 76 年以上たっておりまして、腐食によって傾いて入口のド
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アも開かないようになっているというふうなことです。現在利用につきましては、毎日

６人ほど来られて、合同練習の時には１０人ほどが集まられる。年間を通して 2～300 人

ほどの利用があっていると。毎日一人でも入って、一人でも練習できるというふうな、

非常に気楽に参加できるような道場でありますが、そのように老朽化して困っており、

建替え等も迫られているわけですが、今後弓道場につきましてどのような計画を持って

いらっしゃるのか、お考えをお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 
○教育課長（浅田 徹君） 弓道場を所管しております教育課より御答弁させていただ

きます。 
 まず、弓道場の概要でございますけども、敷地面積が約３７７平米、建物につきまし

ては弓道場が約８５平米、矢取り道・的場等を加えますと１４２平米となっております。

建築年次は昭和３４年ということで、先ほど吉田議員がおっしゃったのは多分建物本体

の年次だと思います。移築後で６４年が経過しております。 
 まず、施設の老朽化でございますけども、議員おっしゃるように、経年劣化によりま

して建物全体の不等沈下、特に弓道場内部の弓を射る場所となります射場床面が著しく

沈下をしております。また、矢取り道の屋根は数年前の台風で欠損して無くなっている

ということでございます。 
それから、御質問ありましたとおり、令和４年の台風では弓道場南面の壁が一部破損

しまして、窓部分が今開いているという状況になっております。迅速な修繕等ができて

おらず、利用者の皆様に大変申し訳ないと感じております。本年度の台風被害分につき

ましては、早急に修理を進めたいというふうに考えておるところでございます。 
続きまして、今後の整備計画の部分でございますけども、これまでの経緯等をちょっ

とお話しさせていただきます。弓道場の整備につきましては、平成１０年代から、移転

等も含めたところで検討が進められておるというふうに認識しております。結論から申

しますと、議員おっしゃるように、移転あるいは現地での改修又は建替えといった整備

方針が定まらず、現在に至っているものと考えております。 
平成２９年度には、熊本大学の工学会に委託をしまして、御大師堂周辺整備基本計画

というものを策定しております。この中で、弓道場の建替えという形で検討しておりま

す。しかしながら、基本計画策定時に、弓道の関係者の皆様方と協議の場がありました

けども、計画の中の弓道場の規模にはちょっと議論があったということで、基本計画の

中の弓道場建替え計画というのは暫定的な整備方針ということで今考えているところで

ございます。以上です。 
○１番（吉田精二君） 平成１０年頃から、改修もというようなことで検討されていた

と思います。実際、その頃の考え、それから平成２９年からの基本計画の中でも話し合

われてきておりますが、時代も変わりまして、現在弓道人口も若干模様替えがあってお
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りますが、ただほぼ毎日利用されている。使い具合も悪いというようなことで、必要最

小限でも整備をしていただければというふうに考えております。社会体育を進める上で、

コロナ禍で団体での競技が非常に難しいというふうになっていた時代でも１人でできて、

周りを余り気にしなくても良いような弓道でありますので、今後なるべく早めに、通常

に使えるような整備方針を固めていただいて、実施していただければと思っております。 
 町長にお伺いしますが、その点につきまして、基本的な考えでも結構ですのでお答え

願えればというふうに思っております。 
○町長（長谷和人君） 弓道場の整備につきましては、担当課長が答弁したとおりでご

ざいます。これまでの期間、移転や改修、建替え等についての検討がなされてきておる

ところでございます。 
 また、先ほど吉田議員のほうから、弓道人口等についての年間の利用者数等もあった

ところでございますが、私の認識がちょっと間違っているかもしれませんが、弓道人口

につきましては年々減少しているのではなかろうかというふうなことも先ほどちょっと

思ったところでございます。ただ、いろいろ御活躍いただいているというのも理解して

おるところでございます。 
 それから、弓道場の整備につきましては、関係者、それから地域の皆様、それから議

会の皆様の御意見等もお伺いしながら、事業の財源等も含めまして、先ほど吉田議員か

ら最小限の整備もあるというふうなこともお聞きしました。そこら辺、今下里御大師堂

の保存修理工事もおおむね完了となりまして、次年度からは公園整備等の事業も計画し

ております。周辺一帯となった整備というふうなところもございますので、この中に弓

道場の整備も当然含まれてくるということでお考えいただければというふうに思ってお

るところでございます。以上でございます。 
○１番（吉田精二君） ありがとうございます。町長言われましたように、以前から弓

道をされていた方がだんだんお亡くなりになられたり、転出されたりで減少しておりま

す。一方、近年におきましては、新しい高校生といいますか、高専に入っている生徒さ

んが春休みに練習に来たりとか、それに伴いまして、親御さんも始めてみようかなとい

うふうに興味を持たれる方も何人かいらっしゃいます。今後は、そういう方が来やすい

ような、来て練習ができるような道場の整備ができればというふうに思って質問したわ

けですけれども、町長の発言で、御大師堂の整備計画の中で考えていきたいというふう

な答弁もいただきましたので、その辺もなるべく早く弓道場の整備までにたどり着ける

ように御祈念申し上げまして、私の質問を終わりたいと思います。ありがとうございま

した。 
○議長（金子光喜君） 一つ、体育施設（弓道場）について、吉田議員の質問が終わり

ました。 



 
 

- 35 - 

 これより、関連質問を許します。 
［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで一つ、体育施設（弓道場）について

の関連質問を終わります。 
以上で、吉田議員の質問を終わります。 

○議長（金子光喜君） 一つ、一般質問で質問した事項の進捗状況と今後のお考えにつ

いて、西議員の質問を許します。 
○２番（西 靖邦君） ただ今、金子新議長の御指名を頂きました議席番号２番、西 靖

邦でございます。本日は通告書にしたがい質問させていただきます。 
 質問事項、一般質問で質問した事項の進捗状況と今後のお考えについて、以前質問し

た要旨１から７についてです。その後の検討内容および課題、進捗状況は現在どのよう

な位置づけにあるか改めてお尋ねします。 
 要旨１、庁舎の多目的（多機能）トイレなど快適なトイレ空間設置の考えはないか、

令和３年６月の一般質問にてお尋ねしました。男女トイレを含め、多目的トイレを併設

した空間を庁舎内外に整備する考えで検討を進めたい、また整備費の財源も併せて調査

したいとの答弁でした。その後の検討経過、または結果はどうなのかを問います。また

今後のお考えについてはどうでしょうか、執行部の明快な答弁を求めます。 
○総務課長（西村洋一君） まず、ご質問の多目的トイレですが、このトイレにつきま

しては、障害者以外が使うことで、車椅子の御利用の方が、トイレ利用を待たされると

いうことが多くなったことに伴いまして、国土交通省がバリアフリートイレと呼んでく

ださいというふうになっておりますので、今回の答弁はバリアフリートイレというとこ

ろで、お答えさせていただきたいと思います。 
 まず、場所の検討を庁舎内から行いました。議員もご承知のとおり、現に本町では災

害復旧係を、庁舎外のプレハブで行うなど、庁舎内の整備可能なスペースは見当たらな

いところでございます。よって現状では庁舎内での整備は難しいと判断をいたしました。 
 次に、庁舎外で検討を行いました。来庁者の利便性と庁舎周りの空きスペース、この

ようなことを鑑みまして、整備するのであれば、庁舎外の中庭、ここしかできないなあ

というところで結論を出したところでございます。 
 次に、財源面での検討を行いました。残念ながら現時点では、トイレ単体では、整備

に補助金はございませんでした。よってトイレ単体で整備するのであれば、一般財源と

いうことになります。トイレ整備となれば、当然トイレの個数も多く作らなければなり

ませんので、相当な金額がかかりますので、財源の状況をみながら、議員の皆様にも御

相談をしながら整備ということになります。一方で町にとって今後整備する必要がある

施設、またその整備のための高い補助率がある施設であれば、財源もございますので、
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その施設の中にバリアフリートイレも含めて整備できるのがベストではないかと判断を

したところでございます。具体的な時期や内容につきましては、来月町長選挙がござい

ますので、当然現時点では申し上げられませんのですが、新しい町長とこの点について、

再度また協議を行いまして、その他の施設改修等の都合もございますので、優先順位等

もございますので、整備内容や財源の手当のめど、補助金があっても付くわけではあり

ませんので、そういったところをさまざまに準備が整い次第、議員の皆様にも、全員協

議会等で御相談を申し上げたいと考えております。 
 なおバリアフリートイレの必要性につきましては、私たちも当然必要であるという認

識ではございますので、前向きに検討しているというところで、本日の答弁はこれで御

容赦いただきたいと思います。 
○２番（西 靖邦君） 先ほど庁外、前向きに検討していらっしゃるということで、町

民の皆様も心待ちにしていらっしゃると思いますので、次の町長と迅速な対応をお願い

します。 
 要旨２に行きます。要旨２、各公共施設玄関の補助動作手摺、椅子などの設置の進捗

状況は。令和３年６月の一般質問でお尋ねしました、改善センター、Ｂ＆Ｇ海洋センタ

ー、中央公民館の施設ごとに、建築士などと相談をしながら、安全に施設を利用いただ

く観点で検討していくという答弁でした。その後の検討経過、または結果はどうなのか

を問います。また今後のお考えについてはどうでしょうか、執行部の明快な答弁を求め

ます。 
○教育課長（浅田 徹君） 令和３年６月の西議員からの一般質問後の対応について、

答弁させていただきます。まず湯前町農村環境改善センター、中央公民館およびまんが

美術館についてとなります。令和３年の７月には、建築士の先生方、それから工務店等

に、現地を一緒に見ていただいております。その後玄関の手摺の設置を行っております。

改善センターが玄関昇降口に手摺を１本、中央公民館建物となりますけども図書室の入

口に同じく手摺を２本、それからまんが美術館につきましては、正面玄関の昇降口に手

摺を４本設置しております。それからまんが美術館と改善センターにつきましては、そ

れ以前からですね立ち座り用の椅子は設置していたところでございます。続きましてＢ

＆Ｇ海洋センターとなります。本年度、令和４年度に施設の改修工事を実施しておりま

す。正面玄関に新たにスロープと手摺を現在施工中となっております。この改修につき

ましては、近年Ｂ＆Ｇ施設におきまして、介護予防事業等が行われること、また災害時

の避難所となった場合のスムーズな出入りを想定した改修ということで考えております。

今後につきましては、現在緊急的に改修等が必要な箇所はないものと認識しております。

しかし必要に応じ、バリアフリー対応といった事項を踏まえまして、施設の利便性向上

を今後も図っていきたいというふうに考えております。 
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以上です。 
○２番（西 靖邦君） 改善センター、中央公民館等手摺を設置していただいたという

ことで、町民の皆さんも非常に助かっていらっしゃると思います。今後とも身体の不自

由な方の観点を持ちまして、バリアフリーとか先ほど出ましたけども、色んな面で課題

が出てきましたら、それに対応していただいていくようにお願いします。 
 要旨３に移ります。小中学校のトイレに擬音装置を設置する考えはないか、令和３年

６月の一般質問にてお尋ねしました。補助動作手摺や擬音装置の設置は、学校側と今一

度協議し、その結果によっては、今後検討する方向で進みたいとの答弁でした。その後

の検討経過または結果はどうなのかを問います。また今後のお考えについてはどうでし

ょうか。執行部の明快な答弁を求めます。 
○教育課長（浅田 徹君） 同じく令和３年６月の西議員の質問後の対応というところ

で、学校関係ですので教育課より答弁させていただきます。小中学校トイレの擬音装置

または動作補助手摺ということの御質問だったかと思っております。この質問につきま

しては、町内の校長会議、それから学校の事務担当者職員会議の中で、小中学校と教育

委員会と情報を共有しているところでございます。結果としましては、現在のところ擬

音装置それから動作補助の手摺とかですね、これらの新たな設置は行っておりません。

これちょっと余談になりますが、学校のトイレにつきましては、新型コロナウイルス対

策としまして、照明を非接触型のＬＥＤ照明に改修を行っております。この改修によっ

てトイレ内がすごく明るくなったと、子ども達に大変喜ばれるということを伺っている

ところでございます。今後につきましては、学校内での先生方、校長先生をはじめ教職

員の方々、それから児童生徒の意見等も踏まえた上で、必要に応じて快適に利用できる

学校トイレを引き続き目指していきたいというふうに考えております。以上です。 
○２番（西 靖邦君） もう一つ必要な、時代は色々と進んでいます。トイレ関係の設

備も進んでいます。ただ、今の小中学生の方が、ほかのトイレに入ったときに、何で勝

手に自分の知らないうちに擬音装置が動くのかなあと、そういう擬音装置だけでも分か

らないのに、それちょっと分が悪いのかなあと、一部は思うんですけど、いずれはだん

だんと分かっていくのかなと思うんですけども、そのうちのモデルとして、学校のトイ

レの一か所でもいいですから、これが擬音装置なんですよと、それも学習効果になるん

じゃないかと思っておりますので、そのへんはまた今後検討していただいたらいいと思

います。 
 要旨４に移らせていただきます。窓口サービスの向上に向けて、その後どのように取

り組んだのか。令和３年９月の一般質問にてお尋ねしました。各職員のコミュニケーシ

ョン能力と業務のスキル向上も必要である。役場職員は全体の奉仕者であり、それにふ

さわしい資質の向上を図るとの答弁でした。その後検討経過または、サービスの向上の
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結果がどうなのかを問います。また今後のお考えについてどうでしょうか、執行部の明

快な答弁を求めます。 
○総務課長（西村洋一君） 議員、令和３年度にご質問がございましたので、次の年、

令和４年度、今年度ですが、職員のホスピタリティ向上のための研修を行いました。こ

のホスピタリティとは心からのおもてなし、深い思いやりという意味でございます。来

庁者の方の満足度の向上、気持ちのいい接客サービスを提供するという目的で行ったと

ころでございます。当然、研修を行ったからといって、すぐに改善できるものではござ

いませんので、今後につきましては、これからも職員研修の年間計画の中の一つに、接

遇関係を取り入れまして、職員全体のレベルアップを図っていきたいと考えております。

まずは管理職が手本となって、率先して取り組んでいきたいと思います。以上です。 
○２番（西 靖邦君） ただ今、研修も行ったということなので、長い目でみていかな

ければだめだとは思います。なるべく窓口サービスの向上によって、町民の方も、来庁

しやすいような雰囲気をつくっていただけたらなあと思っております。 
 要旨５に移ります。庁舎の空間としての環境改善の一つとして、庁舎内にＢＧＭを流

してはどうか、令和３年９月の一般質問にてお尋ねしました。ＢＧＭは庁舎のやわらか

な雰囲気をつくる手段の一助とも考える。今後もＢＧＭを含む環境整備に努めて参りた

いとの答弁でした。その後の検討経過、または結果はどうなのかを問います。また今後

のお考えについてはどうでしょうか。執行部の明快な答弁を求めます。 
○総務課長（西村洋一君） 通常、病院や金融機関、ホテル、また行政機関等の待合室

やロビーなどでＢＧＭが流れているところを耳にいたします。これはお客様の待ち時間

が長くなった場合のイライラ防止であったり、またそこで働くスタッフのメンタルケア

であったり、能率向上の意味合いがあるものだと思います。ただ音楽であれば何でもい

いというわけではなくて、先ほど申し上げました病院や金融機関、ホテルなど、その施

設の形態によって、流すジャンルも違うんではないかと考えているところでございます。

一方、本町の役場の場合は、窓口にお出でいただきました町民の方の待ち時間は、ほと

んどございません。すぐ窓口で対応できているところでございます。またくつろいでい

ただけるスペースも、ご存知のとおりほとんど少ないことから、これまでＢＧＭは流し

て来なかったというところで認識をしております。またＢＧＭを流すとなりますと、金

額はそう高くはありませんが、有線放送等の代金もかかりますし、テレビを設置すると

なりますと、ＮＨＫの受信料とかも、わずかですがかかりますので、これまで二の足を

踏んでいたというところが実情でございます。ただし議員の御質問を機に調査しました

ところ無料のインターネットラジオなどで、ＢＧＭが流れるチャンネルがあるというの

も分かりましたので、これも町長選挙の後に、受信機やスピーカーとか、そういったと

ころの整備も必要になりますので、またそのチャンネルが著作権の問題とか、本当にク
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リアしているかどうかの調査も必要ですので、またほかに良い方法がないか等も調査し

まして、新町長の判断を仰ぎたいと考えております。これにつきましては、前向きに検

討したいと考えておりますので、年度明けましたら準備ができるものと考えております。

以上です。 
○２番（西 靖邦君） やはり人間ですので、ＢＧＭとかいう環境整備が一番大切だと

思いますので、今後ともよろしくお願します 
 要旨６にいきます。要旨６、定住増を促す住宅建築・宅地整備に当たり、ＰＦＩ方式

を活用する考えはないか、令和３年１２月の一般質問にてお尋ねしました。 
宅地分譲の必要性は認識している。現在では、元森重西住宅の跡地を宅地整備して、分

譲を検討している。ＰＦＩ事業の民間組織の活用により、財政負担も少なくて済む事業

が取り入れ可能か今後の検討、調査するとの答弁でした。その検討経過または結果はど

うなのかを問います。また今後のお考えについてはどうでしょうか、執行部の明快な答

弁を求めます。 
○建設水道課長（中園誠二君） ご質問の住宅建設および宅地分譲においてのＰＦＩ方

式利用については、建設水道課においての課題の一つとして引き継いだところでござい

ます。そこで自分なりにいろいろ調べてみました。非常に多くの方式の種類があり、何

を建てるか、何を造るかで、メリットデメリットがあるようでございます。以前県庁の

住宅課に確認しましたが、県の窓口的な係はないという回答でございました。そこで最

近ＰＦＩ方式を利用をされた自治体の担当者に連絡し、内容の聞き取りを実施した経緯

がございます。その自治体では１２階建のマンション建設をＰＦＩ方式で建設されてお

ります。以前の一般質問で西議員が話された自治体になります。いろいろと時間をかけ

て聞き取りを行いました。そこで準備に時間を要すること、相手方、これ業者になりま

すが、業者の確保の件、地域性並びに立地条件、また特定資産の算定、これはＰＦＩと

通常発注の比較を行うことがもので、コンサル委託が必要になってくるようです。これ

ら多くの課題が見えてきたところでございます。本町においては、なかなか難しい内容

と思われますが、これでやめるのではなく、引き続き導入の可能性については、検討を

続けたいと思っております。 
○２番（西 靖邦君） ＰＦＩの活用、住宅の需要が今増えてますよね、前回町長から

答弁頂きましたけど、一般の住宅業者も湯前町に来てくれないということになったら、

やっぱり湯前町もなんとかＰＦＩ方式で、住宅建設に向いて進んでいくべきかなあとは

思っております。また今後検討されるということなんですけど、それはその終わりじゃ

なく、今から進んで行くには、なんでも自分から進んで行かないことには、すぐ終わり

にしたら全然前が見えて来ませんので、そのへんはよろしくお願いします。それと先ほ

ど宅地分譲の件でお聞きしたんですけど、そのへんはどうなっているんですかね。 
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○建設水道課長（中園誠二君） 宅地分譲につきましては、先ほど吉田議員の一般質問

でお答えしましたとおり、町営住宅の老朽化した分につきましては解体しております。

令和５年度においても２棟の解体費用を計上しておるところです。先ほども言いました

ように、退去される住宅の空き具合では、今後も解体する住宅は増えてくると思われま

す。そのへんの場所につきましては、１か所につきましては、郵便局や国道、湯前駅に

近い部分となります。もう１か所予定している所は、学校に近い所になります。利便性

も大変良い所だと思っております。 
○２番（西 靖邦君） 宅地分譲も非常に大事なことです。今町内の方も需要がありま

すね、宅地分譲があったら、そこに家を建てるのになあと、そういうお話もよく聞きま

す。今おっしゃったように、旧町営住宅を解体していただいてですね、今入っている人

がおられるからすぐにとは言いませんけども、宅地整備も今後していただくようにお願

いしておきます。 
 要旨７にいきます。要旨７、職員の健康管理に配慮した福利厚生諸室の整備の考えは

ないか、令和３年１２月の一般質問でお尋ねしました。健康管理委員会の組織の中での

検討課題として取り上げたい、職員に提案型の条件をつけアンケートを実施する方向で

考えるとの答弁でした。その後の検討経過、または結果はどうなのかを問います。また

今後のお考えについてはどうでしょうか。執行部の明快な答弁を求めます。 
○総務課長（西村洋一君） まずは、西議員におかれましては、私たち職員の健康に対

する心配り誠にありがとうございます。お礼申し上げます。 
 ご答弁させていただきます。職員アンケートの結果につきましては、パーセンテージ

で御回答をいたします。まず更衣室です。絶対必要と答えた者３パーセント。あれば助

かる５７パーセント。現状で良い４０パーセント。 次に、仮眠室です。絶対必要０パ

ーセント。あれば助かる３５パーセント。現状で良い６５パーセントです。 最後に休

憩室です。絶対必要１２パーセント。あれば助かる３０パーセント。現状で良い５８パ

ーセント。以上のように絶対必要と回答した職員は少なく、ほとんどが、あれば助かる、

現状で良いと回答しているところでございます。ただし私たちもこの数値を鵜呑みにし

ているわけではございません。職員は町の財政状況や、庁舎のスペースの問題、町が抱

えている課題の優先順位、町民の方の感情など、さまざまものを忖度して回答している

ものと想像しております。当然皆何も考えなくて良いのであれば、すべて設置してほし

いというのが本音ではないかと思っております。しかし私たちは公務員でありまして、

町民の皆様の課題解決が優先であるという認識で、使命感が先に立った回答であると思

っております。この件につきましては、休憩室は以前宿直室、仮眠室としてあったもの

を、住民のプライバシーに関する相談が増えたことから、個別の相談室に改修をいたし

ました。また畳敷きの和会議室というものがございましたが、新たに設置されました企
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画振興課がそこに執務室として入りまして、現在では第２会議室となっているところで

ございます。その時々の必要に迫られて改修等を行ってきたところでございます。現状

では、元に戻すのは難しいと考えております。議員の御提案は、職員の健康を守ること

で、仕事へのモチベーションを上げ、役場機能の向上、保持にもつながり、ひいては町

民サービスの向上につながるという観点での御質問だと思いますので、私たちも何もし

ないというわけではなく、現状でできる対策、例えば今避難所用に簡易テントや簡易ベ

ッドを準備しておりますので、予約が入っていない部屋に、テントとベッドを設置して

臨時的に対応するとか、さまざまに工夫はできると思いますので、そのように対応して

いきたいと考えております。以上でございます。 
○２番（西 靖邦君） アンケートを取られた結果も重視します。福利厚生の充実は、

働きやすい環境にすることで、職員の能力発揮と成長を支援するためのものですので、

継続して考えていっていただけたらと思います。 
質問した案件が、実際に取り組まれた割合はどれくらいで、検討された結果などの報

告はどうなっているのか、町民の皆さんも、その後どうなったか知りたいのではないで

しょうか。一般質問等において、取り組みます。検討します。調査します。協議します

等の答弁となったものについては、その後の状況を確認する必要があるのではないか、

一度限りの質問で終わるのでなく、その後の対応も含め、状況を確認する機会を設けて

も良いのではと思っております。今後、執行部におかれましてもチェックシートを作成

し、その後の進捗状況について整理を行うとともに、定期的にその後の状況報告を行っ

ていただく必要性を感じております。また議会で引き出される答弁およびその後の検討

結果等を公表することにより、町民への説明責任を果たしていくのではないでしょうか、

この点について、町長の答弁を求めます。 
○町長（長谷和人君） 今、これまでの一般質問で質問した事項の進捗状況についてと、

それから今後の考えについてということで、７つの点で今ご質問があったところでござ

います。これからできるものも答弁させていただいたところでございますし、また課題、

宿題も残ったのもあったというふうに思っております。できるところから着手させてい

ただきまして、その場合につきましては、どちらにせよ財政的なところも、財源的なも

のもございますので、そこらへんも見ながら、住民の皆様方のサービスの向上に努めて

参りたいとかように思っているところでございます。ただこれは新町長もございますの

で、そういうところで現時点での答弁とさせていただくところでございます。 

○２番（西 靖邦君） 答弁の追跡調査で期待されることの一つは、議員、首長ともに、

自分の質問や答弁に対して責任を持って対応することができる。２つ目は、町と議会が

適度な緊張関係を維持して、住民に対する説明責任を果たすことができる。３つ目は、

広報誌に掲載することで、町民が進捗状況を見て確認することができる。以上３点ほど
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記載されることが考えられます。議会は、住民のためのものだと常に思っていますので、

今後も一般質問に対する執行部の対応を追跡していく所存であります。以上、真摯に御

対応していただくことを要望いたしまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（金子光喜君） 一つ、一般質問で質問した事項の進捗状況と今後のお考えにつ

いて、西議員の質問が終わりました。これより、関連質問を許します。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで一つ、一般質問で質問した事項の進

捗状況と今後のお考えについての関連質問を終わります。 
 以上で、西議員の質問を終わります。 
ここで、休息のため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
休憩 午後２時 ３分 
再開 午後２時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
○議長（金子光喜君） 休憩を終わり会議を続けます。次に、一つ、農道・里道の管理

及び整備について、森山議員の質問を許します。 

○５番（森山 宏君） ５番議員の森山です。通告書に基づき、農道・里道の管理及び

整備について伺います。一つ、農道の端部の空洞化・劣化への対応について質問します。

町が管理する道路種別は町道・農道・林道でよろしいでしょうか。 
○農林振興課長（稲森一彦君） 町が管理している町道・農道・林道はそれぞれ種別ご

とに台帳で管理している道路ということになっております。 
○５番（森山 宏君） 今回農道について質問するにあたり、改めて調査したところ、

農道というのは土地改良事業により造成された農業用道路で一般道路と違い、農林水産

省の所管になるようです。農道完成後は市町村に管理が委託され農道台帳に記載し、一

定要件下にて普通交付税の補正措置が講じられるようです。一定要件について伺います。

一定要件というのはどういうものなのか伺います。 
○農林振興課長（稲森一彦君） 一定要件農道というところで答弁させていただきます。

一定要件農道につきましては、地方交付税の補正の対象となる道路ということになって

おります。要件として４つの要件をすべて満たしている道路というふうになっておりま

して、まず一つ目ですけども、土地改良法に基づく土地改良事業等によって造成された

農道であること。次に農道台帳に基づき作成された農道台帳に記載されていること。農

道の全幅員が全区間において４ｍ以上であること。農道改良の起点及び終点が道路法第

２条第１項に規定されている道路、これは町道であったり県道であったりになろうかと
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思いますけども、それに農道が接していること、この４つの要件すべて満たしているも

のが一定要件農道となっております。 
○５番（森山 宏君） 一定要件の道路、４ｍ以上で両端が道路法上の道路に接してい

るという条件下の農道が交付税の対象になるということです。課長が述べられた中に農

道台帳に記載という文言がありましたけども、本町において農道台帳の路線数はどれだ

けあるのか、また農道台帳の路線の中に交付税対象、一定要件を満たすもの、また一定

要件外のものごとに内容を伺います。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 本町の農道台帳に記載している農道の路線数につきま

しては２１５路線となっております。延長にすれば約４７ｋｍとなっております。この

うち一定要件農道、地方交付税の補正の対象となる一定要件農道につきましては、１２

路線となっておりまして、延長にいたしまして４，０９０ｍ、約４ｋｍとなっておりま

す。これ以外が一定要件農道以外の路線となりますけども、路線数につきましては２０

３路線、延長につきましては４２，９３３ｍ、約４３ｋｍとなっております。 
○５番（森山 宏君） これで言いますと約５％くらいですかね。一定要件を満たさな

いのがほとんど９５％は満たさないという現状なんでしょうか。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 先ほど答弁したとおりになりますけども、年に１路線

くらいづつはですね、一定要件農道を中心に町道の方に格上げといいますか、にしてお

ります。この理由といたしまして、先ほど申しました交付税関係ですね。農道につきま

しては、１ｍあたり５０円ほどの、単価的にはですね。令和４年度ですけども、一定要

件農道に交付される交付税が２４万円程度です。ちなみに町道関係につきましては維持

的補正による通常分と投資的経費など合わせまして５，２００万円ほどということで、

簡単に申し上げますと、町道関係につきましては１ｋｍあたり５０万円から６０万円の

単価となりますので、やはり条件が揃う農道であれば町道の方に格上げした方が交付税

が優遇されますので、一定要件農道については年々減っているといいますか、農道から

町道に格上げしている状態となっております。 

○５番（森山 宏君） 恐ろしいほど農道の場合は少ないなと思いまして、農道から町

道の方に移管されるといいますか、そういうのが条件があるんでしょうか。できたら農

道から町道の方に上げていただくと、ものすごく交付税についてはいいと思いますし、

もうちょっと申請を増やす考えはないか伺います。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 私、今、農林振興課長ですけども、以前は建設水道課

長もしておりましたので、元課長ということで答弁させていただきます。町道につきま

しては、町道と県道を結ぶ、集落と集落を結ぶというのが町道の要件となっております。

農道につきましても町道に認定するような要件満たすような農道もございますので、で

きれば農道から町道にしていった方が交付税措置の対象となりますし、町道につきまし
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ても色々な長寿命化等の補助事業の対象となったりすることもあるかと思いますので、

町道に認定していった方が色々と優遇といいますか、その後の長寿命化の計画にも町道

にした方がいいのではないかと思っているところでございます。 

○５番（森山 宏君） 農道の路線のところにですね、居住区があってその居住区から

各官公庁とか病院とか金融機関関係、などにつながる路線であれば、認定が受けやすい

事例も調査する中ではありましたので、ぜひそういうふうにしかかってみてください。

圃場整備に伴い２００ｍ毎に農道が整備されております。それにつながる路線も整備さ

れていますが未舗装の箇所なども散在します。すみ分けの基準等が何かあるんですしょ

うか。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 舗装、未舗装につきましての特段の基準等はございま

せん。先ほど申しました一定要件農道であったり、造成された農道で、舗装は当時され

ていなかったと思います。舗装等につきましての国庫補助事業の対象となる、受益面積

であったりとか、道路幅員等の補助要件に該当した路線につきましては、農道の舗装も

実施してきております。またですね、過去平成２１年頃だと思いますけども、国の経済

対策事業がございました。その際に、すべての路線ではございませんですけども、過去

の国の補助要件に該当しなかった道路等で幅員が１．８ｍから２．５ｍ未満の農道につ

いては舗装事業を行ってきた状況がございます。現在までには、そういう要件で農道舗

装行っておりますけども、平成２１年度以降は農道の舗装事業は行っていないという状

況になっております。 

○５番（森山 宏君） １.８ｍから２.５４ｍ未満のところまで含めてぜひ舗装なりや

ってください。農道の端部といいますか、この空洞化・劣化について伺います。農地と

か車両が離合する場合、舗装面と路肩の空洞化が著しく、不安を感じるところがありま

す。離合・停車の際には、端によりますが、端部は路肩が下がり舗装面が浮いている、

そういう箇所が散在しております。また、路面の亀裂等も散在しております。経年劣化

は現状把握はされているのか、路線図管理等も含めて伺います。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 議員おっしゃられたとおり、農道における路肩部分の

空洞化等があったりとか、路面についてもわだちとかができている状況で、正常な状況

でない路線が多々あろうかと認識はしております。これにつきまして、農道全線につい

ての調査は行ったことはございませんので、今後は調査等はしていくべきだろうなとは

感じているところでございます。 
○５番（森山 宏君） 路肩のですね、損傷等は雨などの浸食による劣化が推測できま

すけども、対策として土盛りやアスカーブの施工が考えられると思いますけども、どう

いう風な対策を講じられているか伺います。 
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○農林振興課長（稲森一彦君） 補修等につきましてですけども、現状としましては、

そういう情報をいただいた所にいきまして現場のほうに出向きまして、部分的にでござ

いますけども、その状況によって路肩の補修等を行っております。おっしゃられたよう

なアスカーブ、特に路肩から水田、宅地の方、そういうような対応も必要かと思います。

それぞれ状況に応じて最適な方向で修繕等しているところでございます。 
○５番（森山 宏君） 農水省によりますと、農村地域のインフラの持続活性化、強靭

化等の農村整備事業（補助事業等）というのがあるようです。こういう補助事業と言い

ますか、国土強靭化に伴う農水省の事業のようです。こういうのもですね、利用でも考

えて、強靭化と維持を管理等をお願いいたします。次に生活道、里道の管理について伺

います。里道は地元の方の境界や存在についての認識が一様ではないようですが、地籍

調査などで境界杭とそれらの把握はできているのか伺います。 

○総務課長（西村洋一君） 本町では地籍調査が完了しておりますので、里道の所在に

ついては法定外公共物として全て把握可能でございます。境界杭につきましても、その

際すべて設置がなされております。ただし、その後何らかの理由で杭がなくなっている

場合もあるかもしれませんが、そこの点につきましては、すべて把握ができているかと

いうと、抜けているのはわからない所もございます。 
○５番（森山 宏君） 総務課長に伺います。地籍調査で境界杭等がでているんであれ

ば、それは図面におとしこんであるんでしょうか。そうしないと、もしもなくなった場

合に復元ができないと思いますが。 

○総務課長（西村洋一君） はい、図面に残っております。 

○５番（森山 宏君） 里道の整備については、町から原材料の支給を受け整備する事

業があります。住民の利便性維持のために住民参加の共同作業により守られております。

このことにより郷土愛が育まれますし、ありがたいことです。しかし、現状は少子化、

高齢化が常態化しております。生産人口も減少しております。住民の労務提供、原材料

支給の事業の取り組みが懸念されます。生コン打設を例に見ますと、一輪車運搬の確保

が難しく、加えて生コン工場が平日営業であることから、平日の人材確保がさらに厳し

い状況です。このことにより、原材料の支給の他に運搬等、キャリアとかそういう運搬

車の使用経費も対象に認めるなど、柔軟な対応を求めますけども、町長の考えはいかが

でしょうか。 

○町長（長谷和人君） これまで里道ですね、これについては先ほど総務課長が答弁し

たんですけども、本来でございましたら国の管轄の部分でございました。これが、法定

外公共物ということで、替わりまして町が管理しているという状況になっている。それ

から、今森山議員がおっしゃったように行政区内にある里道関係につきましては、地区

によりましたら年２回または１回、地区の皆様方のボランティア、道つくりという言葉



 
 

- 46 - 

でいいでしょうか。関係者の皆様方によって、これまで補修、路肩あたりもですね、作

業をやっていただいて、役務を提供していただいてこれまでやってきたところでござい

ます。今おっしゃるように高齢化もきておりますけども、先ほど稲森農林振興課長が答

弁しましたように、かなりの延長がございます。加えましてこの里道となりますと、先

ほどの農道と違いましてまた大きな本数になってきますし、延長も大きなｍ数になって

んではなかろうかなと思っております。それを一括管理して、森山議員がご質問されて

いるような内容になりますと、かなりの財政負担になってくるんではなかろうかと思っ

ております。ですので、これまでどおり、生コンとかクラッシャーランそういう風なや

つを提供させていただきまして、地区の皆様方で協力して補修していただく、これをお

願いできればという風に思っております。なお、農道等の真ん中にございます里道等に

関しては多面的や中山間等もございますので、そこらへんで利用していただいて里道等

の整備をできれば、可能になるのかなとも今思ったところでございます。 

○５番（森山 宏君） 私が申し上げたいのはですね、今ある労務提供の材料支給、こ

れに運搬車等の経費を対象にしていただけないかと。すべての路線じゃなくて、里道と

か、境界がわからなかったり、町長おっしゃられたように、鍬とかスコップとかで未舗

装のところを保全していく、その道つくりの場所のつもりで申し上げた訳で、その時に

生コン打設する際に一輪車ではもう無理ですので、運搬車等の利用も経費も含めてくだ

さいという要望でした。加えて、農道と農道の間とおっしゃいましたけども、農道に関

してさっき課長が言われたように、一定要件外のところ、そのところの農道とかいうの

も中山間地とか多面的、それを利用して維持とか、共同作業でやられているところもあ

りますし、そういうふうに努めておられます。私が言っているのはあくまでも、農道の

間ではなくて、生活面における里道で、今まで生コン打設の時に一輪車じゃきつかけん

が、運搬車も経費の対象に含めてくださいということでした。それを強くお願いいたし

まして、質問を終わります。 

○議長（金子光喜君） 一つ、農道・里道の管理及び整備について、森山議員の質問が

終わりました。 
これより関連質問を許します。 
ないようですので、これで、一つ、農道・里道の管理及び整備についての関連質問を終

わります。以上で、森山議員の質問を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
○議長（金子光喜君） 以上で、本日予定された質問がすべて終わりました。 

お諮りします。ただ今一般質問の途中ですが、本日の会議はこれで延会したいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 
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「異議なし」と認めます。したがって、本日は、これで延会することに決定しました。 

  次の会議は、 明日３月９日午前１０時に開きます。 

議事は、一般質問、議案審議 を予定していますので、御参集願います。 

本日は、これで延会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

延会 午後２時４１分 
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  令和５年第３回湯前町議会定例会    〔第２号〕 

 

令 和 ５ 年 ３ 月 ９ 日  
午前１０時００分開議  
湯 前 町 議 会 議 場  

 
１．議事日程 
日程第 １        一般質問 
日程第 ２ 議案第 ５号 湯前町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ   

いて 
日程第 ３ 議案第 ６号 湯前町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 
日程第 ４ 議案第 ７号 個人情報の保護に関する法律の一部改正等に伴う関係条例の整備 

に関する条例の制定について 
日程第 ５ 議案第 ８号 湯前町情報通信システムの設置及び管理に関する条例の一部を改正  

する条例について 
日程第 ６ 議案第 ９号 湯前町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の 

一部を改正する条例について 
日程第 ７ 議案第１０号 湯前町防災行政同報無線システム設備の設置及び管理に関する条 

例の制定について 
日程第 ８ 議案第１１号 湯前町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 
日程第 ９ 議案第１２号 湯前町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について 
日程第１０ 議案第１３号 湯前町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する  

基準を定める条例の一部を改正する条例について 
日程第１１ 議案第１４号 湯前町保育の必要性の認定に関する条例の一部を改正する条例に 

ついて 
日程第１２ 議案第１５号 湯前町子ども・子育て協議会設置条例の一部を改正する条例につい      

             て 
日程第１３ 議案第１６号 湯前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 

の一部を改正する条例について 
日程第１４ 議案第１７号 湯前町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め 

る条例の一部を改正する条例について 
日程第１５ 議案第１８号 湯前町営住宅管理条例の一部を改正する条例について 
日程第１６ 議案第１９号 湯前町町民グランドの設置及び管理に関する条例の一部を改正する 

条例について 
日程第１７ 議案第２０号 湯前まんが美術館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条 

例について 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） ただいまから、令和５年第３回湯前町議会定例会、第２日目の

会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 一般質問 

○議長（金子光喜君） 日程第１、「一般質問」を行います。本日は、椎葉議員、山下

議員、遠坂議員の３名を予定しております。 

一つ、地域経済循環を強化して町内総生産を増やす対策について、椎葉議員の質問を

許します。 
○４番（椎葉弘樹君） ４番議員の椎葉です。一つ、地域経済循環を強化して町内総生

産を増やす対策について、一般質問を行います。 
 まず初めに、国内総生産ＧＤＰは、国内で産出された付加価値、まあいわゆる儲けの

総額は、２０２２年でおよそ５５０兆円、なんとか世界３位に踏みとどまってはいます

が、国民一人当たりのＧＤＰは、４４０万円で世界第２７位、日本経済の衰退が続いて

います。一方で、持続可能な町を目指すには、地域の経済循環を強化して町内総生産を

維持、向上しなければなりません。自身の活動報告や選挙広報におきましても、町内総

生産の向上を掲げているところです。今回、一般質問では、本町の弱点である町内総生

産の向上の施策を、次の総合計画に向けて御提案いたします。参考データとしまして、

県が公表している市町村民経済計算の統計表、２０１９年度のデータと地域経済分析シ

ステム、リーサス２０１８年度のデータを用いています。長谷町長の就任以前のデータ

ではありますが、その後の災害復旧やコロナ対応により順位などは、大きく変動してい

ないと推察します。なお本一般質問の全体イメージを掴んでいただくために、議長の許

可を得まして、リーサスのデータをサイドブックスの一般質問補足資料に置いておりま

すので、御覧をいただきたいと思います。今回は、町長が２期目に挑まれるということ

で、大枠での一般質問を要領良く行います。 
 最初に、要旨の１から要旨の４に共通する現状確認と分析を一括で行いまして、その

後に４つの提案に対する要旨に対する町長の考えを確認させていただきます。これから

現状確認を６点、所管課を代表して企画観光課にお尋ねしていきます。 
 まず１点目、町内総生産は、どのような状況でしょうか。 
○企画観光課長（本山りか君） 町内の総生産の現状ということでございます。２０１

８年のリーサスのデータによりますと、８０億円ということになっておりまして、内訳

としましては、一次産業１０億円、二次産業２２億円、三次産業４８億円となっている
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ところでございます。またこのリーサスの統計が２０１０年から出ていますので、全体

的に２０１０年との比較をさせていただければと思います。全産業の合計につきまして

は、７４億円から８０億円に増額しております。一次産業は３億円の増額、それから二

次、三次産業につきましては、ほぼ横ばいというような現状でございます。 
○４番（椎葉弘樹君） 当時のリーサスのデータから比較しますと、緩やかにではあり

ますが、一次産業を中心に伸びてきている状況は見えるところです。ただしこれは国内

の順位で見たところでは、平成３０年度、町内の総生産額約８０億円というのは、国内

の１６２１位ということでございます。全国の市町村数が１７１８とした場合、この１

６２１位というのは、下のほうになると思います。あと令和元年度の本町の総生産額は

９０億円ということで、平成３０年からしますと１０億円ほど伸びている現状ではござ

いますが、それでも県内４０位ということで、県内においても下のほうになっています。

町内総生産は国内においても、県内においても非常に厳しい状況であるということがう

かがえます。 

 次に２点目、一人当たりの生産額は、どのような状況でしょうか。 

○企画観光課長（本山りか君） 一人当たりの生産額の現状につきまして、産業別にお

答えをさせていただきます。２０１８年のデータになります。一次産業が２４８万円、

これは先ほどの全国の市町村数１７１９団体の内の９３７位でございます。二次産業で

ございます。一人当たりの生産額は６４６万円、これは１７１９団体の内の１２５９位

にあたります。また三次産業でございますが６２０万円、これも１７１９団体の内の１

６９４位ということになってございます。また２０１０年との比較をしますれば、一次

産業につきましては、１４１万円から２４８万円に増額しております。これは１.７５倍

ということになっております。また先ほど申しましたとおり、全国順位は、１５３１位

から９３７位と上昇をしております。二次産業につきましては、５４２万円から６４６

万円に増額をしております。ただし全国順位につきましては、１２１５位から１２５９

位と、ほぼ横ばいの状況でございます。三次産業につきましては、５２９万円から６２

０万円に増額をしております。これは１.２倍に相当いたします。全国順位は１７１４位

から１６９７位に上昇しているところでございます。 

○４番（椎葉弘樹君） 本町の総生産額付加価値額は、平成２２年度と比較しまして、

課長のご答弁のとおり、すべての産業で底上げできているということですが、全国順位

で見ますと、なかなかに伸び悩んでいる。第一次産業においては上昇しておりまして、

これは農業支援対策の効果もあるのではないかと考えます。しかし特に第三次産業、商

業やサービス業の伸び率は、国内で下のほうで、非常に厳しい状況です。人吉球磨管内

で見てみますと、第一次産業は、錦町、球磨村、五木村が全国で上位、そして第二次産

業では、五木村と水上村、第三次産業では、山江村と水上村がそれぞれ上位に入ってお



- 53 - 
 

ります。第一次産業から第三次産業までを、お隣の西米良村と比較してみますと、すべ

ての産業で、本町の一人当たりの生産額を大きく上回っています。第一次産業が国内で

５９位、第二次産業が１３１位、第三次産業が６３位、この西米良村のデータは、生産

から販売までの一人当たりの生産額が、いずれも上位になっているところです。本町の

一人当たりの生産額は、産業全般で低迷しているといえます。その中でも特に、第三次

産業は非常に厳しい状況にあるのではないでしょうか。 

 次に３点目、雇用者所得はどのような状況でしょうか。 

○企画観光課長（本山りか君） 一人当たりの雇用者所得でございます。２０１８年デ

ータによりますれば、１５２万円、これは１７１９団体の内の１６８５位と低迷してお

ります。また２０１０年との比較でございますが、１３３万円から１５２万円に増額し

ております。先ほど申しましたとおり、ちょっと全国順位につきましては、ほぼ横ばい

ということで、全国の中でも低い水準となっております。 

○４番（椎葉弘樹君） その答弁の内容に加えまして、令和元年度一人当たりの町民所

得の順位でいいますと、人吉球磨では最下位、県内では４３位ということでございます。

本町の雇用者所得は、国内においても、県内においても非常に低いと、これは先ほどの

ご答弁にもありました一人当たりの生産額、これが伸び悩んでいるところにも影響があ

るのかと思います。 
 次に４点目、民間消費はどのような状況でしょうか。 
○企画観光課長（本山りか君） 民間消費の現状でございますが、２０１８年におきま

しては、４９億円となっております。また町外の流出額、これも７.７億円ということに

なっております。地域内で消費された消費額に対します地域外からの流入、地域外に流

出した消費額の割合を示します支出流出入率というものにつきましては、マイナス１５.

８パーセントとなっておりまして、これは地域外に消費が流出していることを示してい

るものでございます。また２０１０年との比較でございますが、支出流出入率はプラス

１７.４パーセントからマイナス１５.８パーセントとなっているところでございまして、

地域外への消費額の流出が上昇していることが見られます。全国順位につきましては、

この率につきましては、４５５位から１２８２位に下落をしているところでございます。 
○４番（椎葉弘樹君） ちなみに多良木町やあさぎり町は、流出よりも流入のほうが大

きく、国内でも上位に入っております。本町の場合は、この流出がちょっと増えてきて

いるなあという感じが伺えます。本町の民間消費は、これを増やしていくのか、もしく

は町外への流出をできるだけ抑えていくのかなどの対応が求められます。ちなみに平成

２２年度の民間消費というのは、国内４５５位ということで上位のほうであったんです

が、おそらく大型店舗等の参入等もありまして、これが順位を地域の方ほど落としてき

ているのかなという傾向が見られます。 
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 次に５点目です。民間投資はどのような状況でしょうか。 
○企画観光課長（本山りか君） 民間投資額につきましては、２０１８年データで、１

７億円となっているところでございます。またそのうち町外への流出額につきましては、

６.３億円。地域内に支出された投資額に対します地域外からの流入、地域外に流出した
投資額の割合を示します支出流出入率は、マイナス３７.２パーセントとなっておりまし

て、地域外に投資が流出していることを示しているものでございます。２０１０年との

比較でございますが、支出流出入率は、マイナス５９.８パーセントからマイナス３７．

２パーセントとなっておりまして、地域外への投資の流出は、若干減少しているところ

でございます。全国順位につきましては、１６１６位から１４５５位に上昇していると

いう状況でございます。 
○４番（椎葉弘樹君） 民間投資額におきましては、流出はしていますが、やや改善の

傾向が見られる。ただ順位的にはやっぱり下位のほうだということになります。ちなみ

に五木村や山江村におきましては、流出よりも流入のほうが大きくなっております。国

内でも上位のほうです。本町の民間投資は、国内において流出割合が大きいほうであり、

民間消費と同様にこれを増やしていくのか、町外へ流出をできるだけ抑えていくのかの

対応が必要です。 
 最後６点目、地方税収についてお尋ねしたいと思います。現在の本町における地方税

収、どのような状況でしょうか。 

○企画観光課長（本山りか君） 町内におきます地方税収の現状でございます。法人住

民税につきましては、２０１０年度におきまして１，１１０万４，０００円ということ

です。２０１８年度が１，０１８万３，０００円ですね、それから２０１９年度１，１

７４万９，０００円。２０２０年度１，０２９万１，０００円。２０２１年度１，０３

８万８，０００円ということでございまして、法人住民税につきましては、２０１０年

度からほぼ横ばいということでございます。また一方個人住民税でございますが、２０

１０年度、８，０９６万７，０００円。２０１８年度９，６２４万６，０００円。２０

１９年度９，６９５万２，０００円。２０２０年度８，９７３万９，０００円。２０２

１年度９，３７７万５，０００円ということでございまして、個人住民税につきまして

も、２０１０年度からほぼ横ばいというような状況でございます。 

○４番（椎葉弘樹君） 税収額におきましては、ほぼ横ばいなんですが、全国の順位で

見ますと、令和元年度一人当たりの地方税収で見たときに、一人当たり６万８，９１２

円ということで、国内では１７２７位、県内で４４位というデータがありました。本町

の地方税収はやはり所得が少なかったりする影響もあり、国内においても、極めて少な

い状況です。ここまで町内総生産の経済循環にかかる生産、分配、支出、この３点の各

指標値を確認してきました。これらを踏まえまして町長のほうにお尋ねしていきます。
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本町の経済循環の現状について、これまで６点確認した状況をみて町長の所見をお伺い

したいと思います。 

○町長（長谷和人君） 先ほど椎葉議員のほうからご質問によりまして、町内の総生産

の現状、それから一人当たりの生産額の現状、それから雇用所得の現状、民間消費の現

状、民間投資の現状、それから地方税収の現状ということで、リーサスの情報にて担当

課長が答弁したところでございますが、非常に見ました時に最下位のほうに、町内のぶ

んについては位置しているんだなということがはっきり見えたところでございまして、

私も今回椎葉議員のほうのリーサスということで見させていただきまして、ちょっと再

認識したところでございました。所見ということでございますけども、所得につきまし

ては、雇用所得やその他の所得が、地域外からも流入していると、また他地域から流入

する所得に対する依存度も比較的高い状況にあるということでございます。それから支

出につきましては、民間消費額もそれから民間投資額もそれからその他の支出額も地域

外に流出している状況になっているということでございます。いわゆる稼いだお金を地

域内で消費することができない現状であるということでございます。町としては、この

状況を抑制させるような施策、いわゆる内需拡大というふうに言ってよろしいでしょう

か。そういうのも考える必要があるのかなあというふうに思ったところでございます。

また先ほど椎葉議員の質問の中にもあったところでございますけども、この３年間のコ

ロナ感染拡大におきまして、特に入ってきたその他の所得、つまり国の交付金を活用い

たしまして資金の地域内循環を促進させる手段ですね、一つには、各種商品券事業も実

施してきたところでございます。またこれ一例でございますけども、役場で行う事業に

つきましては、できるだけ町内事業者に受発注するような、そういうことも考える必要

があるのかなあというふうにも思ったところでございます。また産業別に見ます時に、

一次産業が伸びてきております。この分野につきましても、地域経済への貢献度が高く

なっているという現状も伺えたのかなあというふうに思っておりますので、この分野に

つきましては、引き続き取り組んでいく必要があるのかなあとそんなことも思ったとこ

ろでございます。以上でございます。 
○４番（椎葉弘樹君） 本町における地域の経済循環についての問題点、課題等につい

て共有ができたのかなあと思っております。これまで町内総生産や地域の経済循環とい

うキーワードにつきましては、総合計画などでは見る機会はなかったところです。その

意識というのは、私も今回一般質問の調査をしたときに、改めて再認識をしたところで

した。本町産業の厳しい現状を、しっかり受け止めて分析し、対策を打ったり、仕組み

を作ったりしないと湯前町を持続していくのは、ますます困難になるのではないでしょ

うか。そこで町内総生産を増やすための４つの提案を要旨ごとに行って行きます。 
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 要旨の１、一つ目の提案です。商品券事業は、町内消費を促進する手段として、とて

も良い仕組みだと評価しております。コロナ対策においても多大な商品券が流通し、町

内の経済循環に大きく寄与したところだと思います。しかしこのコロナ対応の地方創生

臨時交付金がなくなりますと、商品券事業も元に戻ることを懸念しています。そこで今

回新たな町内消費を促進する地域通貨を御提案いたします。地域通貨は地域活性化を目

的として２０００年代に一度流行しました。ここ数年はデジタル化や仮想通貨の普及に

よって、再び注目を集めているところです。地域通貨は地産地消や経済循環を促進し、

地域の活性化やコミュニティの活性化に効果があるとされています。前回の西議員の一

般質問において、お散歩などの健康づくり、これにも活用できますし、あと地域の活性

化やコミュニティの活性化、あとボランティアの活動などさまざまな施策で応用ができ

ます。そこで町長にお尋ねします。商品券に加えましてデジタル地域通貨を導入して、

町内の民間消費を更に増やしていくお考えはないでしょうか。 
○町長（長谷和人君） 地域通貨は、町外への資金流出を防止することや、町内の経済

循環のために有効な手段であるというふうに思っているところでございます。地域通貨

と似たような施策として、これまで本町におきましてはプレミアム商品券やくらし応援

券などの地域商品券を発行してきたところでございます。この地域商品券につきまして

は、基本的に１枚の商品券で、１回の商品しか購入することができないと、お尋ねの地

域通貨につきましては、繰り返しチャージができる、そして繰り返し決算が使えると、

地域経済を循環する役割を持っているんではなかろうかなというふうに思っております。

近年でございますけども、人吉市のきじうまコインのようなデジタル地域通貨も発行さ

れております。地域経済循環のための手段として活用されているところでございます。

ただしこれには多額の導入費用と運用コストがかかっているようでございます。そのた

め導入するとすれば、まず導入のための財源確保が必要となってまいります。またその

次には持続的な運用を可能にするための財源も必要となってくるところでございます。

また運営主体は町でなく、商工会をはじめとする民間事業者の協力も必要となってまい

ります。特に民間事業者につきましては、売る側としての魅力、多面的、多角的な部分

としてやっぱり現状維持ではなくて、スキルアップした、なんといいますか、経営とい

うか、そういうふうなことで業者数も増やさなくてはいけないのかなあというふうにも

思っております。まあいわゆる使う側が満足のいくような通貨とする必要があるんでは

なかろうかなというふうに思っております。更には持続的に運用を続けていくというこ

とになりますと、発行する地域通貨を町民の皆様が積極的にお使いいただけるような、

先ほど申しましたような、魅力づくりやインセンティブなども必要になってくるのでは

ないかというふうに思っております。今申し上げました検討課題がクリアできるのであ
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れば、やはり町内消費を喚起していくための一施策として地域通貨も導入することは、

考えられるのではなかろうかなというふうには思うところでございます。 
○４番（椎葉弘樹君） この地域通貨を導入する場合、さまざまな課題があるというこ

とは認識しております。そういった課題をですね、検討していったときに、それが果た

して本町に合うものなのかといったところも、今後調査研究、検討が必要ではないでし

ょうか。あと県内におきましては、宇城市のほうでもウキポとか、益城町のほうでもマ

シポという地域通貨もございますので、その辺りの状況等も確認されてはいかがでしょ

うか。これについてはもうあまり深掘りする考えはありませんので、町長が、これは検

討の価値があると思ったら検討を進めていただきたいと思います。 
 要旨の２、２つ目の提案です。２月２４日の全員協議会で説明がありました令和５年

度ワーケーション事業、地場産業等とのマッチングに関連するものです。町長の施政方

針では、参加企業との信頼関係を築きながら段階的に進めていくとのことでした。本町

には、個人事業者、小規模事業者が多く、マーケティングや営業活動など需要の創出が

うまくできていない傾向があると思います。補助事業があっても、余力がない、手続き

が面倒、現状のままで良いなど地域独自の状況もあると思います。町内や地域、県外企

業とのマッチングができれば、新たな需要や生産性の向上を推進することができます。

そこで町長にお尋ねします。町内外の仕事、人、地域課題をつなぐマッチング事業をど

のように推進していく考えでしょうか。 
○町長（長谷和人君） 町内の仕事のマッチング事業ということでございますけども、

例えばでございますけども、例えば、既存でございますシルバー人材センター等がござ

いますけども、こういうのが一つ拡充が考えられるのかなあと、これは例でございます

のでと思うんですけども、あるところでございますが、現在仕事の内容が、主に除草作

業等に限られているという現状がございます。このほかの仕事の需要も対応できるよう

な多様な人材の登録というのも促していく必要があるのかなあというふうにも思ってお

ります。またその人材を求める際につきましては、年齢要件あたりもなくしたような組

織づくりというのも考えられるのかなあというふうに思っております。また町外のマッ

チング事業といたしましては、現在ジャイカと、それから球磨地域振興局で運営されて

おりますひごラボという組織がございます。こちらと情報共有を図りながら、仕事と人

材のマッチングなども考えられるのではなかろうかなというふうに思っております。昨

年度豪雨災害からの創造的復興を目指すとともに、球磨地域の産業振興や雇用の確保、

拡大に資する取組を推進し、関係機関の連携強化を図ることを目的とした組織でござい

まして、これらに関します産業振興の連絡協議会との連絡も情報共有を図りながらです

ね、推進するのも一つの手段かなというふうにも思ったところでございます。以上でご

ざいます。 
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○４番（椎葉弘樹君） 今回提案しましたマッチング事業については、ワーケーション

事業とも関連してきますので、今後のワーケーション事業からの展開を大いに期待する

ところです。関係人口を増やす取組にも関連してまいりますので、ぜひ力を入れていた

だきたいと思います。 
 要旨の３、３つ目の提案です。イノベーションとは、モノ、仕組み、サービス、組織、

ビジネスモデルなどに新たな考え方や技術を取り入れて新しい価値を生み出し、社会に

大きな革新、刷新、変革をもたらすことをいいます。人口減少化において、生産性の向

上は、イノベーションなしでは語れません。先月２３日の松村祥史政権セミナーに、本

町議員６人が出席しました。御公演を行われた西村康稔経済産業大臣から、一段一段の

積み重ねも大事ですが、時には５段飛ばし、１０段飛ばしの思い切ったイノベーション

も必要という言葉が印象的でした。町の情報化計画では、イノベーションという言葉は

出てまいりますが、具体策は示されてないところです。また町の総合戦略、町の創成で

は、まちづくりにおいてイノベーションを起こしていくことが重要とされています。産

業ごとの縦割り施策だけではなく、地域経済循環の視点を取り入れた横同士の施策も、

今後必要になってくるのではないでしょうか。そこで町長にお尋ねします。農林商工業

の枠を超えた産業イノベーションを促進していく考えはないでしょうか。 
○町長（長谷和人君） 産業イノベーションということでございまして、私も和製英語

がよく分からなかったものですから、ちょっと調べてみたんですけども、イノベーショ

ンというのは、新しいほうへ何かを変える。何か新しくするという意味だそうでござい

まして、いわゆる新しいことの革新、技術革新というふうに書かれておったところでご

ざいます。今回その産業イノベーションを促進するというお話でございましたんですが、

まずこれを実現するためには、まず農林商工業の実情を、やはり共有し合える場を設け

ることが大事なのかなというふうに思っております。各種業者が抱えております課題や

悩みなどを、まずは共有し、あと一歩踏み出すための知恵やアイデアをお互い出し合う、

そして補完しあうということが必要でございますし、その課題解決につなげるために、

そこから始まる新しい産業につなげて行けばというふうに、まずは思ったところでござ

います。しかしこれらの課題解決というのは、かなりのエネルギーが必要になってくる

のかなと、相当なエネルギーが必要になってくるのかなというふうに思ったところでご

ざいました。これは一つの例でございますけども、以前、異業種交流という言葉でもい

いのかもしれませんけども、商工青年部とＪＡ青壮年部での主催で実施されておりまし

た新春の集いがございました。このような場をつくるということで、町も支援を行って

いくという異業種交流を促進するというのも、一つにはあるのかなあというふうに思っ

たところでございます。産業イノベーションということで、非常に大きな捉え方に見え

たんですけども、「先ず隗より始めよ」という言葉もございますので、そういうところ
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から始めてもいいのかなと、こんなことも思ったところでございます。以上でございま

す。 
○４番（椎葉弘樹君） この産業イノベーションにつきましては、先ほどのマッチング

事業にも関連してくる部分でもございます。また町長から先ほどエネルギーをかなり要

するというふうに言われたんですが、もう先進の自治体におきましては、イノベーショ

ンプランというのを掲げて実行しているところもあります。また産業イノベーションの

支援事業や促進補助金に取り組む自治体もすでに出てきております。浜田市というとこ

ろの商工労働課におきましては、ワーク浜田というところで活力ある産業を育て雇用を

つくる取り組みもなされているところです。エネルギーはまず先進自治体のノウハウと

いうのを調べるところから始めても良いのではないでしょうか。今後も続く人口減少、

これまでの補助事業の維持、現状維持では、町内総生産、特に一人当たりの生産額を伸

ばすことはできないと思います。役場内の体制も同様です。現在の体制は、農林担当課

と企画観光課に分かれていますが、縦割りだけではなく、横割りの事業展開も必要と感

じています。企画観光課が設けられた背景もそこにあると思うのですが、商工観光事業

と企画、これが一緒になっていて、非常に多忙ではないかと思っています。やはり企画

は企画、商工観光事業は分けて考えないと、この農林商工業を横同士にした検討が浅く

なるのではないでしょうか。時代に合わせて組織を変革し、庁舎内の効果的な情報共有

のあり方の変革、新しい価値提供を目的とした組織体制の整備、スピード感のある意思

決定などを実現することが、今後求められるのではないでしょうか。このことをイノベ

ーションの言葉を借りるとオーガニゼーションイノベーションといいます。そこで町長

にお尋ねします。役場内の企画課を独立させて、農林商工業などを横同士で検討するオ

ーガニゼーションイノベーションを起こす考えはないでしょうか。 
○町長（長谷和人君） オーガニゼーションイノベーションということでございまして、

先ほども言いましたように、私もちょっとこの内容を図ってみたんですけども調べてみ

たんですけども、企業の組織自体を変革、再構築して、自社並びに業界社会への影響を

与えることを目指すイノベーションというふうに書かれておったところでございます。

現在椎葉議員も御存知のように、令和２年７月豪雨災害からの復旧復興、または昨年の

台風 14 号の復旧ということで、道半ばの状況になっているところでございます。またコ

ロナ対応にしても注力をしている段階ということでございます。議員がおっしゃるよう

な機構改革というようなことも、まだそこまでの考えが実は及んでないというところが

正直なところでございます。災害復旧やコロナ対応をまず着実に進めたあと、町の更な

る復興発展のためには、今ご提案頂きました内容についても検討する必要があるんでは

なかろうかなというふうには思っております。ただスピード感を持ってというふうな御

言葉もあったところでございますが、その中におきまして、限られた人材の中で、職員
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もフルスペックで動いているような現状でございます。そこを充実させることによって、

当然持つ力というのがパワーアップするというのも分かっておりますけども、そういう

ふうなところも、限られた人間の中で、精一杯やってくれているという現状がございま

すので、そこらへんもよく見ながら、今回御提案頂きました内容についても、更に精査

させていただければというふうに思っているところでございます。以上でございます。 
○４番（椎葉弘樹君） これもですね、ほかの自治体で取り組んでおられるところもあ

ります。本町はマンパワーが限られているというところも重々承知していますので、そ

のあたりのパワーバランスも見ながら、次の新しい町長にはそのあたりのイノベーショ

ンもご検討いただきたいというところです。 
 要旨の４、４つ目の提案に入ります。以前まちづくり公社、総合商社のような組織づ

くりを提案しました。同僚議員からもこれに関連した質問があっているところです。こ

れは町内総生産を増やす経済循環のエンジンが必要だから提案されているものだと思い

ます。松村祥史参議がよく言われる「地域経済の発展なくして日本の成長なし」これを

実現するには、役場の支援も必要ですが、役場職員だけでは限界があります。役場と産

業の間に立って、まちづくりの課題を解決できる人材や組織が必要です。要旨の１から

３でお示しした施策だけではなく、本町に来れば人材教育や企業支援も受けられる仕事

づくりと人づくりも含めまして、将来的に町の経済循環を推進できる強力な組織が必要

ではないでしょうか。町長にお尋ねします。町の経済循環を強化するため、まちづくり

を支援する民間事業を立ち上げる考えはないでしょうか。 
○町長（長谷和人君） これまで町も民間事業者に対しまして、商品開発や設備投資な

どの支援も行ってきたところでございます。今後もそういうふうな内容につきましては、

引き続き支援は続けていきたいというふうに思っております。今議員が御提案頂きまし

た経済循環強化のための組織づくりというふうなことは、私もやっぱり民間活力はやっ

ぱり私も利用するしかないというふうに思っております。先ほどの答弁にちょっとまた

返るわけでございますけども、限られた人間の中で、組織の中の職員として、限られた

中で、パワーを維持していくというのは、大変難しいものがございまして、産業イノベ

ーションということで、新たなものをやっぱり作り出すとなるとかなりのエネルギーが

必要になるというふうなことも答弁させていただいております。その中で一番簡単とい

ったらちょっと言葉が語弊になるかもしれませんが、そういうふうなノウハウを持って

らっしゃる民間さんに参入していただきまして、活力を与えるというのは、私としては

やっぱりかなりのカンフル剤になるのではなかろうかなというふうに思っております。

民間事業者の熱意も一番重要だと考えておりますし、民間業者からの今ワーケーション

等でいろいろとお話を聞いておりますが、切実かつ熱意を持った、これからそういうふ

うな要請があるならば町としても支援を行っていきたいと、かように思っております。
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先ほどいろんな自治体のお話も聞きましたので、そこらへんも少し研究はさせていただ

ければというふうに思っているところでございます。 
○４番（椎葉弘樹君） この検討手法、やり方はさまざまにあると思います。例えば指

定管理者の中に新規事業部を設置したりとか、指定管理者などにまちづくり支援を委託

したりとか、民間事業者に委託するなり、最初は大きく風呂敷を広げる必要はなく、小

さなところからコツコツですね、やっぱりそういう仕組みを作っていくことも重要では

ないでしょうか。この組織が役場の担当課や、各産業との連携を強化するマッチング事

業を行うことで、新たなイノベーションが起きますし、行政の仕事の一部をこの組織が

担うことで、担当課の負担も将来的に軽減ができると思います。事例紹介としまして、

皆様よく御承知の、あさぎり町の株式会社あさぎり商社、これが令和４年４月から始動

しました。町の１００パーセント出資によって、特産品開発やふるさと納税返礼品の発

送業務、地域の活性化、外部人材、関係人口との連携、マッチング事業など今後のまち

づくりにおける重要な役割を商社が担うとされています。ほかにも宮崎県の株式会社高

千穂まちづくり公社であったり、本町とも交流があります長洲町の一般社団法人長洲町

地域商社、人吉市の、まち・ひと・しごと総合交流館くまりばなどがあります。また先

ほど町長のほうから御答弁がありました民間事業者の活用で、株式会社まちさぽという

事業体もあります。それ以外にですね販売拠点づくりとして、観光やキャンプで本町を

訪れたお客様がしっかりとお金を落としていただける仕組みというのも検討していかな

くてはなりませんし、人材育成の課題として、生産加工、観光、アウトドア、歴史、ス

ポーツなどを総合的に販売へつなげることができるコーディネーター的な人材も今後必

要ではないでしょうか。そこで最後に総括質問を行います。長谷町長の一期四年間は修

復のときといわれてきました。二期四年間は、次の方針や施策など現在いろいろなお考

えがあるかと思います。町内総生産に関するビジョンや施策、目標などを、町の計画な

どに入れることができれば、これに対する施策や事業が展開できると思います。そこで

町長にお尋ねします。二期目の所信表明や総合計画の中に、この地域経済循環の強化、

町内総生産を増やすことに関する内容を入れていく考えはないでしょうか。 
○町長（長谷和人君） 私といたしましては、町内総生産を増やし、より地域経済を循

環させていくということに対しては、椎葉議員と異論はないところでございます。新町

長の下で、所信表明に内容を盛り込むように引き継ぐところでございます。また総合計

画につきましても、振興計画策定人様とのご意見を聴取しながら、農林商工業分野の内

容の中で、盛り込むように、担当課のほうには検討させるところでございます。以上で

ございます。 
○４番（椎葉弘樹君） 結びになりますが、今回の一般質問では、町内総生産を増やす

仕組みづくりについて、提案をさせていただきました。職員の中には、余計な仕事を増
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やさないでほしいと思う方がいらっしゃるかもしれません。立ち上げ時には、町長もお

っしゃるとおりかなりのマンパワーを要します。エネルギーを要します。しかし、イノ

ベーションにより民営化ができれば、将来的な職員負担は軽減できまると思います。町

の課題が山積し行政事務がひっ迫していることは、十分承知しています。役場職員の皆

様におかれましては、仕事でオーバーヒートしないよう町長のご配慮も頂きながら、地

域経済の好循環を作るためにご尽力を頂きたいと思います。次の町長には、未来を創造

したまちづくり、持続可能なまちづくり、夢のあるまちづくりを果敢に挑戦していただ

くことを期待しています。これで私の一般質問を終わります。 
○議長（金子光喜君） 一つ、地域経済循環を強化して町内総生産を増やす対策につい

て、椎葉議員の質問が終わりました。これより関連質問を許します。 
［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで一つ、地域経済循環を強化して町内

総生産を増やす対策についての関連質問を終わります。 
 以上で、椎葉議員の質問を終わります。 
ここで休息のため、休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時４９分 

再開 午前１０時５９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を続けます。 

 一つ、八勝寺駐車場について、山下議員の質問を許します。 
○９番（山下 力君） 議長より許可をされましたので、質問をいたします。 
 要旨１、駐車場敷地内に簡易トイレが設置してありますけれども、町はどのように対

応したかということで質問をいたします。 

 八勝寺駐車場敷地内に簡易トイレが設置されています。住民の方が参拝者のトイレの

ない不便さを察して設置されたと聞いております。町長は簡易トイレが設置されている

ことを、いつ情報を得られたか。また、情報を得られてから、どのような対応をなされ

たかお聞かせください。 
○町長（長谷和人君） 今のご質問でございますけども、まず私が今回簡易トイレの設

置があったというのを知りましたのは１月でございました。そして、その中で、どのよ

うな形で簡易トイレが設置されているかということで現場を見てまいりまして、それが

固定されているということが分かりましたので、これに関しましては行政許可が必要だ

ということで、その手続きをちゃんとする必要があるということで、係のほうには対応

をさせたところでございます。以上でございます。 
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○９番（山下 力君） 対応をどうするか、指示をされたと。どういう指示をされて、

どのような形で出てきたかという説明をいただきたいと思います。 
○町長（長谷和人君） 先ほど言いましたように、固定されているということでござい

ましたものですから、通常でしたらば、簡易トイレでございましたらば、設置して１か

月ぐらいにはもう撤去するという形になっておるのだろうというふうに思ったところで

ございますけども、仮置きではなく本格的に設置されていたということでございます。

固定ということになりますと、あそこが公共の施設という形になりますので、行政財産

という形になるのではなかろうかということでございましたので、その手続きを実施す

るようにということで指示したところでございました。以上でございます。 
○９番（山下 力君） そのような考え方で指示をしたと。では、次に、馬場地区のほ

うから書類か何かが出たということですか。担当課長でもどちらでも良いですけど。 
○総務課長（西村洋一君） 総務課のほうに、行政財産使用許可申請書という書類が１

月６日付で提出があったところです。総務課のほうでは、１月１０日付で許可を出して

おります。 
○９番（山下 力君） それは、普通財産借受申請書が出されて、それを１０日の日に

許可をしたということですね。では、その普通財産の借り受けの内容、どのようなこと

が書いてあったのかお聞かせください。 
○総務課長（西村洋一君） 議員は普通財産と申されましたが、正式に受理しておるの

は行政財産の使用許可申請書でございます。書類の内容につきましては、使用目的は簡

易トイレの設置ということでございます。使用財産は八勝寺駐車場、所在地は長谷場の

番地が書いてあるところでございます。期間は、許可日より１０年間となっております。

管理については、申請書の中には記載が不要ですので記載はありません。内容について

は以上でございます。 
○９番（山下 力君） 簡易トイレを設置しました。地区から提出された行政財産使用

許可申請書の許可をされました。町長にお尋ねしますけども、国宝文化財の八勝寺駐車

場敷地内に設置された簡易トイレは、景観的に相応しいと思いますか。それと、安全面

から言って、簡易トイレは狭いし、利用に当たって高さがあります。また、夏はトイレ

内の温度が上がり危険と心配する声もあります。国宝文化財敷地内に簡易トイレ設置は、

全国にどこにもないと思います。この指摘に、町長の見解をお聞かせください。 
○町長（長谷和人君） 今回のトイレ整備関係につきましては、区を通じまして設置さ

れておるということでございまして、今ご質問がございますように景観面といいますか

ね、その面から見たときにどうかと、相応しいかというふうなご質問でございますけど

も、やはり文化施設でもありますし、それから観光施設でもございますので、本来でご

ざいましたらば、しっかりとした物は必要かなというふうに思っております。 
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 それから、安全面というふうなお話でございますけど、確かに夏場なんかは、単体の

建物でございますので、利用される方につきましては当然暑い思いもされるのかなとい

うふうにも思ったところでございます。以上でございます。 
○９番（山下 力君） 行政財産の許可をいたしまして、期間は１０年という説明を受

けました。町長として、国宝文化財八勝寺に相応しいトイレを整備したいという考えは

ありませんか。それと、安全面ですけども、事故等が発生した場合、申請を受理してい

ますので町の責任になると思います。あってはならない事故が発生した場合、どのよう

な対応を考えておられるかお聞かせください。 
○町長（長谷和人君） 先ほどの総務課長の答弁になかったことをちょっと追加させて

いただくところでございますけども、今回の行政財産使用許可関係につきましては、今

ご質問がございました財産使用上の賠償義務というのがございまして、これらの分につ

きましては使用者側が負担するというふうな書き込みをさせていただいておりますので、

こちらのほうにはそういうふうな責務は発生しないというふうに理解したところでござ

います。 
 それから、今後トイレ等の設置がないかというふうなご質問でございますけども、今

後宝陀寺観音とか周辺の文化財施設あたりとの関連性を持ちながら、それから宝陀寺関

係につきます参道、これらに関しまして一遍に周辺整備も考えるというふうなところも

ございますので、これらに併せて、その中で検討させていただくということで答弁はさ

せていただければというふうに思っておるところです。以上でございます。 
○９番（山下 力君） では、要旨１は終わります。 
 要旨２、改修当時の駐車場整備計画について質問いたします。今回、住民の方が現駐

車場内に簡易トイレを設置された理由は、参拝者のトイレのない不便さを察しての行動

と、八勝寺にはトイレが必要なのだという地区の意思の表れだと思います。なぜこのよ

うな事態になったのか、振り返り検証する必要があります。 
 国宝文化財の八勝寺は、平成２４年１０月から平成２７年３月にかけて、１億５，

６００万円の事業費での改修工事でありました。町も国宝文化財の八勝寺に相応しい駐

車場を整備し、将来的にはトイレを整備する計画があったと思います。その証は、平成

２５年の実施計画に記載されています。 

 ここで、教育課長に、平成２５年度実施計画、駐車場整備のところを説明いただきた

いと思います。 
○総務課長（西村洋一君） 先ほどの山下議員の質問に対する答弁にちょっと漏れがあ

りましたので、追加させていただきます。管理の方法をお尋ねになられましたが、設置

施設は地区の管理というところで記入して申請がございました。申し訳ございませんで

した。 
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○教育課長（浅田 徹君） 教育課から、八勝寺の駐車場の総合計画への登載について

の部分を御説明いたします。当時の資料を見ますと、平成 25 年度から平成 27 年度の総

合計画の実施計画に、駐車場整備というところで八勝寺をはじめ宝陀寺、それから下城

地区の普門寺の駐車場、この３つの箇所が計上してあります。当時、平成 24 年度から平

成 26 年度にかけての八勝寺の保存修理事業、それと切り分けまして、併せまして駐車場

整備というところで、文化財施設の総合整備ということで駐車場の計画が計上されてお

ります。 
○９番（山下 力君） 当時の課長は、平成２５年度の実施計画に記述されましたので、

社会資本整備事業にて駐車場の整備を計画し、八勝寺付近で駐車場になる土地、候補地

の選定作業に入っております。 

まず、八勝寺前の沼地を検討。ここは、３人の共有名義、既に亡くなっておられると

いうことで、名義変更の登記が困難であるため、駐車場候補地から除いております。次

に、現駐車場になっている場所は、面積が狭く、また墓地であること、今後防火水槽等

の建設も考えなければならないことなどから、駐車場候補地から除いております。そし

て、次に個人の土地を考え、隣接地の水田の所有者Ｓ氏に会い相談したところ、どこで

も良いような話をしていただきました。そこで、区長に話をし、将来のことを考えると、

広い所でトイレ整備が可能な場所を考える必要があると、いわゆるＳ氏所有の水田地を

駐車場の候補地として選定をしております。以上が、３箇所の駐車場候補地選定の経緯

であります。 
そこで、町長にお尋ねします。Ｓ氏所有の水田を駐車場候補地として選定した用地が

なぜ断念され、面積が狭く墓地であることを理由に駐車場候補地から除いた場所が現在

の駐車場になったのか。町長は当時副町長でありましたので、担当課長から詳しく報告

を受けておられると思います。駐車場用地が変更になった、水田地を断念された事由を

お聞かせください。 
○町長（長谷和人君） 平成２４年ということで、相当前でございましたものですから、

担当課長といろいろ話を聞いたところでございます。今、山下議員がご質問された内容

とちょっと被るかもしれませんけども、まず一番初めの西側の沼地に関しましては、土

地名義人等からの用地取得が困難ということで判断しまして、その後残っております現

在の墓地を判断し、また今おっしゃっている農地についても検討を進めていったところ

でございます。八勝寺東側の農地の活用につきましては、地区の方が管理していくこと

になるということで、夏場の駐車場の草刈りといった維持管理面に対します課題がある

というふうなｇ意見がございまして、地元の方々と協議をして、その地区の意向に沿う

べきということで、役場としてはそういうふうな判断をさせていただきまして予算も計

上させていただいたところでございまして、予算は可決しております。 
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このように、当時の予算審議、それから議会全員協議会の議事録等によりますと、平

成２５年の６月中旬頃に、分館長や前区長、八勝寺総代などと現地立会い、協議をされ

まして最終決定した後、先ほど言いましたように予算化させていただきまして、現状の

駐車場の整備というふうになったところでございます。以上でございます。 
○９番（山下 力君） この件は、会議録内容は関係ございません。担当課が水田地を

候補地に挙げた。それから数日間の動きがあったということですよ。そこを町長は報告

を受けていると思います。そこをちょっと明確に、言葉は町長に任せますので、そこを

説明してもらわないと納得いきません。 
○町長（長谷和人君） 当時の全協等の資料の中で、当時山下議長でございまして、そ

のやり取りがなされております。その中で、もう一度地元に戻って、これらについては

協議して予算化するようにということで、その当時の議長からもご指示がございまして、

先ほど言いましたように当時の関係者の皆様方が現地にて、役場の担当職員と共に協議

して、その中で決定されたものということで先ほど申し上げたところでございまして、

その内容等の中身については、私はよく分からないというのが正直なところでございま

す。 
○９番（山下 力君） 今、全協の話をされましたけども、それは６月１３日です。そ

の前、６月９日、夕方の件を聞いているのですよ。説明してください。 
○議長（金子光喜君） 答弁調整のため、休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
休憩 午前１１時１９分 
再開 午前１１時２１分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を開きます。 
 発言を許します。 
○町長（長谷和人君） 大変失礼いたしました。ちょっと資料のほうがなかったもので

すから、今確認させていただいたところでございます。 

 ６月９日の夕方でございますね。分館役員のほか１０名ということで、駐車場におい

て検討されております。この中で、駐車場の整備計画については、地区としては有難い

と。是非とも整備をお願いしたいと。それから、地域の意向・意見を聞いて場所を決定

していくということで、将来のことを考え、計画にある水田を買い上げ駐車場にする案

よりも、ふるさと農道を挟んで、現在国有地の空き地を整備するほうが少額で、景観も

利便性も良いということで、１０名の全員で意見がそうなったということで、全協の資

料等では書かれているところでございます。以上でございます。 



- 67 - 
 

○９番（山下 力君） ９日の日ですね、夕方６時頃、１０人程度集まったと。誰が集

めたのですか。区長は外して、地区役員でない人が集めて、自分の意見・考えを述べて、

集まった 10 人の方は意見を言われなかったと。そういう形で決まっているのですよ。そ

れを認めないですか。 
町長には当時、担当課長は一生懸命業務をしたと思うのですよ。自分がした事を、一

から十まで顛末書という形で出してあると思いますよ。それを読んでください。 
○町長（長谷和人君） 当時ですね、役員がどれだけ集まったかというのは、私が持っ

ている書類の中にはないものですから、詳細についてはよく分かりません。ただ、今お

っしゃっているように、６月９日の日に、分館役員等において１０名集まっていただき

まして、駐車場の検討がなされておるということでございまして、１０名の皆様のそれ

ぞれの名前等も全部は把握しておりません。それで、先ほど言いましたような形で、当

時は地区の皆様の御意見がそれぞれあったというふうには今私も思いますけども、水田

を購入する必要はないというふうに、こちらのほうとしては記載がなされておるという

ことで答弁をさせていただいたところでございます。以上でございます。 
○９番（山下 力君） では町長、地区の役員でない人が集めているのですよ。そこが

事実か確認してください。 
○議長（金子光喜君） 答弁調整のため、休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
休憩 午前１０時２５分 
再開 午前１０時２６分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を開きます。 
 発言を許します。 
○町長（長谷和人君） 大変失礼いたしました。今ちょっと確認したのですけども、当

時区長様が山口栄さんだったそうでございまして、ちょうどその日はできないというこ

とで欠席はされたそうですが、倉本議員のほうからお話をされて、ここに集められたと

いうふうなお話を今伺ったところでございました。以上でございます。 
○９番（山下 力君） 町長は行政執行の経緯を今話しているのですけど、誰を守ろう

としているのですか。自分ですか。今名前を言われましたけども、当時の倉本議員は地

区役員ではないのですよ。その人が地区役員を集めて、なぜそういう話をするのですか。

そこをはっきりしてほしいのですよ。そこを認めてもらったら、この質問は終わるので

すよ。認めてくださいよ。 
○町長（長谷和人君） おっしゃる中身で、役員さんを集められたということで、役員

でない方が集めたということは、私としても事実はそうだろうというふうに思いますが、
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その関係につきましては地区の事でございまして、私がそこにいろいろと発言するとい

うのは、認めるも認めないもどうかなというふうに今ちょっと思ったものですから、正

直そういうふうな経緯で、流れとしてそういうふうな場面になったのだなというふうに

今理解したところでございます。以上でございます。 
○９番（山下 力君） 地区役員でない倉本さんが集めて、倉本さんが部落の総意と発

言しているのですよ。水田地のほうは必要ないと、ここで良いと。どういう立場で倉本

議員が言っているのですか。 
○町長（長谷和人君） 先ほど言いましたように、行政側のほうが地区の中に入ってい

ろんなそういうふうなご指示といいますか、どうしたほうが良いですよというふうな部

分は、少しはあるかもしれませんが、それは行政区なり分館で動くことでございますも

のですから、なかなかそこら辺はどういうふうにお答えして良いか私もちょっと迷うと

ころがあるわけでございますけども。ここはちょっと難しゅうございます。 
○９番（山下 力君） 浅田教育課長は、当時の顛末書はないですか。持っていないで

すか。町長の命を受けて、仕事を受けた職員が一から十、いわゆる経緯を書いているの

ですよ。それを読んでください。そして、倉本議員の関与があったと認めてください。 
○議長（金子光喜君） 答弁調整のため、休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
休憩 午前１１時３１分 
再開 午前１１時３２分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を開きます。 
 発言を許します。 
○町長（長谷和人君） ６月の補正予算等におきましても、倉本議員のほうからいろん

なご質問をされております。そして、先ほど言いましたように、集められたということ

で、倉本議員のほうもそういうふうなお話をされておりますし、地元の議員だというこ

とでそういうふうな行動をされたのかなというふうには想像できるところでございます。 
○９番（山下 力君） 町長、今の答弁は６月１３日の全協、そしてその後の補正予算

ですよ。９日の日のことを言っているのですよ。関与がなければ、倉本議員がそういう

話をしなかったら、水田のほうに駐車場は決まっているのですよ。そして、今頃はトイ

レも整備されていると思いますよ。関与があったと認めてください。 
○町長（長谷和人君） 関与があったという、そういう言葉の中に、どういう関与かと

いうのが僕もちょっと理解できないのですけども、ただ先ほどから言いますように、６

月９日の日は倉本議員もその中で出席されまして、分館役員ほか１０名ということで書

いてございますし、そして整備の内容等についても、役場のほうもお話しをしてという
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形になっておりますので、そこら辺については一緒になって、駐車場の件についてはそ

ういうふうなお話をされたということは事実というふうに私は思っております。ここは

そういうちゃんとしたものがございますので、そういうふうにして位置づけは可能かな

というふうに思っておるところでございます。以上でございます。 
○９番（山下 力君） それでは、当時の５月３１日まで教育課長をした人、その人の

顛末書にはそういう経緯を書いてありまして、倉本議員が出てこなかったら、駐車場は

水田のほうに決まっているのですよ。町長は当時副町長ですから、それでいけと指示を

されていたと思いますよ。それが６月９日の夕方６時に変わったということですから。 
○町長（長谷和人君） ６月の９日に集められて、そしてその後全協が確かあったと思

うのですけども、その中で話がございまして、先ほど言いましたように、山下議長から

再度そこら辺を整理しなさいというふうなことがあって、そして予算化になってきたも

のというふうに思っております。ですから、当時倉本議員がその中にいろんな立場で入

られて、いろんな話をされているのは、ここの中で見ますときにはそういうふうに理解

ができるというふうに思っておるところでございます。 
○９番（山下 力君） 倉本議員が地区役員を集めてその話をした時、そういう形をと

らずに地区の臨時総会を開いて、町からは水田のほうにそういう駐車場の整備の話があ

るがどうしましょうと、区長さんたちがリーダーシップを発揮して決めていれば、こう

いう質問はしないのですよ。馬場地区の方に聞けば、いろんな意見がありますよ。 
○町長（長谷和人君） 今山下議員のほうから、当時そういうふうな地区での総会とい

うことでお話があったところでございますが、その中でも、総会があったのかどうか、

ちょっと私記憶が定かではないと。そういうことであれば、そういう手続き論も当時地

区の中でやられておれば、そういうことにもならなかったのかなということで今山下議

員のほうから話がございましたので、そういうふうには理解したところでございます。 
○９番（山下 力君） 倉本議員が話に入ったと、地区役員ではない人が入ったと。そ

の人が変更は部落の総意だと。これはもう認めますね。ちょっと認めてください。 
○町長（長谷和人君） その過程の中で、地区の総意というふうな言葉もこれに書いて

ございますので、そういうふうに解釈して良いかというふうにも思っております。 
○９番（山下 力君） これで、この件については終わります。 
○議長（金子光喜君） 一つ、八勝寺駐車場について、山下議員の質問が終わりました。 
 これより、関連質問を許します。 
○８番（倉本 豊君） 関連質問とはならないかもしれませんけども、私の名誉に関す

ることでございますので、議長に許可をいただきたいと思います。 
○議長（金子光喜君） 暫時休憩します。内容をお伺いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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休憩 午前１１時３９分 
再開 午前１１時４２分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を開きます。 
 倉本議員のほうから、関連質問ということで手が上がりましたけども、関連質問でな

いということであれば、質問としては認められないと議長としては判断させていただき

ます。ただ、倉本議員の意見として、ご意見をお伺いする機会を設けたいと思います。

一回だけですけど許します。 
○８番（倉本 豊君） 議長のご高配に感謝いたします。今の質問の中で、６月９日の

話が一番問題となってきているように言われましたけれども、私もう議員の職責を持っ

ておりましたし、駐車場に関しては情報を得てから、水田のほうにという話も当然分か

りました。私たちがいつも彼岸の道つくり等々で、現状のところを草払い等やっており

ました。その中の話として、ここにすれば良いよなというような話は当然あっておりま

した。私も当時の区長さん、分館長さん、区長さんが山ノ口でしたので区長さんも呼ん

だのですが、確か欠席だったと思います。それから呼んだのが、うちには各宮総代とい

う方がおられまして、その方二人、それからその時のときぶれさんだったと思います。

ときぶれさんが各隣保班に一人ずつおられますので、その方々に声をかけて、全員来ら

れたかどうかは分かりません。ただ、隣のＳさんは、隣でありましたので来られました。 
そういう中で話していくうちに、私が言ったことが全部、ベラベラ喋って皆が何も言

わなかったかというとそういうことではありませんで、皆でそこでしばらくの協議はし

ました。やはりこっちのほうが良いですよねという話になりましたので、それを次の全

協の中で、私は話したかと思います。全協の中で、今度は当時の山下議長がもうちょっ

と地元とちゃんと話をしなさいということになりまして、先ほどの町長答弁だと思いま

すが、結果的にはそういう今の状況になりました。ただ、今でも、あっちが良かったと

か、それはそういう意見があるのはあって良いと思います。十人十色と私はいつも言い

ますので、いろんな考えがあって良いのですが、大勢といいますかね、民主主義ですの

で、大勢以上に現状地で良いという、あの時は結論を得ました。確かに臨時総会までは

いきませんでしたが、臨時総会をしますと言っても、恐らくあまり出席もありません。

緊急でもありましたので、冠の付いた役員の方々に集まっていただいてお話をしたとい

う経緯でございましたので、そこだけ述べさせていただければということです。 
○議長（金子光喜君） 関連質問、ほかにありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 
○議長（金子光喜君） ないようですので、これで一つ、八勝寺駐車場についての関連

質問を終わります。 
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 一つ、加工施設の再稼働について、山下議員の質問を許します。 
○９番（山下 力君） 精米所の運営は厳しいことが予想されます。今後の再稼働につ

いて、熟慮すべきではないかということで質問をさせていただきます。 
 昨年 12 月議会一般質問で、住民の声として「すばらしい施設、どうして再開しないの

か」「赤字かもしれないが宝の持ち腐れになっている」という質問がありました。それ

に対して、町長は、精米所を動かしてくれと住民から聞いておるので、前向きに動かす

方向で動き始めていると答弁されております。今日の私の質問の趣旨は、精米所の再稼

働の考えを一度立ち止まって、庁舎内で、議会で協議し、住民の声を幅広く聞いて熟慮

していただきたいということで質問をいたします。 

 通常米との差別化、付加価値を付け、町農業の活性化に寄与したいという強い気持ち

と、農産物生産に自然農法という生産体制を確立され、また農業経営も豊かで、生産・

加工・流通等にノウハウを持っておられるＭＯＡ自然農法湯前普及会からの強い要望で、

町は平成２３年、事業費２，５００万円で精米所を建設。町は公募によらないで、湯前

普及会様を指定管理者に指定して、平成２４年４月１日から稼働を開始しております。

しかし、稼働を開始して１０か月後の平成２５年１月８日、普及会代表から町に対し、

精米所の運営が厳しい、困窮していると相談がありました。普及会は町の対応を待たず、

平成２５年１月末に臨時総会を開催し、会員２５人で協議・採決の結果、２０対５の賛

成多数で解散を決め、撤退されました。 

町は、解散・撤退を分析されていると思います。なぜ解散・撤退されたと認識されて

いますかお聞かせください。 
○農林振興課長（稲森一彦君） 指定管理により、精米所運営を行っている組織の方に

つきましては、できるだけの努力をされたというふうには認識しております。ただ、今

後の改善の見通しがつかなかった状況ではなかったかというふうに思っております。 
 また、精米所だけでなく、組織としての拠点施設、物流の拠点施設というふうな考え

があったのかなと思っておりますけれども、このような取組には至っていなくて、収支

の損失が大きかったのではないかというふうに思っております。精米所の運営に対して、

見通しの甘い部分もあったのではないかというふうには思います。また、組織内の努力、

技術向上、協力体制等についても十分な手当てができなかったのではないかというふう

に認識しております。 
○９番（山下 力君） 課長ですから良いですけど、町長ならもう少し重く受け止めて、

いろいろ分析してほしかったと思います。 
 普及会は、精米事業の経験不足、精米・製粉技術の未熟さを認めて、収入が少なく運

営ができない等の理由で、解散・撤退をされたと思います。普及会の皆様は、通常米と

の差別化、付加価値を付けて町農業の活性化に寄与したいと、強いまとまりがあったグ
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ループだったと思います。その普及会が１０か月で解散されたことを重く受け止めて、

熟慮される際に、撤退した理由を考慮していただきたいと、町長にはそういう要望をし

ておきます。 
 次に、町長は、実は水面下で、直営で町のほうで予算を組んで、それでできないかと

交渉。しかし、なかなかそういう方が現れなかったというのが実情でございますと、苦

しい胸の内を発言されています。その交渉相手は分かりませんが、推測しますと、精米

・製粉に精通されているプロの方ではと思います。町長は自らの考え、そしてあらゆる

条件等を説明されたと思いますが、相手の方は熟慮された結果、やりますという返事で

はなく断りの返事でした。これをどのように受け止めておられるか、町長にお聞きした

いと思います。 
○町長（長谷和人君） 米の出荷関係につきましての事業者の皆様方にいろいろとお話

をお聞きした経緯がございます。その内容をご存じだというふうに今思ったところでご

ざいます。精米所の稼働関係につきましては、利用価値あたりも含めたところでご意見

を伺ったところでございますけども、事業者からは、やはり精米・製粉事業については、

特に製粉関係については、加工先の取引先となる事業者の確保が非常に難しいと。それ

から、指定管理を受けたとしても、先ほど言いましたような形で、なかなか仕事ができ

ないのではないかというふうなこともおっしゃったところでございますので、難しいと

の回答を得たところでございます。以上でございます。 
○９番（山下 力君） 水面下で交渉をされた方には、町長として、やっていただくと

期待しての交渉だったのではと思います。その方からの断りです。いわゆる精米施設で

の稼働は厳しいと思われたと思います。用途変更を視野に入れて、今後熟慮していただ

きたいというふうに思います。 
 次に、答弁で、今後使用料の見直し、それから指定管理料を含めて、その対応を決め

ながら、私としては動かしていきたいと。そこで、令和３年３月の全協で示された今後

の対応案、１から５ありました。町長は何番で精米所を動かしたいという考えなのかお

聞かせください。 
○町長（長谷和人君） 当時、５つの案を示させていただきまして、２番と３番という

ことで、多分全協では申したのではなかろうかなというふうに記憶しているところでご

ざいます。 
○９番（山下 力君） ３番というのは、いわゆる直営でございます。直営でやりたい

という考えでしたら、今の町長の頭の中に、こういった事業計画というか事業プランを

描いておると、それをお聞かせください。 
○町長（長谷和人君） 先ほどの山下議員のご質問とちょっと被るところがございます

けども、精米・製粉等におきましては大変厳しい状況が見込まれるというところでござ
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いましたので、12 月の一般質問に関しましては、そこばかりではなくて道のりを利用し

た形で、物産ですか、物売りあたりも考えていく必要があるのではなかろうかと、道の

りを利用した農産加工販売施設あたりもどうだろうかということで多分答弁したという

ふうに思っておりますし、今後もそういうふうにしていけばというふうに思っておると

ころでございます。なお、全協のところで申し上げました件につきましては、一般質問

の席上でございますので、私の思いを申し上げたところでございます。今山下議員の御

質問がございますように、今後いろんな角度で分析させていただきまして、より良い形

で精米所の稼働ができればというふうに思っておるところでございます。以上でござい

ます。 
○９番（山下 力君） 直営で運営されるためには、税金を投入する必要があるのです

よね。直営ですから、何らかの委託料か管理料が発生しますよね。そのときに、町長の

判断で議会が協力すれば、税金を投入することができるかもしれません。しかし、精米

・製粉事業は、公共性がないのですよね。ですので、住民の方から、公共性のない施設

に税金の無駄遣いという指摘をされる可能性があります。ですから、直営は熟慮してい

ただきたい。 
○町長（長谷和人君） 先ほど、令和３年３月８日の全協の中で私が申し上げたのは２

番、３番ということでございましたので、決して今山下議員がおっしゃっているような

町直営ということには限っておりませんで、指定管理も含めたところでの稼働ができな

いかというふうにも思っております。 
 それから、先ほどとまた同じことになるかもしれませんが、精米・製粉だけでは大変

厳しいものというふうになっておりますので、いろんな形で多面的に、物産館等も含め

たところで多面的に稼働ができないかと、そんなことも今想像しているということも申

し上げたところでございました。以上でございます。 
○９番（山下 力君） いろいろ町長の考えもあろうかと思いますけれども、精米所、

加工施設、これを指定管理も含めて、その対応を決めながら私は動かしていきたい。そ

こまで動かしたいという根拠をお聞かせください。 
○議長（金子光喜君） ここで、昼食のため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
休憩 午前１１時５９分 
再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を開きます。 
 一つ、加工施設の再稼働について、山下議員の質問の途中です。発言を許します。 
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○町長（長谷和人君） 先ほどの山下議員の御質問に対しまして、お答え申し上げると

ころでございます。これまで、私に対しましては町民の皆様方から、精米所の稼働はど

うなっているのかというふうな問合せもあったところでございます。また、これまでに

も、議会におきまして、令和２年度の当初予算審議での質問、それから令和３年 12月議
会での一般質問、そして先ほど話に出ておりましたけども、令和３年３月８日の全協で

も、今後の運用についても説明をしてまいったところでございます。そして、昨年の 12
月での一般質問があっておるというところで、それぞれの時々の中で説明をしたところ

でございました。ただ、私が舌足らずの面がありましたことはお詫びを申し上げるとこ

ろでございます。具体的に決まったような内容も一部お話しをしたかなというふうに思

っておりますので、そのことについてはお詫びを申し上げるところでございます。 
 今後につきましては、新町長・新体制によりまして、施設の活用方法等におきまして、

まずはその方向性ですね、そこら辺を丁寧に、議会の皆様方にお示しするということが

できれば良いのかなというふうに思うところでございます。以上、現時点での答弁とさ

せていただくところでございます。以上でございます。 
○９番（山下 力君） 今説明されたのが動かしたいという根拠ですか。それだけです

か。 
では、４年前に町長が就任されてから、精米所運営について時系列に町長の動きを申

し上げますと、令和元年の８月、１１月、令和２年１２月に公募をしております。しか

し、応募がありません。そして、令和３年３月８日に先ほど言いました全協。そして、

全協の中で、１から５の案を示されて議論があって、ただまとめることもなくそのまま

終わっております。そして、令和４年３月に条例の一部改正、それだけなのですよね。

それだけしか動かしていない町長が動かしたいという根拠が目に見えないというか、町

長の考えが分からないのですよ。動かしたい根拠をもう少しお聞かせください。 
○町長（長谷和人君） 各種の意見もございましたし、議員からの意見もございました。

また、併せまして、地方自治法及び条例上におきます管理、これも運用しなければなら

ないと。これらもうたわれております。この規定に沿った形もとらなければならないの

かなというふうに思っております。いろいろこれまでの変遷もあったところでございま

すけども、今までのような形で、先ほど答弁しておりますが、精米所だけの機能ではな

く多面的な多角的な部分としての何か運営ができないかと、そんなことも思っておりま

すので、その分野で改めて出直したような形で動かしを進めたいというふうに私の思い

はあるところでございます。以上でございます。 
○９番（山下 力君） 今の説明を聞きますと、精米・製粉にはこだわらないというこ

とですか。そしたら、もう昨年１２月議会の質問に対しての答弁と全然違いますよね。 
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 今地方自治法と言われましたけども、いわゆる加工施設の条例のことを今ちょっと言

われたと思うのですけども、それの第４条の「管理」ですね、その途中で、しっかり管

理して第２条の設置目的を達成するように書いてあります。動かして管理して、設置目

的を達成できると思いますか。いわゆる加工品の販売とか特産品開発の促進とか都市住

民との交流とか、活性化を図る。これが目的なのですよ。今の状態で、今の考えで動か

して、その目的を達成すると思いますか。 
○町長（長谷和人君） １２月の答弁の中に、先ほどから何回も言っておりますけども、

精米所機能ではなくて物産的な機能も加えたところでというのを、私は答弁しておりま

す。ですから、その中で、今おっしゃっているような精米とかそういうことだけではな

かなか収支が厳しいというところがございますので、その分野まで見直したところでの

稼働というのができないかというのを模索しておるということで、１２月の答弁には私

の思いをお伝えしたところでございますので、決して今の状態から違ったことで全てが

解決するとは私も思っておりません。物産的なところを入れたところで、全てそれが解

決するとは思っておりませんが、そこら辺も視野に入れたところで何とかできないかと

いうことで、手探りでやっていく必要があるのではなかろうかと。ただ、先ほども言っ

ておりますけども、やはりそのためには新体制でもう一回ゆっくりと考えさせていただ

くので、そこは議員の皆様方にも丁寧に計画あたりもお伝えしながら、動かすというこ

とでいきたいというふうに私は思っておるところでございます。ただ、新体制というこ

とだけをちょっと言わせていただくところでございます。 
○９番（山下 力君） その新体制はもう発言しないほうが良いですよ。今言われたこ

とが町長の心の迷いというか、頭の迷いがあっております。ですから、とにかく精米所

を、加工施設を動かすということをほんと熟慮していただきたいというふうに思います。 

 それから、精米所は稼働開始が平成２４年４月からですけども、先ほど言いましたよ

うに、当初から厳しい、休止状態が続いております。そこで、地方自治は二元代表制を

とっておりますので、町長、あそこを動かすために議員とも住民の声を聴きながら、協

議しながら、方向性を決めていただきたいというふうに思います。それについてまた見

解をお聞かせください。 
○町長（長谷和人君） おっしゃるとおりでございまして、先ほどの答弁の中にも、そ

の旨はお伝えしたところでございますので、その時々に丁寧にその方向性をまず示させ

ていただいて、議員の皆様方の御意見を伺いながら、そこら辺の動きをさせていただく

ということで答弁をさせていただくところでございます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 
○９番（山下 力君） 順番がちょっといろいろ変わってきているのですけども、町長

が１２月議会で答弁された中で、米、杵つき米、ぴかまるの有効活用、そば粉等を利用
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してのふるさと納税の返礼品、それからエアコンを設置して、東側の部屋を米倉庫にし

たい。それから、米の品質を高めるために色彩選別機を購入したいと。そして、先ほど

言われた物産的な意味合いで運営できないかと、そういう発言をされております。答弁

されたことを実施するとしたら、再稼働までの投資額は幾らぐらいを予定されています

か。 
○町長（長谷和人君） 申し訳ございませんが、先ほどとちょっと答弁が同じになるか

もしれませんが、１２月には質問に対して私の思いを、こういうことが考えられるので

こういう形で思っておりますということでございましたので、そこら辺の事業とかなん

かについてはまだ全然考えていないところでございます。先ほど言いましたように、動

かすならばその方向性をまずはお示しして、そしてその中で今おっしゃった予算関係、

それから少し遡りますけども指定管理の見直しとか、それから使用料の見直しとか、そ

ういうのも含めたところで御協議をさせていただけないかと、そういうことで私として

は発言をしたところでございます。趣旨はそういう意味でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。 
○９番（山下 力君） 町長は具体的に言われたのですよ。東側の部屋を。壁を張った

り、天井を張ったり、エアコンを据えたり、色彩選別機を導入したりと。ある程度自分

の考えで、再稼働までにはこれぐらいの投資が要るという考えがあったでしょうが。そ

れと、再開後、今までは使用料として１３万円頂いていたけども、今度は見直しをして、

委託料を払うのか管理料を払うのか、これもある程度頭の中にあったでしょう。 
○町長（長谷和人君） 正確に私も積み上げてはいないのですけども、係と相談した時

は、今申し上げられたところは１，２００万円ぐらいだったかなとは思っております。

ただ、それを全てやるということではなくて、そういうことをしたほうが良いのではな

いかということで発言させていただいておりますので、それを全て実行するとかという

ことではございません。私の思いを言わせていただいたところでございます。そこは御

理解いただければと思っております。 
○９番（山下 力君） 米、それから杵つき米ですね、ぴかまるですね、それからそば

粉、麦の製粉等々を稼働すれば、それが主になってくると思いますけども、米で町農業

を活性化したいという考えは、米ではちょっとリスクが大きいと思うのですよ。それと、

そば・麦、町内に栽培されている農家は一軒ないし二軒あるかないかですね。ですから、

精米・製粉であそこを動かすことはなかなか厳しいということを私は言っているのです

よ。 
 最後になりますけども、私が住民の方々から聴く声は、やはり５番目の、用途変更し

て施設を有効活用したほうが良いという意見がほとんどです。この件も、一応熟慮して

いただく要素にしていただきたい。町長の答弁はやる気満々の答弁と思って質問事項を
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考えておりますので、それは思いだったというふうに今日言われて、ちょっと質問がお

かしい質問になるかと思いますけども、一度立ち止まって白紙にして、住民の声を幅広

く聴いていただきたいと、これが一つ。 
 それから、また庁舎内で、副町長、担当課と協議をしていただきたいと。特に、副町

長は視野が広くて見識が高いですので、いろいろと積極的に助言をしていただきたいと

思います。町長は、それにしっかりと耳を傾けていただきたいと思います。 
 湯前町農産物加工施設の設置及び管理に関する条例にこだわって再稼働するか、どう

考えても加工施設の運営は厳しいと判断し用途変更するか、とにかく熟慮していただき

たいというふうに思いまして、質問を終わります。 
○町長（長谷和人君） 今山下議員のほうから、幅広い住民の声と、それからもう一つ

が担当課と十分に協議をするというふうなお話を伺いました。それと、先ほどの答弁の

繰り返しになりますけども、精米と製粉では大変厳しいというのを私も分かっておりま

すので、そこら辺は物産的な意味合いも含めながら十分協議をさせていただきまして、

議会とも丁寧に時間を割いてでも協議をさせていただきたいということでございます。

ありがとうございました。 
○議長（金子光喜君） 一つ、加工施設の再稼働について、山下議員の質問が終わりま

した。 
 これより、関連質問を許します。 

［「ありません」の声あり］ 
○議長（金子光喜君） ないようですので、これで一つ、加工施設の再稼働についての

関連質問を終わります。 
 以上で、山下議員の質問を終わります。 
○議長（金子光喜君） 一つ、有害鳥獣被害対策について、遠坂議員の質問を許します。 
○３番（遠坂道太君） 皆さんこんにちは。３月定例会最後の質問者となります、３番

議員の遠坂です。地域住民の声を代表しまして一般質問をさせていただきます。それで

は、一つ有害鳥獣被害対策について質問いたします。要旨１について伺います。多雪に

育てられた農作物や長い時間かけて育まれた豊かな森林が野生鳥獣に食べられてしまう

などの被害が日本の各地でおきています。野生鳥獣による農作物や森林被害の状況は、

シカによる被害が３５％、イノシシ２８.３％、カラス８.６％、サル５.３％その他鳥類

１０.２％、その他獣類１２.７％となっております。野生鳥獣による農作物や森林被害

は、２０１３年頃から減少傾向にあるものの、ここ数年横ばいが続いており、２０２０

年度の被害額は約１６１億円になっております。農作物はシカとイノシシによる被害額

が約６０％を占めています。また、被害額だけでなく、営農意欲の減退や離農などにも

大きな影響を及ぼしています。野生鳥獣による森林被害面積は２０２０年度で約５，７
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００ｈａになります。そのうちシカによる被害が７３％を占めています。そこで管内の

被害状況はどうなっているのかについて伺います。 
○農林振興課長（稲森一彦君） 現在の被害状況ということでございます。被害状況に
つきまして、近年３年分を答弁させていただきます。まず令和２年度でございますけど

も、被害面積が１２３.５ａ、被害額にしまして５６万２，１００円、令和３年度が被害
面積５７.９ａ、被害金額といたしまして４４万４，２００円、令和４年度が被害面積１

１.８ａ、被害金額１２万１，６００円となっております。被害調査につきましては、毎

年１月に対象となる地区の区長さん又は認定農業者の方へ調査を行いその結果を集めた

ところでの報告となっております。令和４年度につきましては、極端に被害額が減少し

ておりますが、被害にあっているすべての方がこの調査を行っている調査の回答が提出

されているものではなく、あくまでも調査回答があった結果というふうになっておりま

す。農作物等の被害につきましては、先ほど３年間の被害状況を答弁しましたが、実際

はこれ以上に被害面積は増えるんではないかと思っております。 
○３番（遠坂道太君） 今３年間の実績の報告をいただきました。その中でどの鳥獣被
害が多かったのか、それにつきましてお尋ね申しあげます。 
○農林振興課長（稲森一彦君） イノシシ、シカによる被害が大きいと認識しておりま
す。 
○３番（遠坂道太君） イノシシとシカ、これは従来的な、全国的にだいたい同じ流れ
だと思っておりますけども、外来獣、アナグマとかアライグマとか増えているんではな

かろうかと思います。そのへん管内ではその影響等はどうなっているのかお尋ねします。 
○農林振興課長（稲森一彦君） 確かにアナグマの被害がでておりますし、アナグマに
つきましては、３年ほど前から捕獲の対象といたしております。それにつきましては、

だいたい年間、減ってきておりますけども１００頭前後の捕獲があっているところでご

ざいます。 
○３番（遠坂道太君） 被害も年々減ってきているようでございますし、外来獣もです
ね、役場の方からの罠とかで減少していることも見えるわけでございます。施設園芸等

の問題、ハウスを破って実を取るとか、アナグマの取り方でございますので、そのへん

十分減ってきているということでございますので、今後取り組みを充実していただけれ

ばと思います。 
○３番（遠坂道太君） 次に要旨２について伺います。２０２０年度の全国の捕獲状況
を見ますと、イノシシ１１，２５２頭、捕獲目標１３，０００頭、対比８６.５％、シカ

は１１，７１８頭で過去最高の捕獲、捕獲目標８，０００頭を大きく上回り、対比１４

６.４％になりました。そこで、管内の捕獲状況はどのようになっているのか伺います。 
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○農林振興課長（稲森一彦君） 捕獲実績につきましても直近３年間で報告させていた
だきます。令和２年度につきまして、シカ４２８頭、イノシシ１５７頭、サル９頭、カ

ラス４４羽、アナグマ１０９頭です。令和３年度がシカ３８７頭、イノシシ１６５頭、

サル６頭、カラス３８羽、アナグマ６７頭です。令和４年度につきましては、１月まで

の実績となりますが、シカ２９３頭、イノシシ１０８頭、サル２頭、カラス７羽、アナ

グマ３１頭となっております。捕獲頭数としましては年々減少しておりますが、原因と

して考えられるのは令和２年７月豪雨によりまして、林道の被災があっております。こ

の関係で奥山といいますか、山の奥まで捕獲の罠が仕掛けられないことや、また捕獲従

事者つきましても高齢化もありまして、捕獲の活動も減少している傾向になっていると

ころで、捕獲頭数自体は減少しておりますけども、捕獲活動も減少しているのではない

かと感じているところでございます。 
○３番（遠坂道太君） 今、実績報告いただきまして、これを見ますと年々捕獲頭数も
減ってきていると思いますし、また捕獲をされる方の話を聞きますと今獲られるのも減

ってきたと言われております。今後そういう方たちがですね、増えたということもあり

ますし、一生懸命獲っていただいた結果として残っているんではなかろうかと思います。

そこでですね、有害鳥獣を捕獲された時に、補助金等、捕獲料をですね支払っておられ

るかと思いますが、それはどのような金額になっているか、それにつきましてお尋ねし

たいと思います。 
○農林振興課長（稲森一彦君） 捕獲の金額ということで、有害鳥獣のシカ、イノシシ、
カラスこれらの捕獲補助金の単価ということで答弁させていただきます。シカにつきま

しては１頭当たり１０，０００円、イノシシにつきましては１頭当たり９，０００円、

サルにつきましては１頭当たり５０，０００円、カラス・アナグマにつきましては１頭

当たり同額ですけども１，０００円の補助金となっております。 
○３番（遠坂道太君） 単価の方聞いたんですが、水上村を調べたんですけども、シカ

で９，０００円、ジビエの場合は１３，０００円となっておるようです。イノシシは９，

０００円、サルが５０，０００円、カラスが１，０００円ということでございますけど

も、国県からも補助金もあるかと思いますが、町からの持ち出しの補助金というのはど

のくらいなっているのか、それについてお尋ねいたします。 
○農林振興課長（稲森一彦君） 先ほどそれぞれ、シカ、イノシシ、サル、カラス、ア
ナグマとそれぞれ単価を申し上げたわけでございますけども、単価の内訳について答弁

させていただきます。シカにつきましては、国庫補助金が１頭当たりですけども７，０

００円、県の方からが１，０００円、町の方から２，０００円、シカにつきましては合

計 1万円となっております。イノシシにつきましては、国庫補助金が７，０００円、県

の方からの補助はございません。町の方から２，０００円、イノシシにつきましては１ 
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頭当たり９，０００円です。サルにつきましては、国庫補助金が８，０００円、県の方

から１万１，０００円、町の方から３万１，０００円、計の５万円となっております。

カラス・アナグマにつきましては、町からの補助金のみで、１，０００円となっており

ます。 

○３番（遠坂道太君） 国の方からと県の方から補助を受けとるようでございます。 
捕獲した場合の補助金の支払い方法は、どのようになっているのか、それにつきまして

お伺いします。 
○農林振興課長（稲森一彦君） 補助金の支払い方法についてでございますけども、捕
獲個体につきましては、捕獲現場での殺傷処分後に個体に許可証を添えて写真撮影をし

ていただくようになっております。関係書類と個体のしっぽを一緒に町に提出していた

だいております。農林振興課ではこの関係書類としっぽにより捕獲頭数の確認検査を行

っております。町の方では翌月には各人が指定された口座に振り込むようにしておりま

す。ちなみにですけども、管内の支払い状況を見ますと、湯前町に提出された書類等を

確認して翌月には支払いをしております。管内の状況を見てみますと年に２回のところ

とか３回とかになっておりますので、湯前町の方では捕獲された頭数に対する補助金の

支払いについては、毎月適正に支払うようにしているところでございます。 
○３番（遠坂道太君） 捕獲した翌月には支払っていただいてると、非常にいいと思う
訳ですけど、現状ですね捕獲された方から言われたんですけど、いつの分なのかそして

色んな役場の委員とやってるもんですから、なんの明細なのかいうようなことで言われ

ております。今後ですね明細を出していただけるということはできないものか、それに

ついて伺いたいと思います。 
○農林振興課長（稲森一彦君） 鳥獣被害に伴います口座への振り込みについて議員お
っしゃるとおり、こちらの方からそのような通知をすることは当然のこと思いますので、

それについては支払いについては通知等によりお知らせしていかなければならないと考

えております。 
○３番（遠坂道太君） 今後ですね、明細を通知していただければ、獲られた方もいつ
頃、何を獲ったか明確にわかるんじゃなかろうかと思います。次に要旨の３について伺

います。冬季に行う狩猟は、従来より主に個人の趣味や娯楽として行われてきましたが、

近年では、イノシシ、シカ、サル等の増加による農林業被害の増加などにより、年間を

通じて狩猟者への鳥獣の捕獲要請が大変多くなっています。野生鳥獣を捕獲できるのは

狩猟者だけです。狩猟は今や地域の住民や自然環境、農林業などを守る社会的に意義の

ある活動となっており、社会貢献活動でもあると言えます。そこで、町の猟友会の体制

は現状どのようになっているのか伺います。 
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○農林振興課長（稲森一彦君） 湯前町の猟友会は正式な名称といたしまして、熊本県
猟友会上球磨支部湯前分区となっております。体制といいますか、現状をお話しします

と、現在在籍されている方が２２名と、その内猟銃の許可を持っておられる方が１２名

となっております。年齢につきましては、４０代から８０代の方が在籍となっておりま

して、平均年齢が７０歳くらいになろうかと思います。猟友会の方ではですね、猟友会

で規約を作られておりますので、こちらが猟友会の体制になろうかと思います。 
○３番（遠坂道太君） 今、体制も高齢化していると思います。年代もですね若い人で
４０代、年配の方が８０代ということで、非常に高齢化してると思います。今後、若い

世代の方がですね、興味を持つ方策等も検討されていかれるのか、それにつきましてお

尋ねしたいと思います。 
○農林振興課長（稲森一彦君） 先ほどの答弁の中で平均年齢が７０歳くらいとお答え
いたしましたけども、猟友会のメンバーの方、新しい方とかですね、今後の捕獲方法等

につきまして今月末に猟友会の方々とお話しをする機会を設けております。その中でで

すね、猟友会の方が思っておられるようなことをお聞きしまして、町でできることがあ

れば、そこで支援していくことはあろうかと思います。 
○３番（遠坂道太君） 今後協議をして、関係者と協議をして今後の体制づくりを行っ
ていただければと思っているところでございます。次に要旨４について伺います。狩猟

期間は１１月１５日から翌年の２月１５日までになっております。ただし、地域によっ

てはシカやイノシシに限り１１月１日から３月１５日まで狩猟期間を延長しております。

熊本県も同様です。町の捕獲補助金の期間が決まっており、狩猟期間は対象になってい

ません。水上村は通年対応となっております。そこで、湯前町も通年で対応できないか

それにつきまして伺います。 
○農林振興課長（稲森一彦君） 現在、シカ、サル、カラス、アナグマについては通年
を補助対象としております。イノシシにつきましては狩猟期間となります１１月１日か

ら３月１５日までについては補助の対象外としております。理由としましては、狩猟期

間中においては補助がなくても捕獲を行い、特にイノシシについては肉などの需要があ

るため、補助対象外としておるところです。県内の他町村の状況を見ましたところ、対

応は様々となっております。先ほど議員からお話のあった水上村につきましては、狩猟

期間中も対象とされておりますが、３、４年前からイノシシも対象とされています。ま

た別のところではイノシシは対象外となっているところです。本町におきましても、現

在の被害状況、捕獲頭数のことを鑑み令和５年度からイノシシも通年で補助対象にでき

ればとは検討しているところでございます。先ほどの答弁の中で３月の中旬以降に猟友

会の方々とお話をすると、そういう場を設けるとしておりますので、その中でもイノシ
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シの通年捕獲の補助対象ということも猟友会の方々にお話をしていき、少しでもですね

捕獲頭数が増えて被害の軽減につながればという思いもあっているところでございます。 
○３番（遠坂道太君） 課長、イノシシだけなんですか。シカの方はどうなっているの
か伺います。 
○農林振興課長（稲森一彦君） シカにつきましては通年の対象としております。 
○３番（遠坂道太君） イノシシにしろシカにしろ通年で対応されるんであればいいと
思いますが、シカの場合植林した後の新芽を食べたりしますし、そういった被害もでま

すので、今後そのような対応をしていただければと思います。狩猟者の人員も減少して

いるように思いますし、上球磨支部の湯前分区となっておりますけども、今後、上球磨

地域全体でそのような取り組み方法を町村を超えた中で取り組んでいくべきだと思いま

す。今後、新たな施策を期待しまして、一つ、有害鳥獣被害対策についての質問を終わ

ります。 
○議長（金子光喜君） 一つ、有害鳥獣被害対策について遠坂議員の質問は終わりまし
た。これより関連質問を許します。 
○１番（吉田精二君） 今、遠坂議員が最後に言われたんですけど、要旨の３の猟友会
の体制ということで、平均年齢が７０歳、４０代から８０代ということで、高齢化も進

んで、マンパワーも少ないということで、最後に言われました上球磨で連携して体制を

整えたらという提案ですが、私以前新聞で見たんですが、町境を超えて連携が取れてい

ることが新聞で見たと思います。上球磨の方ではそのような、分区別になっております

けども、合同での駆除隊の設立とかそういう話は今までなかったんでしょうか。 
○農林振興課長（稲森一彦君） 上球磨支部の中では湯前町の分区、水上村の分区、多
良木町の分区、あさぎり町の分区、４つの町村となっております。議員からおっしゃら

れた町村を超えた駆除ということでございますけども、今までそういったお話を聞いた

ことがございません。３月の中旬以降に湯前の分区の方とお話する機会を設けておりま

すのでそういうこともできないだろうかと、逆にこちらの方からも提案はできるのかな

と思います。ことあるごとにそういったお話もできればなと思います。 
○１番（吉田精二君） 特に、山間部ですね、山間部の境界部分につきまして、野生の
動物は境界をまたいで動くこともあります。隣同士連携をとったならばより良い効果的

な駆除ができると思いますので、その点進めていってもらえれば効果が出るんじゃない

かと期待しております。今後の協議をよろしくお願いしたいと思います。 
○議長（金子光喜君） 他にありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで一つ、有害鳥獣被害対策についての

関連質問を終わります。 
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一つ、町が管理する河川整備について、遠坂議員の質問を許します。 
○３番（遠坂道太君） 次の質問に移ります。町が管理する河川整備について質問いた
します。令和２年７月豪雨災害、町が管理する河川の復旧工事を行っているときに昨年

台風１４号の直撃を受け２重の被害を受けました。現在も復旧工事も終わっていない状

況であります。そこで要旨１について伺います。山林から吹きだした雨水や樹木、石な

どが河川に流れ込み、河川を堰き止め水害が発生しています。そこで、町が管理する河

川においての危険個所等の調査を行っているのか伺います。 
○建設水道課長（中園誠二君） 毎年、出水期前に職員による河川のパトロールを実施
しております。そこで異常を発見した場合、県管理河川の場合、県担当課に連絡し、対

応を依頼しております。町管理河川の場合は緊急性を感じた場合は業者に依頼し修繕な

どを行っておるところです。 
○３番（遠坂道太君） 毎年、行っていらっしゃるということでございます。県の方は
県の方で工事の対応をされていくわけですけども、町は町としての河川ごとの危険個所

のチェックはしながら、今後の整備計画等もですね立案しながら取り組んでいただけれ

ばと思います。要旨１につきましてはこれで終わりたいと思いますが、次に要旨２につ

いて伺います。蓑谷のため池は、災害ごとに土砂の撤去を行ってきたわけですが、町が

管理する河川の土砂等の撤去はどのようになっているのか伺います。 
○建設水道課長（中園誠二君） いつも氾濫する場所や土砂が堆積しやすい場所につい
てはできるだけ出水期前に必要に応じ土砂の浚渫を行うようにしております。ただし、

当然全路線実施できるわけではございません。河川の線形など堆積しやすい場所を優先

的に行っております。 
○３番（遠坂道太君） 町の管理する河川で大谷川がございます。２月２６日に田上地

区で多面的作業で大谷川の側面の草刈り、また、土砂等の撤去作業を行ったわけでござ

います。手作業でございますので、限りがあるわけですよね。そして機械等入れての撤

去が、機械を入れてやっていただければと考えておるところでございます。そこで、町

が管理する河川でありますので、よければ町で大きな石や土砂の撤去を検討していただ

ければと思っておるところですが、これにつきまして伺いたいと思います。 
○建設水道課長（中園誠二君） 先ほどお答えしましたように、できるだけ事前の撤去
行うようにしております。また、台風や大雨あとの堆積土砂については、２次災害も考

えられるため、応急修繕費を利用し早急な対応を行っておるところです。今、議員の質

問の中にありました大きな石または土砂撤去の際、取り除いていると思いますが、残る

分も出る場合があるのかもしれません。 
○３番（遠坂道太君） 撤去をされておられるということですけども、河川を見た中で、
令和２年の豪雨災害から台風災害において、私たちが中山間と多面的で行っておる地区
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の大谷川の土砂を見ますとそういう撤去はしてもらっていないという状況でございま

す。我々でできることは我々でしておりますけども、今後そういった中を見て大きな石

とか土砂等の撤去をしていただければと思っておるところでございます。それにつきま

して、お伺いします。 
○建設水道課長（中園誠二君） 土砂撤去を行う際ですね、業者の方に堆積した土砂を
撤去していただいております。今後ですね、そのようなことも付け加えまして依頼をし

たいと思っております。 
○３番（遠坂道太君） 今後、そういう状況を把握していただいて撤去していただけれ
ばと思います。次に要旨の３について伺います。先ほどから言いましたように、大谷川

見ての通りくねくねしており、特に河川のそばに家があるところはですね、大水がきた

ときは特に大変でございます。河川から堤防を越えて水が入って被害を受けておられる

家もあるようでございます。そういった中で、今後大谷川の整備とありますけども、町

道の法面の事業の計画も総合計画の中に上がってきてたように思うわけでございます。

今後大谷川の整備と道路の路線の整備等の計画をどのようになっているのかお伺いした

いと思います。 
○建設水道課長（中園誠二君） まず大谷川に関しましては、県の農地保全事業により
整備は完了しているという認識でございます。ただ、大谷川に限らず近年の大雨等によ

り氾濫する個所や土砂が堆積する場所がみられております。それらは個別に護岸のかさ

上げや土砂の浚渫を行っているところでございます。 
○３番（遠坂道太君） 今現在、地球の温暖化で集中豪雨が頻繁に発生している状況で
ございます。集中豪雨で、７月の豪雨災害も集中豪雨でございますので、ああいう雨が

降ってきた場合、特に今後多くなるように認識しているところでございます。そういっ

たことで、河川の工事を、整備計画をここでお願いするかというと、まず取り組むべき

かなと思っているところでございますので、その旨ですね考えていかれればと思います

し、また地域住民の方々のですね要望もあるわけでございます。道路の方は曲がってお

るし、山があるし、事故がないわけでも幸いですが、道もまっすぐしながら、川もまっ

すぐできるような形を今後とっていただければと思っておるところでございます。本年

度町長は選挙がありますけども当選されたら地域住民の安心安全を確保するために、計

画の検討していただければと思います。このことについて、町長の意見を伺いたいと思

います。 
○町長（長谷和人君） 先ほど遠坂議員の方から大谷川つきましてはですね、線形も悪

く狭くなっている個所も見られるという発言があったところでございます。大谷川につ

きましては、県営農地保全事業で三方張りが完了しておるところでございます。おっし

ゃってる部分については町道向田上辻線から田上住宅に向かう付近を指しているのかな
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と思っております。令和２年７月豪雨災害につきまして、個人の家屋内に増水した水が

流れ込むという事例も発生しておるというところでございます。その部分につきまして

はですね、今回令和５年度当初予算におきまして、修繕費で対応するということで、予

算を計上させていただいているところでございます。まずはできるところから、工事関

係については進めさせていただければというところでございます。 
○３番（遠坂道太君） できることからこつこつという形になると思いますけども、地
域の住民の方が迷惑かかっている状況でございます。色んな、道路等の問題もあるかと

思います。河川の方も整備が終わっているというだけで済ませる問題でないと思います。

最後に４月に行われる町長選挙に当選されることを心からご祈念申し上げて、一つ、町

が管理する河川整備について、一般質問を終わります。 
○議長（金子光喜君） 一つ、町が管理する河川整備について遠坂議員の質問が終わり
ました。これより関連質問を許します。 
○議長（金子光喜君） ないようですので、これで一つ、町が管理する河川整備につい

ての関連質問を終わります。 
［「ありません」の声あり］ 

以上で遠坂議員の質問を終わります。 
○議長（金子光喜君） 本定例会に通告された質問がすべて終わりましたので一般質問

を終わります。 

ここで休息のため休憩します。 
－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時５７分 

再開 午後２時０９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子 光喜君） 休憩を終わり、会議を開きます。 

日程第２ 議案第５号 湯前町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

について 

○議長（金子光喜君） 日程第２、議案第５号「湯前町一般職の職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第５号湯前町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例について、提案理由の説明を申し上げます。 

 管理監督職相当職員が外部組織団体との人事交流を行うことに対応するすることを木

目的に、級別職務分類表に審議員を加えるため条例の一部を改正するものでございます。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 
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○総務課長（西村洋一君） 議案第５号 湯前町一般職の職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例について、ご説明を申し上げます。 
３ページ新旧対照表をご覧ください。左側が改正後、右側が改正前となります。この

度の改正は、級別職務分類表の４級と５級に審議員を加えるものです。 
４級は主に主幹クラス、５級は課長クラスになります。 
今回改正する理由といたしましては、現在多くの自治体では、業務の複雑化・専門化

などの理由により人材不足が顕著になっておりまして、国・県及び各種団体・企業から

の人材を、職員として受け入れている実情がございます。 
また、逆に本町のように、くま川鉄道再生協議会事務局やＢ＆Ｇ財団に職員を派遣する

など、いろいろなケースが想定されるところでございます。 
このようなことから、国・県及び民間からの人材を、本町の課長クラス・主幹クラス

として受け入れる、また逆に、本町の課長クラス・主幹クラスの職員を各種団体等に派

遣する場合も想定されます。特に課長クラスの場合、同じ課に２人の課長がいるという

ことはできませんので、「審議員」という役職を設け対応するというものであります。 
 ２ページにお戻りください。附則として、この条例は、令和５年４月１日から施行す

るものです。以上で説明を終わります。 
○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第５号「湯前町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第５号は、原案のとおり可決され

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 議案第６号 湯前町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 

○議長（金子光喜君） 日程第３、議案第６号「湯前町個人情報の保護に関する法律施

行条例の制定について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 
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○町長（長谷和人君） 議案第６号湯前町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定

について、提案理由の説明を申し上げます。 

 デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律による改正後の個人情

報の保護に関する法律の施行に関し、必要な事項を定める必要があるため、関係条例の

制定を行うものでございます。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 

○総務課長（西村洋一君） 議案第６号、湯前町個人情報の保護に関する法律施行条例

の制定について、ご説明を申し上げます。 
町長から説明がありましたとおり、上位法の改正に伴います改正でございます。 
令和５年４月１日から地方公共団体にも直接適用されることとなりますので、現在の

「湯前町個人情報保護条例」を廃止し、法で委任された事項及び条例で定めることが許

容される事項を規定する条例を新たに制定するものです。 
2ページをご覧ください。主な条文をご説明いたします。 

第３条は、法律で保有する個人情報を明らかにするために、法で定められている本人の

数が 1,000 人以上のものについては、個人情報ファイル簿の作成及び、公表を義務付け

ています。 
３ページをご覧ください。 
第５条第１項は、開示決定は開示請求のあった日から１５日以内と規定しています。

第２項は、事務処理が困難な場合の延長は３０日と規定しています。 
第６条は、著しく大量な場合の開示決定の延長は４５日以内と規定しています。 
第７条は、開示請求にかかる手数料を条例で定めるよう規定しています。本町では、こ

れまでどおり無料とし、写しの作成及び、送付に要する費用のみ開示請求者の負担とす

ることを規定しています。 
４ページをご覧ください。 
第９条は、加工に関する手数料を法で定められた金額で規定しています。 
５ページをご覧ください。 
附則として、第１号、この条例は、令和５年４月１日から施行すると定めております。 

第２号で、旧条例の廃止を規定しています。 
これ以降は、経過措置や罰則等について規定しています。 
以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 
○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 
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［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第６号「湯前町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について」

を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第６号は、原案のとおり可決され

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 議案第７号 個人情報の保護に関する法律の一部改正等に伴う関係条例の整

備に関する条例の制定について 

○議長（金子光喜君） 日程第４、議案第７号「個人情報の保護に関する法律の一部改

正等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第７号、個人情報の保護に関する法律の一部改正等に伴う

関係条例の整備に関する条例の制定について、提案理由の説明を申し上げます。 

 個人情報の保護に関する法律の一部改正等に伴い、適切な措置を講じるため関係条例

の規定を整備するものでございます。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 

○総務課長（西村洋一君） 議案第７号、湯前町個人情報の保護に関する法律の一部改

正等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について、御説明を申し上げます。 
個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴いまして、本町の「情報公開条例」、「湯

前町行政不服審査会条例」の一部を改正するものです。 
 この改正は上位法の改正に伴う改正であること、またページ数が多く、すべて御説明

いたしますと相当な時間がかかること、条文ではわかりづらくなっておりますので、ポ

イントは２点でありますので、その概要をご説明したいと思います。 
 まず１点目です。全員協議会の際にご説明いたしましたとおり、国・独立行政法人等、

民間事業者、地方公共団体等が共通のルールで法律及び条令条例等を改正しますので、

文言の統一等を行います。 
 例えば、「公文書」を「行政文書」に、「求める」を「請求する」、「されている」

を「している」などに改めます。また必要な部分を加え、不要となった部分を削除して

います。 
 次に２点目、町内外の住民の方に分かりやすくするため、熊本県や周辺自治体の条例

と全体の構成を整えます。 
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１３ページをご覧ください。 
附則として、第１号、この条例は、令和５年４月１日から施行するものです。第２号

で経過措置を規定しています。 
以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第７号「個人情報の保護に関する法律の一部改正等に伴う関係条例の整

備に関する条例の制定について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第７号は、原案のとおり可決され

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 議案第８号 湯前町情報通信システムの設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例について 

○議長（金子光喜君） 日程第５、議案第８号「湯前町情報通信システムの設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第８号、湯前町情報通信システムの設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例について、提案理由の説明を申し上げます。 

 新たな防災行政放送設備の運用開始に伴い、情報通信システムが行う事業の中から行

政防災情報等の放送を削除するため条例を改正するものです。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 

○総務課長（西村洋一君） 議案第８号、湯前町情報通信システムの設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例について、御説明を申し上げます。 
この条例は、町内全戸に設置している告知端末に関する条例でありまして、新たに整

備しております防災ラジオの導入に伴いまして、これまでの告知端末による行政情報及

び防災情報等の提供を、今後防災ラジオに切り替えますので、その部分を削除する改正

を行うものです。３ページをご覧ください。 新旧対照表によりご説明いたします。第

２条中の「、町民に行政・情報等の情報提供」を削除します。次に、第４条中第１項第
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１号の町の行政情報、防災情報等の放送及び、第２号上球磨消防署等の緊急情報・警戒

情報等の放送を削除します。また、第３号、第４号、第５号を、それぞれ第１号、第２

号、第３号に繰り上げて改めます。これに伴いまして、第１２条第１項中、「第４条第

１項第４号」を、「第４条第１項第２号」に改めます。２ページにお戻りください。附

則として、この条例は、令和５年４月１日から施行するものです。 
以上で説明を終わります。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第８号「湯前町情報通信システムの設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第８号は、原案のとおり可決され

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 議案第９号 湯前町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例

の一部を改正する条例について 

○議長（金子光喜君） 日程第６、議案第９号「湯前町行政手続等における情報通信の

技術の利用に関する条例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第９号、湯前町行政手続等における情報通信の技術の利用

に関する条例の一部を改正する条例について、提案理由の説明を申し上げます。 

 行政手続きのオンライン化に向けオンライン申請を受け付ける体制整備に必要なた

め、条例の一部を改正するものでございます。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 

○総務課長（西村洋一君） 議案第９号、湯前町行政手続等における情報通信の技術の

利用に関する条例の一部を改正する条例について、御説明を申し上げます。 
この条例も条文ではわかりづらくありますので、概要を説明いたしまし、その内容が

記載されているものとご理解いただきたいと存じます。 
令和２年に策定されました国の自治体ＤＸ推進計画におきまして、令和４年度末を目
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指して原則全自治体で特に国民の利便性向上に資する手続きについてマイナポータルか

らマイナンバーカードを用いてオンライン手続きを可能にすることとされております。

今回の改正は本条例内に個人番号いわゆるマイナンバーカードを利用した申請ができる

こと、電子情報処理組織いわゆるキャッシュレス決済を利用した手数料の納付ができる

こと、個人情報いわゆるマイナンバーカードを利用して入手できる情報の場合、添付書

類の省略が可能になること、という内容を追記しております。以上、３つ説明しました

が、このようなことが可能になるよう条例を整備しております。 
３ページに、附則としてこの条例は令和５年４月１日から施行するものです。 
以上で説明を終わります。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第９号「湯前町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例

の一部を改正する条例について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第９号は、原案のとおり可決され

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第１０号 湯前町防災行政同報無線システム設備の設置及び管理に関す

る条例の制定について 

○議長（金子光喜君） 日程第７、議案第１０号「湯前町防災行政同報無線システム設

備の設置及び管理に関する条例の制定について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第１０号、湯前町防災行政同報無線システム設備の設置及

び管理に関する条例の制定について、提案理由の説明を申し上げます。 

 新防災行政同報無線システム設備の設置及び管理のため条例を制定するものでござい

ます。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 

○総務課長（西村洋一君） 議案第１０号、湯前町防災行政同報無線システム設備の設

置及び管理に関する条例の制定について、ご説明を申し上げます。 
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本町ではこの度、新防災行政同報無線システム、防災ラジオシステムを整備いたしま

したので、その設置及び管理に関して条例を定めるものです。 
第１条で趣旨を規定しております。 
第２条で災害時の住民への情報伝達の強化を図るとともに行政事務に関する広報活動

を円滑にし、町民の福祉の増進に資することを目的として、２８０メガヘルツ帯電波を

利用した設備を設置することと規定しています。 
第３条で別表に構成を規定しています。別表をご覧ください。まず役場庁舎内に主配

信局と異常・トラブル等があった場合のための予備として副配信局を設置しています。

また、消防関係の情報発信するために上球磨消防署内に副配信局を設置しています。次

に屋外拡声支局、屋外スピーカーのことですが、浜川地区から植木地区まで２１か所に

設置しています。個別受信機として防災ラジオを町内全戸に現在配布を進めています。 
第４条で設備の管理運営に関し、必要な事項は町長が別に定めると管理運用を規定し

ています。 
附則として、この条例は公布の日から施行する、としています。 
以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第１０号「湯前町防災行政同報無線システム設備の設置及び管理に関す

る条例の制定について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第１０号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第１１号 湯前町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

○議長（金子光喜君） 日程第８、議案第１１号「湯前町国民健康保険条例の一部を改

正する条例について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第１１号、湯前町国民健康保険条例の一部を改正する条例

について、提案理由の説明を申し上げます。 
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 健康保険法施行令等の一部の改正により出産育児一時金の支給額が変更となったた

め、湯前町国民健康保険条例の一部を改正するものでございます。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 

○税務町民課長（北崎真介君） 議案第１１号、湯前町国民健康保険条例の一部を改正

する条例について、御説明をいたします。 
今回の改正は健康保険法施行令の改正により、出産育児一時金の支給額を８万円引き

上げて４８万８，０００円とするものと、脱字を改めるものでございます。 

まず、出産にかかる経済的負担を軽減するため、健康保険法等に基づく保険給付とし

て支給されている出産育児一時金の支給額は出産費用等の状況を踏まえて弾力的な改定

を実施するため、政令において規定されています。この出産育児一時金については、社

会保障審議会医療保険部会の議論の整理の中におきまして出産育児一時金の額は令和４

年度の全施設の出産費用の平均額の推計を勘案し、令和５年４月から全国一律で５０万

円に引き上げるべきとされたことから、支給額を引き上げるべく、国が健康保険法施行

令の一部を改正したものです。出産育児一時金の支給額については、産科医療補償制度

加算の対象となる出産の場合、今回の改正における４８万８，０００円に３万円を超え

ない範囲の金額を加算した額とされておりますが、具体的には産科医療補償制度の掛金

に基づき設定され、産科医療補償制度に参加する病院での出産に対してはその掛金１万

２，０００円を加算し、支給総額が議論の整理で言われる５０万円となるようになりま

す。今回の改正はそれに対応したものでございます。 

 その他、現行条例において脱字がございましたので、改めました。課内での制度理解

はできており、適正な執行を行ってきておりますので、それらによる町民の皆様への影

響はございません。また、過去に申請者はいらっしゃいませんでしたことを申し添えま

す。ご迷惑をおかけし申し訳ありませんが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

それでは、３ページの新旧対照表にて説明いたします。 

第４章、保険給付出産育児一時金 

第７条におきまして、改正前下線部分の４０万８，０００円としていたものを、改正

後河川部分４８万８，０００円に改めました。下の部分の附則の１行目において脱字と

して抜けていた附則を加えました。 

２ページに戻りまして、附則においてこの条例は令和５年４月１日から施行となり、

それより前の出産についてはこれまでどおりとなります。ご参考に出産育児一時金の８

万円の引き上げ部分に関しましては、３分の２を地方交付税措置で手当てされ、加えて

令和５年度に限り、１件当たり５，０００円を追加で補助されることとなっております。

現在のところ令和４年度内の今後の出産予定者は国保被保険者の中にはいらっしゃらな

いようですので、４月以降の出産に対してはおのずと対象になってくると思われます。 
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以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 
○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第１１号「湯前町国民健康保険条例の一部を改正する条例について」を

採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第１１号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第１２号 湯前町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

○議長（金子光喜君） 日程第９、議案第１２号「湯前町後期高齢者医療に関する条例

の一部を改正する条例について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第１２号、湯前町後期高齢者医療に関する条例の一部を改

正する条例について、提案理由の説明を申し上げます。 

熊本県後期高齢者医療広域連合、後期高齢者医療に関する条例の一部の改正に伴い、

前町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正するものでございます。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 

○税務町民課長（北崎真介君） 議案第１２号、湯前町後期高齢者医療に関する条例の

一部を改正する条例について、ご説明をいたします。 
 今回の改正は、熊本県後期高齢者医療広域連合、後期高齢者医療に関する条例の一部

を改正する条例が制定され施行されたことに伴うものです。この広域連合の改正に伴い、

新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当等について規定し、条

例附則第５条から第８条までが、条例附則第３条から第６条までに繰り上がったことで、

湯前町後期高齢者医療に関する条例の一部改正が必要となったものです。 
 ３ページの新旧対照表にて説明いたします。 
 第２条第１項第８号におきまして、改正前下線部分の広域連合条例附則第５条として

いたものを、改正後河川部分広域連合条例附則第３条に改めるものです。 
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 ２ページに戻りまして、附則においてこの条例は公布の日から施行し、令和４年４月

１日から適用となります。ご参考に、過去に本町の被保険者の中に対象となる申請者は

いらっしゃいませんでした。 
 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 
○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第１２号「湯前町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例に

ついて」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第１２号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第１３号 湯前町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

  

○議長（金子光喜君） 日程第１０、議案第１３号「湯前町特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について」を

議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第１３号、湯前町特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、提案理由の説明

を申し上げます。 

 子ども家庭庁設置法の施行に伴う学校教育法及び子ども子育て支援法の改正、並びに

厚生労働省から子ども家庭庁へ所掌事務移管する改正と民法及び児童福祉法等における

懲戒権に関する規定の削除に伴い、条例の一部を改正するものでございます。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 議案第１３号、湯前町特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてご説明い

たします。 

主な改正について、新旧対照表によりご説明いたします。 
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４ページをお願いいたします。第４条第２項は、子ども・子育て支援法第１９条第２

項が削られるため「子ども・子育て支援法第１９条第１項」を引用している部分につい

て「第１９条」に改正するものです。なお、第６条から第５２条にかけて、１２の条文

にも同様の改正を行います。 

７ページの第１５条第１項第３号は、学校教育法第２５条に第２項及び第３項が追加

されるため、「第２５条」を「第２５条第１項」に改正するものです。 

また、第４号及び第４４条は、こども家庭庁への所掌事務移管に伴いまして、「厚生労

働大臣」を「内閣総理大臣」に改めるものでございます。 

８ページの第２６条は、懲戒に係る権限の濫用禁止については、民法第８２２条の削

除に伴い基準省令の改正に従って「削除」するものでございます。 

なお、施行日については、第２６条は公布の日から、そのほかは「令和５年４月１日」

からとなります。以上で説明を終わります。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第１３号「湯前町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第１３号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第１４号 湯前町保育の必要性の認定に関する条例の一部を改正する

条例について 

○議長（金子光喜君） 日程第１１、議案第１４号「湯前町保育の必要性の認定に関す

る条例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第１４号、湯前町保育の必要性の認定に関する条例の一部

を改正する条例について、提案理由の説明を申し上げます。 
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 子ども家庭庁設置法の施行に伴う子ども子育て支援法の改正に基づき条例の一部を改

正するものです。詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し

上げます。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 議案第１４号、湯前町保育の必要性の認定に関する条

例の一部を改正する条例について、ご説明いたします。 
３ページの新旧対照表をご覧ください。 

 第３条第１項中におきまして、子ども子育て支援法第１９条第２項が削られたため、

「第１９条第１項第２号」を「第１９条第２号」に改正するものです。 
なお、施行日については、令和５年４月１日からとなります。以上で説明を終わりま

す。 
○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第１４号「湯前町保育の必要性の認定に関する条例の一部を改正する条

例について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第１４号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第１５号 湯前町子ども・子育て協議会設置条例の一部を改正する条

例について 

○議長（金子光喜君） 日程第１２、議案第１５号「湯前町子ども・子育て協議会設置

条例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第１５号、湯前町子ども・子育て協議会設置条例の一部を

改正する条例について、提案理由の説明を申し上げます。 

 子ども家庭庁設置法の施行に伴う子ども子育て支援法の改正に基づき条例の一部を改

正するものです。詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し

上げます。 
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○保健福祉課長（髙木堅介君） 議案第１５号、湯前町子ども・子育て協議会設置条例

の一部を改正する条例についてご説明いたします。 
３ページの新旧対照表をご覧ください。 

 子ども・子育て支援法第７２条から第７６条までが削除されまして、第７７条から第

８７条までが繰り上がるため、本条例の第１条中の「第７７条第１項」を「第７２条第

１項」に改めるものでございます。。 
なお、施行日については、令和５年４月１日となります。以上で説明を終わります。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第１５号「湯前町子ども・子育て協議会設置条例の一部を改正する条例

について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第１５号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 議案第１６号 湯前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例について 

○議長（金子光喜君） 日程第１３、議案第１６号「湯前町家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第１６号、湯前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例について、提案理由の説明を申し上げます。 

 子ども家庭庁設置法の施行に伴う厚生労働省から子ども家庭庁への所掌事務移管に関

する改正及び児童福祉施設の設備及び運営に関する基準省令、児童の安全確保、バス送

迎の安全管理の改正並びに民法及び児童福祉法等における懲戒権に関する規定の削除に

伴い条例の一部を改正するものです。 
詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 議案第１６号、湯前町家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてご説明いたします。 
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 今回の改正は、令和４年９月に静岡県の認定こども園において、送迎用バスに園児が

置き去りにされ、亡くなる事案が起きたことを受けまして、国において幼児等の所在確

認と安全装置の装備の義務付けを含む「こどものバス送迎・安全徹底プラン」が取りま

とめられました。それに伴い、「児童の安全確保」、「バス送迎の安全管理」等に関す

る基準省令が改正されたため、条例の一部を改正するものでございます。 
主な改正についてご説明いたします。 
４ページの新旧対照表をご覧ください。 
第７条の２は、事業所における児童の安全の確保についての規定を新たに設けるもの

です。第１項は「安全計画の策定」、第２項は「安全計画の職員への周知」、第３項は

「安全計画の保護者への周知」、第４項は「定期的な安全計画の見直し・変更」につい

て、事業者に対し義務付けるものでございます。 
５ページの第７条の３は、「自動車による送迎の際の安全管理」についての規定を新

たに設けるものです。第１項は「利用乳幼児の乗車及び降車の際の所在の確認」、第２

項は「送迎自動車への利用乳幼児の所在の見落とし防止装置の設置」について、事業者

に対し義務付けるものです。 
第１４条第２項は、「衛生管理の推進」について、感染症及び食中毒の予防とまん延

防止のための職員への研修と訓練の実施を努力義務とすることを明記する改正でござい

ます。 
なお、施行日については、第１３条は公布日から、そのほかは「令和５年４月１日」

となりますが、第７条の３第２項の「送迎自動車への利用乳幼児の所在の見落とし防止

装置の設置」については、令和６年３月３１日までの経過措置がございます。なお、本

町には、現在該当する事業所はないところであります。以上で説明を終わります。 
○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第１６号「湯前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第１６号は、原案のとおり可決さ

れました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１４ 議案第１７号 湯前町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について 

○議長（金子光喜君） 日程第１４、議案第１７号「湯前町放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について」を議題としま

す。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第１７号、湯前町放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、提案理由の説明を申し上げ

ます。 

 児童福祉施設の設備及び運営に関する関係省令、児童の安全確保、バス送迎の安全管

理の改正に基づき条例の一部を改正するものです。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 議案第１６号、湯前町放課後児童健全育成事業の設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてご説明いたします。 
 今回の改正は、議案第１６号と同様に学童クラブにおける「児童の安全確保」、「自

動車送迎の安全管理」等について基準省令が改正されたことに伴い条例の一部を改正す

るものでございます。主な改正についてご説明いたします。 
４ページの新旧対照表をご覧ください。 
第６条の２は、議案第１６号の「第７条の２」でもご説明いたしました、事業所にお

ける「児童の安全の確保」についての規定を新たに設けるものでございます。 
第６条の３は、事業所外での活動等において自動車を運行する際の「利用児童の乗車

及び降車の際の所在の確認」について、事業者に対し義務付ける規定を新たに設けるも

のでございます。 
第１２条の２は、感染症や非常災害発生時における、業務の継続的実施体制の整備に

ついての規定を新たに設けるもので、第１項は「業務継続計画の策定」、第２項は「業

務継続計画の周知」、第３項は「業務継続計画の見直し・変更」について、事業者に対

し努力義務とするものです。 
  なお、施行日については、「令和５年４月１日」となりますが、第６条の２について
は、令和６年３月３１日までの経過措置があります。以上で説明を終わります。 
○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 
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［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第１７号「議案第１７号 湯前町放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第１７号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 議案第１８号 湯前町営住宅管理条例の一部を改正する条例について 

○議長（金子光喜君） 日程第１５、議案第１８号「湯前町営住宅管理条例の一部を改

正する条例について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第１８号、湯前町営住宅管理条例の一部を改正する条例に

ついて、提案理由の説明を申し上げます。 

 町営住宅の上牧原住宅３棟と上京手住宅１棟を解体したことに伴い、別表の一覧表か

ら住宅を削除する必要がございますので、条例の改正をするものでございます。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 

○建設水道課長（中園誠二君） 議案第１８号、湯前町営住宅管理条例の一部を改正す

る条例についてご説明いたします。 
 上牧原住宅３棟３戸と上京手住宅１棟１戸を解体し、廃止することによりまして条例

の一部を改正するものでございます。 
 ４ページをご覧ください。新旧対照表によりご説明いたします。 
 左の表が改正後、右側が改正前でございます。別表（第３条関係）となります。まず

上から２段目上牧原住宅の欄でございますが、右の表改正前の建設年度昭和３９年度の

上段の備考欄「１戸建て２棟」を削除しております。また、同じく建設年度昭和３９年

度の２段目の備考欄「１戸建て２棟」を「１棟」に改めております。次に上から４段目、

上京手住宅の欄でございますが、右の表改正前の備考欄、建設年度昭和４３年度分の上

段「１戸建て２棟」を「１戸建て１棟」改めるものです。 
 ３ページになります。附則としまして、この条例は公布の日から施行するとしていま

す。以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 
○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第１８号、「湯前町営住宅管理条例の一部を改正する条例について」を

採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第１８号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 議案第１９号 湯前町町民グランドの設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例について 

○議長（金子光喜君） 日程第１６、議案第１９号「湯前町町民グランドの設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第１９号、湯前町町民グランドの設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例について、提案理由の説明を申し上げます。 

 町民グラウンドのテニスコート改修事業に伴いまして、施設名称の変更等関係条例の

一部を改正するものでございます。 
詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 

○教育課長（浅田 徹君） 議案第１９号、湯前町町民グランドの設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例についてご説明いたします。 
本年度令和 4年度に町民グラウンドの一部施設となりますテニスコートの改修事業を

実施しておりますので、条例の一部を改正するものです。 
それでは、内容につきまして、３ページの新旧対照表からご説明いたします。改正部

分は、下線で表示している部分です。対比しながらご覧ください。 
別表中（２）の施設名称「テニスコート」を「多目的コート」に改めました。同じく

使用料表の貸シューズ１足１００円を現状に応じ削除するものです。 
 ２ページに戻りまして、附則におきまして、この条例は公布の日から施行としていま

す。以上で説明を終わります。よろしくお願い致します。 
○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

○４番（椎葉弘樹君） 今回の変更点については、特に問題ないのかなと思ってるんで

すが、この条例の前回の改正時期が平成元年に改正されて以降の改正だと思っています。

その時に、コートは見えてるんですがグラウンドも含めて１０円の端数があるわけです



- 103 - 
 

が、これ計算しますと３％がどうもかかってるような感じがしました。３％というと平

成元年に消費税が３％になったことで、３％上がってたんではないかと推測できます。

従いまして、次の町長の時でも結構なんですけど、このあたりのですね使用料の確認と

町内町外の料金とかも含めまして、見直していく必要があるんではないかと思うんです

が、いかがでしょうか。 

○教育課長（浅田 徹君） 今回、条例の一部改正をお願いしているところでございま

す。実を申しますと、テニスコートを多目的コートに改修するということで、コートの

使用料についてもですね、検討したところでございます。周辺の管内町村とか熊本県内

のフットサル会場の使用料等調べておりますが、改修工事が繰越をお願いしまして、供

用開始が来年度中となります。そういったことも併せて新しい町長にご相談しながら、

使用料も検討していきたいと考えております。 

○議長（金子光喜君） 他に質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第１９号、「湯前町町民グランドの設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第１９号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 議案第２０号 湯前まんが美術館の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例について 

○議長（金子光喜君） 日程第１７、議案第２０号「湯前まんが美術館の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第２０号、湯前まんが美術館の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例について、提案理由の説明を申し上げます。 

博物館法の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の改正を行うとともに、町民及び

湯前小中学校児童生徒の観覧料免除による学習機会の拡充等を図るため、条例の一部を

改正するものでございます。 
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詳細につきましては、課長より説明をさせます。よろしくお願い申し上げます。 

○教育課長（浅田 徹君） 議案第２０号、湯前まんが美術館の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例についてご説明いたします。 

博物館法の一部を改正する法律の施行に伴う所要の改正と町民及び湯前小中学生の観

覧料の免除、美術館協議会の委員定数削減、その他、現行条例において、誤植がござい

ましたので、改めるものです。 

 博物館法の改正概要につきましては、先の議会全員協議会で文化庁資料をお示しさせ

ていただいております。タブレットの議会全員協議会フォルダの令和５年度、令和５年

２月２４日フォルダ、ファイル名 01 教育課議会全員協議会資料の１４ページに掲載して

おりますので、博物館法の概要の説明は省略させていただきます。 

それでは、内容につきまして、３ページの新旧対照表からご説明いたします。 

改正部分は、下線で表示している部分です。対比しながらご覧ください。 

第１条は、「博物館法の第１８条の規定に基づき」の部分を削除するものです。改正

後の博物館法で当該条項が削除されるため、改めました。 

 第３条の美術館が行う事業につきましては、改正後の博物館法でいわゆるデジタルア

ーカイブを博物館が行う事業として明文化されますので、条例第 3 条第 3 項の中で「研

究」につづき「電磁的記録を作成し公開」を加え美術館事業として明文化するものです。 

第５条の観覧料規定では、ただし書きを加え、「湯前町に住所を有するもの及び湯前

町内の小中学校に在籍する児童生徒の観覧についてはその納付を免除する」を加え町民

及び町内小中学生の学習機会の拡充を図るための改正となります。 

なお、現行条例の別表第 1で義務教育就学前の児童は無料とすると規定していますので、

小学校入学全の児童は町内外を問わず観覧無料となります。 

第６条の特別利用においては、条文中「美術館資料」となっているものを現行条例の

第３条（１）で美術館収蔵資料を以下「資料」というと規定していますので、不要とな

る「美術館」を削除するものです。 

最後に第１３条の美術館協議会につきましては、改正後の博物館法で法第 20 号であっ

たものが２３条に条ずれするため、改正をしますとともに、第２項の協議会委員定数を

15 人以内から現状に応じ１１人以内に削減する改正となります。 

２ページに戻りまして、 

附則において、この条例は令和５年４月１日から施行とし、改正博物館法の施行日に

合わせるものとなります。 

以上で説明を終わります。よろしくお願い致します。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

○４番（椎葉弘樹君） 博物館法の一部を改正する法律の施行におきまして、第３条第
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１１項に学芸員その他博物館の事業に従事する人材の養成及び研修を行うことというこ

とも、追加されているようです。これについては、上位法を参照し、条例には特に規定

は必要ないという認識でよろしいでしょうか。 

○教育課長（浅田 徹君） 議員、ご質疑の内容つきましては、美術館とか博物館で学

芸員の研修を受け入れるケースがございます、本町の美術館においては、ちょっとその

取り組みは実施しておりません。ただ今後につきましては、関係する事業として条例上

に記載がございますので、そういった取り組みがあった場合には適用できるものと考え

ております。     

○４番（椎葉弘樹君） 特にそこは考えておられても、条例には謳わなくてもいいとい

うことでよろしいでしょうか。 

○教育課長（浅田 徹君） 今回、博物館法の改正で新たな事業、他にもその他の博物

館と連携を図ることとそういったことも付け加えられておりますが、今回の本町の条例

におきましては、今確実に事業をやっております、デジタルアーカイブ、こちらを事業

として明文化しまして、今後の公開と取り組みを対外的にも進めていくということで、

今回の条例改正におきましては、アーカイブの部分を付け加えさせていただいたもので

す。つきましては、先ほど申されました、学芸員の研修受け入れとか、そういった事業

は現行の条例で事業としては実施可能と、そういう認識でおります。 

○議長（金子光喜君） ほかに質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第２０号、「湯前まんが美術館の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第２０号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） お諮りします。議案調査・委員会調査のため明日３月１０日か

ら３月１２日までの３日間を休会したいと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 異議なしと認めます。したがって、明日３月１０日から３月１
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２日までの３日間を休会することに決定しました。 

 以上で、本日の日程は、全部終了しました。  
 次の会議は、３月１３日午前１０時に開きます。議事は、補正予算、当初予算等を予

定していますので、御参集願います。 

 本日は、これで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後３時１６分 

 



 
 
 
 
 
 

第 ３ 号 

３ 月 １３ 日 （ 月 ） 
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  令和５年第３回湯前町議会定例会    〔第３号〕 

 

令 和５年３月１３日  
午前１０時００分開議  
湯 前 町 議 会 議 場  

 
１．議事日程 

 
  日程第１  議案第２１号 令和４年度湯前町一般会計補正予算（第１３号）について 
日程第２  議案第２２号 令和４年度湯前町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）につい 
             て 
日程第３  議案第２３号 令和４年度湯前町下水道事業特別会計補正予算（第５号）について 
日程第４  議案第２４号 令和４年度湯前町介護保険特別会計補正予算（第４号）について 
日程第５  議案第２５号 令和４年度湯前町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号） 

について 
日程第６  議案第２６号 令和４年度湯前町水道事業会計補正予算（第７号）について  
日程第７  議案第２７号 令和５年度湯前町一般会計予算について 

 
 
 
 
 
 
 
２．応招議員 

 

１番 吉 田 精 二      ２番 西   靖 邦 
３番 遠 坂 道 太      ４番 椎 葉 弘 樹 
５番 森 山   宏      ６番 黒 木 龍 次 
７番 味 岡   恭      ８番 倉 本   豊 
９番 山 下   力     １０番 金 子 光 喜 

 
３．不応招議員 

 
   なし 

 
４．出席議員 
 

     応招議員に同じ 
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５．欠席議員 
 

   なし 

 
６．職務のため会議に出席した者 
 
      議 会 事 務 局 長  赤 池 昌 信  議会事務局係長  勘米良 康 隆 
 
 
 
７．説明のために出席した者  
 
 町 長  長 谷 和 人  副 町 長  冨 安 智 詞 
 教 育 長  中 村 富 人  総 務 課 長  西 村 洋 一 
  税 務 町 民 課 長  北 崎 真 介  保 健 福 祉 課 長  髙 木 堅 介 
  建 設 水 道 課 長  中 園 誠 二  企 画 観 光 課 長  本 山 り か 
  農 林 振 興 課 長  稲 森 一 彦  教 育 課 長  浅 田   徹 
   会 計 管 理 者  高 橋   誠 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） ただいまから、令和５年第３回湯前町議会定例会、第６日目の

会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１  議案第２１号 令和４年度湯前町一般会計補正予算（第１３号）について 

 

○議長（金子光喜君） 日程第１、議案第２１号「令和４年度湯前町一般会計補正予算

（第１３号）について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第２１号、令和４年度湯前町一般会計補正予算（第１３号）

について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正予算につきましては、歳入歳出予算総額にそれぞれ２億５，１９２万円を

減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５０億２，２２３万７，０００円とするもので

ございます。主な補正につきましては、年度末であり歳入歳出全般にわたり各事業の実

績を見込み調整をおこなったものでございます。また、長引く物価高騰に苦しんでおら

れる町民の方々の支援を行うため、湯前町物価等高騰対策給付金事業、農林業原油価格

等高騰経済対策事業支援金、商工業原油価格等高騰経済対策事業支援金の事業を構築し、

予算の補正等を行うものでございます。併せまして、明許繰越、地方債の補正も行うも

のでございます。 

詳細につましては、課長より説明をさせます。よろしくお願いいたします。 

○総務課長（西村洋一君） 議案第２１号、令和４年度湯前町一般会計補正予算（第１

３号について、ご説明いたします。 
 事項別明細書の歳出２４ページをご覧ください。 

今回の補正につきましては、主に入札残や事業費等の確定、及び年度末までの見込み額

を想定し、不用と思われる予算を更正減額しております。 

よって、本日の説明は増額したものを中心に、減額した予算は説明が必要なものについ

てのみ、申し上げます。 

款１議会費は、節１報酬２万９，０００円は、議会構成が変更になったことに伴い、

増額計上いたしました。 

款２総務費、項１総務管理費、目１一般管理費、節３職員手当等１３９万６，０００

円は、副町長が令和５年３月末日をもって県庁に戻られますので、割愛人事期間中の退

職手当負担金を、熊本県に支払うために、増額計上いたしました。 
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目３財政管理費、節 24積立金の増額分は、各基金の利息分を積み立てました。その中

で財政調整基金積立金１４５万８，０００円と大きくなっっておりますが、一部を国債

で運用しておりますので、その利回りが大きくなっているところでございます。 

一方、ふるさと応援基金積立金△４９９万７，０００円は、ふるさと納税の金額が、当

初の見込みより少なかったため、更正減額いたしました。 

目５財産管理費、節１１役務費８万７，０００円は、庁舎内の電話料の不足が見込ま

れることから、増額計上いたしました。節 12委託料△４５０万円は、役場庁舎屋根防水

工事設計業務委託料を計上しておりましたが、工法の検討が非常に困難を極めておりま

して、時間がもう少し必要でございますので、一旦事業を取り下げたものです。 

多額の予算が必要な事業でありますので、令和５年度、新町長の下で、改めて判断して

いただくことにいたしました。 

２５ページです。 

目６公有林管理費マイナス６００万円は、JR 九州商事の森、ダイダンの森造成事業に

おいて、台風１４号の影響等により、当初の計画から再造林面積が減少したため、事業

費を更正減額しました。 

目８防災諸費、節 12委託料マイナス１５０万円は、防災ラジオシステム整備事業設計

管理業務委託料の入札残でございます。 

目９企画調整費、節 18負担金補助及び交付金、くま川鉄道経営安定化補助金は、補助

金の確定に伴い６３万円の増、くま川鉄道再生協議会負担金の人件費分に、不足が見込

まれるため７万３，０００円を増額計上いたしました。上に戻りまして、空き家リフォ

ーム等補助金マイナス 221 万円は、募集期間が終了し事業費が確定いたしましたので、

更正減額いたしました。 

２６ページです。 

一番上、くま川鉄道再生協議会負担金の災害復旧費分マイナス２０３万３，０００円

ですが、当初は概算設計額で計上しておりましたが、詳細設計を行った結果、事業費が

減額となりましたので、その分を更正減額いたしました。 

目 10 情報通信管理費、節 17 備品購入費マイナス２５６万９，０００円は、宅内ＩＰ

告知端末機器購入費で、想定より機械の故障等が少なかったことから、予定数を購入す

る必要がありませんでしたので、その分を更正減額いたしました。また、節 18 負担金補

助及び交付金、マイナス８，６５０万円は、光ブロードバンド整備事業補助金の減で、

プロポーザル方式で業者選定を行いましたが、契約金額が予定を下回りましたので、そ

の分を更正減額いたしました。 

目 11 電算情報管理費、節 12 委託料マイナス２３９万円と節 13使用料及び賃借料マイ

ナス２５万６，０００円は、当初オンライン申請管理システムの構築を国から強く求め
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られていたことにより、国 2 分の 1 補助で実施予定でありましたが、このシステムは役

場内部の事務処理に関するものでありまして、住民サービスの向上に直結するものでは

なく、現状では導入メリットが少ないこと、また国からの要求トーンも少し下がり、手

作業での対応でも全く支障がないことから、申請を取り下げることにいたしました。 

２７ページです。 

目 21 湯前町物価等高騰対策給付金、全体で３，７３４万４，０００円を増額計上いた

しました。この事業は、財源に国からの普通交付税の追加分を主に活用し、物価高騰に

苦しまれております町民の皆様に、お一人当たり１万円の給付をするものです。なお、

全額繰り越しまして、５月末から６月にかけて給付できればと考えています。 

項３、戸籍住民基本台帳費、節 17 備品購入費△３１１万円は、マイナンバーカード関

連申請書作成システム購入費でありまして、当初マイナンバーカード交付事務費補助金

を活用して導入予定でありましたが、補助対象外ではないかという情報が入りましたの

で、一旦取り下げまして、デジタル田園都市国家構想交付金により令和５年度に予算計

上することにいたしました。 

項４選挙費、節 22 償還金利子及び割引料２万９，０００円は交付額が執行経費算定額

より多かったため、差額を返還するものです。 

項５統計調査費、節１報酬１，０００円は、住宅・土地統計調査指導員・調査員報酬

で、前回調査時の実績により予算を計上しておりましたが、単価が上がっておりました

ので、増額計上いたしました。 

２８ページです。 

款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費、節 18 負担金補助及び交付金１万

６，０００円は、地域療育支援事業負担金でありまして、利用実績が見込みより増えま

したので増額計上いたしました。 

節 19 扶助費、障害者移動支援事業扶助費１万４，０００円、障害者日中一時支援事業

扶助費３万４，０００円は、３月末分までの不足が見込まれることから増額計上いたし

ました。また、その下の令和４年９月台風１４号に伴う災害見舞金６万円は、準半壊で

支援対象となる事案２件が判明いたしましたので、増額計上いたしました。 

節 27 繰出金、３段目の国民健康保険財政安定化支援事業繰出金５９万５，０００円を

増額計上いたしました。 

２９ページです。 

節 19 扶助費△３８０万円は、老人福祉施設入所措置費の実績見込みにより減額いたし

ました。 

節 27 繰出金１６万１，０００円は介護保険特別会計繰出金を増額計上いたしました。

目４国民年金費は、時間外勤務手当等を７，０００円増額計上いたしました。 
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目５後期高齢者医療費は、後期高齢者医療保険会計基盤安定繰出金をマイナス３５５

万１，０００円更正減額いたしました。 

項２児童福祉費、節３職員手当等４万７，０００円は、時間外勤務手当等を増額計上

いたしました。節 18負担金補助及び交付金の中で、放課後児童健全育成事業補助金マイ

ナス４０７万４，０００円と３段目放課後児童支援員等処遇改善等事業補助金マイナス

２１０万円は、実績見込みによりを更正減額いたしました。下から２段目、放課後児童

支援員等処遇改善事業補助金（月額賃金改善分）９２万４，０００円は、新型コロナウ

イルス対策の一環で児童福祉施設に従事する職員の処遇改善を図るもので、財源は国と

県、町がそれぞれ３分の１を負担するものです。その下、熊本県保育所等物価高騰対策

支援金補助金３０万円は、物価高騰の影響を受けている保育所等に対して、光熱水費・

燃料費等の上昇分の一部を支援するものです。財源は県から約２分の１以内が交付され

ます。 

３０ページです。 

一番上、放課後児童健全育成事業、新型コロナ感染症対応特別措置分４０万円は、放

課後学童クラブにおける新型コロナウイル市感染症に対する「かかり増し経費と備品購

入費等を補助するもので、財源は国と県、町がそれぞれ３分の１を負担するものです。

節 22 償還金利子及び割引料マイナス５４１万６，０００円は、事業費確定に伴う精算分

となります。 

目２児童措置費、節 18負担金補助及び交付金の上段、湯前保育園運営費１４４万９，

０００円は、入園者の増により増額計上いたしました。 

目３母子福祉費、ひとり親家庭等医療費助成金５万円は、不足が見込まれることから

増額計上いたしました。 

款４衛生費、項１保健衛生費、目１保健衛生総務費、節３職員手当等８万１，０００

円は、時間外勤務手当等を増額計上いたしました。 

目２予防費、節 12 委託料△８６０万３，０００円は、各種検診の実績により更正減額

いたしました。 

３１ページです。 

目４新型コロナワクチン接種事業費マイナス１，３８９万２，０００円は、実績によ

り更正減額いたしました。 

３２ページです。 

款５農林水産業費、目１農業委員会費、節１報酬４０１万９，０００円は、最適化推

進活動実績に応じた報酬です。財源は県から全額補助されます。 

目２農業総務費は時間外勤務手当等５０万円を増額計上いたしました。会計検査への

対応と、年度末の業務が重なることによるものです。 
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目３農業振興費、節 18負担金補助及び交付金の３段目、多面的機能支払い交付金マイ

ナス４０７万９，０００円は、対象農用地面積が減少し、交付率が減少したため更正減

額いたしました。２段下、作物規模拡大等支援事業補助金１７万３，０００円は、新規

で１件、ヒマワリを約２０アール作付けされますので、その種子代を補助するものです。 

一番下、農林業原油価格等高騰経済対策事業支援金２，０００万円は、財源に国からの

普通交付税の追加分を主に活用し、原油価格等高騰の影響を受けている農林業者の負担

を軽減することを目的に、動力光熱費及び肥料費の１５パーセント程度を支援するもの

です。なお、動力光熱費は上限３０万円、肥料費は上限２０万円、合計５０万円の上限

となります。全額令和５年度に繰り越しまして、早いうちに支援できればと考えており

ます。 

３３ページです。 

目５農地費、節 14 工事請負費、深田２地区排水路改修工事マイナス５１０万円と、大

谷地区用水路改修工事マイナス７３０万円は、工事内容の減によるものです。ため池浚

渫工事マイナス１，２８０万円は、入札が不調となりましたので更正減額いたしました。  

節 18 負担金補助及び交付金の２段目、県営農村地域防災減災事業負担金１，３５８万

８，０００円は、蓑谷ため池の底樋等の改修工事の負担金が確定しましたので計上いた

しました。その下、幸野溝災害復旧工事補助金２０万１，０００円は、令和４年台風１

４号の被害により町田川上流から幸野溝に流入した大量の土砂の撤去費用を、受益地の

自治体３町で５０パーセントを補助するものです。 

項２林業費、目１林業振興費、節 18 負担金補助及び交付金の上段、治山林道協会負担

金１４万９，０００円は、通常会費に加え、工事費の額により特別会費を納めなければ

なりませんので、その額を増額計上いたしました。 

節 24 積立金、森林環境譲与税基金積立金１６７万５，０００円は、交付された森林環

境譲与税を当該年度に事業費として使用し、残った分を基金に積み立てているものです

が、令和４年度の森林環境譲与税が見込みより増額となりましたので、その分を増額計

上いたしました。 

３４ページです。 

款６商工費、節 18 負担金補助及び交付金の１段目、湯前町小規模事業者持続化補助金

２５万円は、当初国の認定１件を見込んでおりましたが、２件の認定がありましたので、

不足する１件分を増額計上いたしました。一番下、商工業原油価格等高騰経済対策事業

支援金２，０００万円は、財源に国からの普通交付税の追加分を主に活用し、原油価格

等高騰の影響を受ける商工業者に支援金を交付し、負担を軽減することを目的としたも

のです。水道光熱費及び燃料費の１５パーセント、上限５０万円を支援いたします。全

額令和５年度に繰り越しまして、早いうちに支援できればと考えております。それ以外
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の減額は事業費の確定によるものです。  

目３観光費、節 10 需用費、光熱水費１万円は、ＲＶパークの利用増による電気使用料

の不足が見込まれることから増額計上いたしました。  

節 14 工事請負費マイナス２５０万２，０００円は、湯楽里高圧設備改修工事の入札残

になります。 

 ３５ページから、款７土木費は全て実績見込みにより更正減額いたしました。 

 ３７ページです。  

款９教育費、項３中学校費のページ一番下、修学旅行バス運行委託料△９８万円は、新

型コロナウイルス感染症の対応策として、バス２台で実施を予定しておりましたが、１

台で実施となりましたので、その分を更正減額いたしました。 

 ３８ページです。 

目２教育振興費、節 11役務費７，０００円は、伝統芸能に関しますクリーニング代が不

足することから、増額計上いたしました。 

項４社会教育費、目２公民館費、節 13使用料及び賃借料１５万円は、コピー使用料の

不足が見込まれることから、増額計上いたしました。 

項５保健体育費、目２体育施設費、節 14 工事請負費７６万３，０００円は、テニスコ

ート改修工事の工事費が不足することから、1段上の修繕料から予算を組み替えたもので

す。 

目３給食費、節１０需用費の上段、燃料費２０万円は、燃料高騰に伴い不足が見込ま

れるので増額計上いたしました。 

３９ページです。 

款 10 災害復旧費、項１農林水産施設災害復旧費、目２林業用施設災害復旧費、節 12 委

託マイナス７０７万は、令和２年７月豪雨災害で被災した夜狩内線、宮の谷線、牧良線

の測量設計業務委託料の残と、令和４年台風１４号で被災した林道長谷場線の測量設計

委託料の入札残を更正減額いたしました。 

項２公共土木施設災害復旧費、目２道路橋りょう災害復旧費、節 14 工事請負費マイナ

ス４，８００万円は、R２災猪鹿倉横谷線６工区、７工区で工事箇所に行けないため、令

和４年度から令和５年度へ予算の組み換えを行ったため更正減額いたしました。 

歳入です。１８ページをご覧ください。歳入につきましても歳出の事業実績などに伴

い、それぞれ財源となる歳入の調整を行い計上しております。 

款２地方譲与税、項３森林環境譲与税は、交付額の確定により、１７５万６，０００

円を増額計上いたしました。 

款 10 地方交付税、地方交付税は、今回の補正予算の財源の調整分として、３，６９５

万５，０００円を更正減額いたしました。 
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款 12 分担金及び負担金、農林水産業費分担金は、深田２地区排水路と大谷地区用水路

改修事業受益者分担金でございます。事業費の減額により、合わせて１６１万５，００

０円を更正減額いたしました。 

項２負担金、節１児童福祉費負担金は、保育所広域入所児童保護者負担金の実績見込

みにより更正減額いたしました。 

款 13 使用料及び手数料、体育施設使用料マイナス３０万円、美術館観覧料２４万円は、

３月末までの実績を見込み、更正増減のうえ計上いたしました。 

１９ページにかけて、款 14 国庫支出金、項１国庫負担金は、目１民生費国庫負担金、

３月末までの事業実績を見込み、国庫負担金の交付申請また決定等の状況により更正減

額いたしました。また、国保保険基盤安定制度負担金を１０万４，０００円増額計上い

たしました。 

目２衛生費国庫負担金マイナス１，６１０万６，０００円は、新型コロナウイルスワ

クチン接種対策費国庫負担金について、３月末までの事業実績を見込み、更正減額いた

しました。 

項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金は、８２万７，０００円が追加交付されました。その他と、目２民生費国庫補

助金は、３月末までの事業実績を見込み、更正減額いたしました。 

目３衛生費国庫補助金、節１衛生費補助金は、感染症予防事業費等国庫補助金２５７

万２，０００円は、事業実績により増額計上いたしました。合併処理浄化槽設置補助金

マイナス８万４，０００円は、３月末までの事業実績を見込み、更正減額いたしました。

災害廃棄物処理事業費補助金マイナス９１万５，０００円は、災害査定の結果により更

正減額いたしました。 

目４土木費国庫補助金、節２住宅費補助金１１万４，０００円は地域優良賃貸住宅分

の事業費増に伴い、増額計上いたしました。 

節３街なみ環境整備費補助金２７万６，０００円を、更正減額いたしました。 

目５教育費国庫補助金マイナス７万９，０００円は、特別支援教育就学奨励費補助金

の実績見込みにより更正減額いたしました。 

２０ページです。 

款 15 県支出金、項１県負担金は、県の負担金決定額により更正増減いたしました。 

項２県補助金、目１総務費件補助金マイナス４４１万３，０００円は、熊本県コロナ

ウイルス感染症対応総合交付金の実績に伴い、更正減額いたしました。 

目２民生費県補助金は、県の補助金の決定及び事業進捗状況に伴う交付申請により更

正増減いたしました。 

２１ページです。 
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目３衛生費県補助金マイナス１４９万３，０００円は、各事業とも実績額により更正

減額いたしました。 

 目４農林水産業費県補助金、節１農業費補助金、上から４段目農地・農業用施設災害

復旧事業費補助金１，１１０万３，０００円は、令和４年台風１４号災害による農地農

業用施設災害復旧にかかる補助金で、補助率が農地で５０％から８５.１％へ、施設が６

５％から９５.６％へ上がりましたので、その分を増額計上いたしました。その下の農業

用水路等長寿命化・防災減災事業補助金マイナス９１０万８，０００円は、補助対象事

業費の減額により更正減額いたしました。 

 節２林業費補助金マイナス８４０万円は、令和４年台風１４号の影響により作業道不

通となり契約解除に伴い更正減額いたしました。 

 目６土木費県補助金マイナス１２６万８，０００円は、耐震改修等補助金の実績見込

みがありませんので、更正減額いたしました。 

 ２２ページです。  

項３委託金、目１総務費委託金マイナス６０万６，０００円は、参議院議員選挙の執行

経費の確定により、その差額を更正減額いたしました。 

 目２商工費委託金５，０００円は、九州自然歩道管理委託金の見込み額を増額計上い

たしました。 

款 16 財産収入、項１財産運用収入、目２利子及び配当金は、財政調整基金ほか基金利

子をそれぞれ計上いたしました。 

款 18 繰入金、目１基金繰入金は、事業実績により、それぞれ更正減額いたしました。 

款 20 諸収入、項４雑入、くま川鉄道再生協議会への職員派遣に伴う多町村負担金３０

万円は、本町から派遣しております職員の人件費の増額分として増額計上いたしました。

ＪＲ九州商事の森造成事業負担金マイナス１２３万６，０００円と、ダイダンの森造成

事業負担金マイナス７３万３，０００円は、事業実績に伴い更正減額いたしました。 

２３ページです。 

項５受託事業収入、目１民生費受託事業収入は、後期高齢者医療広域連合受託事業収入

４万８，０００円を増額計上いたしました。 

款 21 町債、目１総務債、節１臨時財政対策債は、許可額が１，７１２万９，０００円

と示されましたので４８７万１，０００円を更正減額しました。 

 節２緊急防災・減災事業債は、起債限度額確定により１７０万円を更正減額いたし

ました。 

 節３情報通信関連事業債は、光ブロードバンド整備事業分で、起債限度額確定によ

りマイナス８，６５０万円を更正減額いたしました。 

 目２農業債、節１かんがい排水事業債は、起債限度額確定により７０万円を更正減額
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いたしました。 

 節４農地施設整備費１，４８０万円は、農村地域防災減災事業（県営第二蓑谷地区）

分として、新たに計上いたしました。 

目３土木費、節３緊急自然災害防止対策事業債マイナス１４０万円と、節５緊急浚渫

推進事業債マイナス１，２７０万円は、起債限度額見込みにより更正減額いたしました。 

次に、８ページに戻っていただきたいと思います。 

第２表 繰越明許費は、令和４年度から令和５年度へ繰越明許費の内容です。 

地方自治法第 213 条で定める歳出予算の経費のうちその性質上又は予算成立後の事由に

基づき年度内にその支出を終わらない見込みのあるものです 

総務費の湯前町物価等高騰対策給付金事業から、次の９ページの災害復旧費の道路橋

りょう災害復旧費まで、総額８億７，７７７万５，０００円となります。 

なお、１０ページから１２ページに繰越理由を載せております。 

次に、１５ページをご覧いただきたいと思います。 

第３表 地方債の補正で「変更」です。歳入で説明いたしました、臨時財政対策債、

ほか事業費ごとに限度額を変更するものです。町債の総額は、９億９，３５２万９，０

００円となります。 

以上、説明を終わります。  

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。 

○２番（西 靖邦君） ３０ページ、款４衛生費、目２予防費、節 12委託料ですけども、

８６０万３，０００円減額になっております。先ほど、検診実績により減額ということ

なんですけども、例年よりも検診率が下がったという理由なんですかね。減額の理由は。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 予防費の委託料でございますけども、一番減額が大き

いのが総合健診委託料になります。これは、補正第６号で増額計上したところでござい

ますが、総合健診の当初の受診見込み数を４３７名と見込んでおりました。補正 6 号で

は申し込み状況を見まして補正したんですけども、ここで一番単価の高い日赤の受診料

で計算をしてしまったために、見込みよりも多い増額補正になってしまいました。今回、

最終的に各検診機関、コスモ、日赤、高野病院それぞれで出しましたところ、最終的に 

397 人の受診の予定になります。当初からしますと４０人の減になります。そこで、各検

診機関の単価で出しましたところ、今回の減額補正になったところでございます。 

○議長（金子光喜君） 他に質疑ありませんか。 

○３番（遠坂道太君） ３２ページと３４ページの原油価格等高騰支援金につきまして、

お尋ねをします。現在、申請がどれくらい上がってきているのか、それにつきましてお

尋ねしたいと思います。それと申請する内容、どのような資料を提出しなければならな

かったのかそれについてお尋ねいたします。 



- 119 - 

○農林振興課長（稲森一彦君） まず高収益性作物への補助ということで、これにつき

ましては露地関係についても対象といたしております。申請件数ついては３０件という

ことで、確定額については８５６万１，０００円となったところです。続きまして、水

稲栽培継続支援金事業というところになります。これにつきましては、対象者が２２９

件と当初見ておりましたけども実績といたしまして、予算が９３０万としておりました

けども、実績見込みといたしまして、７８２万８，４００円ということになっておりま

す。これにつきましては、営農計画書によるもので現地の確認を行いながら支援を行っ

てきたところです。次に、農林業原油価格等高騰緊急経済対策事業支援金としまして、

これは補正予算の方で２，０００万円ということで予算を組みましたけども、実績見込

みといたしまして、１，６５０万５，０００円となっております。これにつきましては、

農業者、林業者に対する動力光熱費に関するもの、肥料費に関するもの、となっており

ます。以上でございます。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 令和３年中の確定申告によるものを提出いただいてお

ります。そのなかで、１５％の減に対しての支援を行ったところでございます。 

○企画観光課長（本山りか君） 商工業の原油価格等高騰の分でございます。予算現額

２，２０７万円に対して執行額１，６１８万１，０００円となっております。執行率は

７３.３％です。申請書類につきましては、申請書に添付していただくものとして、水道

光熱費、燃料費等の内訳が分かる書類、それに決算書、収支内訳書等を添付していただ

いて、その書類が間違いがないという誓約書をつけていただいているところでございま

す。また、滞納関係もこれについては、閲覧可能というのを同意書をいただきまして、

税務課の方で担当で確認をさせていただいたところでございます。 

○３番（遠坂道太君） これ単年度でなくて、農家さん、商業者聞きますとこういう支

援していただくといいと言っておられます。ある程度続けられるような形で取り組んで

いただければと思います。それについて、町長のご意見を伺いたいんですが。 

○町長（長谷和人君） 今回補正予算計上させていただいております、農林それから商

工関係の支援については、長引く物価高騰に対しまして、いくらかでも町民の皆様方に

支援をすることによってかなりの助けになるんではなかろうかということで、今回補正

を組ませていただいております。財源につきましても地方交付税がございましたので、

その財源を使わさせていただいているところでございます。 

○４番（椎葉弘樹君） ２４ページの情報通信関連事業整備基金についてお尋ねします。

３，０００円の分です。令和３年度におきましては、この基金に６，０００万円の積み

立てを行っております。この６，０００万円の中には損益分岐点を超えた使用料の利益

分も含まれているところだと思います。そこでまず確認したいのが、令和４年度実績見

込みで、加入者が何件いて、損益分岐点は何件なのかについてお尋ねしたいと思います。 
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○総務課長（西村洋一君） 現在の加入は５５２件です。損益分岐につきましては、現

在手持ちに資料がありませんので、後ほど確認させていただきたいと思います。 

○４番（椎葉弘樹君） 令和４年度に確認した時には３８０件位が損益分岐点というこ

とでしたので、その前提でいきますと１００件以上の利益分があると思いますので、金

額にすると５００万円を超える金額が利益として出ていると思います。今回、損益分岐

点を超えた利益分については、どのような処理をされたのかお尋ねします。 

○総務課長（西村洋一君） 現在まだ処理は行っていないところです。 

○４番（椎葉弘樹君） 令和３年度の３月補正においては、この利益分は基金の方に充

当しております。今回もそれにならうのではないかと思ったんですが、今回基金に積み

立てがありませんでしたので、確認したところでした。これはいつどのように処理をし

ていく予定なんでしょうか。 

○議長（金子光喜君） 答弁調整のため、暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時４５分 

再開 午後１０時４６分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を続けます。 

○総務課長（西村洋一君） 決算の状況によりまして、議員申されましたとおり、積み

立てれるんであれば積み立てたいと考えております。 

○４番（椎葉弘樹君） そこは損益分岐点の件数次第かと思いますので、その損益分岐

点の後ほどの報告と、恐らく利益分として余ると思いますので、その分の基金に本当に

充当されるのか、そのあたりを確認させていただきたいと思います。後ほど損益分岐点

の回答をいただきたいと思います。 

○議長（金子光喜君） 他に質疑ありませんか。 

○８番（倉本 豊君） ３２ページの水稲栽培継続支援金。先ほど遠坂議員の方から質

問がありました関連で質問させていただきますけども、確かこれは申請主義だったかと

思っておりまして、不用額がかなり出ておりますけども、１４０万でておりますけども、

申請がなかったということでしょうか。 

○農林振興課長（稲森一彦君） この事業につきましては、毎年出されます営農計画書、

これに基づくもので、当初見込みとしまして、２５１件の申し込みがあるだろうという

ところにしておりました。実際の申請があったのが２２９件ということになっておりま

す。また、対象面積につきましても当初見込みよりも若干減ってきたところで、今回の

不用額が生じたということになっております。 

○８番（倉本 豊君） 大変、助かった事業であると喜んでおられた方も沢山おられま
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した。その中でですね、営農計画書の中に例えば闇小作の取り扱いはどうなってたんで

しょうか。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 営農計画書につきましては、農地台帳の方から引っ張

て来てきておるところでございますけども、実際は若干の漏れもあろうかとは思ってお

ります。ひょっとすると闇小作も入っていることも考えられるところではございます。 

○８番（倉本 豊君） あれは自分で書いて役場に提出しますので、ちゃんとした農業

委員会を通った小作契約でなくて、闇小作といいますか、そういう部分が入ってるのか

なと、それにしても作ったことにはかわりはないわけですが、そこらへんはちょっと厳

格にする必要性もあるのかなと感じましたもんですから質問をさせていただきました。 

○２番（西 靖邦君） ３５ページです。項２道路橋りょう費、節 12 委託料なんですけ

ども、永岡トンネル定期点検委託料マイナス１７０万円となっています。これはですね、

１回の点検料決まっていると思うんですけども、この大きい１７０万円の減額となった

理由はなんでしょうか。 

○建設水道課長（中園誠二君） 単に入札残でございます。 

○２番（西 靖邦君） 入札残ということですけども、１年に何回も、定期点検はやら

れたということですね。 

○建設水道課長（中園誠二君） 点検は行っております。 

○４番（椎葉弘樹君） 先ほどと同じく２４ページの公共施設等整備基金積立金につい

てお尋ねします。今回１９，０００円が計上されています。昨年度の補正では約２，０

００万円が積立てております。それによりまして、基金残高は５億円ほどになっている

ところです。今回は積み立てはされないんでしょうか。 

○総務課長（西村洋一君） 先ほども申しましたが今回は金利だけですので、決算状況

を見て積み立てたいと考えています。 

○４番（椎葉弘樹君） これ決算状況を見て積み立てる額として、例えば 500 万円とか、

それを超えてくる金額においても、それは補正せずに決算の方で対応してもいいという

ことでしょうか。 

○総務課長（西村洋一君） そのように理解しております 

○４番（椎葉弘樹君） この総合管理計画につきましては、平成２９年度に策定されて

おりまして、５年を超えたところで、ローリングがされていると思います。公共施設等

管理計画、このローリングをしたことによってある程度の積立額というのを今後は計画

的に積み立てていく必要があるということを、以前から指摘をしていたわけですが、０

だと計画性がないようにも思えますので、これというのは、やはりローリングをした結

果を踏まえまして、計画的に積み立てていくという考えはないのでしょうか。町長にお

尋ねしたいと思います。 
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○町長（長谷和人君） 今回の場合についてはですね、３月の地方交付税の財源を使わ

せていただきまして、農林商工業併せまして町民皆様方に３，４００万の財源を使わせ

ていただいた非常に窮屈な部分としての財源という形になっております。予算的に。今

おっしゃてるような、私も公共の基金関係についてはですね、一定のルールが必要かも

しれませんけども、そこらへんは柔軟性も持って、余裕があるようであれば３月でも積

み立てというのも可能かとは思いますけども、非常に今回は補正予算８億でございます

か、明許繰越等もやっておりまして、非常に予算の決算額が見込めないということもご

ざいましたもんですから、一旦は今回は決算の方の収支を見て、それによって積み立て

たらどうかということで今回はさせていただいておるということでございます。 

○４番（椎葉弘樹君） 公共施設等整備基金につきましては、その答弁でよろしいかと

思います。ただ、先ほどのインターネット使用料に対する利用料、これはインターネッ

トの設備に関する部分にしか使えないものです。だからそれは、剰余金というのははっ

きり分かっているわけですから、その部分というのはやはり基金等に積み立てていく必

要があると思うんですが町長いかがでしょうか。 

○町長（長谷和人君） もう一つの方の情報関係の基金ですけども、こちらについては

全協等で説明させていただいておりますが、更なる今回は光の再整備を行ったというこ

とで、難視聴世帯等の部分もございまして、これらにはこの基金が使えないか、そんな

ことも実は思っておりますので、そこらへん議会の皆様方と協議をさせていただきまし

て、その基金についてはそういう風なところで使い道ができないかそんなところも思っ

ておるところでございます。なお、今損益分岐を超えた分について全部積み上げるとい

うのは大変申し訳ございません、そこの部分が正確に、余った分についてそっちにもっ

ていくというのは決まっていたか、私記憶していないところがございまして、定かでは

ないもんですから、もう少しそこらへんは精査させていただいて、ご回答させていただ

ければと思っておるところでございます。 

○４番（椎葉弘樹君） この部分はですね、令和４年度の当初予算、そして昨年度の決

算においても、私何回も指摘しているところでございまして、湯前町のインターネット

接続サービスの管理及び使用料の徴収に関する条例というところには、この使用料とい

うのは、加入者が受けるインターネット接続サービスに係る費用ということで、この費

用に充てる分は問題ないんです。ただ、それを損益分岐点を超える部分については利益

になる部分ですから、この利益の部分というのは、やはりインターネット利用、要は町

の情報整備に係るオプション機能の分に充てることができるということになっておりま

すので、これを一般財源の方に含ませてしまうとこの利益分がいくらでていたのかとい

うところが、本来見えなくなることが前から指摘していた問題点だと思ってます。そこ

で、高橋総務課長時代にですね、基金を作らせていただいてその基金の方に充当してい
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こうということで、令和４年度から始まったところだと思っていますので、そこも含め

てご検討いただきたいと思います。 

○町長（長谷和人君） 今、椎葉議員がおっしゃいました分についてはですね、協議が

あったと、ご説明があったと、私も記憶しているんですけども、ただそういう風な、ダ

ブルかもしれませんが、その部分についてのですね、残りました、いわゆる基金に積み

上がった、ここら辺の使い道は全部そこの方にもっていって、そこら辺の部分をどうす

るかという風な、たいへん詳細の部分についてですね、私どうも記憶が、そこらへんも

うちょっと精査させていただいて、ご回答させていただければと思っております。 

○４番（椎葉弘樹君） 例えば、令和４年度に整備しました光ファイバーの回線であっ

たり、防災ラジオ、これに充当するという説明があればですね、私はそれはそれで納得

するんですが、そこの部分というのは利益分をそこに充てましたという説明は今まで聞

いておりませんので、その部分がもしあるんであればその辺も含めて説明が必要であろ

うと思います。もし、そういうのに充当してなければ、基金の方に積み立てるという方

法あるのかなと思っておりますので、これですね、明確な答弁いただかないとこの補正

予算もちょっと最終的にどうなるのかといったところも気になるところですので、ここ

は早急に確認をしていただけないでしょうか。 

○議長（金子光喜君） ここで休息のため、休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５９分 

再開 午前１１時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を続けます。 

○総務課長（西村洋一君） 先ほどの椎葉議員のご質問に対してお答えしたいと思いま

す。先ほどは私の認識不足で、答弁に戸惑ってしまいまして申し訳ございませんでした。

このインターネット関連の使用料に関する基金ですね、これ情報通信関連全般での基金

としておりますが、これにつきましては決算が確定いたしまして他の基金と併せまして

基金の方に積んでいきますので、これについてはそのように令和５年度に基金を積むと

いうところでご理解いただきたいと思います。 

○議長（金子光喜君） ほかに質疑ありませんか。 

○１番（吉田精二君） ２１ページです。歳入の方ですけども、農林水産業費補助金の

機構集積支援事業補助金ですが、マイナスの２１万６，０００円と、当初が３７万９，

０００円に対して減額が大きいと思いますが、減額の理由をお知らせください。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 機構集積についてはその分実績がなかったというとこ

ろでの減額となっております。 
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○１番（吉田精二君） 農業サイドでですね、特に今後農地の集積集約が叫ばれていい

る中で、個人としてもなかなか集積できないと、この機構集積につきまして補助金もで

るということで、非常に担い手さんにつきましても取り組みやすいと、今後はですねも

うちょっと協力的に対象範囲を広げて湯前全体でもすべきところでありますが、今後の

農地集積の進め方についても、この機構集積支援事業ですね、どのように取り組んでい

きたいのか、考えをお聞かせ願えればと思います。 

○農林振興課長（稲森一彦君） すみません、先ほどの補足をさせていただきます。機

構集積支援事業の補助金の減額についてですけども、最適化事業の方で例年１泊２日の

研修等も行っていたわけなんですけども、宿泊を伴う旅費関係、コロナ関係でその分が

減ったことが一番の大きな原因となっております。集積関係についてですけども、農業

委員会事務局の方で、農業委員、最適化推進委員に対する今後の農地の賃借の相談があ

った時のマニュアルを作成しております。これにつきましては農地の貸借等の相談があ

った場合というところで、まず優先順位として隣接地の経営体の方に農地の貸借の相談

を行っていく、次に２番目として人・農地プランを作成しておりますので、その農家へ

の斡旋とか、その次に近年新規就農者の方もおられますので、規模拡大に意欲のある新

規就農者の方への斡旋も必要ではないかと、ある程度の順番を決めてしております。今

後につきましては、人・農地プランから地域計画へというところで、令和５年度から地

域計画の作成にあたらなければなりません。当然これにつきましては、過去にアンケー

ト調査をとっております。ここら辺の農地をいかに集積していくか、今言ったような隣

接地の経営体、人・農地プランに記載されている農家、規模拡大に意欲のある新規就農

者への斡旋となると思いますので、これについては農業委員会、農地最適化推進員さん

の必須業務でありますので、これについては今後もですね、斡旋等について毎月の総会

等の中でしっかり話をしていき、また実際動いてもらう農業委員さんであったり、最適

化推進員さんの動きが大事になってくるかと思いますので、その点の充実させた農業委

員会総会になってくるんではないかと思います。 

○議長（金子光喜君） ほかに質疑ありませんか。 

○３番（遠坂道太君） ３２ページですが、畜産飼料の価格高騰の部分につきましてお

尋ねいたします。減額で１１３万１，０００円となっておりますが、今度減額になって、

何件くらい申請があったのか、ｔ数にしてどのくらいか、それについてお尋ねします。 

○農林振興課長（稲森一彦君） これにつきましては、令和４年の１１月１日現在を基

準としております。対象が乳牛、肥育、繁殖牛、２８件の畜産農家になろうかと思いま

す。乳牛につきましては、当初想定で２５８頭に対して実績として２６７頭になってお

ります。肥育牛に関しましては、当初想定で５３０頭に対して実績として３７３頭、繁

殖牛につきましては、３７６頭に対して実績で３８３頭ということで、今回支出見込み
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として７５６万９，０００円を見込んだところになります。 

○３番（遠坂道太君） 牛の頭数においての支援ですか。その辺もうちょっと詳しく教

えてください。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 乳牛、肥育、繁殖牛それぞれ単価を分けまして、飼料

にかかる分ですね、それぞれ頭数に応じて単価それぞれ違いますけども、頭数に対して

の支援ということにいたしております。 

○３番（遠坂道太君） 頭数、子牛から成牛までとなりますけども、食べる量違うかも

しれません。現状の飼料価格皆さんもご存じのとおりだと思いますけども、今、肥育、

繁殖の飼料代ｔあたり７万円は下らないと思います。乳牛の方ではｔあたり１０万円で

すよね。非常に農家さん困っておられる状態ということで、もうやめようかという人も

いらっしゃいます。この辺の支援というのも、もっと今後もですね、１１３万残さず使

い切るという考え方はなかったのか、その辺つきましてお尋ねします。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 予算化したものを全て使うということではございませ

ん。基準日においての頭数というところで支援をしていくと、そういう風にしておりま

すので、その実績に応じた支援ということで、今回不用額がでてきたということになっ

ております。 

○３番（遠坂道太君） 今の取り組みについては、頭数ということでございますけども、

今後検討されるには、飼料あたりいくらと明確に各畜産農家の方たちが使われる数量が

わかるはずでございます。その中での支援策と検討されればと思っております。 

○５番（森山 宏君） ２４ページのですね、財産管理費の委託料、マイナスの４５０

万円、庁舎の防水工事設計業務委託、これがまるまるなくなった。たぶん現状、漏水し

ているからこういう委託を企画されたと思ってますけども、これがまるまるなくなった

ということは、漏水が止まったり、何ら支障がないということなんでしょうか。 

○総務課長（西村洋一君） 先ほど、議案説明で申し上げたとおり、雨漏りはしておる

んですけども、防水シートにするのか、屋根をかけるのか、また別の方法があるのか、

非常に悩んでいたところです。それに時間がかかったといいますか、最初のうちは防水

シートでやろうと準備を進めていましたが、年度末になってから屋根でも可能というの

が判明しましたので、それにつきまして今取り急ぎ屋根でいけるのかというところで、

準備をまた新たにやっておるところでございますので、やらないということではなく先

ほども説明しましたとおり、屋根とかにつきましては補助等がございませんので、全額

一般財源となりますので、極力いい内容で長くもたせるための検討をしておるというと

ころで、ご理解いただきたいと思います。まったくやらないということではございませ

ん。 

○５番（森山 宏君） この防水対策というのは、過去何回も防水工事やられていると
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思いますけども、屋根をかける、ものすごいいい発想だなと思います。でも、元々この

庁舎が築年数、コンクリートで言いますと５０年が過ぎると劣化していくというのが指

標にあります。大々的な工事も一つにいいんではないかなと思いますけども、町長の見

解はどうでしょうか。 

○町長（長谷和人君） 先ほど総務課長答弁したんですけども、当初は防水シートでい

こうと、走ったんですけども、色々お話を聞いた中で、防水シート１０年くらいしかも

たないとお話をお聞きしました。また１０年後に同じような防水シートをするのかとい

う、以前議会の部分、耐震の工事をさせていただいております。この時にですね耐震工

事を行いまして、その前に防水シートをしたんですけども、その時に屋根の話があった

そうで、その当時の書類が残っておりました。その時に、総務課長答弁しました通り、

通常でしたら平屋ですので、屋根をかけると耐震がもたないんじゃないか、と発想して

いたんですよね。ところが、屋根をかけても軽量であれば耐震はクリアするという風な

お話を聞きましたもんですから、ここは一回検討しようかということで、当然そうなり

ますと、450 万で足らないと事業費がちょっと膨らみますんで、足らなくなってしまうと

いうことでございますんで、改めてリセットして、屋根をけけるという発想でできない

もんかということで、新しい年度でもう一回組み直そうということでの今回更正減額と

いうことに至ったところでございます。 

○２番（西 靖邦君） 先ほどの森山議員のところと一緒なんですけども、工法を検討

されることなんですけども、一番懸念するのがですね、水の侵入によりまして構造体の

躯体の鉄筋が錆びていくんですよね。そのままの状態では、具合悪いんですよ。工法の

検討というのはですね、早急にやっていただかないとことには、構造体がいかれてしま

します。その辺をよろしくお願いします。 

○町長（長谷和人君） 今、先ほど答弁したんですけども、２階部分と平屋部分につて

も全部耐震の確認をさせていただきまして、今の現状の柱の状態はいいそうでございま

すもんで、そこら辺もみたときにですね、一回屋根かけという工法で考えてもいいんじ

ゃないかと、いうことでございましたんで、おっしゃるとおり非常に陸屋根の劣化が進

んでおります。ですから、今柱が４ｍか５ｍごとにあるんですけど、この上にですね基

礎の部分をのせると、いうことであればあとは梁をのせてそれに屋根をかける、軽量の

ガルバニウム板みたいになろうかなと思いますけども、それであれば大丈夫だとお話を

聞きました。ただ、まだ発注してございませんので、前の段階での話でございますので、

一旦今回は予算を減額するところでございます。今おっしゃるような部分についても、

十分検討させていただきたいと思います。 

○議長（金子光喜君） ほかに質疑ありませんか。 

○８番（倉本 豊君） ９ページですかね。繰越明許についてお尋ねします。町田川の
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沈砂池の測量設計は出ておるんですが、工事費についてもまだ入札ができていない状況

ですので、この繰越の中に入っていると思うんですが、何番に入っているのかまずお尋

ねします。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 上から４段目になります、農業用施設等災害復旧事業 

事業費が５，２５０万この中に町田川、上堀田地区の農業用施設の災害復旧工事はこの

中に入っているところでございます。 

○８番（倉本 豊君） 実は昨日が地区の午前中が道つくり、午後から総会ということ

で非常に心配されましての意見が大変たくさん出まして、関係者の方多数いらっしゃる

もんですから、私が説明したのには、２回、２月と３月に入札はかけられましたけども

不落でしたと、ただ４月にもかけられるそうですという話はしました。でも、万が一４

月に不落になった時はどうなるんだろうかと、大変心配された声、それから町の方から

個別にご相談に参られるという、向こうからそういうこと言われたもんですから、そう

いうところを含めてどうなっているのか、大変心配されておりますんで、ご答弁をお願

いしたいと思います。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 入札状況については今議員おっしゃられたとおりです。

違う地区でも入札が不調不落でできておりません。令和４年度９月台風については、７

本の設計書になっておりますけども、その内の１本だけが落札ということで、残りの６

本については、不調不落が続いているということで、まず担当者の方で今週から農地の

所有者の方に回っていきます。今までの２月３月の入札の不調の状況、また４月になっ

ても入札を行うとまずご説明にあがっていきます。議員おっしゃられたとおり４月以降

どうなるんだろうかということで、もちろん私達もその点については心配といいますか、 

不安にも思っております。一番いいのは４月に入札を行いまして、業者さんが応札をい

ただくと、こちらの対応策もお伝えできるところございますけども、そうでない場合も

当然考えていかなければならないと思っております。その際に、最低限、町の方ででき

るようなことを考えていかなければならないと思っております。そういう場合のご意見

ですね、最低大型土のうを設置するとか、ここまでできるかできないかわかりませんけ

ども、県の方に相談したいと思いますけども、排水路等に溜まっている土砂をどこか一

時的に仮置きできないだろうかというようなこと、このようなこと考えながらいければ

と思っているところでございます。 

○８番（倉本 豊君） ４月入札でどこかがとっていただければですね、方法はそこの

業者さんで考えられながら、ということだろうとできていくんですが、できなかった場

合が心配するのがですね、今度は人災といいますかね、今現在水路は全部埋まってます。

今度流しになりますと、その上を水が走ってきます。そうしますと今度は家屋の方に向

かっていくのも想定されます。今度は人災になってくるというような状況になってくる
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という風に、昨日の総会の中でですね、皆さんの声もそういうことも言われました。万

が一落ちなかった時ですよ、県に相談してでもなんとか溝の中の土砂でも仮置きでもで

きてですね、そういう交渉もしとかんと大変なことになると予想されますんで、十分に

検討されてやっていただきたいと思っておりますんで、とにかく住民の方が心配をされ

ております。 

○町長（長谷和人君） 入札が不調に終わりまして、大変私も心配しておるところでご

ざいまして、今課長が答弁しましたように、どうしても４月が不調不落に終わった場合

については、直営でですねバックホウいれまして用排水路の部分の断面を確保する、ま

ずこれを行わなくちゃいけないと思っております。そういう状況になりましたら即座に

そういう風に対応させていただきたいと思っております。なお、その場合について、今

回審議していただきます、５年度の中の予算が足らない分については、即座に専決処分

とかさせていただいて、予算化をさせていただきながら、進めさせていただくというこ

とも、今倉本議員の方からご質問ございましたので、そういう対応をさせていただけれ

ばという風に思っております。 

○議長（金子光喜君） ほかに質疑ありませんか。 

○３番（遠坂道太君） ３３ページです。工事請負費で大谷地区用水路改修工事の減額

の７３０万とため池浚渫工事の１，２８０万につきまして、お伺いしたいと思います。

これどのような感じで減額されているのか、お尋ねします。 

○農林振興課長（稲森一彦君） まず、ため池の浚渫工事の減額分についてでございま

すが、これについては令和４年度で補正予算をさせていただきました。ため池につきま

しては、潮ため池と大谷ため池となっております。潮ため池につきましては、応札いた

だき竣工しております。大谷ため池につきましても入札を行いましたが、不調になった

ところで、この分につきましては令和５年度に改めて予算化をさせていただいておりま

す。令和４年度につきましては災害復旧の方優先したいということで、潮ため池分ぶつ

いては、一回予算を落として令和５年度で改めて組んだところでございます。次に大谷

地区の用水路改修工事７３０万円減額しておりますけども、ここにつきましては、施工

にあたりまして、仮設道路を設けてからの用水路の布設替えということになりました。

地区の関係者の方から、今後仮設道路について地区の管理用道路として利用したいとい

うことがございまして、仮設道路は工事が終わって撤去するようになりますけども、撤

去がなくなったと、その費用が減額となったいうことで７３０万円を減額したところに

なります。 

○議長（金子光喜君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 
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○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第２１号「令和４年度湯前町一般会計補正予算（第１３号）」を採決し

ます。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第２１号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２  議案第２２号 令和４年度湯前町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

について 

○議長（金子光喜君） 日程第２、議案第２２号、令和４年度湯前町国民健康保険特別

会計補正予算（第４号）についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第２２号、令和４年度湯前町国民健康保険特別会計補正予

算（第４号）について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正予算つきましては、歳入歳出予算の総額に、それぞれ４，５１７万５，０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億９，４８３万６，０００円とする

ものでございます。主な補正につきましては、一般被保険者療養給付金等年度末であり

歳入歳出全般にわたり各事業の実績を見込み調整を行ったものでございます。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。どうぞよろしくお願いします。 

○税務町民課長（北崎真介君） 議案第２２号、令和４年度湯前町国民健康保険特別会

計補正予算（第４号）についてご説明いたします。 

９ページの事項別明細書、歳出からお願いします。 

款２保険給付費、項１療養諸費、目１一般被保険者療養給付費については、節 18負担金

補助及び交付金に一般被保険者療養給付費３，５００万円、それに付随して同じく目５

審査支払手数料、節 11役務費に１万２，０００円を、また、項２高額療養費、目１一般

被保険者高額療養費、節 18 負担金補助及び交付金に９００万円を計上しました。これら

は、令和４年度は高額となる件数が継続して多く、療養給付費、高額療養費の予算が不

足すると見込まれるためでございます。補正予算第３号でも追加計上したものですが、

特定の方の連続した月の入院や高額案件の増加に歯止めが掛かる見通しが立たないた

め、まだ額の確定していない残りの月を高額月の支払額で勘案し、その不足額を計上し

ました。 

項３出産育児諸費、目１出産育児一時金、節 18負担金補助及び交付金は、３月までの

出産予定が無いようですので、２名分の８４万円を更生減額しました。 
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付随して、同じく、目２支払手数料、節 11 役務費、節 18 負担金補助及び交付金 1,000

円を更生減額しました。 

１０ページをご覧ください。 

款５保険事業費、項１特定健康診査等事業費、目１特定健康診査等事業費、節 12委託料

では、これまでの実績見込みにより５７万５，０００円を追加計上しました。 

項２保険事業費、目１保健衛生普及費、節 11役務費は、老朽化のため電話回線を高速

回線に変更したため、残り月の不足分 4,000 円を計上しました。 

款６基金積立金、項１基金積立金、目１国民健康保険給付基金積立金、節 24 積立金は、

利子額の確定により３万４，０００円を更正減額しました。 

１１ページになります。 

款７諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目７県支出金返還金、節 22償還金利子及び

割引料は、特別調整交付金が確定したため、１４５万９，０００円を計上しました。内

訳としまして、新型コロナウイルス感染症による財政負担増に関して、令和２年度１３

５万５，０００円、令和２年７月豪雨による財政負担増に対して、令和３年度１０万４，

０００円をそれぞれ返還金として計上した合計となります。また、その他、各目におい

て、充当元の歳入の確定見込み等により、それぞれ財源更生を行いました。 

続きまして、歳入を説明します。７ページをご覧ください。 

款３県支出金、項１県補助金、目１保険給付費等交付金、節１普通交付金に、歳出で計

上しました療養諸費の対応分として、４，４００万円を計上しました。 

款４財産収入、項１財産運用収入、目１利子及び配当金に、利子額が確定したため、

３万４千円を減額しました。 

款５繰入金、項１他会計繰入金、目１一般会計繰入金、節１保健基盤安定繰入金（保

険税軽減分）１１５万２，０００円を更生減額し、節２保険基盤安定繰入金（保険者支

援分）として、１６万６，０００円を計上しました。これは、いずれも実績が確定した

ためでございます。同じく実績確定のため、節３未就学児均等割保険税繰入金を４万１，

０００千円、節６国保財政安定化支援事業繰入金５９万５，０００円を追加計上しまし

た。節５出産育児一時金繰入金については、歳出でご説明しました通り、３月までの見

込みにより対応分３分の２である５６万円を更生減額しました。 

８ページをご覧ください。 

款６繰越金、項１繰越金、目１前年度繰越金、節１前年度繰越金には、財源として不足

する２１１万９，０００円を計上しました。 

歳入歳出それぞれ４，５１７万５，０００円を追加した補正予算となります。 

以上で説明を終わります。よろしくお願い致します。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第２２号「令和４年度湯前町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第２２号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３  議案第２３号 令和４年度湯前町下水道事業特別会計補正予算（第５号） 

について 

○議長（金子光喜君） 日程第３、議案第２３号、「令和４年度湯前町下水道事業特別

会計補正予算（第５号）について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第２３号、令和４年度湯前町下水道事業特別会計補正予算

（第５号）について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正予算につきましては歳入歳出予算の総額からそれぞれ４９５万９，０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億５，２５３万９，０００円とするもの

でございます。主な補正につきましては、球磨川上流流域下水道事業工事負担金等年度

末であり歳入歳出全般にわたり各事業の実績を見込み調整を行ったものでございます。

また、地方債の補正も行うものでございます。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。どうぞよろしくお願いします。 

○建設水道課長（中園誠二君） 議案第２３号、令和４年度湯前町下水道事業特別会計

補正予算(第５号)についてご説明いたします。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書により、歳出からご説明いたします。 

９ページをお願いします。 

款１下水道事業費、項１下水道事業費、目１下水道事業費につきましては、３６５万

４，０００円を減額しました。 

節１報酬並びに、節８旅費につきましては、下水道事業審議会委員の報酬及び費用弁

償を更正減額しました。 

節 18 負担金補助及び交付金につきましては、１８１万３，０００円を減額しました。
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これにつきましては、県が管理します、球磨川上流 流域浄化センターの工事負担金と

なります。県の事業計画に伴い、１２月に補正予算を  計上しましたが、その内、多

良木中継ポンプ耐水化工事が、計画変更により実施されず、負担金が発生しなかったこ

とによる減額となります。 

節 26 公課費につきましては、下水道事業の消費税の減額になります。消費税額の確定

に伴い、１６２万３，０００円を更正減額しました。 

款２下水道維持管理費、項１維持管理費、目１公共下水道維持管理費につきましては、

１３０万９，０００円を減額しました。 

節 10 需用費につきましては、１５万円を増額計上しました。これは、町内１１か所の 

マンホールポンプの電力使用料になります。請求実績に伴い、不足が見込まれるため計

上いたしました。 (雨などによる稼働時間増) 

節 11 役務費につきましても、１万７，０００円の増額計上となります。梅雨時期や、

台風等により、想定よりも非常通信回数が多かったことにより、不足が見込まれますの

で、計上しました。 

節 14 工事請負費につきましては、１１万５，０００円を減額しました。執行実績によ

り、残額を更正減額するものです。 

節 18 負担金補助及び交付金につきましては、汚水の水量実績により、１３６万１，０

００円を更正減額しました。 

 款３基金積立金、項１基金積立金、目１基金積立金につきましては、基金積立金利子

として、４，０００円を計上しました。 

 次に歳入になります。８ページをお願いいたします。 

款２繰入金、項１他会計繰入金については、一般会計事業費繰入金３１６万３，００

０円を更正減額しました。 

款５町債につきましては、球磨川上流流域下水道事業債１８０万円を更正減額しまし

た。これは歳出で説明しました、流域下水道事業工事負担金が一部不要となったことに

よるものです。 

款６財産収入につきましては、積立金利子として、４，０００円を計上しました。 

次に地方債の補正になります。５ページをお願いいたします。 

第２表 地方債の補正、限度額の変更となります。補正前の限度額、６９０万円を、

補正後の限度額、５１０万円に変更するものです。 

 以上で、湯前町下水道事業特別会計補正予算(第５号)の説明を終わります。よろしく

お願いいたします。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 
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○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第２３号「令和４年度湯前町下水道事業特別会計補正予算(第５号)につ

いて」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第２３号は、原案のとおり可決さ

れました。 

○議長（金子光喜君） ここで、昼食のため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５６分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を続けます。 

日程第４  議案第２４号 令和４年度湯前町介護保険特別会計補正予算（第４号）に 

ついて 

○議長（金子光喜君） 日程第４、議案第２４号、「令和４年度湯前町介護保険特別会

計補正予算（第４号）について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第２４号、令和４年度湯前町介護保険特別会計補正予算（第

４号）について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正予算につきましては歳入歳出予算の総額にそれぞれ６７０万６，０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６億７，３４５万２，０００円とするもので

ございます。 

主な補正につきましては、保険給付費の補正、地域支援事業費の補正等年度末であり歳

入歳出全般にわたり各事業の実績を見込み調整を行ったものでございます。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。どうぞよろしくお願いします。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 議案第２４号、令和４年度湯前町介護保険特別会計補

正予算（第４号）についてご説明いたします。 

主なものにつきまして、事項別明細書、歳出からご説明いたします。 

９ページをご覧ください。 

款１総務費、項３介護認定審査会費、節 11 役務費は、要介護認定にかかる主治医意見
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書作成手数料について実績見込みにより２５万５，０００円を更正減額しました。 

款２保険給付費、項１介護サービス等諸費、節 18 負担金補助及び交付金は、要介護１

から５の方の介護サービスの内、訪問介護、通所介護などの利用件数が当初の見込みよ

り減となるため、居宅介護サービス給付費を１，４９０万４，０００円更正減額し、地

域密着型介護老人福祉施設などの地域密着型介護サービス給付費、居宅介護サービス計

画給付費などについては、実績見込みに基づき増額計上しました。 

項２介護予防サービス等諸費、節 18 負担金補助及び交付金は、要支援１、２の方の介

護予防サービスの内、介護予防通所リハビリなどの利用件数が当初の見込みより増とな

っており、介護予防サービス給付費を１２２万円増額計上し、介護予防住宅改修費など

については、実績見込みに基づき増減額を計上しました。 

１０ページをご覧ください。 

款３地域支援事業費、項１介護予防・日常生活支援サービス事業費、目１介護予防・

日常生活支援サービス事業費は、節 18負担金補助および交付金について、総合事業対象

者の訪問介護および通所介護の利用件数が当初の見込みより増となっており、第１号訪

問事業負担金および第１号通所事業負担金を合計１０１万５，０００円増額計上しまし

た。 

１１ページ、項３包括的支援事業・任意事業費、目１包括的支援事業費及び、目４在

宅医療・介護連携推進事業費、目６認知症総合支援事業費、目７地域ケア会議推進事業

費については、上球磨地域包括支援センターへの委託事業費変更に伴い増減額を計上し

ました。 

款４基金積立金は、介護保険給付基金利子を計上しました。また、歳入には、款６財

産収入に基金積立金利子を同額計上しました。 

次に歳入についてご説明いたします。７ページをご覧ください。 

款３国庫支出金、項２国庫補助金、目２地域支援事業交付金は、交付申請額に合わせて

更正減額しました。 

款４支払基金交付金、項１支払基金交付金は、変更申請額に合わせて 666 万 8,000 円

を更正減額しました。 

款７繰入金、項１一般会計繰入金、目２、目３地域支援事業繰入金については、総合

事業にかかる町負担分の増減額を計上しました。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。 

○２番（西 靖邦君） ９ページです。款２保険給付費、項１の介護サービス諸費、目

１介護サービス諸費で節１８負担金補助及び交付金の居宅介護サービス給付費ですね、

１，４９０万４，０００円の減額なんですけども、これは保険給付を利用した在宅サー
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ビスの被保険者が減ったということなんですけども、その主な理由はなんでしょうか。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 居宅介護サービス給付費にはサービスの種類が１２種

類ございます。訪問介護ですとか訪問入浴介護それぞれありまして、認定者数が減った

んではなくて、通所リハビリ、自宅からデイサービスセンターでリハビリをするサービ

スですとか、短期入所生活介護、ショートステイですね、その利用者が減ったことでそ

の分の給付費が落ちたということになります。 

○議長（金子光喜君） ほかに質疑ありませんか。 

○５番（森山 宏君） 同じく９ページのですね、認定調査等費、これで主治医意見書

作成委託料ですか、これは減額になっているのに審査会の負担金は増、結局認定業務の

件数は減ってないとおっしゃったですけども、実態はどうなっているんでしょうか。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 主治医意見書作成委託料の減額は認定調査の件数の見

込みが当初見込みより減ったところでございます。それから介護認定審査会の負担金は

認定審査会の職員の人件費の変更があったというところでの増となります。この主治医

意見書作成委託料とこの審査会の負担金の件数の関係性はございません。 

○議長（金子光喜君） ほかに質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第２４号「令和４年度湯前町介護保険特別会計補正予算（第４号）」を

採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第２４号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５  議案第２５号 令和４年度湯前町後期高齢者医療保険特別会計補正予算 

（第２号）について 

○議長（金子光喜君） 日程第５、議案第２５号、「令和４年度湯前町後期高齢者医療

保険特別会計補正予算（第２号）について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第２５号、令和４年度湯前町後期高齢者医療保険特別会計

補正予算（第２号）について、提案理由の説明を申し上げます。 
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 今回の補正予算につきましては歳入歳出予算の総額からそれぞれ９４９万９，０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６，７１３万８，０００円とするものでご

ざいます。 

主な補正につきましては、後期高齢者医療広域連合納付金の補正でございます。 

詳細につきましては、課長より説明をさせます。どうぞよろしくお願いします。 

○税務町民課長（北崎真介君） 議案第２５号、令和４年度湯前町後期高齢者医療保険

特別会計 補正予算 第２号について、ご説明いたします。 

８ページの事項別明細書、歳出から説明いたします。 

款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費、節 11 役務費では、令和４年度では被保

険者証の２回交付がありましたが、施設入所者等の分は施設毎にまとめて、持参して交

付したため、不要となり 11 万 2,000 円を更正減額ました。 

節 18 負担金補助及び交付金では、被保険者保険料負担金は、確定している調定額と見

込額を勘案し５８３万６，０００円、また、保険基盤安定負担金が確定しましたので、

３５５万１，０００円をそれぞれ更生減額しました。合計９３８万７，０００円の更生

減額となりました。 

次に歳入を説明いたします。７ページをご覧ください。 

款１後期高齢者医療保険料、項１後期高齢者医療保険料、目１特別徴収保険料、節１現

年分は、既に確定している調定額に今後の見込みを勘案して６８８万６，０００円を更

生減額し、目２普通徴収保険料、節１現年分に、これまでの実績に今後の見込みを加え

８８万円を、節２滞納繰越分には、確定している調定額に合わせて、５万８，０００円

を計上しました。 

目２保険基盤安定繰入金、節１保険基盤安定繰入金に、歳出でご説明しました負担金

の交付額が確定したため、３５５万１，０００円を更正減額しました。 

歳入歳出それぞれ９４９万９，０００円を減額した補正となります。 

以上で説明を終わります。よろしくお願い致します。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第２５号「令和４年度湯前町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第

２号）について」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第２５号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６  議案第２６号 令和４年度湯前町水道事業会計補正予算（第７号）につい 

て  

○議長（金子光喜君） 日程第６、議案第２６号、「令和４年度湯前町水道事業会計補

正予算（第７号）について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第２６号、令和４年度湯前町水道事業会計補正予算（第７

号）について 、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正予算につきましては、上水道工事に伴う消火栓設置工事負担金等の補正で

ございます。また企業債の補正も行うものでございます。 

詳細につきましては課長より説明させます。どうぞよろしくお願いします。 

○建設水道課長（中園誠二君） 議案第２６号、令和４年度湯前町水道事業会計補正予

算（第７号）につきまして、ご説明いたします。 

２ページをご覧ください。 

収益的収入及び、資本的収入の補正になります。 

第２条 令和４年度 湯前町水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入の予定額を

補正するもので、 

収入（科目）第１款 水道事業収益８，２４０万８，０００円から、１０５万９，０

００円を減額し、８，１３４万９，０００円とするものです。 

 次に、第３条 資本的収入の補正です。 

 収入（科目）第１款 資本的収入 

 １億８９６万３，０００円から、７３０万円を減額し、１億１６６万３，０００円と

するものです。 

 ９ページをお願いいたします。 

令和４年度 湯前町水道事業会計補正予算(第７号)見積の基礎により、ご説明いたし

ます。 

収益的収入 

第１款 水道事業収益、項１営業収益、目２受託工事収益、節３他会計工事負担金に

つきましては、９７万２，０００円を減額しました。 

令和４年度中に施工しました、配水管布設工事に伴う、上村・下村地区の消火栓設置

工事の入札残となります。 
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項２営業外収益、目４一般会計補助金、節１一般会計補助金につきましては、「新型

コロナウイルス対応地方創生臨時交付金事業」の、「原油価格・物価高騰対応分」枠と

して、９月請求分から１２月請求分までの４か月分と、同じく「重点交付金」枠を利用

しました、１月請求分から２月請求分までの２か月分、計６か月分の水道使用料基本料

金を減免しましたが、その精算に伴い、残額８万７，０００円を減額するものです。 

 次に、資本的収入ですが、 

第１款 資本的収入、項１企業債、目１企業債、節１企業債につきましては、７００

万円を減額しました。令和４年度中に実施しました、上村・下村地区の配水管布設工事

と、浄水場への取水を行う、取水施設改修工事分となります。当初６，９００万円の借

り入れを予定していましたが、入札残があり、事業費の  調整を行い、企業債を減額

するものです。 

 項２出資金、目１一般会計出資金、節１一般会計出資金につきましては、３０万円を

減額しました。企業債と同様に、土砂災害対策工事における、入札残分を減額するもの

です。 

以上で、議案第２６号、令和４年度湯前町水道事業会計補正予算（第７号）の説明を終

わります。よろしくお願いします。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。 

○２番（西 靖邦君） ７ページのですね、貸借対照表の件ですけども、資産の部の未

収金が１，２７５万円となっています。これは流動資産に計上してありますので、回収

までの期間が1年を超えることがないような回収方法をとられていかれるのでしょうか。 

○建設水道課長（中園誠二君） そうなっております。未収金については滞納分を含め

たものとなっております。滞納を減らしていきたいと思っております。 

○議長（金子光喜君） ほかに質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第２６号「令和４年度湯前町水道事業会計補正予算（第７号）について

 」を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって、議案第２６号は、原案のとおり可決さ

れました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７  議案第２７号 令和５年度湯前町一般会計予算について 

 

○議長（金子光喜君） 日程第７、議案第２７号、「令和５年度湯前町一般会計予算に

ついて」を議題とします。 

新年度の予算案については、先に町長から予算編成方針の説明があったところです。 

ここで、本案の審議の方法について、お諮りします。最初に、事項別明細書の歳出から

款ごとに説明を求め、質疑は款、一部項ごとに行います。 

次に、議決に付された各表と歳入全科の説明及び質疑をし、付属調書等の説明は省略

します。 

最後に、予算案全体にわたって補足又は総括しての質疑をすることにしたと思います。

これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君）    「異議なし」と認めます。したがって、最初に、事項別明細

書の歳出から、款ごとの説明、質疑は款、一部、項ごとに行い、次に、議決に付された

各表及び事項別明細書、歳入の説明と質疑をし、最後に、予算案全体にわたって補足又

は総括しての質疑をすることにいたします。 

最初に、事項別明細書の歳出、款１、議会費の説明をさせます。 

○議会事務局長（赤池昌信君）   款１議会費を説明いたします。 ２６・２７ページを

ご覧下さい。 

令和５年度予算額として、６，６９３万２，０００円を計上しました。令和４年度と

比較して、２９６万５，０００円の減となっています。令和５年度一般会計予算の歳出

総額に占める割合は、１.７％となっています。減の主な理由は、会計年度任用職員の人

件費の減によるものでございます。会議録作成は主に会計年度任用職員に担っていただ

いていましたが、令和５年度からは県との共同運用による議事録作成支援システムを利

用することとしたためでございます。 

それでは、節１報酬から順にご説明します。 

節１報酬から節４共済費までは、議員の皆様及び議会事務局職員の人件費関係を計上し

ております。議員共済負担金は、議員年金制度廃止に伴います共済金の給付に要する費

用を支払っているものです。年々減少しておりまして、令和４年度と比較して１９万４，

０００円減の８６９万４，０００円を計上しました。 

節８旅費は、本会議・全員協議会・常任委員会・特別委員会が対象となります議員会

議出席に伴う費用弁償１０３万１，０００円、それ以外の会議出席や出張に伴う費用弁

償２３２万８，０００円、事務局職員の普通旅費５４万３，０００円を計上しました。 



- 140 - 

節９交際費は、議長交際費として前年度同様６３万円を計上しました。 

 節 10 需用費では、議会だよりと会議録の印刷製本費９５万５，０００円などを計上し

ました。 

２７ページをご覧ください。 

節 12 委託料では、会議録電子データ化業務委託料として１３０万円を計上しました。法

律で永久保存を義務付けられております本会議の会議録でありますが、古い時代の会議

録は紙媒体のみの保存となっておりまして、腐食し朽ち果てる前に、マイクロフィルム

で永久保存するためのものでございます。令和５年度は、昭和３４年から昭和４３年ま

での分を行う予定であります。 

 節 17 備品購入費は会議録作成用パソコン購入費１８万円を計上しています。令和５年

度からは県の議事録作成支援システムを利用することとしたため、会議録作成を行うた

めの専用のパソコンを購入するものでございます。 

節 18 負担金補助及び交付金は、熊本県及び球磨郡の町村議会議長会負担金など、各種

協議会負担金を計上しております。 

以上で議会費の説明を終わります。 

○議長（金子光喜君）   これから款１の質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、款１議会費の質疑を終わります。次に款２

総務費の説明を求めます。 

○総務課長（西村洋一君） ２７ページです。款２総務費をご説明申し上げます。なお、

町長が施政方針で述べられましたとおり令和５年度は骨格予算として編成しておりま

す。 

款２、総務費全体は６億２，２６１万７，０００円を計上しました。令和４年度と比

較して、４億９，０４５万１，０００円の減であります。歳出に占める構成比は１５．

７％になります。以下、目ごとに主なものを中心にご説明申し上げます。 

目１一般管理費につきましては１億３，７６８万９，０００円を計上しました。前年

度と比較して、４，８２０万８，０００円の減でございます。それでは、節毎に主なも

のをご説明いたします。 

節 1 報酬２１０万円は、情報開示審査会ほか各種審査会の委員報酬、会計年度任用職

員１名の報酬を計上しました。 

節２給料、５，００６万７，０００円は、町長及び総務課職員等の給料を計上し、２

８ページにかけて、節３職員手当等４，１００万７，０００円についても同様に、町長

及び総務課職員の期末手当のほか、時間外勤務手当、日直手当等を計上しました。 

節４共済費の、地方公務員災害補償基金負担金３７万２，０００円と非常勤職員公務
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災害補償負担金２７万４，０００円は、節 18負担金及び交付金から、また、その下、自

治体委託業務等災害補償保険料１６万８，０００円は、節５災害補償費から当節に組み

替えました。 

節７報償費、１１万１，０００円は、区長会開催の出席における謝金を計上いたしま

した。 

節８旅費、１８５万３０００円は、情報開示審査会等の各種審査会の費用弁償ほか、

普通旅費は町長及び職員の出張旅費を計上いたしました。 

２９ページです。節９交際費、町長交際費は８０万円を計上しました。令和４年度と

比較して１００万円を減額していますが、これは本町の町長交際費及び食糧費の支出に

ついて、その性質に類似点が多いことから、なかなか分けづらいところがあったのです

が、令和５年度からは町長交際費では式典等の負担金や香典、供花などに止め、地域の

活性化や定住人口の拡大に向けた、企業・個人との交際・懇親活動は、その目的ごとの

款に食糧費として計上いたしました。全国ほとんどの自治体と同様の運用に変更したと

ころです。なお、令和４年度の町長交際費と食糧費の合計額と、令和５年度の合計額は

同額としております。食糧費の運用は各課に任せますが、おざなりにならないよう、す

べて総務課長合議とし、町長交際費と同様に町民の皆様に疑念を持たれないよう、しっ

かりと取り組んでまいります。 

節 10 需用費は４７２万円と、令和４年度と比較して２９万４，０００円と増えてござ

います。消耗品、燃料費関係の物価高騰を見込んでの増となっております。 

 食糧費１６万円と昨年度より増加しておりますのは、先ほどご説明いたしました町長

交際費から食糧費へ組み替えた、総務課分であります。 

節 11 役務費、７９万７，０００円は、一般文書の切手等の通信費ほか、災害対策費用

保険料５４万７，０００円を計上しました。これは、集中豪雨や台風接近の際の避難指

示や高齢者等避難を発令した場合に、避難所の設置、飲料水や食料の提供、対応に要し

た職員人件費に要した費用に対して保険金が支払われるもので、近年の警報発令頻度の

多さ、避難所開設の実績を考慮し、保険加入を判断したものでございます。 

節 12 委託料、１，１８１万７，０００円は、健康診断委託料１３５万２，０００円、

行政人事評価システム保守委託料１３２万円、区長業務委託料８４７万円などを計上い

たしました。また、令和５年度から職員採用試験委託料３万５，０００円を当初から計

上いたしました。 

節 13 使用料および賃借料は３７７万９，０００円でございます。宿舎等借上料がなく

なりますので、令和４年度当初予算との比較で減額になっております。ＦＡＸ複合機、

高速印刷機の使用料、職員の出張等での有料道路使用料を計上しました。 

節 17 備品購入費、４４万３，０００円は、地域おこし協力隊をはじめ、職員数の増に
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より机・椅子の購入が主なものです。 

節 18 負担金補助及び交付金、８８万７，０００円でございます。先ほどご説明いたし

ました公務災害補償基金負担金と非常勤公務災害補償組合負担金を別の目に組み替えま

したので、令和４年度当初予算との比較で減額になっております。そのため、県町村会

負担金、郡町村会負担金などの計上になっております。 

３０ページです。 

目２文書広報費につきましては、５７４万９，０００円を計上しました。 

節 10 需用費には、広報紙印刷費、旬報印刷製本費をそれぞれ計上しました。 

節 12 委託料は、町例規データベースデータシステム保守委託料２２２万円を計上しま

した。 

節 18 負担金補助及び交付金の中で、郡市広報研究協議会負担金は、新型コロナウイル

ス感染症の影響により、活動が出来なかったことから、令和４年度の負担金はありませ

んでしたが、令和５年度から負担金の徴収が再開されるものです。 

目３財政管理費につきましては、２，７５９万７，０００円を計上しました。 

節 12 委託料に、新地方公会計の連結財務諸表、町の財務状況を表す財務書類を公表す

るための、統一基準モデル財務書類作成支援業務委託料、併せて統一的な基準による財

務諸表作成にも関係する固定資産台帳管理システム保守業務委託料を計上いたしまし

た。 

節 24 積立金、ふるさと納税の寄付金を「ふるさと応援基金」への積立金として 2,300

万円を計上いたしました。 

目４会計管理費につきましては、会計事務に要する経費を計上しました。印刷製本費

が上がっておりますが、納入通知書の在庫減少により作成するものです。 

３１ページです。 

目５財産管理費につきましては、３，１４４万９，０００円を計上しました。令和４年

度と比較して、２５７万４，０００円の減額でございます。 

節１報酬から節８旅費まで、町長車運転の会計年度任用職員の人件費を計上しました。 

節 10 需用費の中で、燃料費、光熱水費は原油価格高騰の影響で大幅に増額して計上し

ております。   

節 11 役務費、７４４万９，０００円については、庁舎電話料、町有建物災害保険、公

用車保険など、それぞれ計上いたしました。 

節 12 委託料、１７９万７，０００円は、役場庁舎電気工作物保安業務委託料２８万７，

０００円ほか、役場庁舎の警備委託料などを計上しました。 

 ３２ページです。 

節 14 工事請負費は、第３分団４部の旧消防団詰所の解体工事ほか、役場駐車場と右田
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事務所の境界に植栽されております樹木の伐採と舗装、また木塀を設置し、住民の方が

利用しやすい駐車場の整備を行うものです。 

節 17 備品購入費９５万円は、リース車以外の公用車のドライブレコーダーを更新する

ものです。対象車両は１９台となります。以上です。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 同じページの目６公有林管理費です。 

目６公有林管理費につきましては、９，３２６万円を計上しました。 

町有林の維持管理に要する経費が主なもので、令和４年度と比較しまして、４，１２

９万６，０００円の増額となりました。主な増額の要因として、令和５年度で間伐の計

画、くれない森造成事業、ＪＲ九州商事の森造成事業で人工造林等の計画を増加し、ダ

イダンの森事業は２年目となり当初予算から造成事業の予算を計上し増額となりまし

た。 

節 11 役務費に、町有林８４０．３４ha分の森林災害保険料３２４万１，０００円を計

上しました。 

３２ページから３３ページにかけてとなります。 

節 12 委託料に８，６３９万７，０００円を計上しました。内訳としまして、町有林造

成事業委託料は４，８６３万４，０００円で人工造林５．２４ha 防護柵設置２，０９６

ｍ、下刈り１.０９ha、間伐２７.９ha、除伐２.６４ha、作業道補修２路線を計画してい

ます。くれないの森造成事業委託料は２１１万１，０００円で人工造林０.９６ha、防護

柵設置３８４ｍ、下刈り０.２４ha を計画しています。ＪＴの森造成事業委託料は４６７

万２，０００円で下刈り１７．３２ha を計画しています。ＪＲ九州商事の森造林事業委

託料は１，６５７万円で人工造林６．５３ha、防護柵設置２，６１２ｍ、下刈り９．７

８ha を計画しています。ダイダンの森造成事業委託料は６１４万８，０００円で、人工

造林２.９２ha、防護柵設置１，１６８ｍ下刈り０.３６ｈａを計画しています。公有林

管理委託料は３５０万円を計上しました。森林分析委託料は、令和４年度からの継続と

なり、４６７万２，０００円を計上しました。これは、林野庁による航空レーザ測量が

実施されており、このデータを元に町内の民有林の森林資源解析等を行い森林経営の効

率化を図るものや、崩壊の危険度の把握し施業地と保全対象の位置関係の確認により作

業道などの開設の計画、治山事業の要望等の際の資料にも活用したいと考えています。 

節 13 使用料及び賃借料に、森林ＧＩＳシステム使用料６５万７，０００円と積算シス

テム等使用料２１万８，０００円を計上しました。 

節 18 負担金補助及び交付金は、森づくり実行委員会関係で、企業・法人等の森づくり

で令和４年度から企業と協定がこれまでの３社から４社になったこと、この森づくり事

業で最も大きいＪＴ様との協定が令和５年度までとなり令和６年度以降の関係強化の経

費をお願いたいとしています。また、森づくり実行委員会では、町有林伐採検討委員会
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を有識者により設置しています。この中で、森林経営管理法に基づく森林経営意向調査

を基にした新たな検討を令和５年度からお願いしたいとしており、192 万円を計上しまし

た。 

節 21 補償補填及び賠償金は、令和５年度で実施する間伐事業で、国有林との分収林契

約箇所となり、売り払いについて分収割合に応じ、補償費 30 万円を見込み計上しました。 

以上です。 

○総務課長（西村洋一君） 同じく３３ページです。 

目７交通安全対策費です。１，１６１万７，０００円を計上しました。交通指導員の

活動経費、交通安全対策に要する経費を計上しております。 

節７報償費、交通指導員報償費３４５万円は、これまでの実績ベースを勘案して計上

してございます。 

 節 10 需用費の光熱水費は２６５万円の計上で街路灯・防犯灯の電気料ございます。電

気料高騰の影響により、令和４年度より３０万円を増額して計上しております。 

また修繕料は、１３９万円と令和４年度当初より２７万５，０００円を増額しています

が、最近、水銀灯タイプの街路灯の玉切れが目立っており、ＬＥＤ照明に交換の修繕が

高額であるため、増額予算となっております。 

節 14 工事請負費３５０万円は、交通安全施設設置工事として、野中田２区、町道幸野

溝側線の、歩行者の転落防止柵設置やカーブミラーの取り換え工事などを予定していま

す。また、ＬＥＤ防犯灯設置工事１３０万円については、ふるさと応援基金いわゆるふ

るさと寄附金を活用させていただき、子供たちの通学路を主体に学校側、地区要望箇所

等を考慮して新規と取換え（２０基）を計上しました。 

節 18 負担金補助及び交付金３５万７，０００円は、各種協会等の負担金を計上しまし

た。 

 ３４ページです。 

目８防災諸費は、１，６２８万８，０００円を計上しました。まず、節７報償費の講師

等謝金から節 10需用費までの項目は、自主防災組織の訓練に関する費用をはじめ、令和

３年度から取り組んでいるＢ＆Ｇ財団防災拠点整備に関するもので、令和４年度に導入

した油圧ショベル、ホイルローダー等の消防団員等を主体とした操作研修などの予算を

計上しました。需用費の消耗品費は、球磨川水系防災減災ソフト対策等補助金、補助率

３分２を活用し自主防災組織防災訓練用の消耗品の購入、備蓄食料品の購入など、予算

の範囲内で補充する形で備蓄も含め、必要なものを考えているところでございます。 

節 11 役務費は、衛星携帯電話ほか、災害発生時における住民と役場との非常用通信手

段の確保、役場対策本部と災害現地調査に向かう職員との山間部での通信手段の確保の

ための通信機器の通信料などを計上しました。 
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３５ページです。 

節 12 委託料、特別教育等委託料１０４万３，０００円は、Ｂ＆Ｇ財団防災拠点整備で導

入した油圧ショベル等の操作研修を委託するもので、労働安全法に定められた重機操作

にかかる教育を受講させるものです。防災ラジオシステム維持管理業務委託料７９３万

１，０００円は、防災ラジオの送信局、これはあさぎり町と人吉市にございますが、防

災ラジオを運営しています人吉市、あさぎり町、相良村、本町湯前町の４市町村で維持

費を分担します。また配信局が本庁舎内と上球磨消防署内にございますが、その維持費

となります。 

防災ラジオシステム配信局インターネット回線切り替え作業委託料４０万円は、配信局

設置時にはＮＴＴのインターネット回線が未整備のため、はじめは町のインターネット

回線を利用し、ＮＴＴ回線が利用できるようになった後に、その切り替え作業を委託す

るものです。 

防災ラジオシステム・町ホームページ連携改修委託料１１９万９，０００円は、防災

ラジオで流す情報を、町ホームページに自動でアップできるようにするものです。また、

ＬＩＮＥとの連携も自動に行えるようにする予定です。 

○企画観光課長（本山りか君） 目９企画調整費は、１億２，５５４万５，０００円を

計上しました。Ｒ４年度に比べ４２６万１，０００円の増額となります。増額の主な要

因は、ふるさと納税寄付見込額を増額したことや総合計画策定予算の増額によるもので

す。企画振興係・ふるさと納税係の職員及び地域おこし協力隊の人件費のほか、計画策

定、移住定住促進、ふるさと納税、公共交通に係る費用が主なものです。節ごとに主な

ものについてご説明いたします。 

節１報酬に計画策定審議会報酬３８万８，０００円を計上しました。令和５年度は総

合計画の基本計画（後期）の策定年度になっていますため、その策定に係る審議会開催

に係る報酬のほか、総合計画、総合戦略、過疎計画の検証のための審議会開催費用を計

上しました。節９にも審議会開催のための費用弁償２４万円を計上しています。 

同じく、節１報酬に地域おこし協力隊報酬２２６万７，０００千円を計上しました。

移住定住促進事業に携わっていただく協力隊１名分の報酬１２カ月分となります。令和

５年度は空き家バンクの運営、移住相談、町情報の発信などに携わっていただくことと

しています。協力隊に係る費用は報酬のほか、活動費用として旅費、消耗品費、携帯電

話使用料、車のリース料などをそれぞれの節に計上しています。なお、協力隊の活動に

係る費用は特別交付税で措置されます。 

３６ページをお願いします。 

節７報償費にふるさと納税返礼品代２７万円を計上しました。これは窓口寄付見込額の

３割分の返礼品代となります。前年度と比べ、８７３万円の減額となっていますが、こ
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の要因としましては、これまでポータルサイトを利用した寄付に対する返礼品関連費用

は、返礼品代を報償費に、返礼品の発送費用を役務費にそれぞれ計上しておりましたが、

今般、予算費目が適切でないことが判明しました。そのため、令和５年度からは、返礼

品代と発送費用については、ふるさと納税ポータルサイト業務委託料に含めて計上する

ことに見直すことにしたため減額となっているものです。移住定住促進事業に伴う講師

謝金１０万５，０００円を計上しました。これは、空き家の所有者を対象とした空き家

に関する相談会を実施するための費用です。空き家所有者のお悩み事を直接、司法書士

や宅地建物取引士の方々にご相談していただき、空き家の適正管理や流動化を促進して

いきたいと考えています。相談会は２回を予定しています。若者会議講師謝金２０万円

を計上しました。商工業者、農林業者をはじめとする町内の若い方々にまちづくりにご

参画いただくためのきっかけづくりとなるような講演会を２回開催したいと考えていま

す。まちづくりアンケート調査に係る謝金１９万円は、総合計画の基本計画後期の策定

のため、全世帯を対象としたまちづくりに関するアンケート調査を実施したく、ご協力

をお願いします区長様への謝金を計上しました。同じ理由により、節 11役務費の通信費

にも送付費用の２１万７，０００円を計上しました。 

節 10需用費の印刷製本費に町勢要覧の印刷製本費２１万３，０００円を計上しました。

令和３年度に作成しました町勢要覧を一部内容の修正を行ったうえで２００部増刷した

いと考えています。また、デジタル田園都市国家構想地方版総合戦略印刷製本費２８万

６，０００円を計上しました。令和４年１２月末に国の総合戦略が大きく改訂されたた

め、本町の総合戦略も見直しが必要かと思われますので計上しました。また、総合計画

基本計画後期の策定に伴う印刷製本費２４万１，０００円も計上しています。 

節 11 役務費の通信運搬費は前年度と比較して大きく減額となっていますが、先ほどご

説明しました、ふるさと納税費用の予算費目の見直しに伴う減額となっています。広告

料は前年度より１１万円の増の２２万円を計上しました。郵便局の主要局のパンフレッ

ト空きスペースにふるさと納税チラシや観光パンフレットを設置していただくための広

告料として計上しました。 

３７ページをお願いします。 

節 12 委託料のふるさと納税ポータルサイト委託料として２，８２８万２，０００円を

計上しました。令和４年度は寄付の目標額を３，０００万円として計上しておりました

が、令和５年度は５，０００万円として計上しております。また先ほどご説明しました

とおり、報償費と通信運搬費に計上しておりました費用をこの委託料に組み替えました

ことから増額となったものです。同じく委託料に婚活イベント委託料９９万円を計上し

ました。令和 4 年度に引き続き、本町の未婚率の上昇や晩婚化に歯止めをかけるため、

結婚を希望する人に対して出会い・交流できる場を提供する婚活イベントを実施したい
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と考え計上しました。民間企業のノウハウを活用し、若者の結婚へのきっかけづくりを

支援することで若者の移住定住につなげていきたいと考えています。この事業には県か

ら７万５，０００円の補助見込みがありますので、児童福祉費県補助金の少子化対策総

合交付金の中に含めて計上しています。 

節 13 使用料及び賃借料に総合計画作成用パソコンリース料１６万８，０００円を計上

しました。総合計画の基本計画後期の印刷に係る編集用パソコンのリース料です。 

節 18負担金補助及び交付金に人吉球磨スマートインターチェンジ協議会負担金２１０

万１，０００円を計上しました。令和元年に供用開始されたスマートインターチェンジ

整備に伴う借入金の償還に係る負担金となります。償還は令和１６年度まで予定されて

います。住宅リフォーム補助金は、Ｒ４年度と同じく補助限度額３０万円の１２件分の

３６０万円を計上しました。空き家リフォーム等補助金は、Ｒ３年度の実績を勘案し１

４０万円減額の１５０万円を計上しました。内訳は、改修補助５０万円の１件分と解体

補助８０万円の１件分及び家財道具処分１０万円の２件分となります。住宅リフォーム、

空き家リフォーム補助金は、財源としてふるさと応援基金を活用させていただく予定と

しています。地方バス運行等特別対策補助金及びくま川鉄道経営安定化補助金は、それ

ぞれこれまでの実績を踏まえ計上しました。補助金申請時の実績に応じて年度途中に補

正をさせていただきたいと思います。湯前町移住者支援金は、東京２３区などの都市圏

から本町に移住し、登録事業所への就業やテレワークによる事業継続または起業をされ

た方への支援金となります。現段階における申請見込額である１世帯分１００万円を計

上しました。地域おこし協力隊起業支援交付金は、Ｒ５年度中に３年間の任期満了を迎

える隊員 1 名分の起業支援交付金として１００万円を計上しました。この交付金は国の

特別交付税で措置されます。 

３８ページをお願いします。 

くま川鉄道再生協議会負担金は、運営費分１９万１，０００円と人件費分８７万１，０

００円を計上しました。運営費分は事務局運営に係る費用で、構成１０市町村による均

等割の負担額となっています。人件費分は人吉市、あさぎり町、湯前町の３市町から派

遣される事務局職員の人件費で、くま川鉄道経営安定化補助金の負担率により算出され

た額となっています。くま川鉄道再生協議会負担金（災害復旧費）２，６５５万６，０

００円は、令和２年７月豪雨による被災個所の令和５年度復旧工事に係る負担金です。

令和５年度工事の主な内容は、球磨川第４橋梁の第２期建設工事である橋脚新設、トラ

ス桁架設、トラス桁製作はじめ、軌道復旧工事、信号・通信保安設備復旧工事に伴う詳

細設計などが予定されています。総事業費は１６億６００万円、補助対象経費は消費税

を除く１４億６，０００万円となっています。このうち国が２分の１の７億３，０００

万円、県が４分の１の３億６，５００万円を補助し、残り４分の１の３億６，５００万
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円を構成１０市町村が補助することとしています。そしてこれをくま川鉄道経営安定化

補助金の負担割合で算出した２，６５５万６，０００円が本町の補助額となるため計上

しています。結婚新生活支援補助金２６２万９，０００円を計上しました。これはＲ４

年度から始めた事業で、本町における少子化対策に資することを目的としているもので、

結婚による新生活に伴う住居費及び引っ越し費用の一部を支援するものです。ご夫婦の

所得合算額が５００万円以下の世帯が対象となっており、Ｒ５年度は２９歳以下のご夫

婦３組からの申請を見込み、１組あたりの上限額６０万円の３組分１８０万円のほか、

Ｒ４年度に申請されたご夫婦の補助残額分８２万９，０００円を合わせて計上しました。

この事業は国から３分の２の補助がありますので、歳入に少子化対策重点交付金１７５

万２，０００円として計上しています。地域おこし協力隊住宅費補助金として１８万円

を計上しました。協力隊の住宅料１２か月分となります。また地域おこし協力隊の研修

費用として職員研修費１１万９，０００円を計上しました。この２つの経費は、協力隊

活動費として特別交付税で措置されます。以上です。 

○議長（金子光喜君） ここで、休息のため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時０２分 

再開 午後２時１３分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を続けます。款２総務費の説明の途中です。 

○総務課長（西村洋一君） 目 10 情報通信管理費につきましては、２，１０３万２，０

００円を計上しました。 

 節 10 需用費から節 13 使用料および賃借料までの各項目の予算は、現状の光ケーブル

とＩＰ告知放送端末でのインターネット接続サービス及び地デジ難視聴地域への映像配

信のため、令和５年度は全線残しますので、その維持管理費に要する費用でございます。

また、ページ下から２段目、地デジ難視聴地域テレビ受信調査委託料１５５万６，００

０円は、全員協議会でもご説明いたしましたが、光ケーブル民営化に伴いまして、今後

不要なケーブルを撤去してまいりますが、現状のシステムでは半分以上のケーブルを残

さなければならない。また、センター設備の更新にも多額の予算が必要であり、この調

査により、コストと行政事務両面での削減の仕組みを構築できないか調査するものです。

その下、公衆無線 LAN 環境構築業務委託料１４５万２，０００円は、既存 Wi－Fi が利用

できなくなることから、住民及び観光客、またワーケーション等にて来町する企業等に

対するサービス向上を図るため、町内２０箇所に新規構築を図るものです。 

 ３９ページです。 

 節 17 備品購入費に、地デジ再送信用機器購入費として６６万円を計上いたしました。 
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目 11 電算情報管理費は、５，８４９万５，０００円を計上しました。一般管理費等に、

職員が業務で使用する庁舎内電算運用関係の費用、国や県、及び町内の公共施設間のネ

ットワーク費用などを計上しています。 

節 11 役務費は、議会会議用タブレット３３台の通信費等となります。 

節 12 委託料２，２２２万７，０００円は、電算運用支援委託料８６８万６，０００円

ほか、職員の業務に使用している総合行政システムに係る電算関係の保守経費等を計上

しております。また、下から２段目、総合行政システム標準化対応業務委託料８２５万

円は、地方公共団体システムの標準化・共通化に係る業務でありますが、全額国の補助

となります。その下、自庁型データサーバー設置業務委託料１２４万５，０００円は、

現在使用しているデータ容量が７００ギガしかなく、作業中に画面がフリーズしたりデ

ータが消失するなど、その対応に苦慮しておりましたので、役場サーバー室内に高容量

のハードディスクを設置するとともに、セキュリティ対策を講じるものです。シニア向

けデジタル活用支援業務委託料９７万７，０００円はＩＣＴタブレット、パソコン、ス

マホ等の操作スマホからのマイナンバーカード申請方法等に関する講習会など、相談会

の開催に要する委託料を計上しました。 

節 13 使用料及び賃借料、３，１３６万３，０００円は、職員の通常業務に使用する総

合行政システムに係る電算機器関係の経費等が主なものでございます。電算機器リース

料の１，２１８万１，０００円は、電算関係の庁舎内サーバー機器、職員用パソコンの

使用料でございます。総合行政システムＡＳＰ使用料１，２７３万８，０００円は、職

員が扱う総合行政システムで、システムベンダー会社との専用回線、データセンターと

基本ソフトの使用料になります。外字管理ソフト使用料５２万８，０００円は、国が進

める標準化システム移行に向けて、現在使用しているソフトが準拠していないため新し

いソフトの利用料でございます。ソフトライセンス使用料９９万円は、議会会議用タブ

レット端末の文書共有システムのアプリ使用料でございます。令和４年８月から容量を

追加したため増額となっております。 

節 18 負担金補助及び交付金、県市町村電子自治体共同運営協議会負担金９３万円は、

令和５年度より新たに次期セキュリティクラウドの年間経費や、議事録作成支援システ

ムと職員のパソコンとスマホを使い双方向の情報発信やデータのやり取りができるビジ

ネスチャット「LOGO チャット」といいますが、この２つの機能を追加しましたので、そ

の分が増額となっております。 

目 12 災害復旧管理費につきましては、４２万３，０００円を計上いたしました。令和

４年度までは、建設水道課、農林振興課のそれぞれの災害復旧係が使用するプレハブ事

務所の経費、公用車リース料パソコンリース料などを計上しておりましたが、令和５年

度からは土木費にて計上しております。なお、プレハブにつきましてはリースが令和４
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年度末で終了するため返却し、災害復旧係は、旧農業委員会室を使用する予定でござい

ます。 

目 13 諸費につきましては、７２７万３，０００円を計上しました。 

節 18 負担金補助及び交付金には、人吉球磨広域行政組合運営費負担金ほか、各種協議

会の負担金、職員研修費等を計上しました。職員研修費は３００万円を計上いたしまし

た。新型コロナウイルス感染症も沈静化しており、対面研修の復活が予想されるところ

ですが、西議員の一般質問でもお答えいたしましたとおり、接遇マナーの研修をはじめ、

専門知識の習得など、積極的に資質の向上を図りたいと考えております。 

以上でございます。 

○税務町民課長（北崎真介君） 引き続き、４１ページからになります。 

項２徴税費についてご説明いたします。 

目１税務総務費については、前年度比４２５万２，０００円増の５，１５７万２，０

００円を計上しました。短期の会計年度任用職員を含む職員等８名の人件費、物件費等

の経費が主なものとなります。増の主な要因は、各節による多少の増減があった事に関

わらず、令和４年度において、１名の減となっていた職員１名分と会計年度任用職員の

１名分を計上した他、新規に計上した委託料や備品購入費があることでございます。 

節 11 役務費では、通信費及び手数料において、賦課徴収に係る分を、目２賦課徴収費

の節 11 役務費の方へ組み替えて減額となった他、税務担当で管理しております軽自動車

の車検がありますので、車検手数料１万８，０００円及び自賠責保険料２万円を計上し

ました。 

節 12 委託料に、家屋評価業務委託料９２万５，０００円を計上しました。令和４年度

の当初予算においても、過去３年間の調査棟数を勘案して計上しておりましたが、実際

には住宅等の棟数が増え、増額補正を行いました。令和５年度もその実績を基に計上し

ており、また、技術者単価及び物価上昇等を主とした諸経費上昇により増額しておりま

す。年末ごろには実績が見えてまいりますので、なお不足が見込まれる場合には、補正

予算をお願いしたいと思います。 

次に、４２ページをお願いします。 

砂防指定地面積算出業務委託料５２万円を計上しました。砂防指定地は、県からの通

知による該当区域の平面図と地籍により、課税しておりますが、県の保持する最新の各

種電子データを、本町の地籍管理システムに乗せることにより、その図面上において、

正確な課税の状況が把握できるようになる事の他、土砂災害警戒区域や土砂災害特別警

戒区域等の危険区域を展開でき、視認性を高めることも出来るような副次的な効果もご

ざいます。 

節 13 使用料及び賃借料については、令和４年度と同じ内容で計上している他に、地方
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税ポータルシステム利用料が固定資産税、軽自動車税等、対象税目の拡大により 26 万

4,000 円を計上しました。また、各税、使用料の口座振替には、インターネットを利用し

た電送手続きにて行ってきましたが、一部、金融機関の回線が有料となり、令和６年１

月末に予定されているＩＮＳ回線の廃止により、インターネットに接続しない安全な閉

域ネットワークを利用したＡＤＰ回線へ順次変更され、その使用料が増加する旨、令和

４年度当初でご説明しておりましたが、令和５年度において初回手数料５万 5,000 円と、

先ほどの回線使用料２６万 4,000 円を合わせて、計３１万９，０００円を計上しました。 

その他、地籍管理システムリース料については、９１万３，０００円を計上しました。 

令和５年１２月にて契約が終了し、翌６年１月より新たに５年間のリース契約を予定し

ておりますが、現在使用しているプリンターに関しては、既に１０年ほど使用しており、

代替部品の入手も困難で、劣化が著しいため、新たなプリンターを含んだ構成としてお

ります。 

節 17 備品購入費においては、マイナンバーカード関連申請書作成システム購入費６２

６万１，０００円を計上しました。これは、マイナンバーカードを読み取らせると、各

窓口での各種申請書に、住所、氏名、生年月日等が印字されるものです。不足分は必要

に応じて受付側からでも対面で画面より入力することもでき、複数の申請書も重複した

入力等も無く出力が可能となるものです。書く手間が省け、同時に本人確認を済ませる

ことが出来るため、時間の短縮が図られ、また、ほぼ非接触型に近いシステムとなりま

す。システムを内蔵した本体及びプリンター、設置費用を含む２台分となります。財源

としては、税務関連証明と住基、戸籍関連証明のどちらも対象となるデジタル田園都市

国家構想交付金により２分の１が交付される事となります。 

節 18 負担金補助及び交付金については、令和４年度でもご説明しましたとおり、地方

税電子化協議会負担金の中で、主に軽自動車の車検時の納付情報の電子化に伴い本町で

作成した納付情報ファイルを自動的に軽自動車税納付確認システムに登録する機能の初

期費用として 42 万 9,000 円増加して計上していたもので、令和５年度は計 21 万 3,000

円を計上しました。 

節 22 償還金利子及び割引料については、町税還付金及び加算金に、過去３年間の実績

を勘案し算出した５８万円を計上しました。 

次に、目２賦課徴収費については、徴収に要する経費として、前年度比４５８万６，

０００円増の５２０万４，０００円を計上しました。 

節 10需用費の細節３印刷製本費は、納付書等印刷物の適切な在庫や単価の管理を行い、

不足する納付書や共通納税用の納付書、通知書等を計上しました。 

次に、４３ページをお願いします。 

節 11 役務費、細節１通信費は、先ほど目１税務総務費でお話ししましたとおり、賦課
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徴収にかかる分を組み替えて計上しておりますので、大幅な増となっています。また、

同様に振替手数料でも目１税務総務費から賦課徴収にかかる分を組み替えて、合計１９

０万２，０００円を計上しました。 

節 12 委託料は、制度改正に伴うシステム改修費として、令和６年度から義務付けられ

る特別徴収税額通知電子化に対応するため、令和５年度中に予定されている稼働試験に

必要な基幹税務システムの改修として６２万１，０００円、更に同じく令和６年度から

創設される森林環境税のためのシステム改修の費用として１７８万２，０００円、合わ

せて２４０万３，０００円を計上しました。 

節 13 使用料及び賃借料では、預貯金照会システム使用料として月額基本料及び実績を

勘案しました重量利用料の計１３万８，０００円を計上しました。これは、預貯金照会

システム「DAIS」と申しまして、今までの文書での照会では、回答まで約１か月かかっ

ていたものが、翌営業日に回答され、更に、全店照会が可能となるものです。肥後銀行、

ゆうちょ銀行、ＪＡバンク等、加盟する金融機関を対象としております。 

項３戸籍住民基本台帳費については、職員及び会計年度任用職員それぞれ１名の人件

費をはじめ、戸籍住民基本台帳事務に要する物件費、経常的経費１，９５１万円を計上

しました。前年度比５５８万７，０００円の減となりました。 

節１報酬、節３職員手当等、節４共済費、節８旅費に、窓口業務に係る会計年度任用

職員１名の人件費分を、令和４年度同様、計上しました。 

令和４年度当初計上と比較して、職員１名減のため、節２給料、節３職員手当等、 

節４共済費は、それぞれ大きく減額した計上となりました。 

節 11 役務費の通信費を前年度比１万９，０００円減の１５万６，０００円計上しまし

た。令和３年度より、マイナンバーカード取得強化の一環で、休日交付等を行い、実績

が上がっておるところですが、窓口での待ち時間回避のために、複数で対応するため、

節３職員手当等の時間外手当と同じく、通信費を令和４年度実績見込みを勘案して、計

上しました。現在、一般的な窓口申請方法の他、役場窓口で本人確認後、申請、マイナ

ンバーカードの受領を本人限定受取郵便で行う申請時来庁方式に加え、休日、平日の時

間外交付を実施しており、その費用分となります。本町のマイナンバーカードの交付率

は、２月末現在で６９.９％となっており、熊本県平均を５.１％上回り、郡市平均を１．

９％上回っております。前年同月比較では、３１％の増で、大幅な増となっております。

普及率が上がった要因としましては、令和３年度から、税務町民課の窓口において、職

員が役場のタブレットで、写真を撮って申請するという、町民の皆様の負担のより少な

い取り組みを行ってきており、更に申請と交付を月に１回ずつ休日に実施してきた結果、

多くの利用があったということです。また、前回の期間以降に申請された方も含めて、

マイナポイントの付与があった事も大きな要因と思われます。 
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４４ページをご覧ください。 

節 12 委託料で、住基ネットプログラム修正委託料については、前年度と同額の８９万

１，０００円を計上しました。また、戸籍総合システム保守料として、３２０万３，０

００円を計上しました。前年度比、４０万４，０００円の増です。これは、戸籍事務へ

のマイナンバー制度導入等を目的として法務省の戸籍情報連携システムとのデータ連携

に対応するためのソフトウェアを追加導入するためです。その他、住基ネットワークシ

ステム機器保守料４２万４，０００円、戸籍総合システム機器保守料６４万円、住基ネ

ットＣＳサーバメモリ増設業務委託料として１２万２，０００円などを計上しました。 

節 13 使用料及び賃借料は、住基ネットワークシステム機器リース料は令和５年１２月

末に終了するので、減額となり９８万７，０００円となり、また、戸籍総合システム機

器リース料は、令和５年８月にリース契約が終了し、９月より再リースするため、減額

となり計１２４万円を計上しました。また、戸籍総合システムソフトウェア使用料とし

て１１２万３，０００円を計上しました。戸籍事務への番号制度導入や文字整備等、国

の動向を踏まえた次期システムとしてＷｅｂ方式に対応し、それらに必要な機能の追加

及びシステム標準化等へ対応できる戸籍システムへ、バージョンアップするためのもの

です。以上です。 

○総務課長（西村洋一君） 項４選挙費でございます。 

目１選挙管理委員会費につきましては、選挙管理委員の活動経費として、２１万３，

０００円を計上しました。（定時登録、郡選挙管理委員会研修など） 

目２選挙啓発費は、明るい選挙推進委員の活動経費として６万２，０００円を計上し

ました。 

目３県議会議員選挙費、目４町長選挙費は、令和５年度に実施される選挙の、各予算

項目について、選挙管理委員会の開催、期日前投票、また当日の投開票日の経費につい

て、必要な経費をそれぞれ計上いたしました。 

４７ページです。 

目５参議院議員選挙費は、廃目としています。 

項５統計調査費、目１統計調査総務費の、２万３，０００円につきましては、市町村

民経済計算負担金などの負担金を計上しております。 

目２指定統計費は、住宅・土地統計調査について必要な事務経費をそれぞれ計上して

おります。なお、学校基本調査、工業統計調査、については国県の委託金の詳細が確定

次第、年度中の補正予算で対応を考えております。以上です。 

○監査委員書記（赤池昌信君） 同じく４７ページをご覧ください。 

項６監査委員費、目１監査委員費は１４４万４，０００円を計上いたしました。令和

４年度と比較して、８万 3,000 円の減となっておりますが、令和４年度においては、代



- 154 - 

表監査員が郡の役員を兼ねておられたことで会議出席に係る経費が掛かっておりました

が、令和５年度は役員でなくなることに伴って、経費が減額となるものです。 

監査委員費では、年間の監査実施計画に基づき、決算審査、定期監査、例月現金出納

検査に係る経費や、県及び郡の監査委員協議会の研修会への参加経費を計上しています。 

以上で款２総務費の説明を終わります。 

○議長（金子光喜君） これから款２総務費の質疑を行います。まず項１総務管理費の

質疑を行います。ページは２７ページから４１ページです。 

○２番（西 靖邦君） ３０ページのですね、項１総務管理費、目２文書広報公費、節

13 委託料の２２２万円ですけども、例規データの保守の、という金額なんですけども、

この例規データの保守の頻度の年何回行ってるんですかね、それとまた仮にそのバージ

ョンアップした場合との料金も含まれているんですか。 

○総務課長（西村洋一君） 議員ご質問のほう、町例規データシステム、ベースシステ

ム保守委託料につきましては、年間の保守料になります。年４回定例会がございますが、

そのあとに、条例等の改正が行われた際の、データの書換えとかそういったところを対

応していただいております。 

○２番（西 靖邦君） これ、例規データはこれはバージョンアップは必要ないんです

か年間の。 

○総務課長（西村洋一君） その都度バージョンアップする必要ありませんが、バージ

ョンアップする必要が生じましたら、そのときはこの中で対応するようになっておりま

す。 

○３番（遠坂道太君） ２９ページです。総務費の総務管理費で、委託料の職員さんの

健康診断委託料につきまして、お伺いします。昨年度より、増額となっております。 

そういう部分の増額になった要因についてお伺いします。 

○総務課長（西村洋一君） これは会計年度任用職員と、地域おこし協力隊の人数が増

えましたので、全体で約１０名程度の人数が増えたというところでございます。 

○３番（遠坂道太君） 昨年度でよろしいんですけども、検診の先は、状況としてどの

ようになってるのかそれについて、分かれば教えていきたいと思いますが。 

○総務課長（西村洋一君） これは健康診断でございまして、おのおの人間ドックに行

かれる方はこれはまた別となっております。 

○３番（遠坂道太君） 色々とやっぱり各個人で行かれるとこは違うとは思いますけれ

ども、人間ドックに行かれた中でのあるいは公立多良木病院のですね、コスモの状況辺

り今どのようになってるのかその辺につきまして、お伺いしたいと思います。 

○総務課長（西村洋一君） まずこの健康診断につきましては、全て、公立病院でござ

います。人間ドックにつきましては、しばらく調べさせていただきたいと思います。 
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○７番（味岡 恭君） ページは３７ページのですね、企画調整費の中の負担金補助及

び交付金の中で、空き家リフォーム等の補助金等がございます。説明は先ほどありまし

たが、解体ももちろんできると思うんですが、前年度解体どのくらいあったのかをお尋

ねします。 

○企画観光課長（本山りか君） 令和４年度の実績につきましては、１件解体の補助を

行っているところでございます。 

○７番（味岡 恭君） 費用がかなり、昨年度からすればかなり金額が半額ぐらいにな

っているかと思います。まだまだ湯前中、見ますと古い住宅がかなりあります。その辺

をですね、顧客にいろいろ通達をするなりして、解体を進めていただく。もう、土地の

有効利用をしていくということは出来ないものですか、お尋ねします。 

○企画観光課長（本山りか君） はい。空き家改修等の補助金につきましては、一応補

助要件としまして、解体された後にですね、住宅を建設いただく、これが条件としてい

るところでございます。それは目的からしましてですね、移住定住を促進するという目

的でこの事業を行っておりますことから、その要件がございます。つきましては、解体

をされて、そこにまた住んでいただく。こういうところですね、この方々については、

漏れのないようにですねこういった補助金があること、啓発を行ってまいりたいと考え

ております。 

○７番（味岡 恭君） そういうことを言いたいんですけど、それはもう家の持ち主じ

ゃなくて、有効利用、個人に売ってでも家を建て建てればそれでいいんでしょ。だけど

できるだけそういう方向にですね改解体をして、誰かに売却してお建ていただくという

ような有効利用をしていただければと思います。その辺を考えて、今後もお願いしたい

というふうに思います。 

○企画観光課長（本山りか君） はい。本町におきましては空き家バンクも運用してお

りまして、その中でも当然解体をされてですね、有効活用していただくような物件もご

ざいます。空き家バンクの運用を通じまして、皆様方にはこの空き家リフォーム補助金

もあわせてご紹介をすることでですね、そういった空き家の有効活用についての啓発に

努めてまいりたいと考えております。 

○総務課長（西村洋一君） 先ほど遠坂議員の人間ドックの件ですが、人間ドックの事

業につきましては、これ町の事業ではなくて共済組合の事業になります。共済組合から

の補助がありまして、もう個人で申込みされますので、町のほうでは把握はしていない

ところでございます。しかしながら２～３０名ぐらい毎年受けておられるのではないか

と、これ想像でございます 

○議長（金子光喜君） ではないようですので、これで款１総務管理費の質疑を終わり

ます。項１総務管理費の質疑を終わります。失礼しました。 
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続いて、項２徴税費、項３戸籍住民台帳費、項４選挙費、項５統計調査費、項６、 

監査委員費は、一括して質疑を行います。ページは４１ページから４８ページになりま

す。 

○２番（西 靖邦君） ４２ページですけども、節 17 備品購入費で６２６万１，０００

円は申請書管理作成システムということだったんですけども、これはですねマイナンバ

ーカードで窓口、通したら、いろんな書類がそこの１か所で、申請して取れるというこ

とですか。 

○税務町民課長（北崎真介君） はい、説明の時にはですね、申請書を印字して出せる

と、マイナンバーカードから情報をとって出せるということですが、実際できるのは、

マイナンバーカードの電子証明書の新規発行ですとか、個人番号の券面記載事項変更届

あと戸籍謄抄本の交付申請ですとか、印鑑証明、税務のほうの諸証明、いろんなものを、

それで出せるようになるということでございます。 

○３番（遠坂道太君） ４２ページです。税務総務費の、委託料のマイナンバーカード

の関連性、システム保守委託料について伺います。先ほど課長のほうからも、取得率が

６９.何％かと言われました。その中で、年代別あたり、分かるか、教えていきたいと思

いますが。 

○税務町民課長（北崎真介君） そちらのほうは、年代別のデータとかは本町でも把握

しておりませんし、国からの、連絡でもそういったものはございませんので、ちょっと

数だけしか分かりません。 

○３番（遠坂道太君） なぜこの質問したかといいますと、やはり、今、高齢の方が、

申請がまだ終わってない方が非常に多いんじゃなかろうかと思います。役場にも来れな

い方もおられるというふうなことだと思いますので、その辺のやはり、習得できる方法

をですね、執行部のほうでも検討いただいて、取得されるような形をとる、取り組んで

ほしいというふうに思っているところでございます。その辺の何かお考え、ありません

でしょうか。 

○税務町民課長（北崎真介君） 今のところ出張して例えば企業とかですね、いろんな

団体のとこに行ったりとか、県の事業を使ってやったりもしております。ただどうして

も役場に出向くことは難しいといった場合には、本人確認が、とれてちゃんと施設とか

にですね、そこでちゃんとお会いできることができればですね、そういったところに、

現在出向いて作成もしております。申出があった場合ですけども。 

○３番（遠坂道太君） はい。税務一定できるんであれば本人さんから、そのような申

請等があればですね、やはり家まで行っていっても、そういうな形をとれる方向、検討

していければというふうに思っておるところでございます。 

○５番（森山 宏君） はい、すいません。３４ページのですね防災諸費についてです
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けども、ここにあるのが自主防災組織訓練等に伴う費用弁償等というのがあるんですけ

ども、自主防災に関しては、ここの記述だけなんですよ。あとはＢＧの防災拠点事業と

いうのは確かＢ＆Ｇのほうから、この事業に対して協力金っていうですかね、そういう

のが、もらえるので、こういうふうな書き方をされているのか、または、機械等を扱う

ための研修のための費用、従前の自主防災組織に対する支援っていうのはどこを見たら

いいんでしょうか。 

○総務課長（西村洋一君） 自主防災組織の支援と申しますのは、計画策定の支援であ

ったり、活動の支援であったり、基本的にはソフト面の支援がメインでございます。 

この自主防災組織訓練等に伴う費用弁償は、自主防災組織を対象とした、研修等に出席

いただいた際の費用弁償、あとは節 17の備品購入費ございますが、自主防災組織で各組

織から、必要であるということで、要望された備品等は購入の支援を行いたいと考えて

おるところでございます。あくまでも自主防災ですので、自らされる活動の町は支援を

していきたいと考えております。 

○５番（森山 宏君） はい、自主防災についてのとらえ方はまた別のときに話しても

いいと思いますし、この自主防災っていうのはただ、支援するっていう点、組織民間の

組織とかそういう分じゃなくって、これ、町長も述べていらっしゃるように、災害時の、

何ですか、協力体制っていうか、お互いに。 

○議長（金子光喜君） 森山議員、の質問は市の部分でありまして、もう終わっており

ます。総括のほうでお願い出来ますでしょうか。 

ほかにありませんでしょうか。ないようですので、これで、款２総務費の質疑を終わり

ます。 

 次に款３民生費の説明を求めます。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） それでは款３民生費についてご説明いたします。 

４８ページをお願いします。 

民生費は、９億５，０４５万６,０００円を計上しました。令和４年度と比較して、３，

２４８万６,０００円の増であります。歳出に占める構成比は２３.９％になります。以

下、目ごとに主なものや新規の項目を中心にご説明いたします。 

項１社会福祉費、目１社会福祉総務費につきましては、３億７，５１３万３，０００円

を計上しました。令和４年度と比較して、６７６万４,０００円の増であります。増の主

な要因は、職員人件費や障害福祉計画策定業務委託料、町社会福祉協議会補助金などの

増によるものです。 

節 10 需用費の消耗品費には、高齢者独居世帯等へ配布する防犯ブザー５０戸を含め、

１１万２，０００円を計上しました。この防犯ブザーは、在宅時の緊急通報と外出時の

救急的活用を目的として、試験的に取り組むものでございます。 
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４９ページ、節 12 委託料は、第７次障害福祉計画及び第三次障害児福祉計画の策定業

務委託料、２３３万２,０００円など合計６８４万７,０００円を計上しました。 

節 13 使用料及び賃借料に、ココヘリ、（位置情報発受信システム）使用料３万６，０

００円を計上しました。これは、大会行為等がある認知症高齢者等に、位置情報発信機

を身につけていただき、ＧＰＳにより位置情報を確認することができるものであります。

これも試験的に導入導入するものです。 

節 18 負担金補助及び交付金は、社会福祉協議会補助金２，４４１万８,０００円、高

齢者等移動支援助成金７８６万円などを計上しました。 

５０ページの節 19 扶助費は、障害者総合支援法等に基づく障害者支援のための扶助費

を、令和４年度の実績見込みに基づき、２億２，０５７万６,０００円計上しました。障

害者の居宅介護、生活介護施設入所共同生活援助就労継続支援などに要する経費である、

障害者介護給付訓練等給付扶助費は、利用者の増により、令和４年度と比較して３７８

万円増の１億７，２８６万８，０００円を、計上しました。障害児の放課後等デイサー

ビスや児童発達支援事業などに係る障害児通所事業扶助費について、つきましては、利

用者見込みの減により、令和４年度と比較して４７３万２，０００円減の２，８７８万

円を計上しました。 

５１ページ、節２７繰出金は、国民健康保険特別会計への繰出金４，１８１万３，０

００円を計上しました。 

目２老人福祉費につきましては、高齢者の福祉策を検討するための会議開催経費、敬

老祝い金、高齢者の自立支援を生活する性高齢者生活福祉センターの指定管理料、敬老

会開催及び各地区老人クラブ活動補助金、老人福祉施設入所措置費及び介護保険特別会

計の繰入れ、繰出金など、令和６年度より６２４万８，０００円増の１億６，７５４万

３，０００円を計上しました。増の主な要因は、高齢者福祉計画策定委託料。介護保険

特別会計繰出金、の増によるものです。 

節７報償費は、敬老祝い金など、５８３万５，０００円を計上しました。 

節 12 委託料は、高齢者生活福祉センター指定管理料８８３万６,０００円のほか、高

齢者福祉計画策定委託料４４０万円など、合計１，３４１万６，０００円を計上しまし

た。 

節 18 負担金補助及び交付金は、地区老人クラブ補助金、１００万円、敬老会開催補助

金１４０万円など、合計５０８万２，０００円を計上しました。 

５２ページ、節 19 扶助費は、養護老人ホーム入所措置費として、人吉球磨管内の３か

所の養護老人ホームへの、令和５年度入所者数を１０人と見込み、令和４年度と同額の

２，１９６万円を計上しました。 

節 27 繰出金は、介護保険特別会計の繰出金、１億２，０６４万５，０００円を計上し
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ました。 

目３、社会福祉施設費につきましては、老人憩の家及び年輪館などの維持管理費とし

て、節 10 需用費の修繕料に２７万円を計上しました。また、令和５年度に、建設、建築

された高齢者生活福祉センターは、各所に老朽化が見られますが、その中でも浴場設備

の漏水、緊急性を要すると判断し、その改修工事のための調査設計業務委託料２００万

円を計上しました。 

○税務町民課長（北崎真介君） 続きまして、目４国民年金費については、国民年金事

務に係る経常的経費として６万５，０００円を計上しました。前年度比１万６，０００

円の減となっています。 

節 11 役務費において、処理の円滑化のため、申請書等の送付頻度を月３回へ増やした

ことによる通信費用の増にもかかわらず、節 13使用料及び賃借料のコピー使用料の費用

の再配分による減が大きかったことが主な要因です。 

目５、後期高齢者医療費については、前年度比４６５万８，０００円増の１億８２６

万円を計上しました。 

節 12 委託料においては、３５７万９,０００円を計上しました。コスモにおいて、集

団検診のみでなく、個別に受診できるようにするための増額です。令和５年度から実施

する高齢者の一体的実施による、より正確な健康課題を把握するためにも、多くの方に

受診していただきたい面もありますが、近くで個別に受診できるようになりますと、こ

れまで様々な理由で、集団検診での受診を控えていらっしゃる方々にも広がるのではな

いかということでございます。 

節 18 負担金補助及び交付金は、事業の運営主体である、熊本県後期高齢者医療広域連

合へ納付する負担金となります。７，５０３万５，０００円を計上しました。うち療養

給付費負担金６，９６８万円は、過去３年間の湯前町の医療費実績により、熊本県全体

での医療費の伸び率を用いて算出した額になります。当初、広域連合の示したあくまで

概算予定の数値をもとに計上しております。今後必要であれば補正をお願いしたいと思

います。 

５３ページをお願いします。 

節 27 繰出金２，９６３万３,０００円は、後期高齢者医療保険特別会計事務費として

３３１万５，０００円を計上しており、前年度比２５３万１，０００円の増となってお

ります。増の主な理由としましては、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に取り

組むための予算を計上したためでございます。また、後期高齢者医療保険会計基盤安定

総繰出金として、県４分の３、町４分の１の財源で繰り出すものですが、後期高齢者医

療保険広域連合の試算により、前年度比２１３万円の減となり、２，６３１万８，００

０円を計上しました。低所得者の保険料軽減を公費で補填するこの繰出金ですが、減の
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主な理由としましては、被保険者数、賦課総額、経営の人数が増えておりますが、計算

のもととなる均等割額、所得割額が下がったことにより、軽減の額が、減となったため

でございます。以上です。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） ５３ページです。 

項２児童福祉費、目１児童福祉総務費については、子供子育て協議会及び児童虐待等

の対策に係る会議開催経費、出生祝い金、学童クラブの運営補助金など、９，０４２万

９，０００円を計上しました。 

節７報償費の出生祝い金は、出生児１人当たり１５万円の２０人分を計上しました。 

節 12 委託料は、地域子育て支援拠点事業委託料１，２７６万６，０００円、一時預か

り事業委託料９１４万３，０００円のほか、令和３年度からの第３期子供子育て支援計

画策定に係る調査業務委託料２５３万円などを計上しました。 

節 18 負担金補助及び交付金は、子供子育て支援計画に基づき、放課後児童健全育成事

業補助金、病児保育事業補助金、放課後児童クラブ、支援事業補助金など、子育て支援

のための各種補助金など６，１９０万２，０００円を計上しました。学童クラブの運営

に係る放課後児童健全育成事業補助金は、町内２つの学童クラブ、それぞれに支援、合

計４支援に対する補助金２，４２０万円を計上しました。学童クラブに従事する職員の

賃金等改善する放課後児童支援員等処遇改善事業補助金は、６５１万４，０００円を計

上しました。保育園、こども園に登園中に、体調が悪くなった児童を一時的に保育する

ための看護師を配置するための、病児保育事業補助金は、町内２園に対する補助金８２

５万５，０００円を計上しました。学童クラブにおいて障害児を受け入れるために、専

門的知識を有する放課後児童支援員等を配置するための、放課後児童クラブ支援事業補

助金は、慈光学童クラブ及び友愛学童クラブで、それぞれに支援、合計４支援に対し、

対する補助金、７８２万４，０００円を計上しました。令和４年度から始まった出産子

育て応援給付金は、対象者を２０人と見込み、出産応援給付金及び出産子育て給付金、

子育て応援給付金、それぞれ、１００万円、合計２００万円を計上しました。 

５４ページ、目２児童措置費は、湯前保育園及び自公こども園の運営費、児童手当な

ど令和４年度と比較して、１，２０８万７，０００円増の、２億４６１万６，０００円

を計上しました。 

節 18 負担金補助及び交付金は、慈光こども園及び湯前保育園の運営費、広域入所運営

費負担金をそれぞれ、入園見込み児童数などに基づき、１億６，２６１万６，０００円

を計上しました。広域入所運営負担金は５名分を見込み、９０８万４,０００円を計上し

ました。 

節 19 扶助費は、児童手当、４，２００万円を計上しました。 

目３母子福祉費は、ひとり親家庭等医療費助成金など、３７万７，０００円を計上し
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ました。 

５５ページです。予算書で目７となってございます。これ、それが、同じような事業

名の事業の目が４、５号とありまして、今回、新規で、この目を入れた際に７となって

しまいました。総務課のほうでの設定をしていただいたところで、確認漏れであります

が、目４として、予算書としていただきたいと存じます。 

目４熊本県子育て世帯生活支援特別給付金、括弧その他世帯分給付事業費は、県の２

月補正によります。臨時事業であります。長期化する物価高騰の影響が大きい、低所得

の子育て世帯を支援し、児童背世帯の生活環境の改善を図るものであります。 

節 12 委託料は、給付に係るシステム改修委託料５６万１，０００円を計上しました。 

節 18 負担金補助及び交付金は、基本給付金の２万円の２４世帯分、４８万円と、第２

子以降にかかる加算金５，０００円の３８人分、１９万円を見込、合計６７万円を計

上しました。   

項３災害救助費は、福祉避難所開設の際の福祉避難場運営負担金など、４４万６，０

００円を計上しました。 

以上で款３民生費の説明を終わります。 

○議長（金子光喜君） ここで休息のため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後 ３時０９分 

再開 午後 ３時２０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 休憩終わり、会議を続けます。ただいま、款３民生費の説明が

終わったところです。課長より訂正がありました、目７を目４に変更し原案とします。 

お諮りします。議案調査のため、明日３月１４日、１日間を休会にしたいと思います。

異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 異議なしと認めます。したがって、明日３月１４日の１日間を

休会とすることに決定しました。 

 お諮りします。本日の会議はこれで延会したいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 異議なしと認めます。したがって本日はこれで延会することに

決定しました。次の会議は３月１５日午前１０時に開きます。 

議事は、当初予算を予定しておりますので、御参集願います。 

本日はこれで延会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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延会 午後３時２２分 
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  令和５年第３回湯前町議会定例会    〔第４号〕 

 

令 和５年３月１５日  
午前１０時００分開議  
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１．議事日程 
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１番 吉 田 精 二      ２番 西   靖 邦 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 １ 議案第２７号 令和５年度湯前町一般会計予算について 

○議長（金子光喜君） ただいまから、令和５年第３回湯前町議会定例会、第８日目の

会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

日程第１、議案第２７号「令和５年度湯前町一般会計予算について」を議題とします。 

ただいま、款３民生費の説明が終わったところです。 

これから、款３民生費の質疑を行います。ページは４８～５５までです。   

○２番（西 靖邦君） ５０ページですけども、節 18 負担金補助及び交付金、１湯前ち

ょこっとボランティア支え合いですが、これを事業ですね、町民の方からのニーズが結

構あるとのことです。補助運営経費２万円の予算になってますけども、現在の今後の運

営上においての問題はないのでしょうかね。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） はい。湯前ちょこっとボランティア支え合いですが、

令和２年度に立ち上げられております。ちょこっとボランティアの運営の財源ですが、

町からの補助金が２万円、それから社協での共同募金の配分金だったと思います。そこ

からの補助金があります。あと利用会員の方が、年会費５００円、プラス３０分ごと２

００円のチケットを購入されます。そのチケットにつきましては、利用した分だけの協

力会員ですね、支える人、翌月に、支払うものとなってございます。年会費５００円と、

運営補助金と共同募金の配分金がございまして、保険料もその中から出しましても、余

裕があるところでございます。以上です。 

○２番（西 靖邦君） ５２ページですけども、目３社会福祉施設費、節 10 に高齢者福

祉センター浴場改修工事調査設計業務委託料、２００万が計上されています。今後につ

いてですけども、秋頃改修工事予定とのことなんですけども、高齢者の方が困っておら

れることを考えると、１か月でも早く着工できるようにですね、調査設計見積り入札に

おいてのスケジュール調整をスムーズに進めていただきたいかなと思っております。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） はい、ありがとうございます高齢者福祉センターの浴

場ということで、漏水があっておりまして、緊急性が高いということです。令和５年度

に入りましたら、早急に入札の準備をしまして、委託業者決定しまして、まず調査等を

行った後、詳細設計を行ってですね、浴室ですので寒くならないうちにですね、工事が

完了するようにスケジュールを立てて進めたいと思います。 

○議長（金子光喜君） ほかにありませんか。 

○５番（森山 宏君） すいません、４９ページ、役務費、成年後見市町村申立て手数

料、が１１万あがってますけども、すいませんこれ多分成年後見人の登録のやつかなと
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は思うんですけども、市町村申立てっていうのは、どういった要件なんでしょうか。と

いうのが、多分、後見人にしても普通の後見人としても公証人役場に行って登録して、

そのときに監査委員の選定があります。実質そういうふうに、状況になったら、監査委

員に対して月額何ぼっていう、役務費が、あったと思うのですけども、この市町村の申

立て手数料というのは、どういったことでしょうか。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） この市町村申立てというものは、本来成年後見の申請

は、本人さんがされるべきところですが、様々な事情によりどうしても本人さんが出来

ないということで、そこにかわって、市町村がかわりに申請するものでございます。 

○５番（森山 宏君） はい、私もちょっとその後見人の手続をですね、やろうかなと

思って、子供にっていうふうに考えてたんですけども、いろんな費用がかかるっていう

ことで、まだ、せん方がよかよねっていうふうに結論なったんですけども、市町村が多

分今、後見人は公証人役場に登録せんことには、効力発行しないと思うとですけども、

市町村がその代わりにするっていう、結局後見人を誰か見つけるという作業ですかね、

申立てっていうのは公証人役場の登録するときの費用なんですか。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 成年後見制度の市町村申立てという制度につきまして

はですね、本人さんが、入所中だったりとか、そういう手続とかをとれないような場合

に、かわりに親族、申立てする親族がいなかったりとかですね。そういう場合に、公的

に支援するという制度がこの市町村申立てになります。この内容につきましては、成年

後見制度の申立てに要する経費として、申立ての手数料ですか登記手数料、それから鑑

定費用等になります。後見人の報酬ですとか、その辺りも入ってきます。１件当たり、

最大の見込額を計上しているところであります。 

○５番（森山 宏君） はい、課長ちょっと詳細になるかもしれんですけどもちょっと

確認ですけども、申立てをして、親族とかという、自分で判断出来ないとかいうのに管

理するのが成年後見人制度ですよね。それの手続を市町村がすると。分かってるけども、

それをするときが公証人役場で、ちゃんと公文書に作らにゃんとですよね。そのときに

は今度後見人さんに対する費用とかいうのも、うたってありますけども、そこも公証人

役場と、なった人に対する報酬とかいうのも市町村で見るということですか。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） これは申し立てに対する経費のみになります。その後

はまた、決定によってですね、後見人の方とのいろんな打合せが入ってくることと思い

ます。 

○５番（森山 宏君） 再確認ですけども、この後見人制度っていうのは、本人が、ち

ょっと判断が難しい。結局、印鑑を預かって名義変更されたりとかいうのを防ぐがため

の制度ですね、本人が判断出来ないであろうというときの制度、それを守るための制度

だと思ってるんですけども後見人制度っていうのは、これの確約するためには公証人役



- 168 - 

場で、登記といいますかね、手続せにゃんとですよ。その部分が、県が４万幾らかかる

と思ってたので、大体、誰をするのかってその申立てするときに後見人を決めとかにゃ

いかんと思うとですよ。そういう選定とかいうのも全部市町村のほうでして、それに関

わる経費っていうのも市町村がみるということですかね。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） もう一度申します。経費としましては、申立て手数料、

それから登記手数料、それから鑑定費用、それから、後見人の申し立ての際の報酬にな

ります。それを市町村がみるということになります。 

○町長（長谷和人君） 今制度については課長が答弁したとおりでございますけども、

今回のこの、手数料ですか、成年後見市町村も手数料、これについてはドクターのいわ

ゆる精神鑑定の部分で１０万円とそれに取れます診断書の作成１万円と、いうことでご

ざいますんで、これはまだ入り口の部分での手数料ということでご理解していただく予

算はそういうふうになってるということでございます。制度については先ほど課長が答

弁した内容ということでございます。 

○議長（金子光喜君） ほかにありませんか。 

○１番（吉田精二君） ５０ページですね、１８の１番最後になります。高齢者等移動

支援助成金、タクシー券のことだと思いますが、昨年から比較しまして３０万円ほど増

額になっております。増額の理由として制度の見直しか利用実績かということ、どちら

でしょうか。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 高齢者等移動支援助成金につきましては、制度の変更

はございません。今回増額しました大きな理由、コロナ禍ですが、いろんな規制が解除

になったりとかもありまして、利用が増えるんではないかという予測。それから、物価

高騰等で、いろんなタクシーとかももしかしたら値上がりがあるかもしれませんので、

ほかの交通手段、ガソリン代も値上がりしますので、そういうようなことでタクシー利

用助成の利用もちょっと増えるんじゃないかということを見込みまして、増額しており

ます。 

○１番（吉田精二君） 昨年からですね、色々一般質問とか、協議になりまして、住民

からの要望でもうちょっと増やしてもらえないかというふうな要望も出てるようなこと

を協議しております。今後ですねやはりその辺の見直しも検討いただければというふう

に考えておりますが、いかがでしょう。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 一般質問等でもあっておりますが、今の、また、さら

に詳細な分析もしているところでございまして、一般質問際にもお答えしましたが１番

利用金額で多いのは、町外の病院になります。それは当然距離がありますので、１番高

く、なるのはもう当然かと思います。そのほかで、利用が多いほうでいきましては、町

内の買物ですとかが次にございます。で、不足する２冊で足りないという方がおられま
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すが、このタクシー助成ですね、全てこれで賄うというのはちょっと難しいんではない

かと考えております。それからこのあさぎりから水上までの産交バスがなくなるとかで

すね、そういう動きもありますので、地域公共交通計画との兼ね合いもございますので、

来年度以降もさらにですねいろんな条件とか、そういうのを検討しまして今後の制度の

変更だったりですね、そこを深めていきたいと考えております。 

○６番（黒木龍次君） 私は１点だけ確認でございますけれども、５４ページのですね、

湯前保育園運営費と慈光こども園運営費についてお尋ねします。昨年の当初予算からし

ますとですね、湯前保育園のほうが 1,200 万程度。慈光子供運営費のほうが３００万円

程度増加しておりますけれども、これは確かに園児の増加なのかそれとも経費的にこれ

だけ増加するのか、そこのところお願いいたします。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 令和４年度当初予算におきましては、前年度の運営費、

をもとに算出しております。令和４年につきましても、補正予算で増額しておりまして、

実は、令和５年度、令和４年度の予算現額から比較しますと、令和５年度の運営費は少

なくなってございます。やはりですね少なくなるという見込みになってございます。 

当初予算で比較しますと増額しておりますが、令和４年度の実績から令和５年度の入園、

園児数の見込みを出しまして、令和５年度の運営費の予算を立てましたので、当初予算

で比較しますと増額しておりますが、実質的には下がっております。 

○６番（黒木龍次君） そしたらトータル的には下がっているという理解でよろしいわ

けですね。そうすっと令和５年度から先にならないと分からないわけですけれども、ま

た増額もこれにプラス増額というふうなことで予算はまた増加する可能性はあるわけで

すね。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） この運営費につきましては、園児の人数、入園児の人

数以外に、保育士のいろんな、なんすかキャリアとか、そういうの加算、とかの制度も

入ってきますので、それで増額になるという要因もございます。実際 4年度の補正でも、

その辺りの保育士の賃金アップですね、そういうものも加算されておりますので、ちょ

っと園児は減る見込みですが、そういう要因もございます。 

○４番（椎葉弘樹君） 高齢者等移動支援助成金についてお尋ねしたいと思います。 

これ一般質問等でも、先ほどから言われてます通り、答弁をいただいてるわけですが、

その答弁の中では、今後その在り方について検討していきたいということがありました。 

また、乗り合いタクシーについても、検討をされてはどうかという提案をしておるとこ

ろです。今回乗り合いタクシーについては検討というのはされてないんでしょうか。 

○企画観光課長（本山りか君） はい、公共交通担当のほうからご答弁させていただき

ます。乗り合いタクシーもですね、以前、議員からご質問を受けておりますので、当然

その制度の内容、それから国の補助金、財源財政の問題とかですね、そういったところ



- 170 - 

を今検討中でございます。先ほど保健福祉課長が申し上げましたとおり、公共交通計画

とのですね、内容も見極めながらということでございますので、例えば近隣の町村の担

当者との協議ですね、どういったことをお考えかというようなところを整合を図るため

の協議をやったこと。それともう一つ交通事業者の方々ですねにも現況もちょっと、確

認をさせていただければということで、来週ですね、それぞれのタクシー事業者さん、

との意見交換も計画をしているところでございまして、当然乗り合いタクシーもですね、

今の保健福祉課長が申し上げましたとおり、移動支援だけで、この助成がですね、財政

上どうなのかという問題もございますし、人口減少でですね、その金額もちょっと減っ

ていくのではないかという見込みもございます。そういったとこも含め合わせですね、

どのような制度が１番適当なのかということを今検討しているところでございます。 

○４番（椎葉弘樹君） 前回の答弁にもあったんですが、地域の公共交通計画等も見な

がらといったところがあったもんですから、それだとちょっと時間がかかり過ぎる、検

討に時間がかかり過ぎるというところがあったかと思います。したがいまして、一般財

源から 700 万を超えるものがですね、果たしてそのままでよいのか、あるいはその乗り

合いタクシーを使って、交付税措置を受けながらもっと安く出来ないのか、その辺の検

討は早めにやっていく必要があると思っています。検討の時期について町長のほうにお

尋ねしたいと思います。 

○町長（長谷和人君） 先ほどのタクシー関係につきましては、分析を一旦、行いまし

てですね、その利用状況等も確認をさせていただいたところでございます。その中で見

えてきたのがですね、有効に活用していただいてるというのはもう実態的には分かって

るわけでございますけども、改めてタクシーをフルに利用していただくという面も中に

は、そういうふうなことで、フルに利用されていないというところもあるようでござい

ますんで、そこら辺はもったいないのか、行政でよかったのかというところもあるかな

というふうには思うんですが、そこら辺も担当課と、分析あたりも行ったところでござ

いました。今おっしゃるような、逆に言うとデマンドの部分ですね。そこら辺もしたん

ですけども、結果的に分析をしてしまうとやっぱり一定の料金が、委託料の料金が発生

してくるということと、完全に調べたわけではございませんが他の自治体を調べてみま

すと、やはり、利用数が非常に少ないと。いわゆる今の制度のドアツードアていうほう

が利用度が非常に高い。循環しますそういうふうなバスになると、利用者が少ないと。

やはりそれは定刻の時間で走って運行しなければならない、というところもございます

んで、そこら辺のところもまだ宿題としては、課題としては残ってるのかなというふう

に思っております。ですので早く、答えを出せということもあろうかと思いますけども、

地方バスの今度の見直し等もございますので、そこら辺も、含めながらですね、今の現

状のところで制度は進めさせていただけないかというふうに思っているところでござい
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ます。 

○４番（椎葉弘樹君） 私が以前調査したときには、やはり乗り合いタクシーのほうが

コスト的には、自主財源からの支出は、他町村は少ないです。その辺りはですね聞けば

すぐ分かることですので、聞いていただきたいのと、あと一つ、後、答弁にちょっとお

かしいところがあったのが、利用度が高い。それはですねタクシー券を配れば、当然利

用度が高くなるわけです。だから、そのタクシー券を使うニーズ、それは確かにあるん

です。なぜかというと、プライベートを考えたときに、個人的に行ったほうがいいのか、

乗り合いで行ったほうがいいのかというふうにいうと、私も個人的に行きたいというニ

ーズもあります。利用券があれば使いたい、それは利用券があれば誰でも使うんですよ

ね。だから、高齢者の移動支援としてどう考えるのかが重要ですので、現行制度をずっ

と続けていきたいというところは、やはりちょっと違うのかなと思うんですが、やはり、

検討は先に進めるべきではないでしょうか。 

○議長（金子光喜君） 答弁調整のため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時２６分 

再開 午前１０時２７分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を続けます。発言を許します。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 高齢者移動支援ということで、現在の制度ですが、町

長申しましたようにドアツードアということで、いろんな利用の仕方あると思いますん

で、担当課でも、課内でも話しておりますが、例えば乗合バスで、幾つかのコースを使

ってっていう場合に考えますと、決まったバス停までにいかないといけないとかですね、

そういうがあります。それと比較すると今の制度がいいんじゃないかと。デマンド型で

自宅まで来るというのもあると思いますが、そういうことですよね。デマンド型乗り合

いタクシーというのは、バス停方式ではなくて、自宅まで来るというのもあると思いま

すので、それにつきましてはですね、他町村の状況も、調査してですね、いろんな比較

検討したいと思います。 

○４番（椎葉弘樹君） 町長にもう一度お尋ねします。私が言ってるのはさっき課長が

答弁になったようにデマンド型の乗り合いタクシーのことを言っております。実際、他

町村でもそれやっておられますので、しかもそっちのほうは交付税措置もありますので、

まず、検討していただいて、財源的にどうなのか、そこをまず検討していただいて、い

や、現行制度のほうが全然いいよということであれば、現行制度を続けてもらっていい

んですが、もし他町村が進めるデマンド型乗り合いタクシーがよければ、そっちのほう

の考えもあるのかなというところで、そこは早めに検討していただきたいということな
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んですが、町長いかがでしょうか。 

○町長（長谷和人君） 私としては今のドアツードアっていうんすか。それが１番いい

のかなということで先ほど答弁させていただきましたので、それと先ほど課長が答弁し

ておりますけども、もうさらにですね、助成の在り方、利用度がそれ以上高くなるよう

であればですね、見直しも行いたいというふうに思っております。ですから今、椎葉議

員がおっしゃってるような中身の話ですね。デマンド型の増発だっていうんでしょうか。 

そういうふうなところもあれば、それは調べて対応をしたいというふうに思います。 

○４番（椎葉弘樹君） だから私が何回も言ってるのはそれいつ検討されるんですかと

いったところで、町長の答弁を聞くと、今はまだ現行制度がいいから、それも検討する

ことは余り考えていないというようなふうに聞こえたもんですから、私何回も繰り返し

てやってるんですが、やはり、やっぱり財源、町長も入りを量りてとよく言われますの

で、まず入りを量るためには検討をまずしてみませんかといったところを言ってるんで

す。これについては他町村に聞けばある程度、答えは見えてくると思いますので、その

件、その部分の初期の検討の部分については、早めにやったほうがいいんじゃないでし

ょうか。 

○町長（長谷和人君） ですから先ほど言いましたように椎葉議員がおっしゃったよう

な中身がございますので、さらに制度を詳しく分析しましてですね、そういうふうな内

容がいいようであれば、その在り方についても十分協議をさせていただきたい、早くさ

せていただくということで答弁させていただきたいと思います。 

○議長（金子光喜君） ほかにありませんか。 

○７番（味岡 恭君） ４９ページのですね、民生費、社会福祉、１２委託料について、

質問いたします。障害福祉計画策定業務委託料というのが、２３０何ぼ予算が組まれて

おります。内容は字の事だと思うんですが、どういうことを、どういうふうに策定する

のか、まずお尋ねをいたします。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 障害福祉計画策定業務委託料ですが、令和５年度に湯

前町第７期障害福祉計画、及び第３期障害児福祉計画を策定いたします。どういうこと

をするかといいますと、今の計画期間の実績を出しまして分析いたします。それから障

害者の方に対しての、いろんなニーズ調査を行いまして集計分析、それからそれをもと

に、どういうサービスがあるか、需要があるかとか、ニーズがあるかとか、そういうも

のを把握しまして、まず、支給量といいますか計画、人数といいますか、そういうのを

出しまして、障害福祉に係るいろんな扶助費ですとか、そういうものを見込むための基

礎資料になるものでございます。 

○７番（味岡 恭君） ５１ページの高齢者のほうもありますよね。高齢者福祉計画策

定というのがありますよね。これも同じような策定でしょうか。また、何年に１回ぐら
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い、計画を立てるんでしょうかお尋ねします。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 高齢者福祉計画につきましては、高齢者福祉計画及び

第９期の介護保険事業計画も含むものでございます。内容につきましては、２月から３

月にかけまして６５歳以上の要介護認定を受けてない方に、ニーズ調査というものを行

いました。そのニーズ調査の集計分析を行いまして、なおかつ現計画期間、１期が３年

になります。３年間の実績を出しまして、次の３期ですね、６年度から８年度までの３

年間のいろんな見込みをいたします。この高齢者福祉計画には、先ほど言いました介護

保険事業計画も入ってございますので、介護サービス、給付費の見込みとかですね、そ

ういうものもこの計画策定の中に入ってございます。それから、最終的には、介護保険

料の分析なんですけども、介護保険料は国が作ってる。地域包括ケア見える化システム

というもので算出しますが、いろんな人口動態ですとか見込み予測ですね、そういう、

ちょっと専門的な知識も必要になりますので、業者任せではないんですが、いろんな専

門的知識を持ってるコンサルタントに落札していただいてですね、プロポーザル方式で、

やる予定ですが、一緒になって次の保険料の設定もしたいと考えております。 

○７番（味岡 恭君） ３年の１度の見直しということでですね。そしたらこれは総合

計画か何かに載ってくる、いつする、載せるんでしょうか。何に記載するのでしょうか

お尋ねします。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） これは総合計画の下の個別計画になります。それぞれ

先ほど障害福祉計画は障害福祉計画で一つ。それから介護保険事業計画は、それで一つ、

策定いたします。 

○３番（遠坂道太君） ５３ページです。児童福祉総務費で、委託料の子ども子育て支

援事業計画に関わる調査業務委託につきまして伺います。この調査っていうのは、町で、

子ども子育てのする事業計画の調査をされるのか。また国から出されてくる、今後の子

供庁とか出来ておりますので、そういう形での市、国からの事業の支援策についての調

査をされるか、それにつきましてお尋ねをいたします。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） この子ども子育て支援、事業計画に係る調査業務委託

ですが、令和６年度に、子ども子育て支援事業計画の第３期計画の策定を予定しており

ます。それに、向けましての子育ての世帯、世代の方たちへのニーズ調査、そういうも

のを実施するものでございます。 

○３番（遠坂道太君） 今課長のほうから来年度も、３期の計画に、子育ての家庭に関

する調査をするということで、やはりどのようなことが必要なのかということを、もし

申した形での、計画は今とっていかれるか、それについてお尋ねします。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 子ども子育て支援事業計画の中身ということで、答え

たいと思います。これにつきましていろんな子育てのニーズ、保育園、こども園でのい
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ろんなメニューですとか、あと支援事業ですとか、そういうものを、のニーズを把握し

て、します。支給量ですかね。そういうものを入れ込みます。あと、今後の園児数の見

込みとかですね定員数とか、そういうものも調査しまして今後の保育園、こども園の運

営とかですね、そういうところにも、見込みを立てていくものでございます。これ子ど

も子育て支援法に基づくものでございますので、計画策定に当たってはですね国庫補助

の対象になってくるものでございます。 

○３番（遠坂道太君） 今現在行っておられるメニューの形だというふうに私も理解し

ますけれども、やはり国のほうもこういうふうな形で、子育て支援のほうも力を入れて

いく中で、やはり、町独自としてですね、やはりよそにないような、やはり方策等もで

すね、今後検討していただければというふうに思っておりますので、また策定のほうは、

重視してやっていただきたいと思います。 

○７番（味岡 恭君） ５０ページのですね、民生費の社会福祉 19 の扶助費の中にです

ね、障害者介護給付訓練等給付補助費が、今年は１億７，２８６万８，０００円組まれ

ております。年々、今年は昨年に比べて３，０００万程度値段が上がってきております。

年々、金額がこのくらいの金額上がってきております。増額になる理由は、高齢者が増

えてきたからこうなるのか、何か経費がかさむからこうなっていくのか、その辺をお尋

ねいたします。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 障害者介護給付、訓練等給付扶助費でございますが、こ

れは高齢者ではなくて障害者のサービス、障害福祉サービスになります。令和４年度と

比較して３７８万円増額になっております。主な要因ですが、就労継続支援Ａ型ってい

うものをがございまして、令和４年度では７名の見込みで予算を当初予算組んでおりま

したが、令和５年度は１０名の見込みということで３名の増加になってございます。そ

れから、そのほかで就労支援Ｂ型がプラス２名とか、居宅介護プラス２名とか、それぞ

れのサービスでですね、利用人数がちょっと増えている。３年度から４年度も増えまし

て、４年度から４年度中に、新たに利用者が増えたということがございまして５年度見

込みの人数で、それぞれのサービスで見込みを立てまして、増額になっているところで

ございます。 

○７番（味岡 恭君） 高齢者の障害者高齢者による障害とかいう、あれは入ってこな

いんですが訓練等が入ってくるもんですから、それも入ってくるのかなと一部ました。 

入ってこないんでしょうかお尋ねします。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 高齢者につきましては、介護保険のほうが優先になっ

てきます。皆保険が優先になるんですけれども、要介護認定に至らない場合は、障害福

祉サービス、の利用に、なります。そういうことですみ分けをしているものでございま

す。 
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○４番（椎葉弘樹君） ５１ページの敬老祝い金、４２６万円についてお尋ねします。

この制度は平成２０年度、鶴田町長時代に出来たものでありまして、去年の当初予算に

おいても質疑をさせていただき、この制度の見直しが必要ではないかということで町長

からは、その制度については確認したいということでご答弁をいただいたところです。

敬老祝い金の見直しについて、制度の見直し、確認等はされたのかについてお尋ねしま

す。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 敬老祝い金制度につきましては令和３年度に、１万円

から６，０００円に落としまして、その分を子育て支援のほうに、活用したということ

でございます。令和３年度ということですので、まだ今回は３年目になります。見直し

の具体的な検討はまだ行っておりません。 

○４番（椎葉弘樹君） 私が前回質疑したのは令和４年度の当初予算で行っておりまし

て、さっき課長が答弁された高校生の定期券の助成の後、減額された後の質疑でした。 

町民の声を、ちょっと何人か拾ってみますと、現行制度に１万円に戻してほしいという

意見もあれば、節目節目で、ちょっと金額をちょっと大きくしていただけないかとか、

もうこれは町民の方それぞれ聞く人によって答えが違うわけですね。もしできればです

ね、今度はまちづくりアンケート等もありますので高齢者の方のニーズを把握していた

だいて１回整理したほうがいいんじゃないかなと思っております。もう本当様々な声が

聞こえてきますので、町民アンケート等で整理する考えはないかについてお尋ねしたい

と思います。 

○町長（長谷和人君） 私が今回４，０００円をですね、高校生のほうの通学、くま川

鉄道の定期券のほうに財源を充てさせていただきました。その折にも、高齢者の老人会

とか、そういうところにお聞きしたんですけども、そのときのお話としては、当然その

１万円あったほうが良いわけですけども、そういうふうな、高校生の通学のほうに財源

を充てさせていただき、いうふうなお話をしましたらば、それだったら協力します。中

には、子供に使うとなれば、もう全部いらないというふうな、お話もされました。今議

員がおっしゃるように、様々です。元に戻してくれんだろうかと。当然たくさんもらう

ほうが、受ける側としては言うわけでございますので、そこら辺はなかなか様々な御意

見があろうかなというふうに思っております。ですので町民アンケートというふうなお

話もあったんですけども、ちょっと機会あるごとに、そういうふうなお話ももう１回聞

かせていただきたいというふうに私として思います。 

○４番（椎葉弘樹君） この聞き方は、前提条件によって変わってくると思います。例

えば子供子育てに使いたいから、ちょっと減らしてほしいということであれば、それは

高齢者の方もちろん、ちょっと加勢しようかねというところで、そこを快く受けられる

と思うんですが、その前提がちょっと変わってきますと、本当に敬意を払う、祝い金で
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すと、やっぱり増やしたほうが良いねとか、そういう意見も出てくると思いますので、

その前提条件をしっかりと、立てた上で確認をしていく必要があると思ってます。あく

までもそれは前提によった一部の意見でしかないので、そこはしっかりとですね、公平

公正な目で、この祝い金というのが、そもそもどういう目的なのかといったところに立

ち戻って確認をしていただきたいと思います。 

○町長（長谷和人君） 私１番当初このお話をさせていただいたときに１番最初に言っ

た言葉、既得権益という言葉を使わせていただきました。絶対やっぱりそこら辺はです

ね、もらっている人は絶対にそこは自分としては、今、１万円なら１万円を、やっぱり

いただきたいというのが本音でございますので、今おっしゃるように非常にその設問と

いいますか、私は、アンケートというまではいかんですけどさっきの答えは、そういう

ふうな機会がございますので、その折に、老人会とかなんかにお邪魔した折にですね、

そういうふうなお話を聞きながら、そしてちゃんと中立の、質問の仕方、そういうこと

でちょっとさせていただきたいというふうに思ってる。いろんな議論があるのは私も聞

いております。 

○議長（金子光喜君） では、ないようですので、これで、款３、民生費の質疑を終わり

ます。 

次に、款４衛生費の説明を求めます。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） それでは、款４衛生費について御説明いたします。衛

生費は、１億６，９３２万９，０００円を計上しました。令和４年度と比較して、２，

９２９万円の減であります。減の主な要因は、公立多良木病院企業団負担金の減であり

ます。歳出に占める構成比は４．３％になります。科目ごとに主なものや新規の項目を

中心に御説明いたします。 

５５ページをお願いします。 

項１歩健衛生費、目１保健衛生総務費につきましては、環境衛生係担当職員の人件費、

住民の各種健診及び保健事業に係る諸経費、保健センターの維持管理費、公立多良木病

院企業団負担金、子供医療費助成金など、５，７３５万１，０００円を計上しました。

令和４年度と比較して、２，２２４万７，０００円の減であります。 

節１報酬、節７報償費及び節８旅費に、乳幼児等の各種検診事業などの、などの医師

報酬、講師謝金、費用弁償などをそれぞれ計上しました。また節１報酬、節３職員手当

等、節４共済費に、会計年度任用職員２名分の人件費を計上しました。会計年度任用職

員の職種は、看護師１名産休代替として、主に住民健診業務にもう１名は、高齢者の保

健事業と介護予防の一体的実施及び国保の保健事業に主に従事するものでございます。 

５６ページ、節 10 需用費は、各種保健事業に使用する消耗品費、保健センターの光熱

水費、修繕料など、２５４万円を計上しました。 
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５７ページ、節 12委託料は、妊婦健康診査委託料２１１万１，０００円のほか、保健

センターの維持管理に係る委託料など、３５５万９，０００円を計上しました。 

節 18 負担金補助及び交付金は、公立多良木病院企業団負担金のほか、各種協議会や共

同運営事業の負担金など、２，０５８万６，０００円を計上しました。公立多良木病院

企業団負担金は、病院事業分と介護老人保健施設事業分を合わせて、１，９６１万９，

０００円を計上しました。 

５８ページ、節 19 扶助費には、１８歳までの子供医療費助成金について、直近３年度

分の実績をもとに、１，２６１万２，０００円を計上しました。また、令和４年度は補

正予算で対応しました不妊治療費助成金４２万２，０００円及び県外医療機関における

妊婦健康妊婦健診助成金、１０万４，０００円。圏域外、医療機関出生時の新生児聴覚

検査費用助成金４万円について、当初予算に計上しました。 

目２予防費につきましては、各種がん検診や総合検診、及び各種予防接種委託料など、

３，９５７万３，０００円を計上しました。令和４年度と比較して、５９万４，０００

円の増となりました。増の主な要因は総合検診委託料の増によるものです。 

５９ページにかけて、節 12 委託料は、５月に実施する集団検診及び各医療機関で行う

総合検診と、各種がん検診、各種予防接種など３，７１１万９，０００円を計上しまし

た。総合検診委託料は、３か所の検診機関における対象者を合計４８０人と見込み、１，

４０９万８，０００円計上しました。令和４年度と比較して、２０４万２，０００円の

増となりますが、これは、令和５年度から検診機関の一つである日赤において、これま

で国保の加入者のみであったものが、国保加入者以外の受診が可能となりましたため、

その人数４０人と見込み、増額計上したものです。次にロタウイルスや小児用肺炎球菌

などのほか、子宮頸がんワクチン、子宮頸がん予防ワクチン、高齢者の季節性インフル

エンザ予防接種など、１６種類の予防接種委託料として、１，４０９万８，０００円を

計上しました。令和４年度と比較して、２６０万８，０００円の減となりました。減の

主な要因は、子宮頸がん予防ワクチンの接種見込み者数について、令和４年度は、８０

人としておりましたが、これは令和５年度は３０人と、見込んだことによる減でござい

ます。この子宮頸がん予防ワクチンについては、世界各国でヒトパピローマウイルスの

感染予防効果が認められており、日本においても、令和４年４月から個別接種勧奨が再

開されました。子宮頸がん検診とあわせまして、対象者への個別通知と広報等による周

知を図ってまいりたいと思います。 

節 18 負担金補助及び交付金には、生後６か月から１８歳までのインフルエンザワクチ

ン接種補助金など、１００万６，０００円を計上しました。また、令和４年度に補正予

算で対応した、子宮頸がんワクチン任意接種補助金、１５万４，０００円及び先天性風

しん症候群対策接種補助金、３万８，０００円について、当初予算に計上しました。 
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目３環境衛生費につきましては、環境保全及び衛生管理に係る経費、９４６万１，０

００円を計上しました。令和４年度と比較して、２４２万８，０００円の増となります。

増の主な要因は、水上斎場に係る人吉球磨広域行政組合負担金の増によるものです。 

節 18 負担金補助及び交付金の人吉球磨広域行政組合負担金、斎場分につきましては、

水上斎場の火葬炉修繕及び火葬炉前ホールの空調機取替え工事などにより、２１１万１，

０００円増の６８８万１，０００円を計上しました。また、合併処理浄化槽設置補助金

は、５人槽３基、１９８万６，０００円を計上しました。 

６０ページ、目４新型コロナワクチン接種事業費は、実施体制が未確定であるため、

現時点で想定できる人数、回数をもとに、個別接種に要する経費を見込み、節 11役務費

に支払い事務手数料、節 12 委託料には１５９万３，０００円、合計１６２万３，０００

円を計上しました。今後、関係機関等との協議を重ね、財源も含めて修正してまいりた

いと思います。 

項２清掃費、目１塵芥処理費は、ごみ収集運搬業務委託料、人吉球磨広域行政組合負

担金など、５，１７９万６，０００円を計上しました。令和４年度と比較して３９２万

９，０００円の増であります。増の主な要因は、ごみ処理に係る人吉球磨広域行政組合

負担金の増によるものです。 

節 12 委託料は、ごみ収集、運搬業務委託料７２６万円を計上しました。 

節 18負担金補助及び交付金には、人吉球磨広域行政組合へのごみ処理負担金として４，

４２６万４，０００円を計上しました。令和４年度と比較して３８２万６，０００円の

増であります。増の主な要因は、赤池ごみ処理施設の第２期大規模改修工事に伴う増に

よるものです。またごみ処理容器設置補助、設置事業補助金として、令和４年度と同額

の２７万円を計上しました。 

目３し尿処理費は、汚泥再生処理センター業務、汚泥再生処理センター運営等に係る

人吉球磨広域行政組合負担金、９５２万５，０００円を計上しました。 

○議長（金子光喜君） 以上で款４衛生費の説明を終わります。 

ここで休息のため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５９分 

再開 午前１１時１１分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を開きます。発言を許します。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 先ほど説明の中で２点誤りがございました訂正いたし

ます。総合検診委託料は、１，４５８万４，０００円を計上しました。それから最後、

目２し尿処理費のところ目３と申しました。目２し尿処理費が正しい目でございます。 
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○議長（金子光喜君） ただいま課長より報告ありました。訂正されたものを原案とし

てご審議いただきます。ただいま、衛生費の説明が終わったところです。これから、款

４衛生費の質疑を行います。 

ページは５５ページから６０ページまでです。 

○３番（遠坂道太君） ５８ページ。保健衛生総務費でですね、扶助費の子供医療費助

成について伺います。高校生のまでの助成となっておりますが、昨年から減額となって

るようですが、何名ほど減らした部分で検討され、計画を上げられたのか、これにつき

ましてお尋ねいたします。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 子供医療費助成につきまして人数じゃなく、過去３年

間のひと月当たりの実績で算出してございます。 

○３番（遠坂道太君） 過去３年の実績ということでございますけれども、やはり、年

々、子供数も減っていくような状態だというふうに思っております。やはり予算計上に

しろやはり、３年間ということであれば、今から３年間の実績だというふうになります

けれども、それも踏まえた形でですねやはり何か減っていくということは分かってるわ

けですから、その部分もやはり加味しながら、検討していただければと思っております。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 議員が申されましたように金額の実績だけではなくで

すね、人数も考慮した上で算出していきたいと思います。 

○７番（味岡 恭君） ５９ページの衛生費の保健衛生費の予防費、１２の委託料です

か、総合健診委託料の中で、１，４５８万４，０００円が組んであります。受診者はど

のくらいおられるのかお尋ねをいたします。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 令和５年度は、３検診機関で４８０名の申込みを見込

んで予算を組んでおります。 

○７番（味岡 恭君） その予算の検診者じゃなくて昨年度、何名ぐらいおられたか、

パーセントでね、町民の何パーセントぐらいが受診されたのかをお尋ねしてるんです。 

○議長（金子光喜君） 答弁調整のため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１６分 

再開 午前１１時１６分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 休憩終わり、会議を続けます。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 申し訳ありません。今ちょっと資料を持ち合わせてお

りませんので、後ほどお答えしたいと思います。 

○７番（味岡 恭君） 人数が分からん、確認が分からんなら大体のパーセントでもい

いですよ。大体２０何パーセントぐらいかなと私は思ってるのか、思ったもんですから。 
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何を聞きたいかといいますと、どういうふうに対象者を推進している、受診の推進をど

うされているのかを聞きたかったんです。何か広報等で受診の広報をされているのかお

尋ねします。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 総合健診等につきまして個別に、案内を住民の方に出

しております。何ですか、希望調査の中でいろんな資料も、あわせまして、送っている

ところでございます。 

○７番（味岡 恭君） 受診者が非常に少ないみたいなもんですから、できる限り受診

をしていただきますようにですね、推進をしていただければと思います。 

○２番（西 靖邦君） ５９ページのですね１２、委託料の１予防接種委託料１，４０

０飛んで、９万８，０００円ですけども、先ほど１６種類ということをおっしゃってま

した。この１６種類の中にですね、種類別に単価が異なると思うんですけども、１６種

類何名の方の接種予定の予算なんでしょうかね。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） ちょっと合計は出してございませんがワクチンの種類

によりまして、３回とか４回とかございます。全て、たほうがいいでしょうか。例えば

子供のロタウイルスワクチンですと、２０名の３回、いうことになります。そのほかに

は、例えば４種混合ワクチン、が２０名の４回、それから高齢者の肺炎球菌ワクチンで

すと、８５人、それから、季節季節性インフルエンザ高齢者分につきましては、１，４

００人を見込んでおります。 

○３番（遠坂道太君） ６１ページですね。塵芥処理費です。負担金補助及び交付金の

ごみ処理について伺います。先ほど課長からご説明がございましたけれども、３８２万

６，０００円が増額となっているということで、これは改修工事のよるものということ

で理解しております。ごみの量ですけども、昨年に比べて、どうだったかそれにつきま

して、お尋ねしたいと思います。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 令和３年度と、４年度が、２月までの集計なんですが

比較しますと、燃えるごみ燃えないごみ、それから粗大ごみ、は、令和３年度と比較し

ますと、増加する見込みでございます。有害ごみは減るんではないかという見込みが出

ております。 

○３番（遠坂道太君） ごみの量が増加するということでございますが、一応毎年私お

尋ねしているのは、その中での生ごみですよね。生ごみにつきましてもやはり増加する

のかそれにつきましてお尋ねします。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 生ごみにつきましては、燃えるごみの中に含まれてい

るものと思います。これまでの答弁でもいたしましたが、このごみにつきまして重さで、

重さで判断といいますか、重さ、決まってきますので、特に生ごみですね、生ごみ水分

を切って、捨ててもらうということを広報でもですね、数回出しております。これにつ
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きましても、継続して住民の方に周知をし、図りたいと思っております。あわせまして

ごみ処理容器の補助金がございますので、コンポスト容器ですとか、電気で乾燥させる

処理容器ですね、こちらの補助金制度もございますので、こちらも周知しまして少しで

もごみの量、重さを減らすようにですね、そういう働きかけをしていきたいと思います。 

○３番（遠坂道太君） 毎回やっぱりこう、同じように聞いてるんですが、やはり水分

を飛ばす方向を減らすということがやはり生ごみの一つの量を減らすことが、じゃなか

ろうかというふうに思っておるところでございます。それでやはりこう、住民の方に対

するなお、生ごみのやっぱり乾燥ですね、それは十分効果の広報とかでやっておられる

と思いますけれども、やはりそれも末端のほうまで行ってないような状態だと私は確認

してるところでございます。今後ですね、そういった取組を町のほうでやっている、そ

してこういうか、乾燥機も助成しますよという形になっておりますので、それの周知徹

底をですね今後取り組んでいただければと思います。 

○５番（森山 宏君） はい、５９ページのですね、先ほどから言われてるように予防

接種の委託料について伺います。この予防接種で高齢者の勘定っていうのが６５歳以上

というふうになってますけども、ワクチンの場合でしたら、年度末までの誕生の方で６

５歳というふうに、対象になるわけですけども、インフルだったですかね。これは、１

０月接種やったら、今、１０月で満の６５、基準っていうのはこれだけが特殊であとは

全部、年度末の６５歳という、勘定なのか、違いをそういう点を説明ください。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 高齢者、季節インフルエンザにつきましては、申し訳

ありません。１０月末から１１月末か時点での６５歳という基準がございます。 

○５番（森山 宏君） はい、今課長言われたように１０月から１１月かという、その

基準っていうのは本町独自なのでしょうか。このワクチン接種はちょっと、国が関係し

てくるのかなと思ったもんですから、国も、年度末じゃなくって、実施予定の時の満年

齢というふうな基準になってるんでしょうか。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） ６５歳の時点は、町独自でございます。 

○議長（金子光喜君）これで、款４衛生費の質疑を終わります。 

 次に、款５農林水産業費の説明を求めます。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 款５農林水産業費についてご説明いたします。 

ページは６０ページから６８ページまでです。 

農業費につきましては、令和４年度より、５，６７４万４，０００円減の、２億１，

１８３万７，０００円を計上しました。歳出総額に占める割合は５.３％になります。 

次に、項目ごとに説明いたします。 

項１農業費、目１の農業委員会費につきましては、２，３６５万２，０００円を計上

しました。令和４年度と比較しまして、最適化活動による報酬を、令和４年度の交付額
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を見込み、当初予算、当初予算から計上したことにより、１４６万２，０００円の増額

となりました。 

節１報酬から節４共済費までは、農業委員８名及び、農地利用最適化推進委員７名、

並びに、農業委員会事務局２名と、会計年度任用職員１名の人件費を計上しました。 

節８旅費につきましては、委員出張に伴う費用弁償、普通旅費を計上しました。また、

令和５年度は、農業委員会委員、農地利用最適化推進委員の改選の年度になり、関係し

ます報酬、費用弁償を計上しました。 

６１ページになります。 

節 11 役務費に、タブレット通信費５万９，０００円と、節 13、使用料及び賃借料、タブ

レット利用料２万１，０００円は、農地中間管理機構による農地集積、集約化を加速す

るとともに、農業委員会が農地等の出し手、受け手の意向を効率的に把握し、関係機関

と共有に関する費用となります。今後も、担い手への農地集積、遊休農地の解消に努め

ていきます。 

節 12 委託料、委託料につきましては、委員研修会参加のためのマイクロバス運転委託

料、システム保守料等、１３１万３，０００円を計上しました。令和５年度の新規とし

ての農家台帳データ変換委託料３８万５，０００円は、農地法第５２条に規定されてい

る農地情報、インターネット等での公表が義務づけられており、公表データの継続かつ

更新を行うための予算として計上しました。 

６２ページになります。 

節 13 使用料及び賃借料は、農地法に規定された農地情報等の管理、把握、農地利用状況

に関する農政業務支援システム、農地台帳システム等のリース料等に要する費用、１４

７万３，０００円を計上しました。 

節 18 球磨郡市農業委員会、協議会等負担金９万８，０００円を計上しました。 

次に、目２農業総務費につきましては、５，４７４万４，０００円を計上しました。

令和４年度と比較しまして、５１９万２，０００円の増額となりました。主な増額の要

因は、新たに地域おこし協力隊関係の関係予算の計上と、農林振興課職員の人件費の増

額によるものです。 

節１報酬に３９８万９，０００円を計上しました。農振整備促進協議会委員９名の２

日分８万円。人農地プラン検討委員会委員３名の２日分、２万７，０００円のほか、会

計年度任用職員の報酬、１６２万７，０００円を計上し、関係します費用弁償を計上し

ました。また、令和５年度から新たに、地域の農業担い手対策に努めるため、地域おこ

し協力隊の報酬、２２５万５，０００円を計上しました。これは、農業公社勤務を基本

とし、農業公社の事業運営、活動に従事しながら、新規によるＩターンＵターン等によ

る、今後、本町の新規就農者等を呼び込むための仕組みづくり等を計画し、準備を進め
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る地域おこし協力隊として考えています。 

６２ページから６３ページにかけてとなります。 

節２給料、節３職員手当等、節４共済費は、農林振興課職員のほか、会計年度任用職

員、地域おこし協力隊の人件費関係を計上しております。地域おこし協力隊関係で、節

８、費用弁償、普通旅費、節 10 需用費の消耗品費、節 11 役務費にリース車保険料、節

13 使用料及び賃借料にパソコン、車両のリース料をそれぞれ計上しました。 

６３ページです。 

節 18 負担金補助及び交付金では、球磨川漁協への稚魚放流補助金として１０万円を計上

しました。経営所得安定対策、担い手育成等を協議していきます湯前町農業再生協議会

の補助金１２８万９，０００円は、国からの経営所得安定対策推進事業、県からの水田

産地化総合推進事業、また、町単独事業として、新規就農者後継者など育成に努めてい

くとしております。また、地域おこし協力隊住宅補助として３６万円を計上しました。 

次に、目３、農業振興費につきましては、９，３２７万８，０００円を計上しました。

令和４年度と比較し１，３３６万２，０００円の減額となりました。主な減額の要因は、

水稲のぴかまるの試験栽培を令和４年度末までで終了したこと、節 18 負担金補助及び交

付金で、町単独補助金となる農業機械施設導入支援等で、令和５年度は町長選挙が予定

されており、改選後に、新しい町長の考えなどを考慮し、骨格予算としたことによりま

す。節１報酬、節８、費用弁償は、農業振興検討委員、委員検討委員会分で、９名の３

日分を計上しました。 

６４ページです。 

節 18 負担金補助及び交付金に、９，２１９万３，０００円を計上しました。主な内訳と

しまして、農業用廃プラスチック類処理対策補助金は４０万円を計上しました。令和４

年度から、処理業者の変更により、処理費がこれまでより安価となっております。中山

間地域等直接支払交付金は２６集落分、３，１３３万７，０００円を計上しました。町

獣害防止対策協議会補助金は、５２万３，０００円を計上しました。環境保全型農業直

接支払交付金は、環境に優しい農業に交付されるもので、約４２ヘクタール分４８４万

８，０００円を計上しました。次世代人材投資事業補助金は、国の補助事業となり、就

農４年目の方１名分１５０万円を計上しました。多面的機能支払い交付金は、農地維持、

資源向上活動及び長寿命化を含めまして、３，３５５万２，０００円を計上しました。

農業後継者等支援補助金は、国の農業次世代人材投資事業に該当せず、町単独事業とな

るものですが、就農２年目の方２名、就農３年目の方４名、計６名の方分として、４８

０万円を計上しました。中山間地域直接支払い補助金は、５集落分、３２６万１，００

０円を計上しました。資料免許取得支援補助金は３万８，０００円を計上しました。有

害鳥獣捕獲補助金につきましては、シカ４５０頭、イノシシ２００頭、サル８頭、カラ
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ス５０羽、アナグマ１００頭分で、令和２年度の実績を参考に、６８０万円を計上しま

した。県水土里情報利活用協議会負担金は、１３８万円を計上しました。土地情報シス

テム、オルソ画像と農地情報として活用するものです。熊本県農業制度資金金利等補助

金は、新型コロナウイルス緊急対策支援に伴います県と町が利子補給を行うもので、令

和５年度分として、１３万４，０００円を計上しました。農業公社運営補助金は、地域

の農業振興事業を担う、湯前町農業公社が行う公益性事業に対し、３００万円の補助金

を計上しました。 

６５ページです。 

新規就農者育成総合対策事業補助金は、国の事業となり、令和４年度から次世代人材投

資事業補助金から制度改正が行われた事業で、就農２年目の方１名分、１５０万円を計

上しました。上球磨射撃場老朽化対策事業補助金は、施設関係の老朽化等も著しく、鳥

獣捕獲技術向上を図るための改修事業費に対し、国庫、上球磨猟友会自己負担分を除い

た事業費残額分を関係する４町村で、利用者割により補助するもので、本町分として１

８万５，０００円を計上しました。 

次に、目４畜産業費につきましては、４８９万２，０００円を計上しました。 

節７報償費、各種品評会、品評会の商品代、令和４年度の実績を参考に、２２万５，０

００円を計上しました。 

節 18 負担金補助及び交付金に、４３２万８，０００円を計上しました。主なものとい

たしまして、料金の４分の１を補助する酪農ヘルパー制度補助金に過去の利用実績を参

考に、１００万円を計上しました。畜産奨励補助金につきましては、繁殖素牛、乳用牛

素牛、肥育素牛導入事業で、令和４年度の実績を参考に、３２９万６，０００円を計上

しました。 

次に、目５農地費になります。 

農地費につきましては、２，２７１万４，０００円を計上しました。令和４年度と比較

して、３，１１０万１，０００円の減額となりました。主な減額の要因は、上溝中溝の

県営二溝用水路改修整備のハード事業選択に伴う、受益地の農業経営の変化と展望、農

業構造再編の目標など計画ソフト事業が令和４年までであったこと。深田地区排水路工

事事業は繰越しとしていますが、令和４年度事業として完了したため減額となりました。 

節 10 事業費の修繕料は、農道、排水路などの維持管理的な修繕、改善に要します経費

で１００万円を計上しました。令和４年度予算と比較し、１００万円の減額としており

ますが、豪雨などにより早急に対応するものは災害復旧費の予算にて、増額したことに

よるものです。 

節 12 委託料４７７万７，０００円を計上しました。農道等管理委託料で、通常の農道

や用水路管理委託に加え、令和５年度は、法面除草の負担軽減になると言われている雑
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草を抑制する芝の吹きつけによる試験事業を計画し、令和４年度より２０万円増の５０

万円を計上しました。また、古城地区に公共事業の際に必要となる土捨て場確保と整備

を令和５年度から進めるため、用地購入のための登記委託料２７万７，０００円。６６

ページになりますが、古城地区土捨場用地測量業務委託料４００万円を計上しました。 

節 14 工事請負費１，２００万円は、令和４年度に補正予算をお願いし、２か所のため

池の土砂しゅんせつの予算化をしましたが、大谷ため池は入札不調となり、改めて令和

５年度の当初予算で計上したものです。 

節 16 用地購入費につきましては、４３１万８，０００円計上しました。先ほど委託料

で説明しました公共工事に伴う土捨場等の確保と整備に伴います公有財産購入費となり

ます。用地の相談に当たり、一部流木補償の相談があるため、節 21補償補填及び賠償金、

３万９，０００円を計上しました。説明が前後いたしますが、節 18 負担金補助及び交付

金につきましては、県土地改良事業団体連合会負担金、一般賦課金１万円と、令和５年

度の県営団体営事業に伴います、特別賦課金２５万９，０００円を当初から計上しまし

た。また、熊本県ため池協議会負担金は、令和４年度では補正予算で、負担金１万円を

計上しましたが、令和５年度は当初予算から計上しました。これは、県、市町村、土地

改良団体連合会が連携し、ため池の保全管理に移管する体制を進めるための協議会とな

ります。 

○教育課長（浅田 徹君） 続きまして、目６農村環境改善センター管理費につきまし

ては、２８８万７，０００円を計上しました。改善センターの維持管理に要する経常的

経費が主なものとなります。対前年で９万６，０００円の減となっております。 

節 10 需用費では、消耗品のほか、光熱水費で、電気料金対前年２２万円の増加を見込

みまして、１３６万円を計上しております。同じく、修繕料は、対前年７０万円減額の

３０万円を計上しました。 

節 17 備品購入費では、玄関ロビーに設置をしておりますＡＥＤ、自動体外式除細動器

１台の保証期限を迎えますので、更新購入を計画し、３７万円を計上しました。農村環

境改善センター管理費につきましては以上となります。 

○農林振興課長（稲森一彦君） ６７ページです。項２林業費、目１林業振興費につき

ましては９６７万円を計上しました。令和４年度と比較し１，８８８万５，０００円の

減額となりました。減額の主な要因として、令和４年度に林業事業体が実施した林業木

材産業、林業木材産業振興、施設等整備事業の終了、林業成長産業化地域創出モデル事

業が令和４年度をもって終了し、国からの交付金による事業を実施していく奥球磨未来

の森づくり創造協議会の補助も終了したことによるものです。 

節１報酬に、林業木材分野に地域おこし協力隊の報酬２２５万５，０００円を計上し

ました。これは国からの交付金による林業成長産業化地域創出モデル事業が令和４年度
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をもって終了しましたが、平成３０年度の事業採択により設立した、奥球磨未来の森づ

くり創造協議会により、今後も地域内の林業及び木材産業関係と、流通業者及び地元自

治体とともに継続発展させるコーディネーター役となる、地域おこし協力隊と考えてい

ます。 

節３職員手当等、節４共済費等は地域おこし協力隊の人件費関係を計上しております。 

また、地域おこし協力協力隊関係では、節８費用弁償の普通旅費、節 10需用費の消耗品

費、節 11 役務費にリース車保険料、節 13 使用料及び賃借料にパソコン車両のリース料

をそれぞれ計上しました。  

節 12 委託料、３００万円は、森林環境増税を財源に、森林路網等の補修整備により、

林業基盤を強化するものになります。 

節 18 負担金補助及び交付金に６９万１，０００円を計上しました。林業事業体の育成

強化、木材需要拡大等を推進する各種協議会補助金のほか、上球磨森林組合が実施しま

す労働安全大会や作業班育成対策研修事業負担金等を計上しました。港・森と水ネット

ワーク協議会負担金は、東京都、港区と森林を有する自治体が、国産材の活用を通じて、

森林整備の促進、森林の二酸化炭素吸収量を拡大させることにより、低炭素化社会の実

現に貢献することを目的としております。低炭素社会の実現の貢献、球磨スギヒノキ需

要拡大等に努めてまいりたいと思います。奥球磨未来の森づくり創造協議会補助金２万

円は、木材の生産等の森林情報整備、流通販売等の需要拡大や林業労働者の人材育成等

推進していくソフト事業は、国からの補助事業は終了しましたが、地域おこし協力隊に

よる人材も活用して継続し、さらなる発展を行うため、協議会の会員からも負担をお願

いすることとしております。 

６８ページです。 

地域おこし協力隊、住宅費補助として３６万円を計上しました。 

節 24 積立金は、国からの森林環境譲与税の一部を積み立てるもので、令和５年度の譲

与税額は９５７万円を見込み、歳出として公有林管理費で、４７９万円、林業振興費で、

３０８万５，０００円の合計７８７万５，０００円を活用することとしており、残りの

１７０万４，０００円を積み立てるものです。 

すいません先ほど、６４ページになりますけれども、農業振興費のところでの負担金

になります。県水土里情報利活用協議会負担金として、先ほど私１３８万円というふう

に説明いたしましたが、１３万８，０００円の間違いでございました。 

以上で款５農林水産業費の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（金子光喜君） これから、款５農林水産業費の質疑を行います。ページは６０

ページから６８ページまでです。 

○１番（吉田精二君） 今の６４ページですが農業振興費の負担金補助及び交付金の中
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で、農耕者資格取得補助金が昨年まではあったんですが、今年はないようです。今年が

令和５年度ですね、何か見直しの時期に入ったというふうなことで、見直した結果削除

されたものか。どうでしょうか。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 今、御質問の農耕車取得資格の補助事業でございます

けれども、このほかに果樹であったりとか鳥獣害の防止柵であったりとか、農業機械の

補助であったりとか施設等がございますけども、これらの補助事業については見直しを

行っております。令和５年４月のほうに町長選挙を控えているというとこでございまし

て、今年は骨格予算でございますね。その後、町長選挙後に、また皆様方にお知らせし

ながら農業の振興にあたっていきたいというふうな考えでございます。 

○５番（森山 宏君） ６６ページのですね、農村改善センターの備品購入費、ＡＥＤ

入替えっておっしゃいましたけども、ＡＥＤって、大体どのくらいぐらいですかね。よ

く頻繁に利用される、消防署においては確か７年で何か契約、補償契約ですかねそれを、

なさっとったーですけども、改善センターの部分だけがＡＥＤで、ちょっと各地区の消

防詰所にもＡＥＤは設置されてるとは思いますけども、そういうところも一緒に、考え

んばんとは思いますけども、今、改善センターとだけ不備があったのか。賞味期限じゃ

なかったな、消費期限じゃなか、何か、何かな。有効期限が切れたんですかね。 

○教育課長（浅田 徹君） ＡＥＤ、自動体外式除細動器ですけども、厚生労働省のホ

ームページによりますと、おおむね本体からバッテリー、ただ電極パッド、この三つの

部品に区分されております。本体の耐用年数が７年、メーカーの保証期間が一般的に５

年、それからバッテリーにつきましては使用期限という表現でありますけども４年、電

極パッドも同じく使用金が２年というふうになっております。更新しますのは、耐用年

数７年経過ということを、が理由になります。以上です。 

○３番（遠坂道太君） ページ６０ページです。農業委員会費で、報酬の最適化推進活

動の報酬について伺います。昨年の予算は１０８万円になっておりますが、今年度５０

４万１,０００円となった、増額となった理由についてお伺いしたいと思います。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 農地最適化推進の活動のいわゆる報酬というとこで、

今年度につきましては令和４年度の実績に応じまして当初予算から計上したことで、今

回の予算額というふうになっております。 

○３番（遠坂道太君） 増額になった理由については理解しましたが、農地のですね、

集積については、今現状どのようになっておるのか、それにつきましてお尋ねしたいと

思います。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 農地集積率ということでご説明いたします。約５０％、

半分程度ということになっております。 

○３番（遠坂道太君） 今５０％ということでございますが、やはり今国が言ってる、
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中では、やはりいろんな事業関係につきましてですね、やはり農村農地の集積等は行っ

てるんじゃなかろうかと思います。事業等にですね、どのくらい、まとまらんと、事業

関係でもやっぱり影響するのかそれにつきましてお尋ねをしたいと思います。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 農業関係によります国の事業として主なものとし、代

表的なものは土地改良事業用水路改修等々になるかと思いますけれども、まず農地集積

の計画を立てます。その中で地区内での例えばですけども８０％以上となるとそういう

計画を立てて集積をしていくことになればこれは県営事業が対象になりますけれども、

促進費といいまして、受益者の分担金も軽減、そちらのほうにも使われ、利用できる補

助金となりますので、そういうのも利用するできるような集積を集積計画。そしてまた、

集積を図っていくというようなことが重要になるかと思います。 

○３番（遠坂道太君） 一応目標としては８０％を目指しておられるということでござ

います。今、特にですね、今後二溝の問題等も出ておりますので、やはり県営事業にな

ると思います。やはり集積ができる部分は特にやはり小、農家の方との理解を踏まえ利

用した形での土地の集積を今後進めていかれるようにですね、お願いをしたいというふ

うに思っておるところでございます。 

○農林振興課長（稲森一彦君） もう、今、二溝の件でお話がありましたけれども、こ

こにつきましては二溝のハード事業、県営の用水路改修等事業になりますけれども、そ

の中での集積のほうの計画であったり、どなたのほうに集積していくのかというふうな

協議会の場を設けております。また、この協議会につきまして、令和５年度につきまし

ては当初予算と計上しておりませんが、集積等についての協議会の会議のほうもですね、

今後順次進めていかなければならないというふうに考えております。令和５年当初予算

ではちょっと計上出来ておりませんでしたが、この協議会の報酬費用弁償等、令和５年

度の補正でもお願いしながら、集積については今後の進むように計画をしていきたいと

いうふうに考えております。 

○議長（金子光喜君） ここで昼食のため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１２時００分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を続けます。ただいま、款５農林水産業費

の質疑の途中です。発言を許します。 

○３番（遠坂道太君） ６１ページ、農業委員会費で、旅費の農業委員会委員候補者選

考委員会委員費用弁償について伺います。今現在何名の方で構成されているのか、また、

農業委員になる基準というものがあるのかそれについてお伺いします。 
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○農林振興課長（稲森一彦君） 現在農業委員会のほうにつきましては農業委員さんの

農業委員さんのほうが８名、最適化推進員のほうが７名ということで、計１５名で構成

というふうになっております。あと、農業委員会のほうの農業委員になる資格というと

ころでございますけれども、ちょっと一部的なことになりますけれども、平成２８年４

月１日より農業委員会法の改正がございまして、農業者以外の者で中立な立場で公正な

判断をすることができる者を１人以上は入れるというふうになっております。中立的な

立場という方につきましては特に資格等が求められるもんではなくて、会社員の方であ

ったり商業者の方であったり消費者の団体等の方であって農業に従事していない方も、

該当するというようなことになっているところでございます。 

○３番（遠坂道太君） 今の課長のほうからご説明ありましたけれども、１５名で構成

されてるということで、この方たちが推薦委員か選考委員というふうになるわけですけ

れども、農業委員になれられる方がやはり、基準、私もちょっと調べた中でやっぱり認

定農業者でなければ出来ないというような形のほうに至ったというふうに思いますが、

それは間違っておるでしょうか。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 先ほど農業委員さんの８名というふうに言いましたけ

れども、その過半のうち認定農業者ということになっておりまして人数的な５名、とい

うこと、認定農業者の方については５名というふうになっているところでございます。 

○３番（遠坂道太君） 農業委員にですね、立候補された中で、認定農業者でなくても

良いということですか。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 先ほどの答弁と重複いたしますけれども、過半、半分

以上ということでございまして湯前町のほうでは８名ということですので、過半ですの

で５名以上の方が、認定農業者であればいいと。それ以外は、認定農業者じゃなくても

農業委員のほうにはなるというところでございます。 

○３番（遠坂道太君） 一応ですね、こういう農業者とか、認定農業者の方たちが過半

数ということでございますけれども、やはり湯前町の農業を、やはりリードして行って

いかなければいけない方たちでございますので、やはり人選もですね、やはり、基準的

にも、できるような方をですね、今後、選んでいただきたいというふうに思ってるとこ

でございます。 

○４番（椎葉弘樹君） ６４ページの農業公社補助金３００万円についてお尋ねします。 

昨年の当初予算のときに、この公益性事業のある農作業の人材登録であったり、受託作

業をオンライン化で可能にする事業、あるいは事業内容を公表したり、機械の貸出しを

確認出来たりする農業公社の事業の見える化をオンライン化を質疑しました。そのとき

に、課長のほうからは、予算も含めて、十分検討しながら前向きに進めていきたいとい

うことでした。また、町長のほうからは、そういうことも考えないといけない、自身は
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アナログ人間なんでということでご答弁をいただいたところでした。現在の検討状況に

ついてお尋ねしたいと思います。 

○農林振興課長（稲森一彦君） オンライン化というとこで見える化というところでご

ざいますけども、その検討につきましては具体的にはちょっとまだ入っていないという

ところでございます。 

○４番（椎葉弘樹君） 今の農業公社の体制ですと、その部分に力を回す余裕がないの

かもしれません。一方他町村のほうでは、この農業公社等で検索しますと、その事業内

容であったり、様々な補助事業の対応とかが出てきているところです。この公益性の事

業を行うのであれば、町民にも、そして町外の方にも、その事業を公開したほうがよい

のではないでしょうか。また、町内外の方にも関心を持っていただけるように、情報発

信等もしていく必要があるんではないでしょうか。そして最後に、生産性の向上や、最

新技術などを、アナログだけではなくて、デジタルの要素というのも取上げ、取入れて

いく必要があるのではないでしょうかということで、この補助金３００万円の枠で収ま

らないのであれば、今後、この別の予算は立てていくなり、そういう予算化が必要なの

かも含めて考えていく必要があるのではないかと思うんですが、町長の見解を伺いたい

と思います。 

○町長（長谷和人君） 見える化ということでございますけども、ようやくリスタート

ということで、１年経ってませんけど、１年になるようなところでございます。今の、

正直申しまして細々と、やっているような状況でございまして、登録した人材を使って

ですね、今、事業を推し進めているというふうなところが現状でございます。その中で

やはり、１番のネックが人材不足でございますもんですから、それは先ほど予算説明の

中にあったわけですが、それを地域おこし協力隊の協力を得るなどしてですね、そこに

活性化を生み出したらどうかということでの政策をちょっと上げたところでございます。

今の御質問のとおり、見える化の部分についてはですね、今まだ、実際に取り組んでな

いというところがございますんで、そこら辺も並行しながらですね、おっしゃるような

ことも、情報発信をやっぱりすべきだろうというふうに思っておりますんで、その前に、

運営も行いながら、そしてその経営の弱体化がございますんで、そこら辺もしっかりと

ですね、見据えたところで動かなくちゃいけないのかなというふうに思っているところ

でございます。 

○３番（遠坂道太君） ページ６５ページ、畜産業費、負担金補助及び交付金の畜産奨

励金について伺います。昨年度途中でございましたが、畜産飼料高騰価格高騰対策につ

いての補助があったわけですが、５年度においては、どのような対策を考えておられる

かそれにつきましてお尋ねいたします。 
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○農林振興課長（稲森一彦君） ４年度におきましては、新型コロナウイルス感染症対

策の地方創生臨時交付金があり、畜産業ばかりでなく農業関係全般にわたり、支援事業

を行ってきたわけでございます。５年度におきましてもこのような国からの交付金がち

ょっとあるかないかっていうのは、まだ今のところ未定でございますけれども、予算書

に挙げたとおり当初予算にはその対策については今のところは考えておりません。また、

今後そういう国からの支援であったりとかがあれば当然していくこともあろうかと思い

ます。場合によってはまた町長とのご相談にもよりますけれども町単独でもすることも

考えて行くこともあろうかなというふうに思います。 

○３番（遠坂道太君） 国からやっぱり支援がなければ、考えられないというような答

弁でございますが、それと、町単独でですね、できるようであれば、取り組んでいただ

ければというふうに思うところでございます。そのぐらいの腹づもりの町長にお尋ねを

いたします。 

○町長（長谷和人君） やはりまた、物価高騰ですね。それから、コロナにつきまして

の後遺症がやっぱり残っていくんではなかろうかなというふうにも思っております。そ

の状況をやっぱり十分確認してですね、可能であればそういう対応を行う必要があるの

かと。それとやっぱり最後になるんですけども、財源等も見据えたところでお願いしな

くちゃいけないかなというふうには思っておるところでございます。 

○３番（遠坂道太君） 財源の問題もあると思います。やはり畜産業界、特にさっき、

昨日もおとといも私も話をしましたように、餌代がですね、トンの７万円から１０万円

と、非常に苦しい状態になってきてる状態です。それで離農を考えてる、やめるとか、

そういう形もですね、湯前ではまだ出てきておりませんが、やはり最終的にはやっぱそ

こまで出てくんじゃなかろうかというふうに思いますので、今後ともやはり、そういう

取組の方向はですね、取り組んでいければと思います。 

○８番（倉本 豊君） ただいまの質問に関連して質問をさせていただきますけれども、

今日のですね、西日本新聞の１面にですね、昼夜働けど月赤字１５０万円という記事が

出ておりましたんで、ちょっと、気になったもんですから、読んでみたところですね。 

ここは大きい酪農家なんですが、１５０万円の借金が赤字が出て、それを、金融機関か

らの借金で今しのいでおると。もう、いつかはやめなければならないだろうというよう

な記事でございました。今、遠坂議員言われたようにですね、昨年からすっとですね、

相当上がっておるそうです。私が経営してるわけでございませんので、今年度について

は、繰越しでまだ、執行されてない部分がありますけれども、来年度につきましては、

予算としては上がっていない。しかしながら畜産農家が衰退しますといろんなところに、

波及してきます。これは皆さんおわかりと思いますけれども、農地の担っておられる農

地が出てきたり、いろんな、町内の農業だけでなくていろんなところに影響が出てくる
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と思いますんで、ここはしっかりとした、支援策をですね、新しく町長になられて、６

月の予算等々では示していただきたいというふうに、私も思っておりますので、その辺

についての、再度のご見解をお願いします。 

○町長（長谷和人君） 先ほど言いましたように、多分後遺症といいますか、が残って

くると思います。簡単にやはりＶ字回復っていうのは難しいところがあるんじゃなかろ

うか。特におっしゃってるような、飼料関係についても、値上がりがやっぱり当分続く

んではなかろうかというふうに私としても思っております。先ほど遠坂議員にも申し上

げてるんですけども、状況によって十分そこは観測しながらですね、場合によっては単

独の支援というのも見据えるし、その場合については議会の皆様方にも、そういうふう

なお願いをしながら、一般財源という可能性も高うございますんで、そこら辺も見据え

る。加えまして、国の状況といいますか、制度がこれからどうなるのか。そこら辺を見

据えて、一緒になってですね、県なり、国にですね、そういうふうな要望、こういうふ

うな状況になってるんで、含めてまた対策を講じてくれということで一体的にですね、

活動も行わせていただければ、また一緒に行動していただければ私ども、力強く思うと

ころでございますんで、そちらのほうについてもどうぞよろしくお願いしたいというふ

うに思っております。 

○８番（倉本 豊君） 多分ですね、国のほうの対策もかなり打ってくるんではなかろ

うかなというふうに、そう、国が動かないとこれ大変な事態になってきますんで、その

肥料に関してもそうなんですが、ですので最悪、何もなかったら町単独ということもあ

りますし、国への要望等もやはり議会としては、ちゃんとやっていくべきだろうという

ふうに私も思っておりますんで、そこら辺は議会と執行部と一体となってですね、やっ

ていければいいのかなというふうに思っております。 

○７番（味岡 恭君） 今先ほどから話が出ましたように遠坂議員、倉本議員と同じよ

うな意見になるかもしれませんが、６３ページの、農業総務費だったですかね。負担金

補助金というのがあります。湯前町農業再生協議会補助金というのがございます。それ

の構成員は何人ぐらいななっているのかお尋ねします。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 構成につきましては認定農業者の代表の方、あと幸野

溝土地改良区関係とあと共済組合等、そういう農家の方々と、関係するＪＡさんもです

けども、約１０名程度になっております。 

○７番（味岡 恭君） そしたら、活動内容をちょっとお知らせお願いします。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 活動内容につきましては１番主なものにつきましては

転作関係になりますけども、補助金関係であったりとか、あと米の作付の数量ですね、

面積であったりとか、そういう形を決定するような機関というふうになっておりまして、

またこの中にＪＡと、行政等によって事務局会等をつくっております。その中では農業
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機械等の申請があったときの審査会、あと後継者関係の方についても町単独補助金であ

ったり、国からの補助金のほう、交付しておりますけれども、その中で年に２回ですね、

その後継者等の方からの経営状況であったりとか、相談等を受けるような対応、あと後

継者、認定農業者の方に向けての研修会等も実施しているということになります。 

○７番（味岡 恭君） 今、お尋ねしますこの総合的なですね、何もかもその農業のこ

と、ほかのこともあるんでしょうけど、協議されているということなんですが、今現在

一次産業はとても厳しく農業関係でも含めてですけど、非常に厳しいときです。今話が

出ましたように今後ですね、後継者育成も含めましても、作物につきましても何をどこ

に何をつくるんだって今後、将来的なことも含めてですね、やっぱそういうのも協議し

ていただいて、今後ですね、農業の活性化、今、２人の議員が言われましたように、活

性化に特に努めていただきたいとか、年２回の会合では少ないんじゃないかと。何回か

踏まえ再度プラスしていただいて、協議をしていただいてですね、今後の農業の在り方

を含めて、協議していただきたいというふうに思います。その辺はいかがなんでしょう

か。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 農業総務費の中では湯前町農業再生協議会というのを

つくっておりますけども、これと別にですね、いろいろなそれ農業関係の検討する場と

して、予算的には農業振興費になりますけれども、今年度も予算のほうを上げておりま

すけれども、農業振興検討委員会というのをつくっております。これはこの中では令和

５年度当初予算ベースですけれども、年３回と、令和３年度におきましては、約１０回

ほどの検討を行っているところでございます湯前町農業振興検討委員会の中で、議員お

っしゃられたようなこと内容につきましては、農家の方の意見をお聞きしながら検討し

ていきたいというふうにしておるところでございます。 

○７番（味岡 恭君） 先ほどから予算を見ますと何とか委員会補助、何とか委員会補

助とかってたくさん出てきます。それも年に１回ぐらいは全員寄ってですね、協議して

いただければ、また違う案が出るかもしれませんので、その辺も含めて、ご協議をお願

いしたいというふうに思います。 

○３番（遠坂道太君） ６３ページの農業振興費について伺います。先ほど課長のほう

からもご説明ありましたように、水稲栽培試験が３年間で終了したということでござい

ましたが、３年間の試験結果を検証され、栽培基準、作成されたのか。また今後ですね

ぴかまるの栽培、普及をどのように図るのか、それにつきましてお伺いしたいと思いま

す。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 令和２年度、３年度４年度と、３年間の試験栽培等を

行ってきております。耕種基準等につきましてもこの３年間のちょっと整理いたしまし

て５年度できちんと作成したいと思っております。またこのぴかまるも含めまして水稲
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栽培の協議会というものを、令和５年度に立ち上げられないかなというようなことで考

えているところでございます。 

○３番（遠坂道太君） このですね、３年間の試験の結果あたりは今、公表できれば公

表していただきたいというふうに思っておるところでございます。そして５年度、今か

らですね栽培のほう、普及の形を図っていくということであれば、もう、早くしないと

ですね、皆様のほかの形も、大体、栽培の計画等もさせておられるところでございます。

その分、どのような形で、急がれるのか、急いでされるか、それについてお伺いしたい

と思います。 

○農林振興課長（稲森一彦君） この協議会のほうでの設立も考えておるところでござ

いますけども、現在の農林振興課の職員だけではなかなか技術的なこともございまして、

難しいところもあろうかと思います。ここにこの水稲試験栽培につきましては、県の振

興局のほうからもいろいろお手伝いをいただいております。そういう、専門的な技術で

あったり知識を持っている方と一緒になって、早々にということでございますけれども、

令和５年度中にはそこを立ち上げて、またデータについても公表していきたいなという

ふうに思ってるとこでございます。 

○３番（遠坂道太君） 一応こういう耕種基準はそれで良いかもしれません。今年度の

ですね作付等についてはどうされるのか、それにつきましてお伺いしたいと思います。 

○農林振興課長（稲森一彦君） ３年間につきましては町のほうで種もみとなる原材料

費というところで補助していたわけでございますけれども、農家数については４軒の方

で面積にいたしまして２ヘクタールの取組をしていただきました。この４名の方につき

ましてはぴかまるについてはまた５年度も、行っていきたいというふうなお話を聞いて

いるところでございます。ただもう３年から試験栽培が終わりましたので、種もみ等に

ついてはこれはもう直接農家の方が購入していただくというようなことで進めていると

ころでございます。 

○３番（遠坂道太君） 当初予算に関係のない部分に入ってきておりますので、そこは

ご理解いただければと思います。種もみ等の問題されれば、やはり早く、準備されるよ

うな形のですね、形をとっていただければと思います。一応この質問これで終わりたい

と思います。 

○８番（倉本 豊君） ぴかまるについては、説明の中で、今年からやめましたという、

説明がありましたんで、議題に関係ないことはないと思いますので、私も重ねて質問を

させていただきますが、これは町長肝入りの施策でございました。３年間、試験栽培を

されました。で、今年からいわゆる、種もみ代等々の補助はもうやめますよということ

だろうと思います。しかしながら、じゃ、これからどうされるんですかということをお

尋ねしたいと思います。 
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○町長（長谷和人君） ３年間ですね、委託をいたしまして、データ等も取りました。

これ先ほど言いましたように熊本県が入っていただきまして、所要のデータですね。い

ただいて、それのまだ整理が出来てないという部分がございます。一旦はですね、そう

いうことで試験のほうは中止、終わるわけでございますけども、今後はですね、前回も

ちょっと去年も、同じような答弁したかと思いますが、種もみの確保というのは非常に

難しゅうございます。頼むに阿蘇に行けば、ぴかまるがあるだろうというようなお話な

んですけども、うちが入れてるのは、正規のルートを使った分の種もみを使ってるとい

うことでございますんで、今２ヘクタールぐらいについては確保が可能だということな

んですがそ、れ以上になると、なかなか確保が難しいという現状がございます。今回も

まだ、向こうのほうと、出荷先のほうとは協議を進めてないんですけど、同じ量ぐらい

を多分確保は可能になったんではなかろうかなというふうに思っております。加えまし

て、値段のほうもですね、当時今、こちらのほうでの主流となっております。ヒノヒカ

リとかですね。それから、熊さんの輝きですか。それよりはその分の中身とちょっと違

うんであれなんですけども、少しやっぱり高めで購入していただいているということで

ございますし、農家のしていただきました農家にとってはですね、非常にそこは助かっ

ているというふうな意見もいただいておりますし、あわせまして出荷反省会等も行わせ

ていただきまして、農家のですね、お話もお伺いしておりますので、ここら辺はですね、

先ほど言いましたような、種もみあたりの部分をですね、今後どうするのか、これにや

っぱり尽きるのかなというふうに思っておるところでございます。今後ともですね、町

のほうは引くとかそういうことではございませんで、そこの対応もちゃんと行っていき

たいと、かように思っているところでございます。 

○８番（倉本 豊君） 本年については、タイムリーの状況で、がそういうことであれ

ば、致し方ないのかなという感じもしますけれども、将来にわたっては、登録も湯前さ

んのぴかまる、固有名詞もつけて登録をされておるということからしますと、町内にで

すね、幅広く栽培をしていただけるような方向に持っていかれるのかなというふうに私

は感じておりましたので、そこら付近は結局、その目指すところはどういうところにな

るわけですか。 

○町長（長谷和人君） 私もそういう考えで実は、通常の今あります品種以外にぴかま

るを普及出来ないか、さっき言いましたように、値段のほうも、幾らか高うございます

んで、手取りも農家にとっては、それだけ大きいということでございましたんで、そこ

の反応ちゃんと出来たということなんですけど、どうしてもやっぱり、その種もみにな

ってしまうわけでございますので、そこら辺を相手先とですね、今後どう種もみをです

ね、拡大できるのか。そこら辺になってくるんかなというふうに思っておるところでご

ざいます。思いは一緒でございます。 
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○議長（金子光喜君） ほかにありませんか。 

○３番（遠坂道太君） ６７ページのですね、林業振興費の委託料の３００万円につき

まして、お伺いします。どの地区の民有林内の補修整備、委託されるのか、また財源は、

森林環境譲与税なのかそれにつきまして、お伺いします。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 民有林内の路網の整備ということで、具体的にこの路

線のどこどこというふうな決め方はいたしておりません。また梅雨時期におきましても

そういう、路面の洗掘に当たるとかが考えられますので、そこら辺のと見込みまして３

００万円というふうにしております。財源につきましては森林環境税を財源とするよう

にしているところでございます。 

○議長（金子光喜君） これで、款５、農林水産業費の質疑を終わります。 

次に、款６、商工費の説明を求めます。 

○企画観光課長（本山りか君） 款６商工費は８，８１９万円を計上しました。一般会

計に占める割合は２.２％となります。また、前年度に比べ２，６３０万９，０００円の

減額です。減額の主な理由は、観光費におきます観光施設工事費用の減額によるもので

す。 

目１商工総務費からご説明いたします。商工総務費は１，２５４万４，０００円を計

上しました。商工観光係２名の人件費です。 

目２商工振興費は２，７４８万６，０００円を計上しました。商工振興に係る事業費

及び施設管理のための費用になります。主なものについてご説明いたします。 

節 10 需用費に、ワーケーション推進事業に係る消耗品費、２万２，０００円を計上し

ました。ワーケーション推進事業は、令和４年度に実証事業を行いましたが、令和５年

度も引き続き、ワーケーション事業を推進していきたいと考えております。消耗品費の

ほか、節 12 委託料に、４５２万円。節 17 備品購入費に４５万５，０００円も、それぞ

れ計上しております。この事業を推進する中で、企業との信頼関係を構築し、企業誘致

につなげてまいりたいと考えております。 

節 12 委託料に避難防災交流施設指定管理料、４５７万１，０００円を計上しました。

ふれあい交流センターユートピアの指定管理料です。令和４年度に比べ１２万７，００

０円の増額となっておりますが、電気料等の物価高騰が主な要因となっております。湯

前町レールウイング指定管理料３７５万４，０００円を計上しました。まんが図書館と

展示体験販売施設、ゆのレールの指定管理料となります。令和４年度に比べまして、２

１万６，０００円の増額となっております。電気料等の物価高騰のほか、人材確保のた

めの雇用体系の見直しが主な要因です。 

６９ページをお願いいたします。 
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節 18 負担金補助及び交付金の商工会補助金と商工会青年部女性部補助金は、前年度同

額を計上いたしました。湯前町小規模事業者持続化補助金は、申請件数３件を見込み、

５０万円を計上いたしました。湯前町事業承継サポート事業補助金は、４５６万円を計

上いたしました。内訳としましては、令和３年度認定者２名分、月額６万円の１２か月

分、令和４年度認定者２名分、月額８万円の１２か月分、及び令和５年度認定見込み１

名分、１０万円の１２か月分となっております。節２０貸付金の商工会預託金は３０万

円を計上しました。既存貸付金の残高分を見込みのみを予算として計上しております。

この残高の完済予定が本年７月となっておりますため、完済をもって、預託金事業を廃

止したいと考えております。 

次に、目３観光費のご説明をいたします。 

観光費は４，８１６万３，０００円を計上しました。令和４年度に比べまして、３，

３５１万３，０００円の減額計上となっております。減額の主な要因は、昨年実施いた

しました、湯楽里高圧設備改修工事に係る費用の減によるものです。主なものについて

ご説明いたします。 

節１報酬に、地域おこし協力隊の報酬を計上しました。令和５年度は、駅周辺とグリ

ーンパレスの新池に拠点におきます観光振興を強化したいと考えておりまして、新規協

力隊２名を任用いたします。令和４年１月臨時会におきまして、関連予算の債務負担行

為御可決いただき、募集を行っておりましたところ、早速応募があり、採用試験の結果、

２名の協力隊を任用することとなりました。そのため、現在の協力隊１名に２名を加え

た３名分の任用に係る報酬を計上しております。なお、以前から任用している協力隊１

名が３年間の任期満了によりまして、１１月末をもって退任の予定となっております。 

協力隊にかかる費用は、報酬のほか、職員手当、共済費といった人件費を初め、各種活

動費をそれぞれの節に計上しております。協力隊の人件費及び活動費は、原則特別交付

税で措置されます。 

７０ページをお願いいたします。 

節 11 役務費に広告料５３１万１，０００円を計上いたしました。令和５年度は、これ

までの雑誌や新聞などのメディアを通した広告に加えまして、ふるさと納税ポータルサ

イトに、本町の観光情報と物産の魅力等をあわせて掲載していくことで、効率的、効果

的に発生していきたいと考え計上しております。 

節 12 委託料にグリーンパレス指定管理料１，２８０万,７０００円を計上しました。

同じく、委託料に炉ゲーミング運営委託料８０万円を計上しました。この事業は、コロ

ナ禍においても実施可能なイベントであるとしまして、令和４年度に初めて取り組んだ

事業となりますが、参加者の満足度も高く、よりまちの魅力を感じていただけるような

イベントであったため、令和５年度も継続して開催したいと考え、計上しております。



- 198 - 

令和４年度同様、年２回開催したいと考えておりますが、ウェブサイト構築やバックパ

ネル、のぼり旗などのオリジナル物品政策が、令和５年度は不要でありますため、令和

４年度に比べまして、２０万円の減額となっております。 

節 17 備品購入費に３０万円を計上しました。これは、観光客の満足度向上と滞在時間

の延長を図るため、電動自転車２台を購入したく、計上したものでございます。グリー

ンパレスに設置しまして、指定管理の中で運用を図っていきたいと考えております。 

節 18 負担金補助及び交付金の町観光物産協会補助金は、協会の基金積立て状況を勘案

し、町補助金見直し方針に従いまして、令和４年度と比較して４０万円減額の４８０万

円を計上しております。 

７１ページをお願いいたします。 

人吉球磨観光地域づくり協議会負担金の事業費分４９５万４，０００円を計上しました。

協議会が実施します事業のうち、令和２年度から令和４年度までの３年間展開してきま

した。地方創生推進交付金事業につきましては、企業版ふるさと納税制度の活用により

まして、延長して実施できる見込みとなりました。そのため、事業実施に係ます負担金

が構成市町村の均等割となりまして、令和４年度に比べ２１９万２，０００円の増額と

なっております。負担金４９５万４，０００円に対し、企業様からの寄附が２００万円。

国からの補助が２００万円でありますため、町の一般財源持ち出しは９５万４，０００

円となっております。引き続き、人吉球磨一体となった取組によりまして、本町への誘

客促進を図ってまいります。事務費分負担金８４万４，０００円は、協議会のプロパー

職員２名分の人件費を、人吉市を除きます９町村で均等割りして算出した額となってお

ります。また、令和５年度は、構成市町村からの派遣は、人吉市からの１名のみとなっ

ております。キャンプ場誘客促進事業補助金３００万円を計上しました。令和４年度に

新設しましたグリーンパレスのホームページや、ＳＮＳの更新、また、過去の顧客デー

タの整備と分析、データ分析によるキャンペーン企画の実施などを行いまして、さらな

る誘客につなげていくために、事業者への補助を行うものです。職員研修費、２６万５，

０００円は、地域興し協力隊３名分の研修費を計上しました。この費用につきましても、

特別交付税で全額措置される見込みとなっております。例年計上しておりますイベント

実行委員会補助金につきましては、６月の肉付け予算にて計上を予定しております。 

以上で商工費の説明を終わり、終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（金子光喜君） これから、款６商工費の質疑を行います。 

ページは６８ページから７１ページまでです。 

○２番（西 靖邦君） ６８ページですけども、目２商工振興費、節 12ワーケーション

推進事業委託料、４５２万計上されています。これ先ほど企業の誘致を具体的にという

ことでしたので、その委託内容は、ほかどのような感じになってるんですかねそういう
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委託内容、それとまた、委託することによりですね、執行部としてどのように進んで進

めていかれるつもりでしょうか。 

○企画観光課長（本山りか君） まず委託料の内容について、内訳についてご説明いた

します。まずですね、企業への助成金ということでございまして、１企業当たり４名分

まで、お１人１０万円ですね、これを５社分、一応計画しております。また、委託費用

ですが、委託する事業所のですね、こちらに来て、いろいろコーディネートをしていた

だきます打合せとか、そういった宿泊費、交通費、それを計画しております。それから、

営業費用としまして、５社のですね、参加いただきます事業様の誘致に関するコーディ

ネート費用、これを予定しております。それから、ワーケーションのですね、ＬＰとい

うものを作成しております、簡易のですねホームページとお考えいただければよろしい

かと思いますが、ＬＰのほうのですね、更新費用、これも予定をしているところでござ

います。ちょっと、あとですね、備品購入費のほうでも、予算を計上させていただいて

おりますが、これが令和４年度に実施しましたワーケーションの実証事業によりまして、

課題として出てきましたハード整備、これに係る分の備品購入費ということで計画をし

ているところでございます。また、委託をしてですね、今後どのような展開ということ

でございますが、先ほど申し上げましたように、企業様にですね、この湯前町でワーケ

ーションを実施してですね、いただきますに当たりまして、どのようなことが必要かと

いうのことをですね令和４年度から検証しているところでございますが、いろんな課題

が出て待っております。またその課題を踏まえてですね、今後、湯前町にとって１番ふ

さわしいようなワーケーションの在り方、それを検討してまいりまして、そして、企業

様との信頼関係も構築しながらですね、企業様の誘致に向けて取組を進めていきたいと

考えております。 

○２番（西 靖邦君） このワーケーションですけど他の町村もすごく力を入れてる事

業ですよね。何を言いたいか言うと湯前町が乗り遅れないようにしていただきたいなと

思っております。 

○４番（椎葉弘樹君） ７１ページの人吉球磨観光地域づくり協議会負担金事業費分、

４９５万４，０００円についてお尋ねします。これ毎回聞いていることなんですが、こ

の４９５万、これまで１番高くなっているわけですが、令和２年度から通算しますと、

１，０００万円分本町から支出しております。まず令和５年度事業費において、本町に

関連する事業、主な事業がありましたらご紹介いただきたいと思います。 

○企画観光課長（本山りか君） １番の関係しますのがですね、やはり上球磨でですね、

ブランド戦略会議というものを進められておる中で、いろんな商品の開発、これをなさ

っております。三日月商品ということでですね、数々の商品が生まれているところでご

ざいまして、単独町村ではなし得ないようなですね、原材料、県町村で活用し合ったり



- 200 - 

とか、そういうところで、商品開発ですね、そういったものが展開出来ているという点

が今後も見込めるのではないかと考えております。それから、また先ほどちょっと申し

ましたとおりですね、その町村間での民間さんにおける連携、これが進んでおりますの

で、イベントの企画もですね、ご承知の通り花フェスですとか、そういったもうこれも

恐らくコロナ禍において、ちょっと縮小版でやっておられましたが、これの展開も今後

ですね、大きくなっているものと考えております。それに参画していただく方々もまた、

広がっていくということで、本当にその民間としての動き、これが広まっていくんでは

ないかと考えておりまして、そういったところがこの観地協での広域連携による、促進

効果ということになろうかと思っております。また今後もそういった事業が展開されて

いくものと思っております。 

○４番（椎葉弘樹君） そういった活動がＳＮＳ等でも、ちょくちょく見かけるわけで

すが、結局、本町にとっての窓口的な、観光物産的な窓口というのは、上球磨の組織の

ところが担っていくという考えでよろしいでしょうか。 

○企画観光課長（本山りか君） お見込みのとおりだと考えております。結構ですね、

行政が今回の場合は立ち入らなくても、本当に自主的に民間の方々で動きを進められて

おります。ただ行政が知らんぷりというわけではございませんで、一緒になってですね、

行政の役割を役割で果たしていきながら、民間の方を中心とした取組を推進していただ

ければ、非常に理想的な取組になっていくのではないかと思っております。 

○１番（吉田精二君） 商工観光費の７０ページの委託料のグリーンパレスの指定管理

の件ですけども、グリーンパレスの敷地内にある湯目科房もこの指定管理の中に入って

おりましたですかね。あそこの今後の利用状況について、お尋ねしたいと思います。非

常に現在キャンプとかレクレーションが誘客の事業、盛んにやってるわけですけども特

にあそこを立地的にもキャンプの人たちとかの買物とか、便所もありますし、非常に使

い方によっては非常に便利なところだと思います。もう二、三年、あそこが休業状態な

もんですから、今後どのように利用されるか、検討されているかお願いします。 

○企画観光課長（本山りか君） はい、この件に関しましては、主に取締役会の中でも

ですね、話題になっておりました。ただここ２～３年は、やはりコロナの影響もござい

まして、ちょっとはその話もですね、中断をしていたところが衝撃的なところでござい

ません。ただし議員おっしゃいます通り、非常に使い勝手のよい場所ではあると思って

おります。キャンプ場の誘客が進む中でですね、お客様の利便性、そういったところ、

それから効果的なですねそういったお買物の件ですとか、以前、夢工房様がですね、お

られたときのように、特産品の販売ですとか、また新たなですね、そういった産品の販

売とか、そういったところも、場所としては非常にですね、適切な場所だと考えており

ますので、今後取締役会、それから現場の声、そういったところですねお客様のニーズ、
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そういったところをとらえて、１番適切な方法で、活用が出来ていくようにですね、検

討を重ねてまいりたいと思っております。早急にですね。 

○７番（味岡 恭君） ７０ページの役務費の中に、広告料というのがございます。５

３０万程度の予算が組んであります。この内容の説明をお願いいたします。 

○企画観光課長（本山りか君） はい、今回新たに始めてですね、５００万という、５

００万程度のですね、広告料を計上させていただいております。冒頭のご説明でも申し

上げましたとおり、これまでは新聞とか、雑誌ですとか、無料のメディア等の広告を利

用しまして、結構他町村に比べてですね、低額な予算で進めてきたところでございます。

ただし、今後はですね、やはりふるさと納税、これとの連動も考えながらですね、広告

もやっていけば、効果的に物産観光の情報が発信できるのではないかと考えております。

ちょっとふるさと納税のポータルサイトのですね運営会社のほうから、今般のご提案を

いただきまして、その中で観光情報も物産情報も、含めて発信ができるような仕組みを

ですね、ご提案をいただいております。ということでございまして、そこのポータルサ

イトを利用してですね、重ね重ねでございますが、観光と物産を合わせて、発信してい

くことで、より観光の情報、観光につきまして観光誘客につきましても、物産の販売促

進につきましても、展開ができるようなことでですね、今回は改めてチャレンジをさせ

ていただければと思っております。 

○７番（味岡 恭君） それは専門業者のに委託してまたお願いするということですよ

ね。分かりました。それと先ほども先ほどじゃなくてよく言ってるんですが町内での誘

導案内板が非常に少ないということも重ねてですね、何か大きな看板でちょっと目立つ

ように、誘導できるよう顧客を、そういうのもちょっと努力していただきたいというふ

うに思います。 

○企画観光課長（本山りか君） 以前から議員からのご質問を受けましてですね、こち

らのほうも検討していた経緯もございますが、今というですね、国の補助金等を活用し

まして、町内全域の看板のですね、設置についての業務委託なんかも発注を考えており

ますので、それちょっと時間はかかるかと思いますが、２年間ぐらいにかけてですね、

町内全域の環境整備を行ってまいりたいと考えております。 

○５番（森山 宏君） 商工費、７１ページのですね地域おこし、協力隊の住宅家賃補

助金１５０万。昨年度はありませんでしたけども、今度、３名ですか。それで１５０万。

１人だと年間５０万っていうことですよね。で、これの住居の選択基準っていいますか、

それと、家賃の基準といいますか。国から特別交付税があるからっていって、通常がで

すね、２万とか３万あったときに、時価ちゅうか、一般の価格よりも高く借り上げを、

もしも計上されるんであれば、民需圧迫にもつながるし、そこのところを、詳細に教え

てください。 
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○企画観光課長（本山りか君） はい、地域おこし協力隊さんのですね住宅費につきま

しては、要綱を設置しております。一応限度額を５万円と定めているところでございま

す。この５万円の根拠につきましては、やはり湯前町は数少ないんですが、民間アパー

ト等もございましてそれとの比較、それから現実的に空き家の活用を行っているところ

でございまして、その交渉におきましてですね、やはり５万円ぐらいの限度額をやらな

いと、なかなか空き家をお貸しいただけないというような実情もございます。そういっ

たとこを含み合わせてですね、限度額を５万円というところで設定しておるところでご

ざいます。これまでは予算科目のほうですね、住宅費、住宅料ということで、借り上げ

料のほうに計上していたところですが、今回からその空き家の賃貸借関係につきまして

もですね、本人さんでまずは契約をしていただきまして、それに対して町が補助すると

いうやり方で見直しを進めたものですから、予算の費目も補助金というところになった

経緯がございます。全国的に家賃がですね、との比較ということでございますが、やは

り５万円ぐらいの限度額をもってですね、交渉がより、空き家とかですと進みますよう

にですね、弾力的に、基準を定めているところでございます。ご理解をいただければと

思います。 

○５番（森山 宏君） それと、お尋ねします。町で建てている、単身者向けの住宅は

ちなみに家賃は何ぼでしょうか。 

○企画観光課長（本山りか君） はい、中里の住宅のことかと思われます。これにつき

ましては、低廉な金額ということで、１万５，０００円ということになってございます。 

○２番（西 靖邦君） ６９ページのですね、目３観光費、節 10需用費、１観光施設等

修繕費 45 万円が計上されてますけども、この修繕費のメンテの費用か何かでしょうか。 

○企画観光課長（本山りか君） これは新年度当初におきましては例年でございますが、

どこといった修繕箇所はございませんで、その都度観光施設を複数、うちが管理してお

りますことから、何かあった場合の修繕料ということで計上しております。もし年度中

にですね、この金額では足りない場合も出てくることことがありますので、その場合は

補正ということで対応させていただければと思い、計上しているところでございます。 

○議長（金子光喜君） ここで休息のため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時５７分 

再開 午後２時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 休憩終わり、会議を開きます。 

ただいま、款６商工費の質疑の途中です。発言を許します。 
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○企画観光課長（本山りか君） 申し訳ございません。議案書の訂正をお願いいたしま

す。ページは７０ページでございます。11 役務費の広告料でございますが、下から２段

目、（1）入湯税充当額５２万９,０００円と記載をしております。これが誤りでござい

まして、これにつきましては、広告料の入湯税充当額分ということで、５２万９,０００

円でございますので、括弧の外のですね、うちという文字を消していただければと思い

ます。大変失礼をいたしました。申し訳ございません。 

○議長（金子光喜君） ただいま、課長から説明がございました。款６商工費、項１商

工費、目３観光費、節 11 の１、内入湯税充当額、に関して、うちを消していただければ

ということですので、ご対応願いたいと思います。うちを消したところを、原案として

ご審議願います。 

○３番（遠坂道太君） ７０ページのですね。これ広告料について伺いますが、先ほど

内容につきましては分かったわけですが、これちょっとお話としまして、２月２６日龍

谷大学との祝賀会のときにですね、堀田監督から、龍谷大学を広告に使ってもらえなき

ゃないかなというお話がありまして、町長がおられましたので、その分のことについて

ちょっと、どのように町長考えておられるのか。お伺いしたいと思います。 

○町長（長谷和人君） 龍谷大学女子柔道部がですね、３年ぶりでございますか。合宿

のほうに、湯前町に来ていただきまして、その際の、準優勝の席で、堀田監督からそう

いうふうなお話があったところでございます。お伺いしたときにはですね、広告塔とい

うことで、大変柔道では強いチームでございますので、利用するのも手があるのかなと

いうふうに私も思ったところでございまして、今回の予算にはその分入っていないとこ

ろでございますが、十分そこはですね、向こうのほうの大学側と協議をさせていただい

てですね、柔道着につけるというのは大変難しい部分があろうかなと思いますんで、ど

の程度のぐらいならば可能なのかどうかちょっとそこら辺の金額もよくですね、見なが

らですね、検討させていただければというふうに思っているところでございます。 

○議長（金子光喜君） これで、款６商工費の質疑を終わります。 

次に、款７土木費の説明を求めます。 

○建設水道課長（中園誠二君） 款７土木費についてご説明いたします。 

７１ページから７５ページになります。 

土木費につきましては、令和４年度より２億３，８０６万７，０００円減の１億８，８

１０万８，０００円を計上しました。歳出総額に占める割合は４.７％になります。次に、

項目ごとにご説明いたします。 

７１ページをお願いします。 
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項１土木管理費、目１土木総務費につきましては、令和４年度より９７万３，０００円

減の４，６１６万円を計上しました。建設水道課職員及び会計年度職員任用職員の人件

費など経常的経費が主なものです。 

７２ページになります。 

節 13 使用料及び賃借料に公用車リース料として６３万９，０００円を計上しました。

令和４年度までは、総務課総務費の災害復旧管理費に計上していましたが、予算の組替

えを行い、土木総務費に計上しました。 

節 18 負担金補助及び交付金に、各種期成会負担金を計上しております。 

７３ページをお願いします。 

国県事業負担金として１８７万５，０００円を計上しました。これは、県道幸野染田線

改良工事及び県道錦湯前線改良工事に伴う負担金となります。令和５年度におきまして

は、事業費１，２５０万円が予定されており、町負担分１５％の額を計上しております。

耐震改修等補助金は、耐震化住宅への建て替え工事補助金補助として１件分１００万円

と、耐震診断に要する費用に、対しての補助として１０万２，０００円の計１１０万２，

０００円を計上しました。また、ブロック塀等耐震化支援事業補助金として４０万円を

計上しました。これは避難路、通学路等、沿線の危険ブロック、米撤去等に対し補助す

るものです。上限３０万のうち３分の２を補助するもので、実績を勘案し、２件分を計

上しました。 

次に項２道路橋梁費、目１道路維持費につきましては、令和４年度より１億４,９１５

万円減の４，７３９万８，０００円を計上しました。町道の維持管理に要する経費、除

草作業、修繕や原材料費、機械借上料等に係る経費を計上しています。令和４年度当初

予算と比較し、大きく減額しておりますが、令和４年度におきましては、節 12 委託料に

おきまして、橋梁点検業務委託料８６０万。下町橋補修工事監理業務委託料に１，２０

０万。長岡トンネル定期点検業務委託料に４００万円を、また節 14 工事請負費に、北町

橋補修工事費として９，０００万円を計上していたことが、主な減額の要因となります。 

節 10 需用費の修繕料として３５０万円を計上しました。町道の舗装、路肩、側溝の修

繕費を予定しております。 

節 12 委託料に、道路維持管理委託料として２２８万円を計上しました。これにつきま

しては、除草作業や道路側溝などに蓄積、堆積した土砂の撤去等にかかる費用となりま

す。 

節 14 工事請負費に、町道維持補修工事として１００万円を計上しました。これにつき

ましては、補助工事補助事業工事の単独分や突発的な事例に対応するために計上したも

のです。また、下町橋附帯工事として２，５００万円を計上しました。下町橋の高欄設
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置費用となります。この事業につきましては今後も安全面での協議を進めていきたいと

考えております。 

節 21 補償補填及び賠償金につきましては、ちょうど志村線歩道整備事業に伴う補償費

として１，５００万円を計上しました。 

７４ページをお願いします。 

項３河川費、目１河川総務費につきましては、河川の維持改修等に要します費用にな

ります。令和４年度より、１，５９９万８，０００円減の７８４万９，０００円を計上

しました。主な減額の要因は、令和４年度におきましては節 14 工事請負費に、より内側

河川改修工事として２，２００万円を計上していたことによるものです。 

節 10 需用費の修繕料として１１０万円を計上しました。例年通常分として３０万円を

計上しておりましたが、近年の大雨の状況を勘案し、不足が見込まれるため、５０万円

に増額し、また、大谷川におきまして、個人住宅地に増水した水が流れ込む事例が複数

回発生し、護岸のかさ上げ費用として６０万円を新たに計上しました。 

節 12 委託料につきましては、都側排水樋門管操作委託料５万円、河川管理委託料に、

県管理河川委託として６５万円、河川敷地内支障僕伐採委託料として５０万円を計上し

ました。また、新たに都側支川改修測量設計業務委託料として５００万円を計上しまし

た。これにつきましては、台風１４号により、浄水場近くの都側支線が被災し、個人所

有地にも被害が及ぶ恐れがあるため、復旧工事を行う測量設計費となります。 

節 13 使用料及び賃借料につきましては、令和４年度より２０万円増額した５０万円を

計上しました。 

節 10 の修繕料同様、同様に、近年の大雨等の状況を勘案し、不足が見込まれるため、

増額計上としています。 

次に、項４都市計画費、目１公共下水道費につきましては、下水道特別会計への繰出

金として、令和４年度より１，３８６万７，０００円減の７，５６３万５，０００円を

計上しました。流域下水道維持管理負担金の減が主な減額の要因となります。 

次に、項５住宅費、目１住宅管理費につきましては、令和４年度より５，８０７万９，

０００円減の１，１０６万６，０００円を計上しました。主な減の要因は、令和４年度

におきましては、節 14工事請負費に、地域優良賃貸住宅建設工事として、５，８５０万

円を計上していたことによるものです。令和５年度におきましては、補正予算計上を予

定しております。 

節 10 需用費の消耗品費におきまして、令和４年度より１５８万４，０００円の減額と

なっております。これは、令和４年度におきましては、町営住宅の火災報知器購入費用

を計上していたためです。令和４年度中におきまして、１００％の設置が進んでおりま

す。また修繕料として町営住宅の管理に伴う修繕料４００万円を計上しました。 
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７５ページになります。 

節 12委託料は、住宅維持管理業務委託料として１０４万２，０００円を計上しました。

住宅管理業務及び敷地内の草刈り、樹木伐採委託などを予定しております。 

節 14 工事請負費については、町営住宅解体工事費として５５０万円を計上しました。

老朽化に伴う解体であり、令和５年度におきましては、２棟の解体を予定しております。 

以上で款７土木費の説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（金子光喜君） これから、款７土木費の質疑を行います。 

ページは７１ページから７５ページまでです。 

○２番（西 靖邦君） ７２ページです。目１土木総務費、節 13使用料及び賃借料、１

積算支出のシステムと使用料８６万５,０００円が計上されてます。このシステムはです

ね、実勢価格を反映した労務単価の設定とか、急激な物価変動に伴う請負代金額の変更

等の積算手法が可能なシステムなのですか。 

○建設水道課長（中園誠二君） 積算システム使用料につきましては、主に舗装とか災

害、あと、失礼しました、等の積算を行っております。議員が言われるとおり、そのと

きそのときの作業単価とか、歩掛に対応したものとなっております。 

○２番（西 靖邦君） 今の実勢単価の反映した労務単価の設定とかもできるんですか。 

もし仮に、１００円だって今実勢単価が２００円というその単価を２００に替えること

できるんですか。 

○建設水道課長（中園誠二君） 毎回単価更正を行っているところでございます。 

○５番（森山 宏君） はい、災害の部分が今度、建設のほうに、一緒になったと。ち

ょっと今実質プレハブで稼働をされてますけども、この下に、移ると。ちょっと、結局、

プレハブのリース物件だったですかね。その撤去費用とか、什器備品、重要備品ですか、

ああいうのはリース料だったと思いますけども、内部のやつは、内部のやつもリースす

る必要はないと思いますし、ハウスのリース代とか撤去費用というのが、ちょっと計上

されてないようなんですけども、撤去費用というのは発生しないんですかね。 

○総務課長（西村洋一君） こちらの総務費、総務費のほうで、令和４年度計上してお

りまして、そのリース料の中に撤去費用も含まれておりますので、改めて撤去費用、計

上する必要はありませんでした。 

○５番（森山 宏君） ちょっと事務用備品のリースは、そのまま継続で移設し、した

場合、移設した場合に、それをそのまま充当するのか。備品として購入するのか。伺い

ます。 

○総務課長（西村洋一君） こちらも総務費ですので、総務のほうで、お答えいたしま

す。リースはリース期間が令和５年の８月ぐらいまで入っておりますので、それまでは、

それを使用して、その後は購入することになります。 
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○３番（遠坂道太君） ７４ページ、河川総務費で、委託料の河川敷内支障木伐採委託

料 50 万円について伺います。これはどこの河川をやるのか。その辺り、お伺いしたいと

思います。 

○建設水道課長（中園誠二君） 河川敷内支障木伐採委託料につきましては、今後、予

想される台風や、大雨ですね。それによりまして、河川内に残った木などを、伐採を予

定しております。 

○３番（遠坂道太君） 私も今度の一般質問で申し上げましたようにやはり災害が来る

前にやはり予測等も出来て、調査等されておるわけですが、そういったところのやっぱ

り支障木あたりの伐採をですね、やっていただければというふうに思います。それにつ

きましていかがでしょうかね。 

○建設水道課長（中園誠二君） はい、大体、個人所有土地になることがございまして、

本当に危険だと思う分については、事前に許可を入れて、切る場合があると思いますが、

本年度におきましても、河川内に残っておりました木がございまして二次災害も考える

ことから撤去した経緯がございます。 

○３番（遠坂道太君） やはり予想されるという部分がありますし、やはり個人のとこ

ろが、所有地が多いと思いますけれどもやはりそういうあたりはほとんど河川の川そば

あたりですので、了解とれると思いますのでその辺はですね、見ながらでも今後も取り

組んでいただければというふうに思っております。 

○５番（森山 宏君） 今度は住宅費のほうで伺います。以前質問しましたけども火災

報知機だったですかね、煙探知機だったかな。あれが各住宅にはついてると思いますけ

ども、管理者は貸主です。ですから、利用者は電池だけやったかな、点検とか交換とか

っていうのは、この修繕費の中に含まれているんでしょうか。またそれの点検はなされ

た実績があるんでしょうか。 

○建設水道課長（中園誠二君） 先ほど、全体的な説明の中で申しましたように、令和

４年度で、当初予算で購入費を計上しまして、町営住宅の交換が必要な世帯、全世帯、

交換が進んでおるところでございます。点検につきましては、電話等でですね、ひもを

引っ張ってくださいって音が鳴りますかとかっていう、ような点検は行っているところ

でございます。 

○２番（西 靖邦君） ７４ページですけども、項２住宅費の目１の住宅管理費、節１

の住宅選考報酬５万４，０００円あったんですけども、この住宅選考というのは何をさ

れるんですか。 

○建設水道課長（中園誠二君） 町営住宅に空きが出ますと、募集を行います。一つの

案件に対して、複数以上の応募があった場合に、選考委員会を開きまして、どちらのほ

うが本当に住宅に困窮されているのか。そういうのをですね選考会を開いて、どちらの
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ほうを入居させるというのを決定していただいております。これにつきましては、当初

予算では、４人の選考委員の方がおられまして、一応３回分の予算を計上しているとこ

ろでございます。 

○議長（金子光喜君） ほかにありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで、款７土木費の質疑を終わります。

次に、款８消防費の説明を求めます。 

○総務課長（西村洋一君） 引き続き７５ページです。 

款８消防費の説明を申し上げます。 

消防費は１億７，４７４万２，０００円を計上いたしました。令和４年度と比較して、

２，６１５万１，０００円の増額であります。増の主な要因は、防火水槽２基の設置工

事費の計上が主な要因です。歳出に占める構成比は４.３％になります。 

目１、常備消防費については、上球磨消防組合負担金、９，９９３万１，０００円。県

防災消防ヘリコプター運航連絡協議会負担金、３８万６，０００円。合わせて１億３１

万７，０００円を計上しました。令和４年度と比較して、３２万３，０００円の減額と

なっております。 

目２非常備消防費は、２，６６６万５，０００円を計上しました。消防団の活動経費

になります。 

節１報酬で、消防団員年報酬８４１万円を計上しております。出動報酬２３０万４，

０００円と、令和４年度と比較して、３倍近いのが、額を計上しておりますが、これま

で出動時間を２時間と想定しておりましたが、全市をなぞる場合、４時間程度かかる見

込みとしまして、増額計上いたしました。 

節８旅費、３４６万３，０００円は、消防団活動に関する団員の費用弁償と、職員の

普通旅費を計上いたしました。 

節 11 役務費で、消防団、災害活動用自動車保険料、５８万５，０００円を新たに計上

しております。これは、消防団員が、団長等の指示を受けて行う活動中において、団員

所有の車などを使用している際に生じた事項、補償する保険であります。財源には特別

交付税にて、掛金の約半額、５０％程度が、措置されます。 

７６ページです。 

節 18 負担金補助及び交付金、１，０６７万２，０００円は、消防団退職報酬、報償金

５５６万８，０００円ほか、団員の活動中における傷害保険掛金や負担金など必要な予

算を計上いたしました。その中で下から２段目、各部維持費等補助金３４１万円は、消

防団活動の活性化を図っていただくことで、消防力強化を図るため、ライン当たり１万

円の消防団活性化交付金を各部に支給する費用１６７万円を含み計上いたしました。こ
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れは、消防団員の報酬等を個人の、お支払いするようになりましたので、団員相互の連

携や消防力の低下が危ぶまれていることから、このような制度を新設いたしたところで

ございます。 

目３消防施設費については、３，９１４万５，０００円を計上いたしました。消防施

設等に係る維持管理経費を計上しているところです。 

節 10 需用費の消耗品費、１７６万４，０００円は、消防ホース、消火栓ホースの購入

をはじめ、無線機の劣化したスピーカーマイク、バッテリーの購入が主なものです。 

修繕料１１２万円は、消防団車両の車検、法定点検及び消防ポンプ等の修理代の予算を

計上いたしました。また、被服購入費は、通常の消防はっぴやヘルメットの購入のほか、

活動服等、土産物などの在庫が不足しており、購入をするものです。 

節 14、工事請負費は、耐震性防火水槽に工事費１，５００万円を計上いたしました。

また、野中田２区の既設の防火水槽は、土地の所有者の方から撤去してほしいとの相談

が以前からあっていたことから、この機に撤去する費用１３０万円を計上いたしました。 

節 16 公有財産購入費、１７０万円は、中谷区に新設する防火水槽用地の取得費を計上

いたしました。 

節 17 備品購入費、７２９万４，０００円は、老朽化した操法大会優勝旗を初め、消防

内容備品。そして、第四分団４部の小型消防ポンプ１基、２３６万円と、軽自動車の積

載車１台、４２３万５，０００円を購入するための、予算を計上いたしました。 

なお財源は、県補助金の電源立地地域対策交付金４４０万円を充当させていただくもの

です。 

目４水防費につきましては、節 10 需用費です。水で膨張する土のうと、防災費、公衆

教本代、水防活動用防災服等の購入費、合わせて２０６万６，０００円を計上いたしま

した。 

節 11 役務費８万５，０００円は、防災士の試験料と登録登録料を計上いたしました。 

節 17 備品購入費、３４６万４，０００円は、ハイブリッドトランシーバー７基、デジ

タル簡易無線機２基、ＬＥＤ投光器２基、ＬＥＤ矢印番１０基。ボートトレーラー１台

を購入し水害等に備えます。なお、水防費の財源は、球磨川水系、防災減災ソフト対策

事業対策等保健、補助金、３分の２の充当事業となります。 

以上説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（金子光喜君） これから、款８消防費の質疑を行います。 

ページは７５ページから７７ページまでです。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、これで、款８消防費の質疑を終わります。 

次に、款９教育費の説明を求めます。 
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○教育課長（浅田 徹君） 引き続き７７ページからお願いいたします。 

款９、教育費についてご説明いたします。資料は７７ページから９６ページまでとな

ります。 

教育費につきましては、総額で２億８，２２０万５，０００円を計上しました。一般

会計予算に占める割合は７.１％になります。次に、項目ごとにご説明いたします。 

項１教育総務費、目１教育委員会費につきましては、令和４年度より１４万３，００

０円増の９０万９，０００円を計上いたしました。教育委員の報酬、費用弁償などの経

常的経費が主なものであります。増額の要因は、２年に１度の九州地区市町村教育委員

大会が令和５年度に開催されるため、旅費、食糧費等の費用が増加したものとなります。 

目２事務局費につきましては、４,７３４万５，０００円を計上しました。４年度より、

１，０１１万３０００円の増となります。教育委員会事務局職員の給与等人件費のほか、

経常的経費と英語指導助手に伴う必要経費などを計上しております。増額の主なものは、

人件費の増に加えまして、令和４年度におきましては任期を迎える、教育長の給料手当

等の３か月分の計上となりましたが、令和５年度当初予算におきましては、１年間分を

計上するため、増額となるものでございます。 

７８ページをお願いいたします。 

節７報償費では、小中学生夢創出事業謝金５０万円、合わせまして、節８旅費で、小・

中学生夢創出事業、特別旅費として２０万円を計上しました。これは、小中学生に触れ

る機会の少ない一流のスポーツ選手や芸術家などに来校してもらい、将来の夢を持つき

っかけづくり、その可能性を高めることを目的としまして、ふるさと納税を財源としま

して、令和３年度から実施しているものとなります。 

７９ページをお願いします。 

節 12 委託料では、学校ＩＣＴ支援委託料２００万円。また、外国語指導助手の派遣委託

料としまして５０９万６，０００円を計上しました。 

節 18 負担金補助及び交付金には、小中学生英語検定料補助金３１万８，０００円、高

等学校等通学費補助金として、定期代の３割補助、２１７万５，０００円を計上しまし

た。また、修学旅行に対しまして、１人当たり小学生１万円、中学生２万円の補助を行

う、小中学生修学旅行補助金９９万円を計上しました。高等学校等通学費補助金、小中

学生修学旅行補助金につきましては、令和３年度からの引き続きの補助費計上となり、

子育て世代の負担軽減を図っているところとなります。 

同じく、節 18全国ＩＣＴ教育首長協議会費１万円を新規計上しております。この協議

会につきましては、平成２８年度の設立団体で、令和４年８月末で全国１３０自治体が

参画しております。教育ＩＣＴ活用定着のための事業、ＧＩＧＡスクール構想推進支援、

自治体間の情報交換及び実践交流、教職員のＩＣＴ活用指導力向上の支援といった事業
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活動を行っておられます。本町におきましては、令和４年度に加入し、５年度より負担

金を予算計上しているものとなります。 

目３、学校施設製品整備費につきましては、湯前中学校グラウンド改修事業を計画し

まして、節 12 委託料に工事設計業務委託料３００万円を計上いたしました。 

８０ページをお願いします。 

項２小学校費、目１学校管理費につきましては、４，３７９万円を計上しました。小学

校経営に要します経常的経費が主なものとなります。令和４年度に比べ４６１万４，０

００円の増となりました。 

節 10 需用費で、光熱水費、電気の中で、電気料４０４万円の増額。 

節 13 使用料及び賃借料におきまして、中学校から移管しましたＩＣＴ機器の利用サー

ビス料１９２万５，０００円を、中学校費より予算組替えしたものが、増の主な要因と

なります。 

節１報酬、節３職員手当等、４共済費に、会計年度任用職員に係る経費を計上してお

ります。支援員６名、学校事務員１名、庁務氏１名の計８名分の経費となります。この

うち、学習支援員２名分につきましては、予算書２０ページに掲載しております。教育

費県補助金の低学年わくわく学習支援員配置事業補助金１１３万２，０００円を財源と

しております。 

続きまして、節 10需用費におきまして、消耗品費２１６万４，０００円、光熱水費４

８１万２，０００円。学校施設備品等の修繕、修繕料として１４７万４，０００円を計

上しました。 

８１ページをお願いします。 

節 12 委託料におきましては、校内樹木管理委託料３６万４，０００円をはじめ、警備委

託料、校舎窓ガラス清掃委託料、校内無線ネットワーク保守業務委託料など、合計で２

６２万３，０００円を計上しました。 

節 13 使用料及び賃借料７１６万２，０００円は、ＩＣＴ関連機器等賃借料５６２万円

が主なものとなります。 

８２ページをお願いいたします。 

節 17 備品購入費の図書費６０万円につきましては、中学校費も同様となりますが、ふ

るさと納税を財源としまして、令和３年度からの３年間、１０万円の増額をし、児童生

徒の読書推進を図るものとなっています。 

目２、教育振興費につきましては、１９９万５，０００円を計上しました。準要保護、

特別支援児童に係る扶助費が主なものものとなります。 

節 12 委託料、節 13 使用料及び賃借料に、総合学習での稲作などを対象対象とした農

業体験学習委託料１５万円、農地賃借料１万円を計上しました。この農業体験事業及び
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予算科目給食費に計上しております、学校給食用米ぴかまる原材料費５０万２，０００

円につきましては、令和５年度は農政局所管の補助事業を活用しまして、予算資料２０

ページに計上しています教育費県補助金に、消費安全対策交付金としまして４３万８,０

００円を事業財源としておるとこでございます。 

節 19扶助費につきましては、準要保護、特別支援教育の支援に係る費用となりますが、

対前年で対象児童数が減少しますので対前年度 57 万円の予算減となります。 

続きまして、項３中学校費です。 

目１学校管理費につきましては、３，７４４万円を計上しました。中学校経営に要しま

す経常的経費が主なものであるとなります。前年度に比べますと、５４１万４，０００

円の減となりました。需用費の修繕料、使用料及び賃借料におきまして、小学校に移管

しました機器のＩＣＴ機器利用サービスなどが主な減額の要因となっております。 

節１報酬、３職員手当等、４共済費に会計年度任用職員に係る経費を計上しておりま

す。特別支援教育支援員３名、適応指導教室指導員１名、事務補助を兼ねた図書館司書

１名、庁務氏１名の計６名分の経費となります。適応指導教室指導員は、不登校傾向に

ある生徒などの対応に十分な時間と地域を生かしていただき、その対応に当たっていた

だくものとなったとなっております。なお、節４共済費が２段書きになっておりますが、

小学校費も同様で、健康保険を公立学校共済組合、厚生年金部分を社会保険料として計

上するものとなっております。 

節 10 需用費に光熱水費４３５万６，０００円を計上し、電気料金の上昇、８７万６，

０００円を見込んでおります。修繕料は、学校施設等の一般的な修繕としまして、９２

万円を計上しました。 

節 12 委託料においては、校内樹木管理委託料として４８万５，０００円をはじめ、予

算書８４ページまでの、その他各種検査点検委託料、校舎清掃委託、１０８万１，００

０円を含め、総額で３７８万５，０００円を計上しております。 

８４ページをお願いいたします。 

節 13 使用料及び賃借料では、ＩＣＴ関連機器等使用料として４４８万８，０００円を

計上しております。これは、教員用のパソコン、動画編集用パソコン、電子黒板用のパ

ソコン、電子黒板のリース料のほか、無線ＬＡＮ機器利用及び保守やセキュリティーに

かかる費用となります。先ほどご説明しましたように、小学校への機器の移管、リース

期間の満了などにより、対前年比で４００万円余りが減少しております。コピー機、車

両等借り上げなどを含め、使用料及び賃借料全体で５８２万４，０００円を計上しまし

た。 

８５ページをお願いいたします。 



- 213 - 

目２、教育振興費につきましては、１３１万円を計上しました。準要保護、特別支援

制度に係る扶助費１０８万４，０００円が主なものとなります。小学校と同様に、対象

生徒数が減少しますので、対前年で、４万２，０００円の減となります。 

引き続き、８５ページで、項４社会教育費、目１社会教育総務費につきましては、２，

２７１万１，０００円を計上しました。社会教育に関する職員の給与等の人件費など経

常的経費が主なものとなります。令和４年度と比較しまして、１３９万８，０００円の

増となります。増額の主な要因は、令和５年度より、会計年度任用職員１名を任用しま

して、地域人権教育指導員を配置しますので、人件費が純増となるものでございます。

なお、この地域人権教育指導員の配置につきましては、歳入のほうで、多良木町、水上

村からの教育費負担金９４万６，０００円と県の補助金９２万６，０００円を事業財源

としております。 

節１報酬で、地域人権教育指導員の会計年度任用職員報酬として１７２万１，０００

円を計上しました。 

８６ページをお願いいたします。 

節７報償費で、生涯学習奨励費１４７万９，０００円を計上しました。令和４年度は、

書道や水彩画、レクリエーションダンスなど１３教室を生涯学習事業として実施してお

ります。英会話教室を除く１１教室の講師謝金に加えまして、陶芸の家庭教育講座、奥

球磨セミナー講師謝金等とあわせまして、令和５年度におきましては、随時開催となり

ますが、樹木の剪定や郷土料理など、新たな講座を計画し、対前年で３４万９，０００

円の増額計上となります。また、地域学校協働活動に伴う謝金としまして、夏休みと冬

休みに開催します地域未来塾の講師謝金など、合計６５万５，０００円を計上しました。 

８７ページをお願いします。 

節 18 負担金補助及び交付金は、町婦人会補助金３６万円、町青年団１３万５，０００円、

町文化協会２２万円など、各種団体に対する負担金及び補助金につきまして、合計で１

０８万１，０００円を計上しました。 

続きまして、目２公民館費につきましては、１，１７９万４，０００円を計上しまし

た。公民分館長の会議謝金と分館管理委託料、その他、公民館の維持補修等に間要する

費用が主なものとなります。令和４年度と比較しまして、４６万３，０００円の増とな

っております。増額の主な要因は、中央公民館のほうについて、電気料３６万円の上昇

を見込んでいるものとなります。 

節７報償費の文化花づくり奨励費に１０地区から要望があり、上限１万円の１０地区

分１０万円を計上いたしました。 

８８ページをお願いいたします。 
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節８旅費から、予算書８８ページの節 13使用料及び賃借料までには、経常的経費を計上

しております。 

節 18 負担金補助及び交付金では、分館活動振興補助金１９４万３，０００円のほか、

分館施設整備補助金につきましては、３分館からの申請により、スロープ設置やエアコ

ン改修など、経費の２分の１を補助するもので、３０万７，０００円を計上しておりま

す。 

８９ページをお願いいたします。 

目３文化財保護費につきましては、９５１万８，０００円を計上しました。指定文化財

の保全等に必要な経常的経費が主なものとなります。令和４年度と比較しまして、２，

２０２万６，０００円の減となります。減の主な要因としましては、下里御大師堂保存

修理事業費の減少によるものとなります。 

節１報酬から節 11 役務費までは、文化財保護委員会に関する費用と、文化財施設の管

理に要します経常的費用を計上しております。 

節 12 委託料においては、各施設の管理委託費用のほか、下里を大師堂周辺整備事業と

しまして、公園設計業務委託料５００万円を計上しました。大師堂の修理事業に続き、

国交省所管の町並み環境整備事業を活用しまして、文化財施設の周辺整備を図るものと

なっております。 

９０ページをお願いします。 

節 18 負担金補助及び交付金に、地域文化財振興補助金として２３３万１，０００円を

計上しました。文化財施設での地域活動７地区への補助金及び、無形民俗文化財保存３

団体に対する活動や、楽器、衣装の修理、更新費用、また、令和２年７月豪雨で被災を

しました地域の道の修理に対する補助、並びに歴史的風致維持向上協議会に対する対す

る補助金となります。同じく、９０ページで、目４美術館費につきましては、１，５４

１万７，０００円を計上しました。まんが美術館の管理運営、漫画コンクール等に要す

る経費が主なものとなります。令和４年度と比較しまして１１５万２，０００円の増と

なります。増額の主な要因は、漫画フェスタイベント時の出演者費用を当初予算計上し

たこと。企画振興課から事業移管をしましたまんが体験教室業務委託料の計上などによ

るものとなります。 

節１報酬、３職員手当、４共済費、９１ページになりますが、節８旅費、節 10 需用費、

11 の役務費、13 の使用料及び賃借料、また、節 18 負担金補助及び交付金、地域おこし

協力隊２名分に係る各種人件費、車両等にかかる費用、住宅費補助金などの経費を計上

しております。地域おこし協力隊は現在２名の配置となっておりますが、まんが美術館

の運営業務を主体としまして、収蔵資料のデジタルアーカイブ化、外部機関との連携調

整、漫画資源活用事業などに取り組んでいるとことなります。 
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９０ページに戻っていただき、節７報償費、漫画コンクール入賞賞金等としまして９

４万円。漫画コンクール審査員謝金として３３万５，０００円を計上しております。風

刺漫画コンクールですが、令和４年度におきましては、応募総数４６３点の応募があり、

令和５年度は、第３２回目となるものとなります。 

９１ページをお願いします。 

節 12 委託料に、漫画体験教室運営委託料４９万８，０００円を計上しました。これは、

令和４年度まで企画観光課所管としまして、款２総務費の目企画調整費で予算計上して

おりましたが、漫画関連事業としまして事業移管を行い、美術館費に予算計上したもの

となります。プロの漫画家を講師としまして、漫画の書き方を学び、漫画をかく体験な

どを内容としたイベントを計画しております。 

９２ページをお願いします。 

項５保健体育費、目１保健体育総務費につきましては、３，２５３万８，０００円を計

上しました。社会体育に関する職員の人件費、スポーツ推進委員の報償費、費用弁償な

ど経常的経費が主なものとなります。令和４年度と比較し、８１９万６，０００円の増

となりました。増の主な要因としましては、地域おこし協力隊１名の新規配置、令和４

年４月の職員の人事異動に伴います人件費の当初予算での増額、中学校部活動の地域移

行関係情義事業費を計上したものとなります。 

節１報酬、節８旅費におきまして、地域おこし協力隊１名と、中学校部活動検討委員

会費用を新規計上しております。中学校部活動検討委員会につきましては、学校長及び

部活動担当教員のほか、報酬、費用弁償の対象となるスポーツ文化関係団体の代表者、

ＰＴＡ代表者など委員１０名を計画し、予算計上しております。 

節７報償費に、スポーツ推進委員謝金としまして、１１名分の１３７万３，０００円

を計上しました。年間を通しまして、スポーツ行事の企画運営や、地域スポーツ振興支

援などを行っていただき、軍関係の行事にも協力をいただいております。 

９３ページをお願いいたします。 

節 12 委託料にスポーツ教室委託料としまして２２２万円を計上しました。これは中学校

部活、部活動の地域移行対策としまして、中学生の部活動や地域クラブ活動で実技指導

をされる、従前の学校外指導員などに対する謝金を地域総合型スポーツクラブなどに委

託して取り組むことを想定した予算計上となります。令和５年度は、中学校部活動の地

域移行の実質的な対策初年度となりますが、国が策定しました学校部活動及び新たな地

域クラブ活動の在り方などに関する総合的なガイドラインを踏まえまして、少子化の中

でも、将来にわたり子供たちがスポーツや文化活動に継続して親しむことができる機会

を確保する環境整備に取り組んでいきたいと考えております。同じく、節 12 委託料の中

で、スポーツコミュニティー活性化事業委託料としまして３９万６，０００円を計上し
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ました。令和４年度に地域活性化企業人提案事業として実施しました。ＳＵＰヨガ体験

事業の継続を計画しております。 

節 18 負担金補助及び交付金では、体育協会などの負担金及び団体補助金のほか、公認

奥球磨ロードレース大会負担金３６０万円、奥球磨駅伝大会負担金１５０万円、令和４

年度からの継続となります自転車競技ツアーオブ九州湯前ステージ大会負担金１４０万

円を計上しました。 

目２体育施設費につきましては、２，２３１万３，０００円を計上しました。Ｂ＆Ｇ

海洋センタープール、グラウンドなどの社会体育施設の維持管理に要する経費となりま

す。令和４年度と比較して、２０７万円の減となっております。減額の主な要因としま

しては、令和３年度から取り組んでおりました、地域活性化企業人事業が、連携先企業

の申出によりまして、令和４年度をもって企業人の派遣を終了することとなり、事業費

負担金の減と、委託料など関連事業費の減少によるよるものです。 

９４ページをお願いします。 

節 12 委託料には、プール監視業務委託料として２９３万６，０００円。海洋センター外

部清掃等委託料として５６万９，０００円。センター管理人委託料として２７７万９，

０００円など、海洋センターを初めとした体育施設の維持管理に必要な経費を計上して

おります。 

９５ページをお願いいたします。 

節 14 工事請負費請負費、社会体育施設総合整備事業、改修工事としまして７００万円

を計上しました。令和４年度より、町民グラウンド、テニスコートの改修事業を実施し

ておりますが、残事業となっておりますフェンス改修工事を予算計上したものです。 

節 17 備品購入費４２万につきましては、海洋センターに設置しておりますＡＥＤ1 台

が耐用年数を迎えるため、更新購入を計画し、併せまして、グラウンド清掃のブロア 1

台の購入を計画しております。 

目３給食費につきましては、３，２１２万５，０００円を計上しました。給食施設の

維持管理費のほか、給食運営委員会の報酬費、費用弁償など経常的経費が主なものとな

ります。令和４年度に対しまして、２１５万６，０００円の増となっております。増の

主な要因は、燃料費、光熱水費の上昇と物価高騰対策として行います学校給食安定供給

支援事業補助金を当初予算に計上したものとなります。 

節 10 需用費におきましては、総額７３７万７，０００円を計上しました。ガス料金、

電気料金などの上昇を踏まえ、対前年で１８８万７，０００円の増額となります。 

節 12 委託料では、学校給食センター調理業務委託料１，８１３万２，０００円のほか、

警備委託料、各種清掃委託料など、総額１，９６０万９，０００円を計上しました。 

９６ページをお願いいたします。 
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節 15 原材料費で、学校給食用の米ぴかまる代金としまして５０万２，０００円を計上

しました。令和４年度に試行的に品種ぴかまるの学校給食を使用をしましたが、児童生

徒、学校職員にも好評であり、令和５年度におきましては、小学校費の説明の中でもお

話ししましたが、農政局所管の消費安全対策交付金を活用しまして、従前の月２回の使

用から月４回に倍増し、学校給食の充実を図るものです。 

節 18 負担金補助及び交付金では、学校給食費補助金３２０万円と合わせまして、物価

高騰対策となります学校給食安定供給支援事業補助金３０万円を予算計上しました。子

育て世代の支援を図るとともに、学校給食の質的量的安定を図るためのものとなります。 

これからも、児童生徒に安全安心で安定したおいしい給食の提供に取り組んでいきたい

と考えております。 

以上で、教育費の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（金子光喜君） お諮りします。 

ただいま、日程第１、議案第２７号「令和５年度湯前町一般会計予算について」、款

９教育費の説明が終わったところですが、本日の会議はこれで延会したいと思います。

御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 異議なしと認めます。 

したがって本日はこれで延会することに決定しました。 

次の会議は３月１６日午前１０時に開きます。 

議事は、当初予算等の議案審議を予定していますので、御参集願います。 

本日はこれで延会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

延会 午後３時０７分
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 １ 議案第２７号 令和５年度湯前町一般会計予算について 

○議長（金子光喜君） ただいまから、令和５年第３回湯前町議会定例会、第９日目の

会議を開きます。 

 日程第１、議案第２７号「令和５年度湯前町一般会計予算について」を議題とします。 

ただいま、款９教育費の説明が終わったところです。 

これから、款９教育費の質疑を行います。 

まず、項１教育総務費、項２小学校費、項３中学校費の質疑を行います。 

○３番（遠坂道太君） ７９ページ、学校施設整備費で、委託料の中学校グラウンド改

修工事設計業務委託料につきまして伺います。以前もグラウンドの改修工事されたと思

いますが、いつ頃されたのか、まずそれをお尋ねしたいと思います。 

○教育課長（浅田 徹君） 小中学校のグランド改修あったと思いますがちょっと今手

持ちの資料で把握しておりませんので、後ほどご回答でもよろしいでしょうか。 

○３番（遠坂道太君） 今までほとんどグランド改修工事というのは、排水対策でやら

れてきたかと思います。砂の入替えとか等が主力であったと思いますが、今後やはり、

よくしょっちゅうやられてるんじゃなかろうかなというふうに私は思ってております。

そうしますとやはり、今年はやっぱ、非常に資金関係もまた要りますし、そういった形

よりも、やはり思い切ってですね、強制排水等の設備等をですね、グラウンドの排水を

よくすると、そういった形の取組を考えていかれればというふうに思っておりますが、

その辺につきまして、お尋ねします。 

○教育課長（浅田 徹君） グラウンドの改修ですけども、通常は砂の補充とかですね、

表面の処置等により、修繕程度のことは常にやっておりますが、今回、改修計画してお

りますのは、まだ全面的な排水対策を主眼とした改修ということを計画しています。ま

ず設計を発注しまして、工法等、また測量等しましてですね、工法、様々ございます。

改良法いろんな工法ございますので、コストと見合せてですね、改修方針を決定してい

きたいというふうに考えております。 

○３番（遠坂道太君） 工法等はですね、やはりグラウンドの設備を見ながら取り組ま

れるわけですけれども、やはり子供たちがですね、やはりスポーツをするにしろ、やは

り使いやすいグラウンド排水という形での取組をしていただければというふうに思いま

す。町長にお尋ねしますが、やはりこういった取組方法、やはり、検討されていくのか。 

○町長（長谷和人君） 近年でしたら多分小学校のほうのですね、グランド改修工事を

五、六年前だったかちょっと私は、申し訳ないんすけど。真砂土に入替えたというふう

に私記憶しております。今課長が答弁いたしますように、１番やっぱり懸念されるのは
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排水でございますんで、ここら辺はちゃんとした対策を講じて、そして水がたまらない

ような設計でしたらどうかなというところでございますんで、今回委託料ということで

提案させていただいておりますので、そこを委託業者とですね、確認をしながら、対応

策を講じていきたいというふうに思っているところでございます。 

○２番（西 靖邦君） 先ほど遠坂議員と一緒のグラウンドの整備なんですけども雨水

の排水でさっき言われてましたけども、暗渠を設けて透水管を布設するとか、そういう

のが大事なってくると思います。幾ら表層を入替えてもですね、水がたまりますんで、

要は、200 か 300 ぐらいのところにずっと透水管とか排水管とか入れていただいて、そう

いう排水の工事を検討していただければいいと思います。まだ、やっぱり今後はですね

やはり今後ですね水はけがよく、すぐに使用できるグラウンドが必要かと思いますので、

子供たちの事を考えていただいて、そういうふうに対応していただけたらと思っており

ます。 

○教育課長（浅田 徹君） ご指摘のとおり、排水対策が１番肝要となります。現地を

試掘をしておりましてですね、現在、今暗渠が入っている部分もあったところでござい

ます。工法検討に当たりましては当然、暗渠を設けるか否か、そういったことも含めな

がら、検討したいというふうに考えております。 

○議長（金子光喜君） ほかにありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、続いて、項４社会教育費、項５保健体育費

の質疑を行います。ページは８５ページから９６ページになります。 

○７番（味岡 恭君） ページは８７ページ、社会教育費の中の負担金補助及び交付金

ですか。その中で、町の青年団補助金があります。今、青年団は何名ぐらいおられるの

か分かる範囲でお願いします。 

○教育課長（浅田 徹君） すいません今、この場で正確な数値をちょっと押さえてな

いとこでございますけども、１５名から２０名程度だったと存じております。申し訳ご

ざいません。 

○７番（味岡 恭君） 私が事前に聞いたのは、２５名程度はおられると昨年度増えて

るということで聞いております。何を言いたいかといいますと、団員数で２５～２６名

だと聞いておりますが、活動資金が不足するのではと思います。近年は数年コロナ等で、

活動が中止になっております。繰越金も相当あるとは思いますが、毎年、例年見ますと、

基本金づくりをしてですね、部活動、青年団の団費に充てるような感じで、大会ごとに

基本金づくりをされておりました。本年度は活動が解禁され、団員も増え、今後、県大

会、郡大会等を考えると、この補助金では不足するのではないかと。また、ほかにいろ

いろな行事もございますので、不足するんじゃないかと思いますので、町長にお伺いし



- 223 - 
 

ますけど、足るのかどうか、今後どういう対策を考えておられるのかお尋ねします。 

○町長（長谷和人君） 青年団関係私も本青年団員でございまして、一生懸命この分に

ついてはですね、いろんな行事等がございましたものについては声援に送り出したりと

かですね、いろんな場で声援をしているところでございます。今おっしゃるような内容

関係につきましてはですね、当然予算査定、今先ほど味岡議員から繰越金というとこも

ございましたんで、査定関係で行いまして、予算査定でですね、基準にのっとって予算

を査定したわけでございますが、そのような各種大会等でですね、優勝した場合につい

ての、大会等に出るという場合につきましては当然補助金等も補正予算で対応させてい

ただきたいというふうに思っておりますし、やはり若い人たちが集えてですね一生懸命、

同じ目的に従って、スポーツなり、いろんな交流を通じてですね、元気を出していただ

くというのは、私としては元気印の光だろうというふうに思っておりますので、これに

ついてはですね、しっかりと予算立てをさせていただきたいというふうに思っておると

ころでございます。 

○７番（味岡 恭君） 数年前からこれ見ますと、今年度は一つ、たしか４万前後、減

額になっているかと思います。今後ですね、町を担っていく若者です。活躍の場をです

ね、与え広く活動を広め、町の今後の発展のために頑張ってもらいたいものですから、

ぜひそういうふうにご指導お願いできればと思います。 

○４番（椎葉弘樹君） ９６ページの学校給食費補助金、３２０万円についてお尋ねし

ます。小中学校の給食を実施する全国約１，６００市町村のうち、３割が令和４年度に

給食費を無償化されております。うち６割が、政府の臨時交付金であったり、物価高騰

対策を活用されています。全国的に給食費の助成の動きが加速しているところです。球

磨郡におきましては、球磨郡は熊本県内においても特に無償化が進んでいる地域でござ

いまして、令和５年度中においては、１０町村のうち６町村が、無償化という動きにな

っているとの報道がありました。自治体間で子育て支援策の競争がある中で、物価高騰

が追い打ちをかけている状況だと思います。そこで町長のほうにお尋ねします。無償化

の可能性について、町長の考えを伺いたいと思います。 

○町長（長谷和人君） 今、椎葉議員おっしゃった、新聞等にも上がっておりまして、

無償化という言葉が出たところでございますが、実は予算査定の段階でですね、このお

話も実は協議をしておったところでございまして、今後うちが今、３分の１でございま

すが、約３分の１ほど、補正予算、予算を立てさせていただいたところでございますけ

ども、全部で、無償化にしますということになりますと、約１，６００、これ令和３年

度の決算でございますけども、約１，６５０万ほどが必要になってくるというところで

ございます。３年度の決算の給食費の補助が５４０万でございますんで、残り約１，１

００万ぐらいになりますか。そういうふうな、財源というのが必要になってくるという
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ところでございましたんで、ここら辺のところをですね、思い切って対策を講じるとい

うふうな形でですね、今、検討している途中でございましたもんですから、これ改めて

新体制になりましたときにですね、そこら辺のところは、留意して、前向きに行こうか

なというところでの検討でございますんで、今日は、そういうところで御勘弁をいただ

ければというところでございます。以上でございます。 

○町長（長谷和人君） 大変失礼しました。私先ほど言いました数字がですね、学校の

先生方も含めたところだの数字でございましたんで、大変失礼いたしました。実際は児

童だけでございましたら、１，４００万と。訂正させていただきたい。540 万でございま

すので、約９００万でございました。 

○議長（金子光喜君） ほかにありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） ないようですので、次に進みます。 

お諮りします。 

款 10 災害復旧費、款 11 公債費、款 12 諸支出金、款 13 予備費を一括して、説明及び

質疑を行いたいと思います。 

ご異議ありませんか。  

 ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 異議なしと認めます。 

それでは、款 10から款 12 まで一括説明を求めます。発言を許します。 

○農林振興課長（稲森一彦君） ９６ページをお願いいたします。 

款 10 災害復旧費についてご説明いたします。災害復旧費につきましては、令和４年度

より３億６，４４５万８，０００円増の９億６，９０７万円を計上しました。歳出総額

に占める割合は２４.４％になります。 

次に、項目ごとに説明いたします。 

項１農林水産施設災害復旧費、目１農業用施設災害復旧費は、節 10 需用費に、修繕料と

して３００万円を計上しました。豪雨などにおける農業用施設の機能維持のために、土

砂浚渫等を早急に対応できるように、令和４年度当初予算より１００万円を増額した予

算としております。 

次に、目２林業用施設災害復旧費は、３億６，００１万円を計上しました。令和２年

７月豪雨による林道３路線と、令和４年９月台風被害による１路線の復旧事業に要する

予算になります。 

節８旅費１万円は、令和２年７月豪雨災害により被災した林道夜狩内線、林道牧良線、

林道宮ノ谷線の３路線は、令和４年度に詳細の測量設計を行っておりますが、災害復旧

工事の実施に当たり、国県との設計協議等に係る普通旅費になります。 
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節 14 工事請負費３億６，０００万円は、令和２年７月豪雨豪雨により被災した牧良地

区内の林道夜狩内線、林道牧良線、林道宮ノ谷線、また、令和４年９月台風被害による

林道長谷場線の災害復旧工事の予算になります。以上です。 

○建設水道課長（中園誠二君） 款 10 災害復旧費、項２公共土木施設災害復旧費、目１

河川災害復旧費につきましては、１億１，７０３万円を計上しました。令和４年度から

８，６００万円の増となります。打合せ等に関する旅費、消耗品費、応急修繕費につき

ましては、前年度同額を計上しました。 

節 14 工事請負費に１億１，６００万円を計上しました。令和４年９月に発生しました

台風１４号による、蓑谷川上流の災害復旧費となります。 

次に目２道路橋梁災害復旧費につきましては、４億８，９０３万円を計上しました。

道路橋梁の災害復旧に要する経費となります。令和４年度から１億２，５７０万円の増

になります。 

９７ページをお願いします。 

節 14 工事請負費に４億８，８００万円を計上しました。令和２年７月豪雨災害及び令和

４年９月の台風１４号被害に伴います、町道猪鹿倉横谷線５か所、町道蓑谷線２か所の

合計７か所分の復旧費となります。１日も早い復旧に向けて努力してまいります。 

以上で款 10 災害復旧費、項２公共土木施設災害復旧費の説明を終わります。よろしく

お願いします。 

○総務課長（西村洋一君） 引き続き、款 11 公債費について説明申し上げます。公債費

は２億５，６１１万７，０００円を計上しました。令和４年度と比べまして、１，９６

１万２，０００円の減です。歳出全体に占める公債費の割合は６.４％になります。地方

債の償還元金と利子分を計上いたしております。一時借入金の利子につきましては、７

５万円を計上しております。 

款 12 予備費につきましては、４０万円を計上いたしております。 

以上歳出の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（金子光喜君）これから、款 10 から 12 までの質疑を行います。 

ページは９６ページから９７ページです。 

○議長（金子光喜君） ないようですので、以上で歳出の質疑を終わり、予算書の最初

に戻り、議決に付された各表及び事項別明細書、歳入全科目を審議します。 

説明を求めます。 

○総務課長（西村洋一君） １１ページにお戻りください。 

款１町税につきましては２億６，５９７万５，０００円を計上いたしました。令和４

年度と比較して、４８１万７,０００円の増額です。歳入に占める割合は６.７％になり

ます。 
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項１町民税９，９３８万１，０００円は、個人、法人ともそれぞれ令和４年度調定実

績に基づき計上いたしました。令和４年、台風１４号の影響、物価高騰等による事業経

営への影響等を考慮し、９５％で見込んでおります。 

項２固定資産税は１億２，４６６万２，０００円を計上しました。 

１２ページです。 

項４町たばこ税は、令和４年度の調定実績により２，２７１万４，０００円を計上し

ました。 

款２地方譲与税から１３ページの款９地方特例交付金までは、令和５年度の国の地方

財政計画で示されたものを参考に試算、実績見込みにより計上しました。なお、１２ペ

ージの森林環境譲与税につきましては、令和４年度から増額の計上となっております。 

款 10 地方交付税は１６億６，０００万円を計上いたしました。一般会計歳入予算に占

める割合は、４１.７％となっております。普通交付税につきましては、地方交付税、国

全体の出口ベースで、対前年比が１.７％増で示されておりますが、令和４年度分につき

ましては、国税の徴収見込みが増加したことにより追加交付があり、変動見込みを判断

するには困難でありましたので、令和４年度と同額を計上いたしました。 

１４ページです。 

款 12 負担金及び分担金及び負担金につきましては、６５５万４，０００円を計上いたし

ました。前年度と比較して、３８９万円の減額でございます。保育園入所児童保護者、

老人福祉施設入所者地域活動支援センター利用者の負担金などです。 

目３衛生費負担金を廃目といたしました。 

また、項２分担金も廃項といたしました。 

款 13 使用料及び手数料は、４，３９７万８，０００円を計上いたしました。前年度と

比較して、９４２万４，０００円の増でございます。歳入予算に占める割合は１.１％で

す。 

項１使用料、目１総務使用料、インターネット使用料１，２８１万円を計上いたしま

した。 

目４土木使用料の町営住宅使用料は、２，５８１万１，０００円を計上いたしました。 

１５ページです。 

項２手数料、目１総務手数料は、戸籍住民印鑑証明ほか、美術館観覧料まで、令和４

年度の収入調定の実績によりそれぞれを計上いたしました。 

款 14 国庫支出金は、８億６５９万９，０００円を計上いたしました。前年度と比較し

て、１億２，８７４万５，０００円の増であります。歳入予算に占める割合は２０.３％

です。主な増額は、公共土木施設災害復旧事業国庫負担金の増でございます。これは、

令和２年７月豪雨、令和４年台風１４号の災害復旧事業分でございます。 
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目１民生費国庫負担金は、子供のための教育保育給付交付金７，３０５万９，０００

円。障害者自立支援給付費国庫負担金８，５７３万４，０００円などを計上しておりま

す。児童手当国庫負担金２，９１６万３，０００円、公共土木施設災害復旧、事業費国

庫負担金、５億２，３１３万９，０００円を計上いたしました。 

１６ページです。 

次に項２国庫負担金、国庫補助金は、目１総務費国庫補助金、歳出の電算情報管理費で

計上いたしました。総合行政システム標準化対応業務委託金へのデジタル基盤改革支援

補助金８２５万円のほか、歳出でマイナンバーカード関連申請書作成システム購入費等

のデジタル田園都市国家構想交付金、４５７万７，０００円。地方創生推進交付金など

を計上いたしました。また目２民生費国庫補助金のうち、子ども子育て支援補助金、２，

４９１万６，０００円は、保育園と認定こども園関係と、学童クラブに関する国庫補助

金を計上いたしました。 

次に目３衛生費国庫補助金、感染症予防事業費国庫補助金１７万８，０００円は、風

疹追加的対策事業分でございます。 

目４土木費国庫補助金は、歳出の土木費ですが、通学路対策事業関係の工事費への社

会資本整備総合交付金９，７５２万円。耐震改修促進事業分、ブロック塀等耐震事業分、

耐震診断補助事業分への社会資本整備総合交付金７３万４，０００円、下里御大師堂改

修工事への街並み環境整備費補助金２５０万円をそれぞれ計上いたしました。 

目５教育費国庫補助金は、歳出の今日、教育費ですが、特別支援教育就学奨励費補助

金分、３２万９，０００円、湯前中学校グラウンド改修事業分として１００万円をそれ

ぞれ計上いたしました。 

目６消防費国庫補助金は、歳出の消防費ですが、防火水槽設置工事分として５４８万

６，０００円を計上いたしました。 

１７ページです。 

款 15 県支出金につきましては、６億４，０５４万８，０００円を計上いたしました。令

和４年度と比較して、８，９７７万４，０００円の増です。歳入予算に占める割合は１

６.１％です。増額の理由は、農林水産費県補助金の増によるものです。 

目１民生費県補助金は１億２，４０９万６，０００円で、子供のための教育保育給付

費、県費負担金、３，０１７万９，０００円をはじめ、熊本県障害者自立支援費給付費

等負担金、国保保険基盤安定制度負担金など、それぞれの県負担金を計上いたしました。 

１８ページです。 

項２、県補助金は、目１総務費県補助金４１４万６，０００円を計上しました。その中

で、球磨川水系防災減災ソフト対策等補助金、３３５万６，０００円は、歳出で説明し

ましたが、令和５年度に整備する、ハイブリッドトランシーバー、水防資機材、防災士
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の育成、水防本部員の活動服及びデジタル無線の配備に関する財源として、対象となる

経費の３分の２が交付いただけることとなっております。 

目２民生費県補助金、５，１８７万２，０００円です。 

その中で、社会福祉費補助金の民生委員活動助成費補助金１６万３，０００円のほか、

老人福祉費補助金、重度心身障害者医療費補助金、そして児童福祉費補助金は、熊本県

多子世帯子育て支援事業補助金１４２万８,０００円ほか、放課後児童健全育成事業費補

助金など、子育て支援の事業への県補助金を１９ページにかけて計上いたしました。 

目４農林水産業費県補助金４億３，９５２万４，０００円は、中山間地域等直接支払

交付金、農業次世代人材投資事業補助金、多面的機能支払交付金を計上いたしました。

林業補助金は、森林環境保全環境整備事業補助金５，１７６万４，０００円ほか、令和

２年７月豪雨で被災した林業用施設災害復旧事業補助金３億１，０８３万２，０００円

を計上いたしました。 

２１ページです。 

項３委託料は、県権限移譲事務市町村交付金、県税徴収事務委託金４５０万円ほか、統

計調査費委託金、県議会議員選挙費委託金などの県委託金を計上いたしました。 

款 16 財産収入は３，５２１万１，０００円を計上しました。 

項１財産運用収入につきましては、都市貸付け土地活用貸付け収入、財政調整基金ほ

か各基金の利子を計上いたしております。 

２２ページです。 

項２財産売払い収入の生産物売払い収入として、木材売払い収入の３，０００万円を

計上いたしました。 

目３不動産売払い収入は、廃目といたしました。 

２３ページです。 

款 17 寄附金は、一般寄附金にふるさと納税企業版、ふるさと納税合わせて５，２３０

万円を計上いたしました。 

款 18 繰入金、項１基金繰入金、目１財産財政調整基金繰入金５，９０９万円を計上し、

目２ふるさと応援基金繰入金１，３０９万円は、住宅空き家リフォーム補助金等のふる

さと寄附金の活用事業に充当する繰入金を計上いたしました。 

款 19 繰越金は前年度繰越金１億円を計上しました。 

款 20 諸収入につきましては、２，８３６万８，０００円を計上いたしました。 

２４ページです。 

目１雑入、予防接種等徴収金５５万円は、基本健診、がん検診など各種健康診断の負

担金収入を計上しました。そして、節２雑入、１，７６８万１，０００円は、くま川鉄

道再生協議会への職員派遣に伴う他町村負担金６１６万９，０００円ほか、Ｂ＆Ｇ財団
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の防災拠点の設置及び災害時総合支援体制構築事業支援金３００万円、ＪＴの森造成事

業助成金１４９万５，０００円ほか、ＪＲ九州商事の森、くれないの森の森造成事業負

担金などが主なものでございます。 

２５ページです。 

款 21 町債につきましては、１億６，６２０万円を計上いたしました。前年度と比較し

て、６億４，８２０万円の減額となります。歳入予算に占める割合は４.２％となってお

ります。主なものは、臨時財政対策債９５０万円、過疎地域持続的発展特別事業債２，

０４０万円ほか、土木債教育債、災害復旧債をそれぞれ計上いたしました。 

なお目５農業債は廃目といたしました。 

８ぺージです。 

第２表 地方債です。歳入の調整で説明いたしました起債の目的ごとの限度額、起債の

方法、利率償還の方法を記載、記載いたしております。 

２ページです。 

第３条、一時借入金の借入れ最高額の設定です。３億円といたしました。 

第４条、歳出予算の流用です。地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、

歳出予算の各項の経費の金額を流用する場合の定めでございます。各項に計上しました

給料、職員手当及び、共済費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内での

これらの経費の各項の間の流用できるものということでございます。 

９８ページ以降に附属書類等をつけております。説明は省略させていただきますが、

１０６ページにつきましては、ただいま皆様方に紙でお配りしております内容に差し替

えさせていただきたいたいと思います。予算の内容に変更はございませんが、記述に誤

りがございましたので、変更させて、差し替えさせていただきます。大変申し訳ござい

ませんでした。以上でございます。 

○議長（金子光喜君） これから、ただいま説明のあった議決に付された各表及び事項

別明細書、歳入全科目の質疑を行います。ページ３ページから２５ページになります。 

○２番（西 靖邦君） １１ページですけども、項１町民税、目１個人ですけども、前

年度よりも４０９万飛んで２，０００円の増となっています。町税の主な増の原因は町

民税の増とのことでなんですけども、これは特別徴収の所得増額によるものなのでしょ

うかね。 

○税務町民課長（北崎真介君） 特別徴収に限ったわけではございません。実際の予算

の計上に関しましては今回増となったわけなんですが、調定ベースで考えていきますと

実際は少しずつ上がってはきております。ただ令和２年度、新型コロナウイルスの影響

で、所得が伸び悩みました。そういったところと、それに対する給付とかありまして結

局、令和３年度、４年度とほぼ微増ですが上がってきております。そういったところで
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そういった近年のここ１、２年の調定状況を見ましてそれを勘案しまして計上しており

ます。 

○４番（椎葉弘樹君） １５ページの美術館観覧料４５万円についてお尋ねします。過

去１５年間で、この観覧料が 20 万円を超えたのは、令和元年度のトリックアートのとき

の１回だけだったと思います。また今回の条例改正におきまして、町内の利用者という

のは、令和５年度から無料化にする予定です。そのような状況の中で、現在予算化され

ている４５万円というこの見込みはあるのでしょうか。 

○教育課長（浅田 徹君） 美術館の観覧料でございますけども、令和２年から３年に

かけましてコロナ禍非常に厳しい状況で、１０万いかないという状況でございました。

令和２年度に、ウイズコロナにステージ移行しまして、今年度２月末でございますけど

も、入館者が２，２００人を超えております。観覧料収入が４０万程度上がっておりま

すので、これまで以上に頑張るということも含めまして今回の予算計上しております。 

○４番（椎葉弘樹君） 博物館法にもあります通り、美術館が収益を求めるというのは、

余りよろしくはないんですが、赤字幅がちょっとマイナス幅がですね、近年ここ５年で

すね。１，０００万円程度で推移しておりましたので、もちろんコロナの影響等もある

んでしょうが、今課長がおっしゃったように、地域おこし協力隊の方々も含めてですね、

協力体制でやっていただければと思います。その中で、今、町外の観覧料というのが３

００円となっておりまして、団体も２１０円ということになっております。これ多分平

成４年ぐらいから、料金の見直しというのは行われていないと思いますので、このあた

りの料金改定等も検討をしていく必要があるんではないでしょうか。 

○教育課長（浅田 徹君） 先の条例改正で、町民の皆様それから湯前町の小中学生に

つきましては無料とさせていただきました。令和４年度にですね、協力隊中心となりま

して来館者のアンケートを実施したとこでございます。いわゆる観覧料が３００円と、

びっくりしたと、非常に安いということの意見が多かったように覚えております。国が

実施しております文化に関する調査におきまして、博物館、美術館への行きやすさの中

で、やっぱり観覧料というのが、２番目か３番目ぐらいの要因になっておりました。そ

れらを踏まえたところでですね、今後も観覧料の検討はしていきたいというふうに考え

ております。 

○３番（遠坂道太君） ２２ページです。財産売払い収入の生産物売払い収入の木竹売

払収入３，０００万円について伺います。５年度の伐採計画場所の面積についてお伺い

したいと思いますが。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 伐採計画につきましては、全体で１２.７９ヘクタール

を計画しております。また間伐のほうも予定いたしておりまして、間伐につきましては

２７.９６、約２８ヘクタールを間伐として計画しているところです。 
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○３番（遠坂道太君） 林道の受けてなかったとしたら、またこれよりも、面積的には

増えるのですか。現状が災害で行かれない部分があると思いますけども、その分がもし

なかったら、面積的には増えるのか、それについてお伺いします。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 令和５年度に計画しております伐採であったり間伐に

ついては、林道の災害に影響のないところということで計画しているところでございま

す。 

○２番（西 靖邦君） ２３ページですけども、款 18 繰入金、予算、５，９００飛んで

９万円の基金の取崩しがですね、二つの廃目により、前年度よりも４，８１０万飛んで

８，０００円減となっています。これ財源不足を補うための予算額としては、この辺妥

当な金額なんでしょうかね。 

○総務課長（西村洋一君） 令和５年度につきましては、骨格予算ということでありま

すので、その分に対して不足する部分を取崩しておりますので、今後また、肉づけ予算

のときには、必要な場合は取崩しもあるかもしれませんので、そのときはまたご相談さ

せていただきたいと思います。 

○２番（西 靖邦君） 同じく２３ページですけども、款 20諸収入、項１延滞金加算金

及び過料、目１延滞金３９万４，０００円ですけども、これ前年度と予算が同じという

ことは、定期内に納付しない人が、納期限後に同数の納付義務者がいらっしゃるという

ことなんですかね。 

○税務町民課長（北崎真介君） ある一定数のことですが、同一人物といいますか、同

じ納税義務者ということはもちろんございます。ただ、定期的なそういった方の定期的

な、分納されておりますので、そういったところで例年並みというとこで計上させてい

ただいております。 

○１番（吉田精二君） 同じく２３ページの１番上ですが、寄附金の一般寄附金、５，

０００万円、昨年より２，０００万円増額の計上してありますが、この戦略というか、

見込みについて説明をお願いします。 

○企画観光課長（本山りか君） 本年度は２，０００万円の増額ということで計上させ

ていただいております。その増額に向けての施策でございますが、これまでのですね、

課題等を踏まえたところでの、施策を考えております。まず一つ目としまして、返礼品

につきましては、地場産品のほうでですね、やっぱりどうしても供給量が不足するとい

うことが課題として持っておりますので、地場産品の基準に基づきまして、近隣市町村

との共通返礼品を活用しまして、区域外の事業所の返礼品もですね、大いに取り扱って

いこうということで考えております。そして、２番目なんですけども、一応人気のある

返礼品、こういったものをですね、価格交渉等も行いまして、寄附金額の３割以内にお

さめつつ、年末の繁忙期と申しますか１番の書き入れどき、１１月１２月がもう１番の
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ですね、寄附の時期になるんですけども、そこの安定供給を目指していくというところ

を考えております。 

また３番目としましては、今申し上げましたとおり、目標の寄附金額５，０００万円

を設定させていただきましてですね、一応チャレンジということで、ＰＲ、それから区

域外の共通返礼品等を活用しまして、寄附金額を伸ばしていく方針としております。歳

出のほうでもご説明しましたとおりですね、ＰＲのほうもちょっと不足してですね、サ

イト内でも出ているというような状況がございますので、そこも力を入れて、ＰＲに尽

力していくということでございます。 

○１番（吉田精二君） はい、ありがとうございます。他町村との商品も考えるという

ようなことで、逆に言えば寄附金の返礼品というのは町内の消費を促すようなこともあ

りますので、逆に、他町村の方からも前の商品を使っていただくような、ＰＲも進めて

いただければと思っております。 

○企画観光課長（本山りか君） 当然逆の考え方もですね当然あると思いますが、地場

産品を中心にということの基本は持ちつつですね、それから県の基準等もございますの

で、それに反しないところでの共通返礼品での対応というものを行って、寄附の増額に

向けて取組を進めていきたいと思っております。 

○５番（森山 宏君） ２４ページのですね、雑入の中で今回売電収入っていうのが出

てますけども、この詳細についてお伺いします。 

○企画観光課長（本山りか君） これにつきまして駅前のですね太陽光発電、これの売

電収入ということでございましてあそこで発電したものをですね、ユートピアのほうで、

一部動力として活用しておりますが、それが残った分ですね、これ売電をしているもの

でございます。 

○５番（森山 宏君） 駐輪場の屋根の部分かなと思いますけど、去年なくて、今回は

あると。ちょっとすいません。売電、は、なんすかね。災害施設やったかな、避難場施

設ですかね、あそこのほうに供給されている部分っていうのはこれは、収入収入ちゅう

か、売電に当たらないわけですかね。結局、駐輪場から、ユートピアさんですかね、物

産協会ですか、そこに電気を送られておるっちゅうことでしょ。ちょっとそこに、売電

収入は発生しないわけですか。 

○企画観光課長（本山りか君） 一応売電をしてですね、一応その分の発言があったも

のをユートピアに供給をしまして、供給量を超えたものについては九電のほうから、こ

ちらのほうにいただくということになっております。 

○５番（森山 宏君） 多分差引き残った部分を収入になる。というのはちょっと分か

るんですけども、１事業者に対して、結局、電気を供給してるわけでしょ、太陽光発電

からです。その分に、何ですかね、給電をしていただいているほう、受電のほう側って
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いうのは、電気代としては要らんということですか。結局、１事業者に対してですね、

あそこに、公共施設につくっとる電気、太陽光ですかねその電気を供給先っていうのは、

今度は受給側ですね、受給側っていうのは、この太陽光がなかったら水光費を払わんば

んわけですよね。だけんが、この事業者に対しては、供給側がどこであれ、水光費は発

生すると思うとですけども、町のほうからその分に関しては、供給側ですよね町のほう

は、その分に関しては請求しないということですね。 

○企画観光課長（本山りか君） そもそもその避難防災交流施設、これ公共施設でござ

いまして、ご承知のとおりこれは湯前町観光物産協会様のほうに、指定管理でお願いし

ているところでございます。つきましては指定管理料の中にですね、この中に光熱費等

も含めたところで、計算をさせていただいておりますので、その分はいただいてないと

いうことに結果としてはなるところでございます。 

○５番（森山 宏君） すいません。関連してですけども、大体、売電はどのくらいぐ

らいあっとでしょうか。 

○企画観光課長（本山りか君） すみませんちょっとこの場にですね、資料を持ち合わ

せておりませんので、後ほど総括等での後、ご回答でよろしいでしょうか。申し訳ござ

いません。 

○議長（金子光喜君） ほかにありませんか。 

○議長（金子光喜君） ないようですので、議決に付された各表及び事項別明細書、歳

入全科目の質疑を終わります。ここで、休息のため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５５分 

再開 午前１１時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 休憩終わり、会議を開きます。 

９８ページからの給与費明細書及び各調書の説明は省略し、これらもあわせて、予算

案全体にわたって補足、または総括して質疑を行います。 

○総務課長（西村洋一君） 大変申し訳ございません。歳入の説明で、数字のけた間違

いがありましたので訂正をさせていただきたいと思います。１６ページの社会資本整備

総合交付金ですが、９７５万２，０００円を９，７５２万円と申し上げておったみたい

で申し訳ございません９７５万２，０００円と訂正をお願いいたします。また２０ペー

ジの、林業用施設災害復旧事業補助金を、私の言い方が不明瞭でありましたので、３億

１，７８３万２，０００円でございますので、訂正させていただきたいと思います。申

し訳ございませんでした。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 昨日、味岡議員から質問がありました件で環境衛生費
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の中でですね、５９ページ総合健診、この受診率についてご説明いたします。令和４年

度で総合健診、ですが人間ドックですね。これ対象者が、対象年齢が３０歳から７４歳

までで、１，９９５人のうち３８６人。１９.３％になります。それからー集団健診改善

センターで行っております集団検診は、２０歳以上で、年齢上限ありません。３，１０

９人に対して６０８人。率にしまして１９.６％。この二つを合わせますと、９９４人の

方が受診されておりまして、対象年齢を２０歳以上にしたときに３２％になります。そ

れから希望調査をとった際に、職場の検診であったり、自分でかかりつけの病院で受け

るという方が１，４３３名おられまして、これも含めますと２４７人になります。で、

２０歳以上の割合にしますと７０.１％に、あるところでございます。それからもう一つ

あわせまして予防接種委託料のところでありました、高齢者のインフルエンザワクチン

接種ですが、６５歳以上の方で、その年の１１月３０日、生まれまでの方、３０日まで

に６５歳になられる方が対象としております。これは人吉球磨で接種の期間を毎年１２

月２８日までとしておりますのでその関係で、本町では１１月３０日生まれまで、とし

ているところでございます。以上です。 

○４番（椎葉弘樹君） 私もですね、美術館観覧料のところで、先ほど１５年間で観覧

料が２０万円を超えたということで言ってたんですが、２００万円を超えたということ

で、あと過去の推移は大体１００万円から２００万円の中で推移しているというところ

で訂正をしたいと思います。以上です。 

○教育課長（浅田 徹君） 先ほど、款９教育費の中で遠坂議員よりご質問いただきま

した小中学校のグラウンドの改修でございますけども、まず小学校が平成２６年度に大

規模な改修をしてるということでございます。中学校のほうにつきましては、ちょっと

学校の沿革、ホームページで公表しておりますけどもその中にちょっと記憶ございませ

んでしたが、平成１０年頃に大規模な改修をしてるんじゃなかろうかということでござ

いました。ちょっと推計でございますけども答弁させていただきます。以上です。 

○企画観光課長（本山りか君） 大変申し訳ございません。私の昨日の答弁のほうです

ね、訂正をさせていただければと思います。ページのほうが７０ページでございます。

７０ページの節 10 役務費の中の下から２段目でございます。昨日は、この訂正につきま

して申し上げたんですが、実際正確に申し上げますれば、広告料、括弧、入湯税充当額、

という表現が正しいものでございます。もう一度申し上げます。広告料、括弧入湯税充

当額、これが正確でございますので、大変申し訳ございませんが訂正をさせていただき

まして、おわびを申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○議長（金子光喜君） ただいま担当課長から訂正としてありました。款６商工費、項

１商工費、目３、観光費の中の節 11 役務費、（1）入湯税充当額とありますが、訂正し

ていただきまして、広告料、入湯税充当分でいいんですかね。広告料、括弧、入湯税充
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当額、括弧閉じる、よろしくお願いいたします。ただいま報告ありましたものを、原案

としてご審議いただくことでよろしいでしょうか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 異議なしと認めます。 

それぞれ、訂正、また、補足説明がございました。引き続き質疑を行います。 

○２番（西 靖邦君） 本町のですね、子育て支援策についてですけども、入学祝い金、

学校給食費補助高校生通学費補助、特別支援教育就学支援奨励費、ひとり親家庭等医療

費助成、子供の医療費助成、低所得の子育て世帯生活支援特別給付金等があり、他の町

村より、充実した予算編成であると思っております。今後もですね、子育て支援が手厚

い、子育てに適したまちを目指していただきたいと思っておりますが、町長は今後どの

ように進めていかれるのかお考えをお聞かせください。 

○町長（長谷和人君） 今朝ほど、ちょっと質問と違うお話をさせていただくんですけ

ども、今朝もちょっと新聞見てまいりましたらば、今の岸田総理大臣がですね、異次元

の子育て対策を打ち出しておるというふうなことで今回、低所得者世帯に３万円、また、

子供１人当たり５万円の上乗せと、いうふうな記事が出ておりました。これらも今後、

政府が今年度の国会中でございますけども、こんなやりとりが今から続くんじゃなかろ

うかなというふうに思っております。加えまして先ほど椎葉議員のほうからご質問がご

ざいましたんですけども、給食費の無償化というのも出てきております。ここら辺も今

後見据えながらですね、やはり対応策をやっぱり講じていかなくちゃいけないのかな。

未来を託す子供たちのですね、やはり、光を何とかして見出していかなくちゃいけない

のかなというふうに思っておりますんで、その対応につきましては、次の体制の中でで

すね、十分協議をさせていただきたい。現時点でのお話をさせていただくんですけども、

今おっしゃった、椎葉議員がおっしゃった制度についてはですね、財源対策を十分講じ

ながら、継続として行っていかなくちゃいけないのかなというふうに思っているところ

でございます。以上でございます。 

○４番（椎葉弘樹君） 先ほどご答弁もありましたように、本町の子育て支援策は、長

谷町長が力を入れている施策の一つでもありまして、私たち議会のほうもそれを全面的

に支援をしている状態だと思います。議会では現在、議員定数を削減して、子育て支援

策に充ててほしいという要望書を受け取っており、今これを協議しているところです。

そこで、本町の子育て支援策の現状について町長にお尋ねします。本町の子育て支援策

は、他町村と比較して、どのような状況であるかについてお尋ねしたいと思います。 

○町長（長谷和人君） これまで私が平成３１年の４月から、町のかじ取り役という形

で担わせていただいたんですが、そのときから見ますときには、先ほど西議員がおっし

ゃったような、制度を確立化させていただきまして、その財源には、ふるさとの税金を
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ですね、充当させていただいたというふうなことでございますんで、どの位置にあるか

と言われればもう少し頑張っていけばですね、何とか、私としては、ちょうど中くらい

のところの位置にあるのかなというふうに思っておりますんで、もう少しこれを上のほ

うにですね、上がるような、政策もやっぱり必要かなというふうに思っておりますので、

そこら辺はですね、今後の先ほど答弁しましたような形で、十分その対応策を講じてい

かなくちゃいけないかなということでお答えさせていただき、中くらいということで、

答弁とさせていただきます。 

○４番（椎葉弘樹君） 私は十分対応出来ているという御答弁が来るのかなと思ってま

したらまだ道半ばということで御答弁をいただきました。道半ばの子育て支援策におき

まして、本町も結構大きな財政的な金額を出しているわけですが、今後の子育て支援策

も含めまして、財政面として問題がないかについてお尋ねしたいと思います。 

○町長（長谷和人君） 今回先ほど歳入の中でちょっと御審議いただいたんですけども、

先ほど言いましたようにふるさとをですね、この税金を何とか活用出来ないか。いうこ

とで先ほど言いましたような、財源に充当が出来ないかということで私としては考えて

おります。なるべく、５，０００万に近いような形でですね、返戻品あたりもちょっと

他町村との自治体との協力を得ながらですね、何とかそれを堅持してそこの財政に補っ

ていけばというふうなことで、先ほど答弁したところでございました。 

○２番（西 靖邦君） ３２ページですけども、目５財産管理費、節 17備品購入費９５

万円ですが、ドライブレコーダー１９台ということでした。これ１台当たり５万円とな

り取付工事も含んだ金額かと思いますが、これは前後に取付け予定されてるんですかね。 

○総務課長（西村洋一君） 議員ご発言のとおりでございます。 

○２番（西 靖邦君） ３７ページです。節 12ふるさと納税ポータルサイト業務委託料。

２，８２８万２，０００円ですが、これ給付見込額は５，０００万円ということで、５

６.５％相当額の委託料となっています。ポータルサイトはこれは一つなんでしょうか。

また、どのような委託内容なんでしょうかね。 

○企画観光課長（本山りか君） ポータルサイトは、二つポータルサイトがございまし

て、それのまた中間業者ということで、そちらの業者さんにも委託をするということに

なっております。委託の内容につきましては、まず募集関係ですね、このサイトに掲載

をして、寄附をしていただくようなＰＲをしていただくということ。それから返礼品の、

受注発注ですね、こちらのほうをしていただく。その手配の業務委託料というのが大き

なものでございます。 

○２番（西 靖邦君） ふるさと納税によるですね、地方創生のさらなる推進を目指し

ていただき、１億円を超える額を期待しておりますのでよろしく願います。 

○３番（遠坂道太君） ７１ページ、観光費で、負担金補助及び交付金のキャンプ場誘
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客促進事業補助金３００万円について伺います。この事業は昨年度より取り組まれた事

業と思います。そこで一応今までの実績と効果につきまして、どうだったか、それにつ

きましてお伺いしたいと思います。 

○企画観光課長（本山りか君） 本年度の実績でございますが、まだ最終報告ではござ

いませんが中間報告も含めまして、御報告をさせていただきます。まず大きなものとし

ましては、グリーンパレスのですね、ホームページが新たに作成されたということでご

ざいます。またホームページからリンクをいたしまして、予約サイトですね、キャンプ

専用の予約サイトにリンクが出来たということで、予約事務をですね、システム化に対

応が出来たということになっております。それが大きな成果でございます。また、この

キャンプ場の誘客に関しまして、いろんな業者さんのご意見を踏まえて、踏まえてアン

ケートとかですね、そういったものを実施しまして、グリーンパレスの良いところ、ち

ょっと弱点とかですね、そういうところが整理出来たということでございます。その課

題につきましては、それを踏まえて、どんな作戦を練っていけばいいかという戦略です

ね、そちらのほうが明確になってきたということでございます。要はですね、平日の稼

働率がちょっと不足していると。ちょっとと申しますか平日がほとんど、集客が出来て

いないというような現状が１番の大きな課題であるということが見えてまいりました。

で、そういうことであればですね、どういった戦略が必要かということも見えてまいり

ましたので、それに対する戦略とします。キャンペーンの実施、これも若干実績として

行ったということでございます。来年度につきましては、この課題をですね、より解決

するための、ホームページのさらなる更新、それからＳＮＳ等での発信、そういったこ

とで、ＰＲを行うとともに、おいでいただいたお客様の満足度を上げていく、こういっ

た取組をですね、進めていけばと思っております。 

○３番（遠坂道太君） 今課長のほうからご報告がありまして、非常に実績ともですね、

昨年度、非常によかったんでなかろうかと私も思ってるところでございますし、やはり

九州の各県の中のキャンプ場、結構ありますけれどもやはり九州でのキャンプ場などで

も、指折りなるような形の今後の取組と、そして、オートキャンプですねそういった形

の、中核ができること等をですね、前向き、今後取り組んでいただければというふうに

思っております。 

○２番（西 靖邦君） １０９ページなんですけども、２の歳出においてですけども、

義務的経費がですね、対前年度より３，６４６万２，０００円と減額となっています。

この減額となった主な理由について、ちょっとお尋ねしたいんですけども。 

○総務課長（西村洋一君） この表にも書いてあります通り、人件費が主なところでご

ざいます。 

○２番（西 靖邦君） 公債費もやっぱり減額なってますけど、やっぱり一時借入れの
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利子の支払いとか必要その経費が下がったいうことなんですかね。 

○総務課長（西村洋一君） これにつきましては、現時点では、骨格予算として組んで

おりますので、これから新たな事業をご提案するときに、また借入れが生じたりそうい

ったところもございますので、それと返済の状況によってですので、これ意図的に変わ

るところでありませんので、ご理解いただきたいと思い。 

○２番（西 靖邦君） 同じく１０９ページなんですけども、歳出においては補助費等

がですね前年度に３億２，０００飛んで６４万６，０００円減額となっています。報償

費とか役務費とか委託料、負担金補助金及び交付金等について、どの区分が減額となっ

たのですかね。またその理由についてお尋ねします。 

○総務課長（西村洋一君） これにつきましても肉付けのところで増えておりますので、

その際に、ご説明したいと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。 

○４番（椎葉弘樹君） ２６ページの議員報酬２，８２３万６，０００円についてお尋

ねします。私の口からも非常に言いにくい質疑ではあるんですが、皆様もご承知のとお

り、第１期行財政改革におきまして、議員報酬を５％削減し、議員定数も１４人から１

１人に削減しているところです。議員報酬は、令和５年度も据置きの予算となっており

まして、削減してから令和５年度でちょうど２０年目を迎えることになっています。４

月の統一地方選挙に向けて、共同通信社が全国の地方議員、議長に、行ったアンケート

では、なり手不足の第１位が、議員報酬の引上げで７７％に上りました。そこで、町長

にお尋ねします。現在の議員報酬額について、町長の所見をお聞かせいただきたいと思

います。 

○町長（長谷和人君） 私もその記事を見ましてですね、なり手不足というところの背

景に今、椎葉議員がおっしゃったような、ことをですね、感じたところでございます。

今ご質問がございます、報酬額のですね、額についてでございますけども、私としては、

そういうふうな打開策を講じるためにはですね、今の報酬額をですね、とするというの

は、私たちは異論がないところでもございますし、それから加えまして、議員の皆様方

のやっぱり働き方というでしょうかね、そこがやっぱりポイントかなというふうに思っ

ております。こういうふうに議場の場において議論を尽くして、そして、まちの未来の

ですね、描く、想像しながら議論をする。この内容をやっぱり見ていただくならば、私

としてはアップというのも、当然のことかなというふうに思うところでございます。 

○４番（椎葉弘樹君） 私たち議員もですね議会改革、道半ばでありますが、今、一生

懸命取り組んでいるところであります。町議におきましては、退職金もなければ、厚生

年金もありません。選挙があるために、議員を続けられる保証というのもないと。年金

受給前の比較的若手の議員にとっては、議員報酬は不安材料の一つでもあるのは事実で

す。これからですね若い方であったり、女性の方、多様な意見が本当に必要になってく
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る。まちづくりにおいては欠かせない部分にもなってきますので、これから入ってこら

れる議員の方々のためにも、その報酬額っていうのは、ちょっとそろそろ見直しの時期

もに来ているのかなと思ってるところです。そこで町長に、あと１問だけですが、町長

は湯前町特別職の報酬等審議会、こちらのほうに議員報酬を諮問するという考えという

のはいかがなもんでしょうか。 

○町長（長谷和人君） 私といたしましてもですね、私の報酬額はいかなるものかと。

球磨郡の中での位置ですね。これも私が平成３１年の４月から来ましたときに、私の思

いもそこにございまして、当然審議会はですね、来年再来年でございましたか、議員の

改選は、その前にはですね当然そういう審議会を行って、ご意見も伺うこともいいんで

はなかろうかなというふうに思っております。決してそれが高いところに持っていくと

かということではなくて、現状はこうなんだけど、皆さんどういうふうにお考えですか

というふうな問いかけという会議はどうかなというふうに思ったところでございます。 

○４番（椎葉弘樹君） 今現在、政府のほうでも賃上げのニュースがですね、いろいろ

飛び交っておりますので、恐らく企業のほうもですね、賃上げの方向に向かっていくん

じゃないかと思います。職員の報酬も含めてですね、今後、重大重要な課題だと思いま

すので、引き続きのご検討、よろしくお願いいたします。 

○５番（森山 宏君） ３４ページ、防災諸費、これについて総括で聞けというふうに、

議長から言われたので、再度お聞き伺います。防災諸費の中にですね、Ｂ＆Ｇの防災拠

点事業っていうのが３００ちょっと含まれております。多分これはＢ＆Ｇさんから拠点

施設にその維持費に対して協力があるのかなとはいうふうに思いますけども、実際はど

ういう内容なのか、伺います。 

○総務課長（西村洋一君） 議員、御存じのとおり、役場の横に設置しております。倉

庫ですね防災の倉庫をそこに、整備しました、ホイルローダーであったり、照明であっ

たり、そういったものの機材を有効に活用するための研修、そういったところが主なも

のでございますそういった施設の整備と、実際運用できるような体制をとるというとこ

ろがメインでございます。 

○５番（森山 宏君） ありがたいことだと思うんですけども、すいませんこれですね

ほとんど車両系とか、結局特殊、俗にいう特殊建設機械ですよね。こういうのを扱うの

に、特別教育とかいう資格が要ります、受講票とかですね、そういうのをいるための支

援策だとは思うんですけども、この対象者は、いかほどでしょうか。というのが、消防

団のほうに、この訓練はないんですよ。対象者はどういうふうに考えておられるのか、

伺います。 

○総務課長（西村洋一君） 消防団の中にですね、機動班というのを設けまして、消防

団のほうと協議を行いまして、そういった方を出していただいて、そのような班を組織
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はしておるところでございます。消防の中に設置してあります。 

○５番（森山 宏君） この、受講対象者ですね。どんだけ考えておられるのか伺って

るわけで、この機械を扱う特別教育ですか、これは上球磨消防署の署員も来て、本町に

おいて、特別教育を受講した経緯を聞いております。ですから対象者はどのくらいおら

れて、また１回で終わるんじゃなく、ずっとあるのかそれも伺います。 

○管財防災係長（椎葉泰裕君） まず、受講対象ですけれども、受講対象につきまして

は町職員それから消防団員、それから上球磨消防署の職員と、いうことで呼びかけをし

ております。それから、機動班につきましては、先月、机上訓練ということで、訓練を

行っておりまして、令和５年度におきましても、特別教育、それから重機操作研修と予

算を計上しております。 

○５番（森山 宏君） 有資格者の育成にまた、醸成に取り組んでいただきたいと思い

ます。もう１点伺います。自主防災組織訓練等に伴う費用弁償というのがありますけど

も、自主防災に関して、たしか以前一般質問したときに、防災士の育成といいますか、

提案した経緯があると思いますし、町長も育成に取り組んでいきたいというふうに答弁

をいただいております。これにはいろんな資格があって防災士は無受講といいますか、

消防団の分団長以上の経験者とか、職員においては従事者において、免除になる。申請

に２，０００円か３，０００円かかったと思うんですけども、他町村ではその分を補助

してある。育成に取り組んでおられます。本町は現状どうなってるのかをお伺いします。 

○管財防災係長（椎葉泰裕君） はい、防災士につきまして、来年度の予算につきまし

ては熊本県地域防災力強化促進事業という、事業活用しまして、防災士のですね教本代、

それから試験、それから登録料等を負担しまして防災士を増やしていきたいというふう

に思っております。これらの防災士につきましては、自主防災組織のほうからですね、

どなたか受講いただきたいというふうに思っております。 

○５番（森山 宏君） この自主防災組織のほうに、防災士が、１組織の中におられれ

ばいいなという答弁をいただいておりましたが、結局、自主防災組織、私が伺ったとき

に３名でした。本町においては、それから増えてるんですかね。といいますのは先ほど

申しましたように、経験者副団長、分団長以上しとった人は免除なんですよ。そういう

のがあって登録料だけは分かります。そういうのを、本町は行ってなかったんですよね。

昨年度までは。結局防災士を誕生させようっていう気があるのか。職員の中にはほら、

未来塾だったんですかね、あっちのほうでとれます。一般の方もそれ、そこに行くとと

れます。でも、簡単にとれる方法が自治消防の経験者は申請だけで、ふうになってるん

ですけども、本町の場合の防災士の数が余りにも少ないので、そのほうを、取組をなさ

っているのか伺います。 

○総務課長（西村洋一君） これまでにつきましては、そうであるとは思いますが、本
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町は災害が少ない町という皆さんの認識もあったのかもしれませんが、防災士の取組は、

近年始まったところでございます。しかしながら最近では、南海トラフ地震とか、人吉

球磨南縁断層地震であるとか、そういった危険が迫っているという、認識を私ども持っ

ておりますので、当然防災士を増やしていく。方向で考えておりますが、住民の方々に

強制は出来ませんので、そういう呼びかけを行いながら、また職員、消防団、自主防災

組織の人たちに、受講いただくように進めていきたいと考えております。 

○８番（倉本 豊君） ページは、６８ページです。森林環境譲与税基金積立金、そし

て、170 万上がっておりますけれども、現在確か９５０万。ほど、基金が積み上がってお

るというふうに思っております。これの活用方法を今考えておられるのかをお伺いしま

す。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 現在の積立金については２５０万円程度というふうに

なっております。活用方法につきましては、現在まで主に利用しておりますのが災害等

における森林内の路網整備等が主なものでございます。将来的には今後ですね、私有林

内の間伐であったり等が町に委ねられるようなことが想像出来ますので、そちらのほう

の整備にも充てていきたいというふうに考えております。令和６年度からですけども森

林環境税から、国民の皆様から広く税を徴収する環境税というふうになってきますので、

その点、税をいただくということはそういうふうな森林の整備であったり、防災関係の

ほうに、利用できればなというふうに思っているところでございます。 

○８番（倉本 豊君） ２５０万。これですね今頻繁に災害が起こってますよね、大き

い災害に関しましては、国県の補助をいただきながら、復旧工事はやられるんですが、

小規模な災害に関してですね、自主財源でやらなければならない工事も何か所かあろう

かと思います。そのときに、これを財源としてですね、ちょっとしたような工事に関し

てはやっていくといいのかなというふうに私は思ったもんですから今質問してるんです

が、林道、それから山腹崩壊含めてですね、いわゆる山に対しての目的が、そういうふ

うな方向が多い、環境税だと理解してますんで、そういう方向でしていけば、少しずつ

でも持ち直してといいますか、全くの自腹の、町の自主財源を使うこれも自主財源にな

るんですが、別の自主財源から持ってくるよりもこれが良いというふうに私は思います

んで、その辺の考え方はいかがでしょうかね。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 平成３０年度から始まった制度でございます。これに

つきましては一部につきましては積立金の取崩しをしながら、令和２年の豪雨であった

時の被害であった鳥獣害のネットですね、そちらのほうの、補修に出ております。また

昨年度におきましては実際当初予算では積立金をするというようなことをしておりまし

たけども、それを９月の補正で被災を受けたところ路網の整備等に活用させていただい

ております。議員おっしゃるとおりに財源等がはっきりしておりますので、できるとこ
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ろはそういうところ、あと先ほど申しましたとおり、私有林内の間伐等もございますの

で、そちらのほうに充て充てていきながら、総合的な防災的なことを考えて活用してい

きたいというふうに思います。 

○８番（倉本 豊君） ぜひともですね、そういう方向で、そして早急なる復旧、お願

いをしておきます。ちょっとページがばらばらなんですが、いわゆる地域おこし協力隊

を非常に、活用されての事業が今回の予算に組まれておるというふうに思っております。

非常に何ていうんすかね。国からの措置がありますんで、使えば非常にいい制度だとい

うふうに理解しておりますが、各課それぞれ計画されておりますんで、もし、あれでし

たらですねもう実質的に、来ておられる地域おこし協力隊の方を除いた、予定しており

ます地域おこし協力隊のところのちょっと一覧表か何かは出されませんかね。 

○企画観光課長（本山りか君） それではちょっとお時間いただければ作成をいたしま

して、現在、着任しておられる協力隊さん、今後、募集している協力隊さんの数、よろ

しいですか目的、はい、それではそのようなですね、業務内容ですとか、そういったこ

とも含めまして一覧表にしたものをお示しさせていただきます。時間はいつまでにとい

うことで、この総括の中でということですね。じゃ、ちょっとお時間をいただければと

思います。 

○３番（遠坂道太君） ページは５９ページです。環境衛生費で、委託料の河川水質検

査委託料について伺います。検査の範囲はどのあたりかを、河川の検査を行っておられ

るか、それについて伺います。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 水質検査につきましては町内、都側が２地点、それか

ら牧良川、仁原川、中溝、幸野溝であります。 

○３番（遠坂道太君） 今、お尋ねした河川を見ますと生活からの排水等が、目的の検

査のように思えるんですが、ほかの町で管理する河川は行ってはいないんです。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） この衛生費の中では、今申した箇所だけでございます。 

○３番（遠坂道太君） やはり生活と密着する河川もほかにもあると思いますよね。や

はりその辺までやはり、広げた形をしていただける、そして、今ため池の土砂の廃土な

りをしてる場所等のですね、河川の側に、近くもあると思います。そういった形でのや

っぱりその辺の検査も行っていただけないかというふうに思っております。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 現在の調査場所につきましては、もう長年、同じ地点

で行ってございます。今、議員申された事もございますので、この辺の見直しとかも含

めまして検討させていただきたいと思います。 

○議長（金子光喜君） お諮りします。ただいま、日程第１、議案第２７号、「令和５

年度一般会計予算について」の審議の途中ですが、本日の会議はこれで延会したいと思

います。 



- 243 - 
 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 異議なしと認めます。 

したがって本日はこれで延会することに決定しました。 

次の会議は３月１７日午前１０時に開きます。 

議事は、当初予算等の議案審議を予定しておりますので、御参集願います。 

本日はこれで延会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

延会 午前１１時５６分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 議案第２７号 令和５年度湯前町一般会計予算について 

○議長（金子光喜君） ただいまから令和５年第３回湯前町議会定例会、第１０日目の

会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

日程第１、議案第２７号、「令和５年度湯前町一般会計予算について」を議題としま

す。ただいま、予算案全体にわたって補足または包括しての質疑の途中です。 

発言を許します。 

○企画観光課長（本山りか君） 倉本議員からのご質問に対しまして、地域おこし協力

隊のですね、任用状況は、また募集状況ということでございましたので、それを一覧表

にまとめたものをですね、タブレットの方ですけども議案説明資料という形で掲載させ

ていただきます。それをお開きいただいてよろしいでしょうか。地域おこし協力隊任用

状況でございます。企画観光課におきましては、令和２年から５年までの３年間という

ことでございまして、観光案内所運営、観光案内協会事務局、それからイベントの企画

運営、情報発信。また同じく企画観光課でございますが、令和４年２月から、令和７年

の１月までの３年間という予定でございまして、空き家バンクの管理運営、それから移

住定住相談窓口、イベントの企画運営、それから情報発信。また３番目でございますが、

教育課の方でございます。令和４年の３月から令和７年の２月までということでござい

まして、まんが美術館に関します、企画運営及び情報発信活動それから漫画に関するイ

ベント等の企画運営、それから美術館収蔵資料、それから文化財等、文化財資源の調査

資料整理ということで１人。そして４番目、教育課の方でございます。令和４年の４月

から令和７年の４月までということでこちらも同じくまんが美術館に関する企画運営等

の業務ということで１人。任用中につきましては以上の４名ということになってござい

ます。また、募集中の協力隊でございますが、下段の方でございます。１番目、企画観

光課でございますが、これは予定ということでございまして、令和５年４月から３年間

ということでございましてグリーンパレスキャンプ場活用したアクティビティの創出、

町観光施設と連携しました地域振興、ＩＣＴ 関係、情報発信活動、１人募集をしており

ます。ただこれには応募がございまして、任用が決定しております。２番目、企画観光

課でございますが、運用期間につきましては同じく令和５年の４月から令和８年３月ま

での３年間でこちらにつきましては、湯前まんが美術館と連携したイベントの企画、町

情報サイトゆのまえかじりの運営、地域情報や町内のイベント等の広告に係る活動とい

うことでございます。先に任用しております１人の方とですね、４月から１１月までの

間は、重複して２人で引継ぎを兼ねたところでやっていただく。それに加えまして、レ
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ールウイング基本設計等に着手をしておりますことから、こちらをやっていただきたい

と考えております。３番目でございますが、農林振興課で予算の説明がありましたとお

り、令和５年度５月から３年間ということでございまして、湯前町農業公社の運営、そ

れから事務補助、それから農業研修カリキュラムや研修システムの作成、農作業などの

作業受託、ということで募集を今、かけているところでございます。そして、農林振興

課ですが、任用期間は令和５年５月からから令和８年の４月までの３年間。主に林業関

係でございまして、奥球磨未来の森創造協議会の運営全般に関する業務、球磨杉ヒノキ

の流通、それから私有林の経営管理整備計画に関する業務ということで募集中でござい

ます。また、教育課でございます。令和５年５月から令和８年の４月まででございます。

社会体育関係業務全般、社会体育施設の管理業務、総合型地域スポーツクラブ活動、公

民分館健康教室等の活動、それから中学校の運動部部活動の指導、運動スポーツ健康推

進イベント等の企画運営、ということで１人を募集中でございます。 

○総務課長（西村洋一君） 昨日の私の答弁で間違った箇所がありますので、一点だけ

訂正させていただきたいと思います。西議員から質問されました１０９ページの公債費

の減額の理由ですが、これは償還が終了したため、減額となっております。付け加えて

不要な部分も説明しておりました。大変申し訳ありませんでした。ちょっと先ほど、本

山課長説明しましたがそれに合わせまして、会計年度任用職員の令和５年４月１日付の、

任用人数も提出しておりますのでご確認いただければと思います。 

○８番（倉本 豊君） 大変お世話になりました。資料の確認一点だけお願いします。

企画観光課の、下段の２番についてはもう決定をされているんですかね。 

○企画観光課長（本山りか君） 申し訳ございません。先ほどの説明で漏れておりまし

た。企画観光課の２番目ですね、こちらの方についても応募がございまして決定を考え

ているところでございます。 

○８番（倉本 豊君） 企画観光課の方は決定されたということですが、あと下段の３、

４、５番に関しましては募集中ということですが、全国の町村が地域おこし協力隊の募

集をしているところだと思います。あえて本町に来ていただくのは非常に難しい状況か

なと思っています。今やっておられる募集の方法というかそこをお尋ねします。 

○企画観光課長（本山りか君） 募集に関しましては議員おっしゃるとおり各市町村の

競争ということもございますので、担当課としましてもあらゆる方法を通じてですね、

募集を行っているところでございます。方法を御紹介しますれば、まず全国版の地域お

こし協力隊の募集サイトがございますが、ＪＯＩＮというものがあるんですが、これも

移住定住の御希望されている方が全て寄って来て、閲覧をされるサイトでございます。

この中で、地域おこし協力隊の募集分野がございますので、そちらの方に掲載をしまし

て、そこで魅力ある発信ですね、この業務の内容がどういうことであるとかですね、キ
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ャッチコピーを付けたりとか、写真をつけて、町の紹介をしたりだとか。そこで発信を

しているところでございます。今回、先ほど御説明があった企画観光課の２人につきま

してはこのサイトを閲覧をいただきましてですね、応募をしていただきました。また、

これまでにつきましてもですね、同じようにＪＯＩＮのサイトから閲覧をされて、応募

されたという方もおられます。ということで、これで引き続き募集を行っていきたいと

思います。また、東京交通会館という所にですね、移住定住の熊本県のですね、窓口が

ございます。そちらの支援員という方がいらっしゃるんですけども。例えば九州とか熊

本に御関心があられてですね、そういった例えば農業がやりたいだとか、そういった観

光をお手伝いしたいだとか。そのような情報を取りまとめいただいて、支援員との情報

交換の中で、あちらが持っていらっしゃる情報とマッチングをさせていただくというよ

うなことを進めております。また、当然ですね、町のホームページにも掲載をしており

ますし、ゆのまえかじりという移住定住サイトこれにも掲載しております。例えば、湯

前町にＵターンをされたりとかですね、そういった御希望の方は、このサイトから入ら

れる場合もございます。また昨日ですね、１５日の旬報の方でも２回目の募集をかけて

おりますが、そこにも旬報に掲載いたしまして、そういった湯前町Ｕターン御希望であ

るとか、またお知り合いとかで、こちら地方に移住をされたい協力隊に関心を持ってお

られる、そういった方の発信をですね、お呼びかけをしている、募集をしているところ

でございます。 

○８番（倉本 豊君） 募集に対して頑張っておられることがわかる。今、決まってい

ない３、４、５番に関して、現在の状況は全くないのか伺います。 

○企画観光課長（本山りか君） これに関しましてはちょっと御相談というか、そうい

った問合せは今のところはないところでございます。 

○８番（倉本 豊君） 要は募集をかけて来ていただけなかった場合、この事業はどう

されるのかと。いうところが心配でして、農業公社の運営及び事務補助、色々あります

けれども、こういう事業が１か月２か月遅れるのはわかるんですが、１年間来なかった

らこの事業は１年間やらないのかというところを私は伺いたかったもんですから、この

辺についての御回答をお願いします。 

○町長（長谷和人君） 今回５つの分野でですね募集いたしまして。２つは何とか出来

たところでございますが、農林と教育課の方が、まだ今のところない状況です。該当申

しましたいわゆる活動内容ですね、やはりこちらが思っていたという言い方はおかしい

かもしれませんが、そういう分野の方々が非常に少ないんじゃないか。そこら辺も一つ

の原因になるんじゃないかと思っている。先ほど本山課長がですね答弁したんですけど、

サイトの中で埋もれないように上のほうになるべく行かせようとしているんですけど、

それでもやっぱり繋らないという状況ですので、非常に今おしゃるような質問の内容と
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してですが、難しい部分があるのかなと。そして、質問されています１年間できなかっ

た場合でございますけど、今掲げておりますミッションこれが先送りという形になって

しまうんじゃないかと思います。それを少しずつ補いながら活動をやっていくしかない

のかなというふうに思うところでございます。やはり、１馬力がゼロでございますので、

その分野については遅れるという結果になると思う。ただその分野において手段なり何

なりをやっぱり考えなくちゃいけないのかなというふうなことも今、思っているところ

です。 

○８番（倉本 豊君） 目的をもって募集されていますので、目的が達成できないとな

ればですね、職員を取りあえず充てなければならないのかなと私は思っておりましたの

で、今の答弁ですと、先送りの状況というふうになります。職員を充てなければ計画が

うまくいかないのではないかと思っていますので、そこら辺はどうなんでしょうか。 

○町長（長谷和人君） 答弁の最後の方で交渉の中で、次のページというのが、実は職

員の事でございましたので、そこら辺も今、災害等でですね、追われている部分があり

ますので、そこを何とか職員のですね、文書の事務をですね、割り当てながら動かすし

かないということで１つの課題だったんですけど、私としては考えていたことでござい

ます。具体的にどうなるのかこれも考えていかなきゃいけないというふうに思っている

ところでございます。 

○８番（倉本 豊君） 職員の負担を軽くするための制度だと思っていましたので、ぜ

ひ、来ていただけるように力を入れて来ていただくようなことを望んで私はこの質問を

終わります。 

○９番（山下 力君） 歳入の１２ページ、森林環境譲与税についてお尋ねします。地

方からの現状の配分額に対してですね、不満があるのを受けまして、国が来年度から新

たな配分方法を導入し、地方の森林を持つ多くの地域が配分を上乗せするような行動が

出ております。その見直しを検討する期間が約１年あります。地方として言動行動等含

めてですね、頑張っていきたいという姿勢をお聞かせください。 

○町長（長谷和人君） 環境譲与税については今から本格的な税が導入されるところで

ございますが、その中でですね１点ちょっと気になりますのが、今、都市部の方が巻き

返しを行っている状況となっておりまして、しかっりと森を守って川上の森を育てて、

そして、豊かな水とかですね、というふうな内容のですね、ことをしっかりと国にも訴

えていきたいと思っておりますし、そのことにつきましても、町村会でも同じような対

応をさせていただくことでございますので、しっかりと要望等は行わせていただきたい

と思っているところでございます。 

○９番（山下 力君） この環境譲与税は環境面もあると思いますけど、地方は防災面

もあると思います。地方の市町村は山林の能力を高めまして、災害から住民を守るとい
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う使命がございます。努力してもらえることを要望いたします。次に歳出の職員研修に

ついて３８ページでございますけど町長にお尋ねいたします。町のため住民のため働い

ていただく職員の皆様は、仕事に対する情熱や熱意が必要不可欠であります。併せて専

門的な知識の能力を高めてもらうことが住民の期待に応えるというふうに思います。ど

のような姿勢で育てておられるのか、お聞かせください。 

○町長（長谷和人君） １つ目、地域と密着していただきまして住民の皆様方の声を聴

くということの姿勢を大事に行わせていただいているところでございまして、西議員か

ら一般質問となっておりますが、窓口での対応とかですねそういうことが非常にいろん

なことをお聞きしておりますので、いわゆるサービス面について意識の向上の話をして

おりますし、それから分野ごとにですね、いろんな研修、例えば税務課なら税務課ので

すね、税務研修等がございますのでそういうカリキュラムを使った研修にも積極的に考

えて出席してくれというふうなお話をしておりますし、全体での研修もさせていただい

てるということで、それぞれの課ごとに研修の機会をですね、大きく与えようというこ

とで、職員の意識向上を図っているところでございます。 

○９番（山下 力君） 職員の研修の１つの方法として自治大学の入校というかそうい

う研修制度があります。いわゆる自治大学研修受講者の旅費等の支給要項もあります。

３か月の中で一流講師の方に行政の内容や解釈など地域づくりの先進地事例を学ぶ研修

だと思います。最近この自治大学の研修を受講される職員が少ないように思います。ま

ず現状をお聞かせください。 

○町長（長谷和人君） 私の記憶では今まで自治大学は２名くらい受講しております。

最近は山下議員が言われたとおり自治大学には入校していないところでございます。先

ほどとちょっと同じ答弁になるかもしれませんが、訓示のたびにですね、自治大学積極

的にというふうなお話もさせていただいておりますが、なかなか今の業務体系とか、も

ちろん多くの職員はおりませんので今後はどうかということで、積極的にこの分野にお

きましても職員の意識向上でございますので、そこら辺の対応もしていかなければいけ

ないと思っているところでございます。 

○９番（山下 力君） 町長にそういう姿勢があるんでしたら、職員の方の受講希望者

がないという背景というか、業務が非常に忙しいからですね。忙しいことがあってもこ

の受講が必要と思えばですよ、最後に言われたように、研修に行かないか等、町長の声

かけが必要と思います。それと、今の若い人は自治大学に３か月行くよりも、先ほど言

われた住民サービスの勉強の意味で民間の方に行きたいという方がおられるかもしれま

せん。そういった幅も広げてですね、受講されるよう職員に声をかけていただきたいと

思います。 

○町長（長谷和人君） おっしゃるとおりでございまして、決して公務員関係だけでな
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く民間も当然良いかなというふうに思っております。今回提案のありました自治大学以

外もですね、先ほど言いました民間の研修先あたりも福岡で行っていますので、そこら

辺も積極的に活用するように指導はさせていただくという形でさせていただこうと思っ

ております。また、自治大学関係でございますけど、３か月間～６か月間もしくは１年

間というのもございますのでそこら辺もですね、十分業務支障があるという言い方をす

ればちょっと逃げ道になるかもしれませんが、そこら辺の関係を見ながらですね、行っ

ていかないといけないと思っているところでございます。 

○９番（山下 力君） １つの考え方としてですね、職員をコストと思うか資産と思う

かという考え方もあると思うんですよね。職員を資産と思ったらやはり、講習が必要だ

と考えますので、いろんな考え方を持って職員の育成をしていただきたいと要望します。 

○企画観光課長（本山りか君） 昨日、森山議員の方からご質問いただきました、駅前

太陽光発電の件でございます。ご質問はですね、売電以外のですね、発電に係る電気料

はどのくらいかという御質問だったかと思います。これにつきましては、町におきまし

てもですね、売電量の計測をしておりませんので九電のほうに問合せてみましたところ、

九電も把握はしていないということの回答でございましたので報告いたします。  

○９番（山下 力君） ３７ページですけども、いわゆる婚活イベント委託料が毎年１

００万程度を予算としています。どのようなイベントなのかわかりませんけど、今年も

されますので、どういうところに期待されて委託しているのか見解をお聞かせください。 

○企画観光課長（本山りか君） これにつきましては、結婚を希望されている方々の出

会いの場を創出する目的という目的で実施しています。イベントの内容につきましてで

すね、応募を行うんですけども、あらかた湯前町内の方を中心に募集を行いまして、そ

の方々が湯前町の中でですね、一緒になっていろんな体験活動をしていく中で、出会わ

れてですね、このマッチングのお手伝いという感覚で実施をしております。本町としま

しては町の若い方の流出が多く、そして、結婚を考えてらっしゃる方はですね、出会い

の場が少ないということでございますので、そういった創出を行って若者の方の定住を

促進していくための事業ということでございます。 

○９番（山下 力君） 確認ですけど、いわゆる湯前町の税金を使って行う婚活イベン

トですので、女性の方は町内外に男性は湯前町が条件ですよね。 

○企画観光課長（本山りか君） 男性の方は必ず湯前だとか、女性の方が必ず湯前てい

うのは募集の中でやっておりませんが、極力そういう目的でございますので、応募があ

った場合はですね、優先して町内の方に参加していただくようにしています。 

○９番（山下 力君） 町の予算を使っているから女性は町内外で良いと思う。男性は

町内に限るというふうにしてもらいたいですけど、それに対して町長の見解をお聞きし

ます。 
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○町長（長谷和人君） こういうふうな婚活イベント関係につきましては、非常に募集

が難しゅうございます。枠を萎めてしまいますと、集まるのが難しいのかなというふう

に思っておりますので、先ほど課長が言われたとおり町内の方を優先するということで、

させていただければと思う。 

○９番（山下 力君） 費用対効果の面から考えてですね、色々問題があってなかなか

ていうことが現在発生してればですよ、婚活イベントそのものをですね検討してはどう

かと思います。それに対し町長の見解をお聞きします。 

○町長（長谷和人君） 一つは婚活イベントに関しまして、町外からも男女等来ていた

だいて、その活動の中でですね、湯前町の再発見という形で地域資源を利用させていた

だきまして、男女の触れ合いの中で、そういうふうな、例えば、里宮神社を見ていただ

くとか、そういう感動的な意味も含まれておりますので、できる限り今のスタイルを守

らせていただければというふうに思うところです。 

○９番（山下 力君） 今後検討していただければと思います。それから昨年度８月１

日。全協でいわゆる、湯前中心部にある土地購入ですがこれに対して町長として担当課

に活用方法とかいろんな面で指示されたのか、その結果はどうだったのかお聞きします。 

○町長（長谷和人君） それはＪＡですかね。一応検討をさせまして、ある程度の効果

はあったんですけど交渉の中でですね、ちょっとこの話をしてなかったでしょうか、こ

の話は出来ないということで一旦中止をさせていただいたものですから、今のところち

ょっと止まっておったんですけども、それが今、実は動き始めております。質問ござい

ましたあそこの利用関係でございますが、出てまいりましたのが、分譲住宅とか、若者

用の住宅とか、もしくは併設しておりますのでまんが美術館と一体となった何か出来な

いか、というふうなところまではお話をしたところでございますが、それが止まってお

ったというのが現状でございます。 

○９番（山下 力君） 購入に関してはですね、いわゆる目的がはっきりしているなら

町の中心ですから購入しても良いと思う。色々検討していただきたい。それともう１点

町の中心のパチンコ店ですが、これについては情報があれば教えていただきたい。 

○町長（長谷和人君） その後、実は話をさせていただいたんですけど、身内ではない

と、やはり同じ回答を３回受けまして、これ以上はやっぱり難しいなと思っておりまし

たら、民間の林業さんがあそこにですね。トラックを３台ぐらい入れてらっしゃるよう

でございまして、貸し借りみたいな形でやられてるのじゃないかなというふうに思って

いますが、ちょっと林業事業だけということでございますので、申しわけありませんが

ここまでしか情報がありません。 

○９番（山下 力君） 町の中心部ですから、色々情報をあたって対応していただきた

いと思います。それと質問していいかわかりませんが、いわゆる湯前町内の商店街に頑
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張っていただく、そのために、いわゆる湯前商店街で買える品物。今の姿勢では、見積

書を出させてそうしますと人吉、熊本の業者には負けるんですよね、ですから先ほど言

いましたとおり育成というか頑張っていただきたいと思う観点から予算の何分の１かは

湯前町内で購入すると、そういった考え方ができないかなと、いうふうに思いますけど

それについての見解をお聞きします。 

○町長（長谷和人君） 消耗品関係につきましては、優先的に購入させていただいてお

ります。備品については、扱いが出来ない所がございますのでそれは、人吉球磨管内と

いうことでございますのでそのような感じで動いております。 

○３番（遠坂道太君） ２点ほどお聞きしますが８８ページのですね、委託料の中の中央

公民館管理人等委託料に関しまして伺います。まずどこに委託されているのか、また管

理する団体そして体制につきまし伺います。 

○教育課長（浅田 徹君） 節 12 委託料の中央公民館管理人等委託料につきましては、

シルバー人材センターへの委託となっております。夜間の建物の警備、そして、土日祝

日の建物管理、外部の警備が委託となっている。時間帯が午後５時から夜１０時までの

警備となっております。 

○３番（遠坂道太君） シルバー人材のほうに委託されているが、時間帯が夕方の５時

から夜の１０時までとなっています。その後の警備はどういうふうにやっている。 

○教育課長（浅田 徹君） 人がいなくる時間帯１０時から朝までとなりますが、警備

会社のほうに委託しておりまして、人感センサーによる警備になります。 

○３番（遠坂道太君） もし５時から１０時の間に何か事故があった場合、どこが責任

をとるのか、それにつきまして伺います。 

○教育課長（浅田 徹君） ５時から１０時となりますが、シルバー人材から管理の人

が来られて守衛室ていうところがございますのでそちらにおられます。事故等ありまし

たらまず、教育課の職員の方に連絡が入るという流れを想定しております。 

○３番（遠坂道太君） 私が聞いたのはもし、事故があったらどこが責任をとるかです。 

○教育課長（浅田 徹君） 事故の場合の責任ということでございますが、事故の内容

によって、建物であるのか、その他何かの原因での事故、利用者の方が怪我された事故

ならあくまでシルバー人材センターは、勤務中でございますので、責任は当然施設管理

者にあると考えている。 

○３番（遠坂道太君） 委託されるなら責任等の把握ができるような体制をお願いした

いと思います。 

○教育課長（浅田 徹君） 現在のシルバー人材センターとの契約書につきましてです

ね、だいぶ簡略化されそういった内容を書いてないので、契約書に盛り込むことはちょ

っとおいといてですね、しっかりとどちらの区分ということは、明確にしておきたいと
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いうふうに考えております。 

○９番（山下 力君） コスモ研修センターについてお尋ねをいたします。私、毎年検

診の重要性を述べまして、現在の総合健診コスモセンターの課題を述べて施設の改修の

必要性を発言しております。昨年の、４月１日に企業庁に就任された髙森企業長は、地

域住民の健康寿命を延ばしたいと、コメントされております。髙森企業長の研修センタ

ーコスモの改修についての考えまたは、開設者協議会で改修についての協議はどんな形

でなされたかお聞きします。 

○町長（長谷和人君） コスモの方につきましては、実は私から環境づくりと言う形で

もう少し整備ができないか、そういうお話をさせていただいたんですけど、９年前だっ

たと思うんですけども、全てシュミレーションがございまして、建物の新設とかそうい

うのを含めたところで計画あったようでございまして、その中で建設費と年間のコスモ

の利用者さんの数をシュミレーションしたんですけど、危ないという状況だったので、

できるだけですねその中の環境につきましては、随時でもいいから整理をしてくれない

かと、１例としてですね、私もコスモを使うんですけど、コロナの場合ですね。昼食は

できないんですが、コロナ前は会議室みたいな所で昼食が行われていて、そうじゃなく

てもう少し光が差してですね、明るい雰囲気での昼食が出来ないか、そういうふうなこ

とをちょっと考えてくれと。いうふうなお話をさせて頂いたところですが、一旦ここで

話が終わっている状況です。 

○９番（山下 力君） なお現状では改修をしないというところですね。 

○町長（長谷和人君） 本館の方ですが、空き部屋がございましてそこの活用ができな

いかと話を聞いたのですが、地域包括センターとかそちらの方が入ってそちらの方が満

席の状況ですから、こちらの方では難しいと言うことで先ほど答弁した内容になってい

ます。 

○９番（山下 力君） 公立病院は、コロナ感染が入ってきた２～３年で、病院の経営

が黒字になってますよね、ですから十分改修費用はあると思います。住民の検診の重要

性、これを企業長含め４町村長にわかっていただければ私はできると思うんですよ、努

力をしていただければと思います。 

○町長（長谷和人君） 山下議員が言われたとおり、２年連続１億円ほどプラスになっ

ておりまして、今年度ですね、多分超えるだろうとお話をしております。今後はウィズ

コロナでございますので５年６年経営状況を見据えたところでですね、お話がございま

したので議会の方でも質問があっていると開設者協議会の中でも、もう少し話をさせて

いただこうかというふうに思ったところでございます。 

○９番（山下 力君） 教育課長にお尋ねします。９２ページに中学校部活動が学校か

ら地域へ移行し、それに関する予算が計上されております。１つ目に移行対応事業に対
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して、国、県からの補助金等があるのか。事業財源について分かる範囲でお聞きしたい。 

○教育課長（浅田 徹君） 中学校の部活動地域移行ということで令和５年度から動き

出します。今回の予算につきましては、検討委員会の設置。それからスポーツクラブを

想定した委託料で、指導者等の予算を計上しています。議員質問のとおり、国、県の補

助金は今回の予算に計上できておりません。現状をお話ししますと、スポーツ庁の事業

で地域スポーツクラブ活動体験事業というものがございます。こちらの事業におきまし

て、中学校部活動地域移行対策費用の手当てをするというところで現在、補助金の要望

調査があっております。３月時点で２次要望調査までは要望を出しております。こちら

につきましては１００万円程度の補助金額を要望しております。 

○９番（山下 力君） 学校から地域への以降については、スポーツ庁はまだ明確な方

針を示しておりませんので、色々そういった状況があっております。学校から地域へ変

わっていくその説明と課題があればお聞きしたい。 

○教育課長（浅田 徹君） 山下議員の質問のとおり、制度等がまだ整っておらず、な

かなか流動的な移行が見込まれております。現在把握している限りで、まず中学校の部

活動でございますけども、学校の部活動規則を、これまではですね原則全員参加として

きたものを任意参加と、いうところになっております。来年の令和５年度の入学予定者

も含めてですね、生徒予定者全員にアンケートを取ったところでございます。そこで出

てきましたのが、令和４年度は生徒の部活の参加率８４パーセントでございました。こ

ちらが５６パーセントまで落ち込みまして、いわゆる部活動に参加しない生徒が出てお

ります。それから併せまして、地域クラブ活動の参加でございますが、こちらにつきま

しては、令和４年度が２０パーセントでしたが、令和５年度の移行調査におきましては、

３６パーセントということで、学校で部活動はしないが地域のクラブ活動で運動等をす

る子供達。それから地域活動も学校活動もする子供達。そういったことで、子供達自身

の中でもですね、地域移行の部分がちょっと増えてきているのかなと思っております。

今後の課題としましては、この部活動及び地域クラブ活動に参加しない子供たちがどの

ように変化していくのか、そういったことは観察が必要でなかろうかと私は考えており

ます。中学校の部活動のですね、生徒１人当たりの家庭負担というのが、約１万３，５

００円から１万５，５００円になっておりますが、地域移行をした場合、例えば活動場

所が町外になったりですね、そういった場合の想定はどのようにするのかといった課題

も出てこようかと思っております。危惧しておりますのが、休日の部活動移行というこ

とですので、休日の指導を誰が行うかということになろうかと思います。予算説明の中

でお話ししておりますが、現在校外指導者ということで５名の方おられますけども、そ

れぞれ種目等も限られておりますので、今後は、部活動にしろ休日の部活動及び地域ク

ラブ活動への指導を行う方の確保これが１番の課題となっております。 
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○９番（山下 力君） 課長の方から課題を３、４点言われましたが、その中の一つで、

町の枠を超えて野球部が活動された。練習されていた。そう言った話を聞いております。

その時に、参加される生徒さんの練習会場が多良木だったり、水上だったり、その時の

送迎です。先ほど説明があったとおり、いわゆる家庭の負担が増える。そういった送迎

についてはどういった考えをお持ちかお聞かせください 

○教育課長（浅田 徹君） まず、種目の野球でございますけども、現行の部活動にお

いては既に三町村での合同練習といったものもあってございますが、聞くところにより

ますと、球磨郡内にですね地域クラブ活動としてですね、野球チームを作るということ

でそちらに参加する生徒も予測されるところでございます。その場合当然、活動会場が

ですね障害になることが想定されまして、本当に保護者の方が送迎できるのかとか、出

来ない時にどうするのかとか、そういった課題が出てくると思っております。費用負担

含めて今回の予算計上は処置をしておりませんが、課題の状況において手当が必要な場

合には考えていかないといけないのではと考えています。 

○９番（山下 力君） 課長の見解を申し述べられました。町長としては課題について

どのような対応をしたいとか考えをお聞かせください。 

○町長（長谷和人君） ５年から７年を改革集中期間というふうに位置づけております。

今回についてはもう大変難しい問題を抱えておりますので、学校、保護者、地域、県、

それから中体連組織をですね大きな組織で跨っておりますので、ここら辺は最初しっか

りとまとめていただくと、国、県がリーダーシップをとってもらうことが一番と思って

おります。御質問の内容をですね、１００パーセント町負担ではなくその中で、国が２

分の１とか、県が２分の１とかですね、残りを町が負担するとかですね、そういう制度

を早く制度化してもらいたいというのが私の本音でございますんで、そこら辺がまだ目

に見えてない、走り出したがまだ見えていないというのが現状かなと思います。まだ勉

強不足でございますんで、回答としてはこのような感じで答弁とさせていただければと

思っております。 

○９番（山下 力君） 町長が答弁したとおり、まだまだ課題の対応が不十分だと思う

んですよ。ですから目一杯努力をしていただきたい。なるべく家庭負担が増えないよう

にですね。そして、生徒達が伸び伸びと部活ができるように対応していただきたいと思

います。トップの教育長のそれに対しての見解をお願いいたします。 

○教育長（中村富人君） 今ございました家庭の負担軽減という件でございますが、先

ほど課長が御答弁申し上げましたが、家庭のアンケートを取った中にですね、全部読ま

せていただきましたけど、２件ほど同じ意見がございました。経済の格差がそういう子

供達の活動の機会を影響することがあっていけないのではないか。それは、教育行政の

責任ではないかというのがございました。確かに色々考えさせられるものがございまし
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た。先ほどから話題となっております、これがとても流動的でありまして、全面的に社

会体育に移行するのであればですね、部活動と別の流れであります、既設のいわゆる野

球とかサッカー等では民間の社会体育施設があるわけですよ、そういうところで各家庭

の負担があっております。部活動というのは学校の施設を使った放課後活動ですので、

それをどういう形で行政が見ていくのか、凄く悩ましい件でございます。町長が言われ

ましたとおり、本当に自治体だけで見ていくのか、財政的にもございますし、小さい自

治体ですので、湯前町も。そこだけで解決していくのは難しいとそんな感じもしている

ところでございます。いずれにしましても今後の流れがございます。流れも急激に変え

たらいけないので３年間という期限を廃止いたしました。それに、中体連という問題も

ございます。いわゆる練習したらどこまで活躍、活動できるのか、発揮するのがあるわ

けですからその問題とか、それから、中体連にかかる予選の問題とか、これは一昨日の

新聞に載っていましたが、もう様々な問題があっておりまして、私が思うのは、経済的

なものがとにかく私達教育行政、教育委員会の立場とすれば、もう体力が落ちないよう

に、そこだけはもう財政がなくてもですね、部活動なくても、例えばさっき申し上げま

した経済的な問題で部活動に参加出来ない社会体育に参加出来ないそういう家庭の方に

ついては、現在の中学校の活動の中で、何らかのようなそういう政策を打たなければな

らないと思っているところです。 

○９番（山下 力君） 管轄は教育課ですので教育長に色々情報を取っていただいて、

対応を考えていただいて、町長と色々協議して生徒達がですね、平等にそういった活動

ができるよう努力をしていただきたいと思います。 

○３番（遠坂道太君） グリーンパレスの指定管理についてお聞きします。昨年からサ

ル小屋の撤去をされたと思いますが、その横をですね、何かセメントでしてある部分が

あって、そこが危ないと言うような町民の方の声で、車の離合も出来ない。見通しが悪

いもんですから、衝突するような事故もあっているようです。その辺の撤去を考えてい

ないのかお聞きします。 

○議長（金子光喜君） ここで、休息のため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時００分 

再開 午前１１時１１分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を開きます。ただいま、予算案全体にあた

って、補足または総括しての質疑の途中です。 

 発言を許します。 
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○企画観光課長（本山りか君） 先ほどの遠坂議員からのご質問でございますが、グリ

ーンパレスの方ですね、管理用道路の件だと思います。これにつきましてですね、そっ

ちはもう湯楽里から合宿棟となります管理用道路でございますので、一応正式なルート

における湯楽里への道路はございますので、極力そっちを使っていただくように考えて

おります。またそういったあそこの道をですね、お使いになる方が、確かに狭いという

ことで広げていただければというようなご要望もあったことから、以前離合ができるよ

うに拡幅を行ったところでございます。ただおっしゃるとおり、水車関係の設備の出っ

張りがございまして、そこの部分の撤去を考えたんですが、ただちょっと違う視点から

申しますれば、グリーンパレス湯楽里一帯のですね、いろんな機械設備の更新等により

まして、財源が非常に今後ですね、大きくなっておりまして、その計画がございますこ

とから、この道路についてはちょっと御不便をおかけしますが、あくまでも管理用道路

ということでございますので、今のままでちょっと辛抱いただいて他の施設の整備に財

源を回していきたいと考えております。 

○３番（遠坂道太君） 財源の問題ということでございますけど、一応そう言う町民の

方から声が上がっていることを理解してですね、今後、積極的に整備してほしいと思い

ます。 

○議長（金子光喜君） 以上で本案の質疑をすべて終わります。 

これから、討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、 議案第２７号、「令和５年度湯前町一般会計予算について」を採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○議長（金子光喜君） 起立全員。したがって議案第２７号は、原案のとおり可決され

ました。 

 ここで議長席を副議長と交代するため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１４分 

再開 午前１１時１６分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 議案第２８号 令和５年度湯前町国民健康保険特別会計予算について 

○４番（椎葉弘樹君） 議長席を交代しました。休憩を終わり、会議を続けます。日程

第２、議案第２８号、「令和５年度湯前町国民健康保険特別会計予算について」を議題

とします。 
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本案について、提案理由の説明を求めます。 

○税務町民課長（北崎真介君） 議案第２８号 、令和５年度湯前町国民健康保険特別会

計予算についてご説明いたします。 

令和５年度の予算は、歳入歳出それぞれ、前年度比２，６５７万９，０００円増の４

億３，７０６万２，０００円を計上しました。熊本県が運営主体となって、６年目とな

り、２月末では、国保加入世帯数５４３世帯、加入者数は、８４６人となっています。

前年比３３世帯の減、６４人減となっております。国保を含め、現在の自治体を取り巻

く環境としまして、皆さんご存じかと思われますけど、令和２年１２月２５日閣議決定

されたデジタル社会の実現に向けた改革の基本方針を基に、同日閣議決定のデジタル・

ガバメント実行計画、具体的な自治体 DX推進計画により、自治体の情報システムの標準

化・共通化が進められております。中には、それを進めるために必要なマイナンバーカ

ードの普及促進もありますが、令和７年度末を目途に自治体の２０の基幹業務について、

各種の税関連、戸籍、住基は元より、国民健康保険の DX 化が図られていきますので、今

後、そのシステム改修が、補助金や交付金等の準備ができ次第、順次、始まっていくも

のと思われます。補正対応など、令和５年度でという訳ではございませんけれど、令和

６年度、令和７年度に向けて、事前準備として発生する可能性もありますので、皆様の

ご理解をお願いしたいと思っています。 

それでは、１０ページの事項別明細書、歳出からご説明いたします。 

款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費については、国民健康保険事業に係る人

件費、物件費などの経常的経費として１，１７７万５，０００円を計上しました。前年

度比 １万７，０００円の増になります。節１２委託料では、７７万１，０００円を計上

しました。令和４年度において、国民健康保険システム改修業務委託料として、１７８

万２，０００円を計上していたため、相当分の減額となりました。 

１１ページをご覧ください。項２徴税費について、１６万７，０００円を計上しまし

た。前年度比１１万１，０００円減、主な要因は、令和４年度において、国保所有軽自

動車の車検があったためで、その費用を計上していた事によります。 

項３運営協議会費については、２４万４，０００円を計上しました。３万７，０００

円の減となったのは、令和４年度において、節 10 需用費に新たな任期の始まる国保運営

協議会委員の書籍購入費を計上していたためでございます。 

款２保険給付費については過去の医療費データ等を参考に、節 18 負担金補助及び交付

金に、見込み額として、項１療養諸費に、一般被保険者の給付費分、２億６，６８０万

円、退職被保険者の給付費分１万円、一般被保険者の療養費に１００万円、退職被保険

者の療養費に５，０００円など合計２億６，８７１万８，０００円を計上しております。  



- 261 - 
 

１２ページになります。項２高額療養費に一般被保険者分３,８３０万円、退職被保険

者分５，０００円等、合計３,８３３万５，０００円。項３出産育児諸費に２名分、計１

００万１，０００円。項４葬祭諸費に８名分１６万円。１３ページになりますが、項５

移送費に、合計１万５，０００円を計上しました。 

次に、款３国民健康保険事業費納付金については、県からの事業費納付金算定結果に

より、節１８負担金補助及び交付金に、項１医療給付費分に６,９９５万７，０００円。

項２後期高齢者支援金等分に、２,５６５万６，０００円。項３介護納付金分に、９７５

万７，０００円を県に納付する額として計上しました。 

次に１４ページをご覧ください。款５保健事業費、項１特定健康診査等事業費につい

ては、４０歳から７４歳を対象とする特定健診に係る経費で、主に節 12委託料の特定健

診委託料３５３万８，０００円を含む３８７万６，０００円を計上しました。国が市町

村国保に求めている、令和５年度までの受診目標率６０パーセントを達成できるよう引

き続き受診勧奨を行ってまいります。新型コロナウイルスの状況や感染症対策の効果な

ど先行きがまだまだ見通せない中ではありますが、工夫を凝らした周知を図り、また、

かかりつけ医でも特定健診と同等な検査を受けることができるようになりましたので、

今後も範囲を広げるなど、様々な方策に取り組んだ上で、本町の健康課題を見つけ、効

果的な事業が実施できるように進めて参りたいと考えております。 

項２保健事業費については、年４回の医療費通知、ジェネリック医薬品を利用した場

合の差額通知発送にかかる経費など、６７２万３，０００円を計上しました。節７報償

費においては、地区ごとに集団検診にかかる申込書や検査キット、その関連書類の配布

等をお願いしている健康推進委員２８名分の謝金６２万７，０００円を計上しました。 

 節 12 委託料には、国保保健指導事業委託料４０５万６，０００円を計上しました。Ａ

Ｉを利用してこれまでの個々の受診歴等を分析して、それぞれの特性に合わせた受診勧

奨を行い、受診率の向上を図るためのものです。それに加え、今回は令和６年度から始

まる第３期データヘルス計画策定にかかる支援事業も委託するため、その分５５万円が

増額となっております。なお、この事業については、全額、款４県支出金、節２特別交

付金の交付対象となっております。 

次に、１５ページになります。 

款６基金積立金については、節 24 積立金に、国民健康保険、給付基金積立金４万円を計

上しました。 

款７諸支出金、項１償還金及び還付加算、目１一般被保険者保険税還付金に２０万円、

目２一般被保険者還付加算金５，０００円を計上しました。歳出の説明は以上になりま

す。 

次に、歳入についてご説明いたします。７ページからになります。 
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款１国民健康保険税については、見込みにより、合計で７,１７９万７，０００円を計

上しました。前年度比、１２９万８，０００円の増としています。県からの国保税予算

算定基礎表を参考に、被保険者数の減少見込みなどを勘案して算出した結果を計上して

います。なお、令和５年度の国保税率については、算定に要する所得の決定が５月頃に

なりますので、再度算定を行い、決定して参ります。 

次に、８ページになります。 

款３県支出金、項１県補助金、目１保険給付費等交付金については、３億２,２１５万８，

０００円を計上しました。 

節１普通交付金３億６１６万５，０００円については、保険給付費の財源に充てるも

ので、町が事業費納付金を納める代わりに、町の支払う給付費を県が全額負担するため

交付されるものです。 

節２特別交付金、１,５９９万３，０００円は収納率向上分、特定健診の国、県負担分

など特定事項の対象額を計上するものです。令和４年度を参考にした見込額ですので変

動があります。必要に応じて補正予算で対応したいと思います。 

款４財産収入については、国民健康保険給付積立金利子４万円を計上しました。 

款５繰入金、項１他会計繰入金については、一般会計からの繰入金として、前年度比

４６万４，０００円増の４,１８１万３，０００円を計上しました。 

節１及び節２の保険基盤安定繰入金については、いずれも当予算及び現時点での各種

数値からの試算により計上しました。 

節３未就学児均等割保険税繰入金は、令和３年の条例改正においてもご説明しました、

未就学児均等割保険税の減額による減少額の補填となり、国２分の１、県４分の１、市

町村４分の１の負担となっています。実績と対象者数を基に計上しました。 

９ページにかけてとなりますが、節６国保財政安定化支援事業繰入金は、普通交付税

に算入される分で、県が示した数値を基に７２３万４，０００円を計上しました。 

款６繰越金については、目１前年度繰越金として１００万円を計上しました。 

款７諸収入、項１延滞金及び過料、目１一般被保険者延滞金、節１一般被保険者延滞

金に２０万円、節２退職被保険者延滞金に１,０００円を計上しました。以下、款７諸収

入の中で発生の予想される、項２預金利子及び項３雑入の目１一般被保険者返納金及び

節２雑入にそれぞれ最低額を計上しました。 

以上で歳入の説明を終わります。 

１６ページから２３ページまで、給与費明細書を添付しておりますが、説明は省略させ

ていただきます。これで令和５年度湯前町国民健康保険特別会計予算の説明を終わりま

す。よろしくお願いします。 
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先ほど１４ページの歳出で、款５保健事業費、項２保健事業費、１保健衛生復旧費の

報償費を６７万２，０００円と言うべきところ、６２万７，０００円と申し上げており

ます。訂正します。よろしくお願いします。 

○４番（椎葉弘樹君） これから、質疑を行います。 

○２番（西 靖邦君） １４ページです。項２保健事業費、目１保健衛生普及費、節 12

国保保健指導事業委託料ですけども、４００飛んで５万６，０００円になっていますけ

ども、これは年間に何回保健指導をやられているんですかね、それとまた、保健指導の

方は保健師以外にどのような専門職の方がおられるのでしょうか。 

○税務町民課長（北崎真介君） 説明の中でも申し上げました、ＡＩを使った委託事業

でございます。もう一度申しますと、ＡＩ利用してこれまでの受診実績を分析して、そ

れぞれ特性検査受診干渉行っているので、パンフレットの送付とかそういったことに使

っております。 

○２番（西 靖邦君） 保健指導者がダメやという人は、どのような感じで中止されて

いかれるんですかね。 

○税務町民課長（北崎真介君） まず、検診を受診していただくところから始まります

けど、結果が出たところでそう言うＡＩの選別をして、こういった次のステップに行く

までを分類してですね、それとして保健師さんの方で個別に指導していただく。 

○４番（椎葉弘樹君） 以上で本案の質疑をすべて終わります。 

これから、討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○４番（椎葉弘樹君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、 議案第２８号、「令和５年度湯前町国民健康保険特別会計予算について」

を採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○４番（椎葉弘樹君）  起立全員。したがって議案第２８号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 議案第２９号 令和５年度湯前町下水道事業特別会計予算について 

○４番（椎葉弘樹君） 日程第３、議案第２９号、「令和５年度湯前町下水道事業特別

会計予算について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○建設水道課長（中園誠二君） 議案第２９号、令和５年度湯前町下水道事業特別会計

予算についてご説明いたします。 
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歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億４,７９０万６,０００円を計上しました。

令和４年度と比較し、４３９万１，０００円の減となります。 

歳出からご説明いたします。１０ページをお願いします。 

款１下水道事業費、項１下水道事業費、目１下水道事業費は、令和４年度から９３５万

２,０００円増の２,４０２万４，０００円を計上しました。下水道担当者１名分の人件

費のほか、球磨川上流流域下水道事業工事負担金等の予算を計上しました。 

節 12 委託料に令和３年度から実施しています、下水道事業地方公営企業法適用支援業

務委託費として９０２万円を計上しました。令和５年度は、主に下水道関連の条例・規

則等の制定、及び改廃を行う予定です。また、下水道事業公営企業会計システム導入委

託料として４００万円を計上しました。これまでの財務会計に代わり、公営企業会計の

システムを導入するための経費となります。 

節 18 負担金補助及び交付金では、球磨川上流流域下水道事業工事負担金として、１７

３万５，０００円を計上しました。令和５年度におきましては、汚泥脱水機改築工事、

ストックマネジメント計画策定、幹線管渠点検調査と、令和４年度事業から延伸されま

した、多良木中継ポンプ場耐水化工事が予定されています。全体事業費２，５８５万円

のうち、各町村の負担割合により計上しました。 また、節 26 公課費に、消費税４００

万円を計上しています。 

１１ページをお願いします。款２下水道維持管理費になります。 

項１維持管理費、目１公共下水道維持管理費につきましては、令和４年度と比較し、７

５６万７，０００円減の４,２１１万４，０００円を計上しました。下水道事業の維持管

理に要する需用費、役務費、委託料ほか、節 18負担金補助及び交付金に、流域下水道維

持管理負担金などの経費を計上しました。節 10需用費の修繕料ですが、通常的な修繕料

として３０万円、３か所のマンホールポンプのオイル交換代として２０万円と、下染田

マンホールポンプ制御盤内の自動運転関係設備の不具合のため、機材取り換え費用とし

て７０万円の合計１２０万円を計上しました。 

節 11 役務費にマンホールポンプ非常通信装置電話料として２３万４，０００円を計上

しました。 

節 12 委託料に、マンホールポンプ保守管理委託料として１４４万７，０００円を計上

しました。燃料価格の高騰や薬剤等の値上がりにより令和４年度より、１４万５，００

０円の増額となっています。また、水質検査委託、下水道資産台帳管理システム保守委

託料を計上しております。 

節 14 工事請負費に、昨年同額の９０万円を計上しました。新設の公共桝設置工事費に

なります。 
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次に、節18負担金補助及び交付金につきましては、流域下水道維持管理負担金として、

３,５９４万８，０００円を計上しました。これは、流域下水道の維持管理に要する経費

を負担するもので、主に湯前町から排出された汚水量に、負担金単価を乗じた額を支払

うものです。現在、１㎥当たり９１円で算出していますが、電気量や薬品代の値上がり

に伴い、令和５年度中に、単価の値上がりが予想されます。その場合には、今後の補正

予算計上をお願いすることになります。 

次に、下水道接続補助金として、３件分６０万円を計上しました。 

１２ページをお願いします。 

節 22償還金利子及び割引料には下水道使用料還付金として３万円を計上しました。次に、

款３基金積立金につきましては、積立金利子分を計上しています。 

款４公債費、項１公債費、目１元金として、下水道事業債元金７,１１２万３，０００

円を計上しました。 

目２利子に下水道事業債利子として１,０４４万４，０００円を計上しました。 

款５予備費として、昨年同額の２０万円を計上しました。次に歳入になります。 

戻っていただき８ページをお願いします。 

款１使用料及び手数料については、節１現年度分として１２月の調定を基に、５,６９４

万８，０００円を節２過年度分として、１０万円を計上しました。 

次に、項２手数料、目１下水道手数料につきましては、節２督促手数料として２万円

を計上しました。 

款２繰入金、目１一般会計繰入金につきましては、７,５６３万５，０００円を計上し

ました。 

項２基金繰入金、目１基金繰入金として、下水道接続補助金分６０万円を計上しまし

た。 

次に款３繰越金については、前年度繰越金２０万円を計上しました。 

款４諸収入については、１，０００円を計上しました。 

９ページになります。 

款５町債、項１町債、目１下水道事業債、節１下水道事業整備債に、球磨川上流流域下

水道建設事業負担金分１７０万円を、公営企業会計適用債に１，２７０万円の、合計１，

４４０万円を計上しました。 

款６財産収入については、積立金利子を計上しました。 

次に５ページをお願いします。 

第２表地方債についてです。下水道事業債として、限度額１，４４０万円を計上して

います。 
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以上で、令和５年度湯前町下水道事業特別会計予算の説明を終わります。よろしくお

願いします。 

○４番（椎葉弘樹君） これから、質疑を行います。 

○２番（西 靖邦君） １１ページですけども節 12 委託料、１水質検査委託料３万８，

０００円となっていますけど、この検査項目は何項目あるんですかねそれと、どのよう

な検査項目をされるのか。                                                                                                                             

○建設水道課長（中園誠二君） 水質検査については、８項目がございます。主なもの

として、湯楽里が排出される排出水検査等を行っています。 

○５番（森山 宏君） 委託料でですね、公会計の部分がありますよね、この４００万

ですけど、今回限りですかね、これがずっと公会計に移動した後のこの会計業務ソフト

ウェア委託こういうのが毎年掛かってくるんでしょうか。 

○建設水道課長（中園誠二君） 地方公営企業法適用支援業務委託料につきましては、

今年で３年目、最終年度となります。全体費用が２，３３２万円ほど掛けまして、今年

につきましては先ほど言いましたように、条例規則等の制定改廃等を行う予定です。こ

の予算につきましては今後発生しませんが、６年目以降は会計システム保守委託料等が

発生するとなっております。 

○５番（森山 宏君） 公会計に行くときの２，３００万ですね、そして、システム導

入委託料、このシステム導入委託した後の維持費で、今、言われたようなとが発生する

んであれば、毎年どのくらいの予算が必要になるのか。 

○建設水道課長（中園誠二君） 正確な数字は今ちょっと言えませんが、数１０万単位

になると思います。 

○４番（椎葉弘樹君） 以上で本案の質疑をすべて終わります。 

これから、討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○４番（椎葉弘樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、 議案第２９号、「令和５年度湯前町下水道事業特別会計予算について」を

採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○４番（椎葉弘樹君） 起立全員。したがって議案第２９号は、原案のとおり可決され

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 議案第３０号 令和５年度湯前町介護保険特別会計予算について 
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○４番（椎葉弘樹君） 日程第４、議案第３０号、「令和５年度湯前町介護保険特別会

計予算について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 議案第３０号、令和５年度湯前町介護保険特別会計予

算について、ご説明いたします。 

令和５年度当初予算は、歳入歳出それぞれ６億７,２１６万１，０００円を計上し、令

和４年度と比較して、８４１万３，０００円。１.３パーセントの増となりました。増の

主な要因は、款２保険給付費、款３地域支援事業費の増であります。現在の介護保険事

業の対象者数はにつきましては、第１号被保険者１，６０３人、要介護認定者２３９人、

要支援認定者４５人、合計２８４人で、認定率は１７．７パーセントという状況であり

ます。 

それでは、１１ページの事項別明細書、歳出からご説明いたします。 

款１総務費は、２,８６９万２，０００円を計上しました。令和４年度と比較して１３９

万７，０００円の増であります。増の主な要因は、球磨郡介護認定審査会負担金の増で

あります。歳出に占める構成比は４.３パーセントになります。 

項１総務管理費、目１一般管理費は、介護保険事業に係る常勤一般職員２名の人件費

や通信費など１,１０８万２，０００円を計上しました。 

１２ページ、項２徴収費、目１賦課徴収費は、介護保険料の賦課徴収事務に係る経費

１４万４，０００円を計上しました。 

項３介護認定審査会費、目１認定調査等費は、要介護認定調査に係る会計年度任用職

員の人件費や主治医意見書作成手数料、球磨郡介護認定審査会負担金など１,７３１万

２，０００円を計上しました。 

節 18 負担金補助および交付金は、球磨郡介護認定審査会負担金９６７万９，０００円

を計上しました。令和４年度と比較して、６０３万２，０００円の増であります。増の

要因ですが、球磨郡介護認定審査会では、現在、紙の資料を用いて審査会を開催してお

ります、これを令和５年度にクラウドを活用した電子審査会が開催できるネットワーク

システムを導入し併せて審査会委員のリモート参加によるリモート審査会に移行するこ

ととしております。また、認定調査事務の効率化を図るため、認定調査員が現在紙の調

査資料に記入しているところ、タブレット端末を使用する訪問調査モバイルシステムを

導入し、認定調査から審査判定までの効率化を図ることとしており、その導入経費に掛

かる町村負担金が増となります。なお、この事業については、デジタル田園都市国家構

想推進交付金事業の中の地域間連携事業を活用しまして、補助率は２分の１であります。  

１３ページ、項４運営協議会費、目１運営協議会費は、湯前町介護保険運営協議会の

開催経費として委員報酬など１５万４，０００円を計上しました。 
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款２保険給付費は、要支援・要介護認定を受けている方の各種介護サービス給付費な

ど令和４年度と比較して５０２万９，０００円増の６億５８３万５，０００円を計上し

ました。増の主な要因は、地域密着型介護サービスおよび施設介護サービス給付費の増

であります。歳出に占める構成比は、９０.１パーセントになります。 

項１介護サービス等諸費は、要介護認定を受けた方が利用する居宅介護サービス給付

費、施設介護サービス給付費など５億３,８５０万円を計上しました。保険給付費の８１．

８パーセントを占めております。項２介護予防サービス等諸費は、要支援認定を受けた

方の介護予防と状態の維持改善を目的とした介護予防サービス給付費等、１,４４９万

３，０００円を計上しました。介護予防通所リハビリテーションなどの利用数増により

令和４年度と比較して２１５万７，０００円の増となりました。 

１４ページ、項４高額介護サービス等費は、要支援・要介護認定の方が一月に支払っ

た利用者負担について、一定の上限額を超えた場合に申請により超えた分を払い戻すも

のであります、高額介護サービス等費、高額医療合算サービス費など１,５３０万２，０

００円を計上しました。 

項５特定入所者介護サービス等費は、住民税非課税等の方が施設サービスや短期入所

サービスなどを利用した場合にかかる食費・居住費について限度額を超える分を補足給

付するもので、３,６９７万円を計上しました。 

款３地域支援事業費については、介護予防・日常生活支援サービス事業費、包括的支

援事業・任意事業費等に、３,６６１万３，０００円を計上しました。令和４年度と比較

して１９８万７，０００円の増であります。増の主な要因は、総合事業対象者の訪問介

護および通所介護の利用者数の増であります。歳出に占める構成比は、５.４パーセント

になります。 

項１地域支援事業は被保険者が要介護状態または要支援状態になることを予防し、社

会に参加しつつ地域において自立した日常生活を営むことができるよう支援することを

目的とし、地域における包括的な相談および支援体制、多様な主体の参画による日常生

活の支援体制、在宅医療と介護の連携体制及び認知症高齢者への支援体制の構築等を一

体的に推進するものであります。 

項１介護予防・日常生活支援サービス事業費は、要介護状態等となることの予防また

は要支援状態等の軽減・悪化防止と、地域における自立した日常生活を支援するための

経費として１,４７２万５，０００円を計上しました。 

目１介護予防・日常生活支援サービス事業費、節 12 委託料は、短期集中介護予防教室

の作業療法士、理学療法士、健康運動指導士委託料１２４万６，０００円を計上しまし

た。 
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１５ページ、節 18 負担金補助及び交付金は、総合事業対象者の介護予防訪問介護サー

ビス給付費に相当する第１号訪問事業負担金、２６５万２，０００円及び、介護予防通

所介護サービス給付費に相当する第１号通所事業負担金６０５万４，０００円を計上し

ました。 

目２介護予防ケアマネジメント事業費は、節 12委託料に総合事業対象者のケアプラン

作成にかかる介護予防ケアマネジメント委託料１８６万２，０００円を計上しました。 

 項２一般介護予防事業費は、全ての高齢者及びその支援のための活動に関わる方を対

象に、介護予防に関する知識の普及啓発や介護予防水中運動など介護予防教室、公民分

館などにおける通いの場などに係る経費９８万３，０００円を計上しました。 

項３包括的支援事業・任意事業費は、上球磨地域包括支援センター事業委託料など２,

０８５万８，０００円を計上しました。 

目１包括的支援事業費は、上球磨地域包括支援センター事業委託料６１６万２，００

０円を計上しました。 

１６ページ、目３任意事業費は、家族介護用品支給事業など１００万８，０００円を

計上しました。 

目４在宅医療・介護連携推進事業費は、在宅医療と介護を一体的に提供するために医

療機関と介護事業所等の連携を推進する経費として、節 12 委託料に上球磨地域包括支援

センターへの委託料を、２０１万３，０００円、球磨圏域の市町村と医療機関、介護事

業所が共同で取り組むための経費として、節 18負担金補助及び交付金に、人吉球磨在宅

医療介護連携推進事業負担金２０万４，０００円を計上しました。 

目５生活支援体制整備事業費は、社会福祉協議会への委託事業として、生活支援コー

ディネーター業務委託料６６３万６，０００円を計上しました。 

目６認知症総合支援事業費は、認知症の人やその家族に早期に関わる認知症初期集中

支援チーム等、認知症に対する施策として節 12委託料に、認知症初期集中支援推進事業

委託料、４４１万５，０００円等、合計４４５万１，０００円を計上しました。 

目７地域ケア会議推進事業費は、介護支援専門員、保健医療及び福祉に関する専門的

知識を有する者、その他の関係者、関係機関により構成される地域ケア会議にかかる経

費として、節 12委託料に３３万４，０００円を計上しました。 

次に、歳入についてご説明いたします。７ページをお願いします。款１保険料につい

ては、６５歳以上の第１号被保険者にかかる介護保険料を調定見込み額に基づき、１億

９４万４，０００円計上しました。 

７ページから８ページにかけて、款３国庫支出金、款５県支出金は、法で定められた

割合により負担金、交付金、補助金をそれぞれ計上しました。 
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８ページの款４支払基金交付金は、４０歳から６４歳までの第２号被保険者保険料分

につきまして、社会保険診療報酬支払基金からの交付金、１億６,７８２万８，０００円

を計上しました。 

９ページの款７繰入金、項１一般会計繰入金は、法で定められた割合による町負担分

の繰入金および事務費繰入金を１億２,０６４万５，０００円計上しました。 

項２基金繰入金、目１介護保険給付基金繰入金は、介護給付費および地域支援事業費

の財源不足見込み額として９９０万円を計上しました。 

款８繰越金は、当初予算編成の財源として前年度繰越金を計上しました。 

以上で歳入の説明を終わります。付属書類として１８ページから２５ページまで給与

費明細書を添付しております。説明は省略いたします。 

令和５年度におきましても、各種介護予防事業に重点を置きまして保健事業及び健康

づくりと連携し、要支援・要介護認定を受けていない方の介護予防と体力の維持・向上

に取り組むことにより、介護給付費の抑制を図り、健全な介護保険事業の財政運営に努

めてまいります。以上で、令和５年度湯前町介護保険特別会計予算の説明を終わります。

よろしくお願いいたします。 

○４番（椎葉弘樹君） ここで、昼食のため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５８分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 

○４番（椎葉弘樹君） 休憩を終わり、会議を続けます。ただいま、日程第４、議案第

３０号、「令和５年度湯前町介護保険特別会計予算について」の説明が終わったところ

です。 

 これから質疑を行います。 

○１番（吉田精二君） １２ページ、認定調査等費の、節18負担金補助及び交付金の、

球磨郡介護認定審査会の負担金の説明の中で、クラウドを構築してオンラインでの審査

会を行うために、本町の負担金分が６００万程度という事でして、これは補助事業とし

て行うと説明があったわけですが、歳入についてはどこの部分に入っているんでしょう

か。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 歳入につきましては、一般会計の方で他の事業と合わ

せて入っております。 

○１番（吉田精二君） ということは、一般会計からの繰入金の中に入っているという

ことですね。 
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○保健福祉課長（髙木堅介君） その通りでございます。 

○８番（倉本 豊君） 課長の説明の中で、介護の対象者が１，６０３人、介護認定が

２３９人、要支援が４５人、でパーセントが１７.７パーセント、というふうに説明があ

ったわけですが、これの過去５年間の推移はわかりますかね。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 正確な数字は出ませんが、令和元年だったら１８パー

セントを超えておりました。そして、少しずつ上がってきていて、１７.７パーセントに

なっておるところでございます。総合計画の方でですね、目標値を入れておりますけど、

目標値を１７.５パーセントにしているところです。 

○８番（倉本 豊君） もし上がっているとすればと思って質問をさせていただきまし

た。下がってきているということは、元気な方が増えているというふうに理解してよか

っでしょ。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） これがですね、第１号被保険者６５歳以上の人数も減

っておりまして、その中で認定を受けている方が減っているということで、要介護、要

支援状態になるのが抑制されていることで、元気な状態を維持されている方がいると思

っています。これは２８年度から始めました、公民分館での週１回外出してそこで運動

をしていることの効果が出ているんではないかと分析しています。 

○８番（倉本 豊君） 訪ねたかったところはそこでございまして、今、地域でやって

おられる元気体操等で結局いつが１番問題かなと思っていまして、多かれ少なかれ人数

的にいきますと下がってくるということはやはり、元気な状態で長くしておられるとい

うことですね、今後ますますですね、そちらの介護者にならないような、方に力を入れ

ていただければというふうに思っております。 

○保健福祉課長（髙木堅介君） 介護保健事業でやっておりますのは６５歳以上の方の

介護予防でありまして、でその前ですね、その前の方たちの教育委員会、社会体育です

とか、そちらの方の体力づくりも大事だと思います。ですので、それと後、保健事業で

すね、そちらとの連携も大事だと思っております。今年度からの高齢者の保健事業と介

護予防の一体的実施もありますし、教育委員会の方での社会体育、体力づくり健康づく

りですね、そちらとの連携がますます重要になると思います。ですので、そのためには、

一般会計の方でも申しましたけどライフステージに応じてですね、小さい時から、小学

生中学生、あと働く世代そこの繋がりがこの介護保健の方に繋がると思いますので、そ

のライフステージに応じてですね健康づくりを取り組んでいきたいと思います。 

○４番（椎葉弘樹君） 以上で本案の質疑をすべて終わります。 

これから、討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○４番（椎葉弘樹君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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これから、 議案第３０号、「令和５年度湯前町介護保険特別会計予算について」を採

決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○４番（椎葉弘樹君）  起立全員。したがって議案第３０号は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 議案第３１号 令和５年度湯前町後期高齢者医療保険特別会計予算につい 

            て 

○４番（椎葉弘樹君） 日程第５、議案第３１号、「令和５年度湯前町後期高齢者医療

保険特別会計予算について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○税務町民課長（北崎真介君） 議案第３１号、令和５年度湯前町後期高齢者医療保険

特別会計予算についてご説明いたします。 

令和５年度の予算の総額は、７，２７５万３，０００円となり、令和４年度と比べて、

３８８万円の減となります。減の主な要因は、後期高齢者医療広域連合納付金の減少に

よるものです。対象者は、１月末現在で、７５歳以上の方９３３人と、要件による６５

歳以上の方、２６人の合計９５９人となっています。３名の増となっています。実施主

体は、熊本県後期高齢者医療広域連合が担っており、予算の数値の主なものは、広域連

合が算出した推計値を基に計上しています。町が徴収する保険料、一般会計から繰り入

れる事務費、県及び町負担分を含む保険基盤安定繰入金を歳入とし、熊本県後期高齢者

医療広域連合へ負担金として納付する仕組みにより運営しています。また、令和５年度

から国民健康保険から後期高齢者医療保険、介護保険と、会計、年齢の垣根を超え、連

続して横断的な体制により、健康課題に対して一貫した保険事業を実施するべく、高齢

者の保健事業と介護予防の一体的実施とした事業に取り組むことにしております。国３

分の２、県３分の１の補助事業となり熊本県後期高齢者医療広域連合からの受託事業と

なります。 

では、７ページの事項別明細書、歳出からご説明いたします。款１総務費、項１総務

管理費、目１一般管理費については、経常的事務経費として、３２４万３，０００円を

計上しました。前年度比２６０万２，０００円の増となりました。増の主な要因は、高

齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に取り組むべく予算を計上した事によります。 

 節７報償費に、歯科衛生士謝金１９万２，０００円を計上しました。これまで、介護

保険特別会計の予算で実施しておりましたが、令和５年度より一体的実施にて全ての通

いの場における老化予防である歯科口腔老化予防教室として開催するため行うものでご
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ざいます。そこで歯科口腔検診の重要性の周知と口腔機能チェック等を行う予定であり

ます。 

節 12 委託料、一体的実施にかかる費用を計上しました。７月から一部の事業を公立多

良木病院に委託するもので、高齢者に対する個別的支援として、介護保険で実施してい

る短期集中予防サービス終了後も継続して支援の必要な方を理学療法士が訪問して個別

支援を行うものです。２２２万２，０００円を計上しました。また、通いの場等への積

極的な関与として、加齢による運動機能の維持のため、老化予防教室をすべての通いの

場において運動指導を行うもので、２６万４，０００円を計上しました。 

項２徴収費については、保険料の徴収に係る経費７万２，０００円を計上しました。

令和４年度において、目１徴収費の節 10需用費には印刷製本費、節 12委託料には収納

消込システム改修業務委託料があったため、合わせて８万１，０００円の減となりまし

た。 

次に、款２後期高齢者医療広域連合納付金については、節18負担金補助及び交付金に、

被保険者保険料負担金４，３０８万１，０００円、保険基盤安定負担金２，６３１万８，

０００円の合計６，９３９万９，０００円を計上しました。前年度比６４０万円の減と

なります。先ほど申しましたとおり、広域連合からの推計値を参考としておりますが、

その当初予算に計上してあるところございます。減の具体的な要因としましては、被保

険者数、軽減の人数は増えておりますが、計算の基となる均等割額、所得割額及び賦課

総額が下がった事により、軽減の額も減となると見込まれるためでございます。 

８ページになります。 

款３諸支出金については、項１償還金及び還付加算金、目１保険料還付金に、３万円を

計上しました。 

目２還付加算金については、実績が３年以上ありませんので計上しませんでした。 

款４予備費については、４年度と同額の９，０００円を計上しました。 

次に、歳入を説明いたします。７ページからになります。 

款１後期高齢者医療保険料については、目１特別徴収保険料、目２普通徴収保険料の合

計４,３０８万１，０００円を計上しました。前年度比４２７万１，０００円の減となり

ます。減の主な要因は、先ほどの歳出の納付金の減と同様で、計算の基となる均等割額、

所得割額及び賦課総額が下がった事によります。保険料は、２年ごとに見直ししますが、

令和５年度は改定年度ではありませんので、大きな変動のある方は少ないと考えており

ます。被保険者におかれましては所得の確定した後、算定を行い決定されます。令和５

年度も収納率１００パーセントを目標としていますので、基本であります納期限内の納

付をお願いするとともに、遅延の際には、早めの声掛けなどを行い、対処してまいりた

いと思います。 
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次に、款３繰入金については、目１事務費繰入金と目２保険基盤安定繰入金の合計２，

９６３万３，０００円を計上しました。前年度に比べ、３９万１，０００円の増となり

ました。歳出で説明しました一体的実施に係る事業の財源として充当となる分の増分２

５２万１，０００円と保険基盤安定繰入金の減分２１３万円の差額がその要因となって

います。保険基盤安定繰入金は、法に基づき低所得者の方の保険料の均等割額を、世帯

構成と収入に応じて、７割、５割、２割と段階的に軽減するもので、この総額を県が４

分の３、町が４分の１の割合で負担し、一般会計で予算措置した後に、本会計へ繰り入

れています。 

次に、款４諸収入については、３万２，０００円を計上しました。過去３年以上実績

の無い延滞金及び還付加算金を計上せず、実績のある項２償還金及び還付加算金、目１

保険料還付金等を計上しました。過年度分の還付が発生した場合には、その都度広域連

合へ請求し、本科目で受け入れることになっています。 

６ページになります。款５繰越金については、３，０００円計上しました。 

これで、令和５年度湯前町後期高齢者医療保険特別会計予算の説明を終わります。よ

ろしくお願いいたします。 

○４番（椎葉弘樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

 ［「ありません」の声あり］ 

○４番（椎葉弘樹君） 質疑なしと認めます。 

これから、討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○４番（椎葉弘樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、 議案第３１号、「令和５年度湯前町後期高齢者医療保険特別会計予算につ

いて」を採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○４番（椎葉弘樹君） 起立全員。したがって議案第３１号は、原案のとおり可決され

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 議案第３２号 令和５年度湯前町水道事業会計予算について 

○４番（椎葉弘樹君） 日程第６、議案第３２号、「令和５年度湯前町水道事業会計予

算について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○建設水道課長（中園誠二君） 議案第３２号、令和５年度 湯前町水道事業会計予算

についてご説明いたします。 
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２ページになります。 

水道事業会計予算第２条、業務の予定量は、前年度実績を勘案し計上しました。第３条、

収益的収入及び支出、第４条、資本的収入及び支出につきましては、１９ページの収支

明細をもとにご説明いたします。 

１９ページをお願いします。令和５年度収支明細収益的収入でございます。 

款１水道事業収益は、令和４年度より、３８５万６，０００円増の８，６２６万４，０

００円を計上しました。増の要因は、項１営業収益、目２受託工事収益、節３他会計工

事負担金の増によるものです。これにつきましては、上水道管付設替えに伴う消火栓設

置工事によるもので、令和４年度工事区間に対し、令和５年度工事区間の消火栓の数が

多いことによるものです。 

次に２０ページをご覧ください。収益的支出になります。 

款１水道事業費用は、令和４年度より、５２１万７，０００円増の６，５１２万８，０

００円を計上しました。水道担当者１名分の人件費のほか、水道事業に要する経常的経

費が主なものです。増の主な要因は、項１営業費用、目３受託工事費の増によるもので

す。理由につきましては、先ほど収益的収入でご説明いたしました、本年度工事区間に

ある消火栓の数によるものです。 

また、２１ページになりますが、目５減価償却費の増につきましては、水道管布設替

えにより、原価償却の上昇によるものです。 

次に、２２ページをお願いします。資本的収入になります。令和４年度と比較し、２，

７７０万９，０００円減の、７，８５２万８，０００円を計上しました。 

項１企業債、目１企業債が、２，９４０万円の減額となっていますが、令和４年度に

おきましては、取水施設改修工事や、浄水場土砂災害対策工事など、４本の工事事業費

を計上していたことが、主な原因となります。 

また、項４国県支出金、目１国庫補助金につきましては、上水道管布設替え工事の、

補助対象事業費の増にともない、増額となっています。次に、資本的支出になりますが、 

款１資本的支出は、令和４年度と比較し、３，９９９万１，０００円減の、１億５３４

万７，０００円計上しました。減の主な要因は、先ほど、資本的収入でもご説明いたし

ました、令和４年度において４本の工事事業費を計上していたことによります。 

項１建設改良費、目２給配水設備改良費、節１委託料の配水管・給水管更新実施設計

業務委託費として、９３５万円を計上しました。 

節２工事請負費につきましては、計画的に実施しております、配水管更新工事費とし

て、合計９，２５０万円を計上しました。令和５年度においては、上村・下村地区にお

きまして、施工延長２，４３６ｍを予定しております。 
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３ページをお願いします。第５条企業債につきましては、起債の目的が公営企業債、

限度額を５，０００万円としています。また、第６条一時借入金の限度額は５，０００

万円としております。 

以上で、議案第３２号、令和５年度湯前町水道事業会計予算についての説明を終わり

ます。よろしくお願いいたします。 

○４番（椎葉弘樹君） これから質疑を行います。 

○８番（倉本 豊君） 有収率についてちょっとお尋ねしたいと思いますが、現在どの

ようになっているでしょうか。 

○建設水道課長（中園誠二君） 有収率につきましては、給水する水道と料金として収

入があった水道との比率ということで、最新のデータによりますと、７９.６パーセント

になります。令和３年度末の有収率が７７.４パーセントでしたので、排水管布設工事の

効果が出るものではないかと思っています。 

○８番（倉本 豊君） この率は１００に近いほど良いと思っていますが、漏水等の分

析はされているんですかね。 

○建設水道課長（中園誠二君） この１００パーセントに対する元につきましては、ほ

ぼ漏水と考えております。漏水調査を行っておりますが、明確な場所についてはハッキ

リしていないところでございます。先ほど言いましたように、配水管の布設替を長期間

に渡り行いますが、それが終わる頃にはある程度、有収率も１００に近い数字が出るの

ではないかと思っているところでございます。 

○８番（倉本 豊君） 漏水の１つの原因と言いますか、実は私の親戚の所でですね、

漏水、冬場に氷を割ったような感じで漏水が発生していて、建設課の方にお世話になっ

たという事例がございました。今、町内に沢山の空き家がございますですね。で、うち

の親戚の所も空き家なんですが、空き家の所でですね、例えば量水器の所のコックを開

けたままにして氷で割って漏水するとかそういう事案とかは発生してないわけですかね。 

○建設水道課長（中園誠二君） 今年に入りまして、寒波がございました。その時、貯

水タンクの低下が見られたものですから、全課にお願いし、町内を班分けして調査した

結果、６件の漏水を発見したところでございます。 

○８番（倉本 豊君） その６件は空き家だったんですかね。 

○建設水道課長（中園誠二君） はい、空き家でございます。 

○８番（倉本 豊君） そう言う場合の料金の発生の仕方というのはどうなってくるん

でしょうかね。 

○建設水道課長（中園誠二君） 今回の場合につきましては、料金の請求は行っていな

い。 
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○８番（倉本 豊君） そうですか。結局、量水器の所のコックの開け閉めに関しては、

町がやっているのか、玄関前はなんかで固定してありますので、絶対扱われないわけで

すが、空き家は出て行かれますよね。その時に私は使いませんのでという届を出して行

かれると思います。でもその水道のコックの所は自由に開け閉めができる状況ではない

かと思っていまして、ここら辺はどうなっていますか。 

○建設水道課長（中園誠二君） 町に対しまして、休止届が出された場合は、現在にお

きましては、職員またはメーター検針員にお願いして、元栓を閉めるようにしておりま

す。その後ですね、種類によっては勝手に開けたりができる状態ですが、現在８年に１

回ですね、メーター器を変えておりますが、その際いわゆる盗水防止用のハンドルが取

り外しできるタイプに基本的に全部変えております。 

○８番（倉本 豊君） 変えていっております。まだ全部変わっているわけでもないと

思います。なんせ空き家がですねかなりの、２００いくらですかね、あると思いますの

で、そこの検針については、給水をしてもらわなくて結構です、という届を出されて出

ていかれてからは、料金は全然発生しませんし、ということで勝手に開けようと思えば

開けれる。例えば、ちょっと日帰りで帰ってきて、水道を使うとかできるわけですよね。

そうなりますと、そこがちゃんと届けてあれば良いのですが、検針についてですね、例

えば一年に１回、半年に１回検針すると使われた量が出てくるわけですが、そこの検針

についてはされてないわけでしょ。 

○建設水道課長（中園誠二君） 基本的にですね、水道を再開する場合には開始届を出

していただく、何かあっても出していただくようになっております。この休止されたい

わゆる空き家ですけど、私達が把握しているので約４００世帯ほど、水道関係ではある

ようでございます。水道関係の職員も１名と言うことでございますし、定期的な点検等

につきましては、効率ではないというか、ちょっと難しいのではないかと考えておりま

す。 

○８番（倉本 豊君） ４００ぐらいあるわけですね。要は検針される方にお願いして、

町内一斉じゃなくてですよ、例えばこの地区は何月、ここの空き家を見てください。と

いう方法でですねしてみると、盗水じゃないとは言いませんが。出ていった量がそこで

また把握ができるんじゃないかなと思っていますので、そういう対策をされてはいかが

でしょうかね。 

○建設水道課長（中園誠二君） 今後検討させていただきたいと思いますが、いっぺん

にということはちょっと難しいのかな、やったとしても数件ずつ、数十件ずつぐらいに

なるのかなと感じております。 
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○８番（倉本 豊君） その新しい量水器を交換するにはやっぱどっかチェックをして

極力１００に近い数字にもって行った方がいいのかなと思いますんで、そこのところは

十分に検討されてですね、していただければというふうに思っております。 

○４番（椎葉弘樹君） 以上で本案の質疑をすべて終わります。 

これから、討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○４番（椎葉弘樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、 議案第３２号、「令和５年度湯前町後期高齢者医療保険特別会計予算につ

いて」を採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○４番（椎葉弘樹君） 起立全員。したがって議案第３１号は、原案のとおり可決され

ました。 

 ここで議長席を議長と交代するため休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後 １時３１分 

再開 午後 １時３２分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第３３号 工事請負契約の変更について 

○議長（金子光喜君） 議長席を交代しました。休憩を終わり、会議を続けます。 

日程第７、議案第３３号、「工事請負契約の変更について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第３３号、工事請負契約の変更について提案理由の説明を

申し上げます。 

Ｒ２災補農第２０８号、蓑谷ため池災害復旧工事（単独合併）について、契約の金額

に変更が生じましたので、地方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるも

のであります。 

詳細につきましては、課長に説明させます。よろしくお願いいたします。 

○農林振興課長（稲森一彦君） 議案第３３号、工事請負契約の変更についてご説明い

たします。 

契約の目的、契約の方法につきましては、前項前と同じです。契約の金額につきまし

ては、今回、４０３万７，４６１円を減額し、変更後の契約金額を１億３,９６４万１，

５３１円とするものです。 
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なお、主な変更の理由といたしまして、湯前町公共工事請負契約約款に基づき、物価

の変動部分を考慮し、土捨て場整備工事では、伐根等の産廃処分等が増額となりました。

堆積土砂について、掘削が困難な箇所があり、掘削運搬の土量の減。土捨て場の法面整

形工の整形面積、法止め工となるふとん篭設置、法面の植生工が減となり、変更金額の

精査を行った結果、減額となりました。契約の相手方につきましては、変更前と同じで

す。２ページに仮契約書を添付しております。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

 ［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 質疑なしと認めます。 

これから、討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、 議案第３３号、「工事請負契約の変更について」を採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○議長（金子光喜君）起立全員。したがって議案第３３号は、原案のとおり可決されま

した。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第３４号 工事請負契約の締結について 

○議長（金子光喜君） 日程第８、議案第３４号、「工事請負契約の締結」についてを

議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） 議案第３４号、工事請負契約の締結について提案理由の説明を

申し上げます。 

Ｒ２災補道第３０９３号、町道猪鹿倉横谷線災害復旧工事（第４工区）について、工

事請負契約を締結したいので、地方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求め

るものでございます。 

詳細につきましては、課長に説明させます。よろしくお願いいたします。 

○建設水道課長（中園誠二君） 議案第３４号、工事請負契約の締結についてご説明い

たします。 

１、契約の目的は、Ｒ２災補道第３０９３号、町道猪鹿倉横谷線災害復旧工事（第４ 

工区）でございます。 
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２、契約の方法は、指名競争入札によります。 

３、契約の金額は、７，１５０万円でございます。これは税込みの金額となっており 

ます。 

４、契約の相手方は、住所、熊本県球磨郡多良木町大字黒肥地４２７７番地。 

名称：株式会社宮田建設 代表者氏名：代表取締役 宮田 孝志 でございます。 

今回の工事は、令和２年７月豪雨により被災した道路を復旧する工事となります。主

な工事内容は、軽量盛土工、排水構造物工、アスファルト舗装工、防護柵設置工、モル

タル吹付工となります。参考資料としまして、仮契約書を添付しております。 

よろしくお願いします。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

 ［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 質疑なしと認めます。 

これから、討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、 議案第３４号、「工事請負契約の締結について」を採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○議長（金子光喜君）起立全員。したがって議案第３４号は、原案のとおり可決されま

した。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 同意第１号 湯前町政治倫理審査会委員の任命につき同意を求めることにつ 

いて 

日程第１０ 同意第２号 湯前町政治倫理審査会委員の任命につき同意を求めることに 

ついて 

日程第１１ 同意第３号 湯前町政治倫理審査会委員の任命につき同意を求めることに 

ついて 

日程第１２ 同意第４号 湯前町政治倫理審査会委員の任命につき同意を求めることに 

ついて 

日程第１３ 同意第５号 湯前町政治倫理審査会委員の任命につき同意を求めることに 

ついて 

日程第１４ 同意第６号 湯前町政治倫理審査会委員の任命につき同意を求めることに 

ついて 
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○議長（金子光喜君） 日程第９から日程第１４までは同じ人事の案件でありますので、

一括議題についてお諮りします。 

日程第９、同意第１号、日程第１０、同意第２号、日程第１１、同意第３号、日程第

１２、同意第４号、日程第１３、同意第５号、日程第１４、同意第６号、を一括議題と

し説明及び質疑を一括して行った後、討論を省略し個別に採決を取りたいと思いますが、

御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 異議なしと認めます。よって同意第１号、同意第２号、同意第

３号、同意第４号、同意第５号、同意第６号、の湯前町政治倫理審査会委員の任命につ

き同意を求めることについてを一括議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（長谷和人君） それでは、同意第１号から、同意第６号までを一括して提案理

由の説明を申し上げます。 

湯前町政治倫理条例第６条第２項の規定により、政治倫理審査会委員に任命したいの

で、議会の同意を求めるものでございます。 

まず、始めに、お一人目でございます。 

住所：湯前町２５９５番地 氏名：深水俊市さんでございます。 

ご承知のように元議員であられ、平成１１年５月から平成２０年１１月までの４期、町

議会議員としてご活躍をいただいております。人格識見ともに優れておられ適任者であ

り、継続してお願いしたいと思いますので、同意を求めるものでございます。 

続きまして、 住所：湯前町５２３３番地 氏名：井上朋和さんでございます。 

同じように元議員でいらっしゃいまして、平成１１年５月から平成２０年１１月までの

４期、町議会議員として活躍をいただいております。人格識見ともに優れておられ適任

者であり、継続してお願いしたいと思いますので、同意を求めるものでございます。 

続きまして、 住所：湯前町１６７７番地３ 氏名：中武義秋さんでございます。 

元湯前町役場職員であられ、退職後はシルバー人材センター事務局長、上里３区区長に

歴任され、現在区長会会長もお務めでございます。その職務について真摯に取り組んで

いただいており、人格識見ともに優れておられ適任者であり、継続してお願いしたいと

思いますので、同意を求めるところでございます。 

続きまして、 住所：湯前町３１３８番地３ 氏名：金山充さんでございます。 

金山さんは、熊本商科大学短期学部を卒業後、昭和４８年４月から法務省矯正局河内少

年院勤務をかわきりに平成２２年３月、法務省矯正局人吉農芸学院法務教官として退職

されるまでの間、少年への改善指導・矯正教育を通じて社会復帰の実現を助けるなどそ

の職責を全うされております。人格識見ともに優れておられ適任者であり、継続してお



- 282 - 
 

願いしたいと思いますので、同意を求めるものでございます。 

続きまして、 住所：湯前町１９８８番地 氏名：右田秀美さんでございます。 

昭和５１年３月、法政大学法学部法律学科をご卒業後、司法書士等の資格を取得され、

これまで固定資産評価審査委員、行政相談員等の公職を数多く歴任いただいた方でござ

います。人格識見ともに優れておられ、適任者であり、継続してお願いしたいと思いま

すので、同意を求めるところでございます。 

そして、最後に、 住所：人吉市西間下町１３２番地１ 氏名：蓑田啓悟さんでござ

います。 

現在蓑田法律事務所の弁護士であられ、人格識見ともに優れておられ、適任者であり、

継続してお願いしたいと思いますので、同意を求めるところでございます。 

以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（金子光喜君） 以上で説明を終わり、一括して質疑を行います。 

発言を許します。 

 ［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから同意第１号、湯前町政治倫理審査会委員の任命につき同意を求めることにつ

いてを採決します。この採決は無記名、投票で行います。議場の出入り口を閉めます。 

ただいまの出席議員は議長を除き９人です。次に、立会人を指名します。  

お諮りします。同意第１号から同意第６号まで同じ人事案件でありますので、立会人

を変更せずに行いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 異議なしと認めます。 

 立会人に黒木議員、味岡議員を指名します。投票用紙を配ります。 

投票用紙の配布漏れはありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 配布漏れなしと認めます。投票箱を点検します。 

異常なしと認めます。ただいまから、投票を行います。 

○議長（金子光喜君） 投票に先立ちまして、投票用紙の記入方法について申し上げま

す。本件に賛成の方は、賛成と、反対の方は、反対と記載願います。なお、投票中、白

票及び賛否が明らかでない票につきましては、会議規則第８３条の規定により否とみな

します。   

１番議員から順番に投票願います。 

（投 票） 

○議長（金子光喜君） 投票漏れはありませんか。 
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        ［「なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

 これから、開票を行います。黒木議員、味岡議員、開票の立会いをお願いします。 

○議長（金子光喜君） 投票の結果を報告します。 

 投票総数９票。これは先程の出席議員に符合しています。有効投票９票。無効投票０

票。有効投票のうち、賛成７票。反対２票です。以上のとおり、投票の結果は賛成が多

数です。したがって、同意第１号、湯前町政治倫理審査会委員の任命につき同意を求め

ることについては、同意することに決定しました。 

○議長（金子光喜君） これから同意第２号、湯前町政治倫理審査会委員の任命につき

同意を求めることについてを採決します。この採決は無記名、投票で行います。ただい

まの出席議員は議長を除き９人です。立会人に黒木議員、味岡議員を指名します。投票

用紙を配ります。 

○議長（金子光喜君） 投票用紙の配布漏れはありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 配布漏れなしと認めます。投票箱を点検します。 

異常なしと認めます。ただいまから、投票を行います。 

○議長（金子光喜君） 投票に先立ちまして、投票用紙の記入方法について申し上げま

す。本件に賛成の方は、賛成と、反対の方は、反対と記載願います。なお、投票中、白

票及び賛否が明らかでない票につきましては、会議規則第８３条の規定により否とみな

します。   

１番議員から順番に投票願います。 

（投 票） 

○議長（金子光喜君） 投票漏れはありませんか。 

        ［「なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

 これから、開票を行います。黒木議員、味岡議員、開票の立会いをお願いします。 

○議長（金子光喜君） 投票の結果を報告します。 

 投票総数９票。これは先程の出席議員に符合しています。有効投票９票。有効投票の

うち、賛成９票。反対０票です。以上のとおり、投票の結果は賛成総数であります。し

たがって、同意第２号、湯前町政治倫理審査会委員の任命につき同意を求めることにつ

いては、同意することに決定しました。 

○議長（金子光喜君） これから同意第３号、湯前町政治倫理審査会委員の任命につき

同意を求めることについてを採決します。この採決は無記名、投票で行います。ただい

まの出席議員は議長を除き９人です。立会人に黒木議員、味岡議員を指名します。投票
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用紙を配ります。 

○議長（金子光喜君） 投票用紙の配布漏れはありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 配布漏れなしと認めます。投票箱を点検します。 

異常なしと認めます。ただいまから、投票を行います。 

○議長（金子光喜君） 投票に先立ちまして、投票用紙の記入方法について申し上げま

す。本件に賛成の方は、賛成と、反対の方は、反対と記載願います。なお、投票中、白

票及び賛否が明らかでない票につきましては、会議規則第８３条の規定により否とみな

します。   

１番議員から順番に投票願います。 

（投 票） 

○議長（金子光喜君） 投票漏れはありませんか。 

        ［「なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

 これから、開票を行います。黒木議員、味岡議員、開票の立会いをお願いします。 

○議長（金子光喜君） 投票の結果を報告します。 

 投票総数９票。これは先程の出席議員に符合しています。有効投票９票。有効投票の

うち、賛成９票。反対０票です。以上のとおり、投票の結果は賛成総数であります。し

たがって、同意第３号、湯前町政治倫理審査会委員の任命につき同意を求めることにつ

いては、同意することに決定しました。 

○議長（金子光喜君） これから同意第４号、湯前町政治倫理審査会委員の任命につき

同意を求めることについてを採決します。この採決は無記名、投票で行います。ただい

まの出席議員は議長を除き９人です。立会人に黒木議員、味岡議員を指名します。投票

用紙を配ります。 

○議長（金子光喜君） 投票用紙の配布漏れはありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 配布漏れなしと認めます。投票箱を点検します。 

異常なしと認めます。ただいまから、投票を行います。 

○議長（金子光喜君） 投票に先立ちまして、投票用紙の記入方法について申し上げま

す。本件に賛成の方は、賛成と、反対の方は、反対と記載願います。なお、投票中、白

票及び賛否が明らかでない票につきましては、会議規則第８３条の規定により否とみな

します。   

１番議員から順番に投票願います。 

（投 票） 
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○議長（金子光喜君） 投票漏れはありませんか。 

        ［「なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

 これから、開票を行います。黒木議員、味岡議員、開票の立会いをお願いします。 

○議長（金子光喜君） 投票の結果を報告します。 

 投票総数９票。これは先程の出席議員に符合しています。有効投票９票。無効投票０

票。有効投票のうち、賛成９票。反対０票です。以上のとおり、投票の結果は賛成総数

であります。したがって、同意第４号、湯前町政治倫理審査会委員の任命につき同意を

求めることについては、同意することに決定しました。 

○議長（金子光喜君） これから同意第５号、湯前町政治倫理審査会委員の任命につき

同意を求めることについてを採決します。この採決は無記名、投票で行います。ただい

まの出席議員は議長を除き９人です。立会人に黒木議員、味岡議員を指名します。投票

用紙を配ります。 

○議長（金子光喜君） 投票用紙の配布漏れはありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 配布漏れなしと認めます。投票箱を点検します。 

異常なしと認めます。ただいまから、投票を行います。 

○議長（金子光喜君） 投票に先立ちまして、投票用紙の記入方法について申し上げま

す。本件に賛成の方は、賛成と、反対の方は、反対と記載願います。なお、投票中、白

票及び賛否が明らかでない票につきましては、会議規則第８３条の規定により否とみな

します。   

１番議員から順番に投票願います。 

（投 票） 

○議長（金子光喜君） 投票漏れはありませんか。 

        ［「なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

 これから、開票を行います。黒木議員、味岡議員、開票の立会いをお願いします。 

○議長（金子光喜君） 投票の結果を報告します。 

 投票総数９票。これは先程の出席議員に符合しています。有効投票９票。無効投票０

票。有効投票のうち、賛成９票。反対０票です。以上のとおり、投票の結果は賛成総数

であります。したがって、同意第６号、湯前町政治倫理審査会委員の任命につき同意を

求めることについては、同意することに決定しました。 

○議長（金子光喜君） これから同意第６号、湯前町政治倫理審査会委員の任命につき

同意を求めることについてを採決します。この採決は無記名、投票で行います。ただい
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まの出席議員は議長を除き９人です。立会人に黒木議員、味岡議員を指名します。投票

用紙を配ります。 

○議長（金子光喜君） 投票用紙の配布漏れはありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 配布漏れなしと認めます。投票箱を点検します。 

異常なしと認めます。ただいまから、投票を行います。 

○議長（金子光喜君） 投票に先立ちまして、投票用紙の記入方法について申し上げま

す。本件に賛成の方は、賛成と、反対の方は、反対と記載願います。なお、投票中、白

票及び賛否が明らかでない票につきましては、会議規則第８３条の規定により否とみな

します。   

１番議員から順番に投票願います。 

（投 票） 

○議長（金子光喜君） 投票漏れはありませんか。 

        ［「なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

 これから、開票を行います。黒木議員、味岡議員、開票の立会いをお願いします。 

○議長（金子光喜君） 投票の結果を報告します。 

 投票総数９票。これは先程の出席議員に符合しています。有効投票９票。無効投票０

票。有効投票のうち、賛成９票。反対０票です。以上のとおり、投票の結果は賛成総数

であります。したがって、同意第６号、湯前町政治倫理審査会委員の任命につき同意を

求めることについては、同意することに決定しました。 

○議長（金子光喜君） ここで休息のため、休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前 ２時１７分 

再開 午後 ２時１８分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を開きます。 

ここで議場の出入り口を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） ここで休息のため、休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前 ２時１８分 

再開 午後 ２時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第１５ 発議第１号 湯前町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について  

○議長（金子光喜君） 休憩を終わり、会議を続けます。日程第１５、発議第１号、「湯

前町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について」を議題とします。 

 本案は黒木議員、他４名から提出されております。本案について、提案理由の説明を

求めます。 

○６番（黒木龍次君） 発議第１号、湯前町議会の個人情報の保護に関する条例の制定

について、提案理由の説明をいたします。 

個人情報保護に関する法律が改正され、個人情報取り扱い等に関する全国共通のルー

ルが制定されました。これにより地方公共団体の個人情報保護制度は、令和５年４月１

日から新保護法の適用を受けることになりますが、新保護法において議会は国会や裁判

所と同様に、自律的な対応の元、個人情報の保護が図れることが望ましいとのことから、

法律の適用外とされています。そのため、引き続き町議会が保有する個人情報の適正な

取り扱いを図るため、新たに町議会の個人情報の保護に関する条例を制定するものです。  

条例の詳細につきましては、事務局長に説明させます。 

○議会事務局長（赤池昌信君） それでは、発議第１号、湯前町議会の個人情報の保護

に関する条例の制定について、説明いたします。 

提案理由でありましたとおり、解説された個人情報の保護に関する法律では、議会が

適用外となっているため新たに条例を制定するものでございます。以下、条文ごとの説

明は非常に時間がありますので、章ごとに説明をいたします。 

第１章、「総則」ですが、ここでは条例の目的や定義、議会の責務についての規定を

しております。 

第２章、「個人情報等の取扱い」では、議会における個人情報の保有の制限、利用目

的の明示、従事者の義務等について記載されています。 

第３章、「個人情報ファイル」では、議会が保有している特定の個人情報を容易に添

削できるよう体形的に構成した個人情報ファイルの内容を記載した帳簿のうち、一定の

内容規模等有するものを個人情報ファイル簿として作成、公表することについての規定

をしております。 

第４章、「開示、訂正及び利用停止」では、現行条例でも規定されております、自己

本人とする個人情報の開示、訂正及び利用停止等の権利、手続き等について規定してあ

ります。 

第５章、「雑則」では、未整理の保有個人情報に関する適用除外。簡易請求等を使用

するものへの情報提供、不浄処理等についての規定をしております。 

第６章、「罰則」では、職員、委託事務に従事する者等が正当な理由なく個人情報フ

ァイルを提供した場合、これらのものが不正な利益を図る目的で提供、また供与した場
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合等の罰則を規定しております。また附則としまして、施行期日は令和５年４月１日に

なっております。以上、説明を終わります。 

○議長（金子光喜君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

 ［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 質疑なしと認めます。 

これから、討論を行います。討論ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、 発議第１号、「湯前町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について」

を採決します。 

  黒木議員、他４人から提出された条例案のとおり決定することに賛成の方は起立願い

ます。 

[賛成者起立] 

○議長（金子光喜君）起立全員。したがって発議第１号、湯前町議会の個人情報の保護

に関する条例の制定は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 委員会報告（総務厚生文教常任委員会、企画経済建設常任委員会） 

○議長（金子光喜君） 総務厚生文教常任委員会における所管事務の調査が終了し、タ

ブレットに掲載のとおり、報告書が議長あてに提出されています。 

この報告に対し質疑を行います。質疑ありませんか。 

 ［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 以上で、総務厚生文教常任委員会の報告を終わります。 

○議長（金子光喜君） 次に、企画経済建設常任委員会における所管事務の調査が終了

し、タブレットに掲載のとおり、報告書が議長あてに提出されています。 

この報告に対し質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 以上で、企画経済建設常任委員会の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 議員派遣について 

○議長（金子光喜君） 日程第１７、「議員派遣」についてを議題とします。 

 お諮りします。議員派遣については、タブレットに掲載の一覧表のとおり派遣するこ

ととし、また、派遣期間等に変更が生じた場合については、議長に一任されたいと思い
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ますが御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 異議なしと認めます。従って議員派遣についてはタブレットに

掲載の一覧表のとおり派遣することに決定し、派遣期間に変更が生じた場合には議長に

一任することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 総務厚生文教常任委員会の閉会中の継続調査申し出について 

○議長（金子光喜君） 日程第１８、「総務厚生文教常任委員会の閉会中の継続調査申

し出」についてを議題とします。 

総務厚生文教常任委員長から所管事務のうち、会議規則第７４条の規定によって、タ

ブレットに掲載の所管事務の調査事項について閉会中の継続調査申し出があります。 

お諮りします。委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 異議なしと認めます。従って委員長から申し出のとおり閉会中

の継続調査とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 企画経済建設常任委員会の閉会中の継続調査申し出について 

○議長（金子光喜君） 日程第１９、「企画経済建設常任委員会の閉会中の継続調査申

し出」についてを議題とします。 

企画経済建設任委員長から所管事務のうち、会議規則第７４条の規定によって、タブ

レットに掲載の所管事務の調査事項について閉会中の継続調査申し出があります。 

お諮りします。委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 異議なしと認めます。従って委員長から申し出のとおり閉会中

の継続調査とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２０ 議会運営委員会の閉会中の継続調査申し出について 

○議長（金子光喜君） 日程第２０ 、議会運営委員会の閉会中の継続調査申出について

を議題とします。 

議会運営委員長から、会議規則第７４条の規定によって、タブレットに掲載の「次の

議会の会期・会期日程等 議会運営の基本に関する事項、及び前項以外の議長の諮問にか

かる事項」について、閉会中の継続調査申出があります。 
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 お諮りします。委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、御異議

ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 異議なしと認めます。したがって、委員長から申出のとおり、

閉会中の継続調査とすることに決定しました。  

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） 以上で、すべての議案審議は終了しましたが、ここでお諮りし

ます。 

本定例会の会議録調製に際し、発言趣旨に変更が及ばない範囲で、字句の整理を議長

に一任されたいと思いますが、御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（金子光喜君） 異議なしと認めます。よって、発言趣旨に変更が及ばない範囲

で、字句の整理を議長に一任することに決しました。  

  －－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（金子光喜君） ここで副町長から発言の申し出があります。これを許します。 

○副町長（冨安智詞君） 本会議でお疲れのところ、私の退職にあたりましてご挨拶の

時間をいただき誠にありがとうございます。 

先日、３月３１日付で退職の承認願いを長谷町長に提出させていただきました。町民

の皆様をはじめ議員各位に置かれましては在職した２年半に渡り、ご協力ご支援をいた

だきましたことに心からお礼を申し上げます。それから、長谷町長をはじめ役場職員の

皆様にも大変お世話になりました。ありがとうございました。 

思い返せば令和２年１０月の就任当時は、コロナ禍で日常生活が一変し、行事やイベ

ントの中止を余儀なくされ、特異な状況でありましたが、在職中は緑豊かな自然、焼酎、

骨かじり等沢山の湯前町の魅力に触れ合うことができました。湯前町には加速する人口

減少の対応や若者の雇用場の確保等大きな課題がありますが、コンパクトタウンで充実

した子育て施策、大企業と連携した森づくり、漫画を活用した町づくり、球磨川鉄道終

着駅、奥球磨では一番綺麗な宿泊施設、ゆのまえ温泉湯楽里や満足度の高いキャンプ場

等大きな資産があります。これらを活用した町の発展を大いに期待しております。 

４月からはまだ、正式には何もございませんが、熊本県庁の職に戻るだろうと思いま

す。引き続き湯前町の発展のために、違う立場から応援し続けたいと思います。 

最後に、湯前町の更なる発展と町民の皆様のご多幸を記念申し上げて、退職の挨拶と

させていただきます。２年間の間大変お世話になりました。 

○議長（金子光喜君） 冨安副町長に置かれましては、令和２年１０月からコロナ禍の

真っただ中にご着任いただきまして、厳しい中にもフットワークも軽く、エネルギッシ
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ュに様々な方面で、陰になり日向になりご活躍いただきましたこと議会を代表しまして

心よりお礼申し上げます。 

今後、県に戻られてからも、健康に留意され県の重鎮として、ご活躍されることを願

うところです。今回のご縁を機会に今後も本町を見守っていただければと思います。あ

りがとうございました。 

○議長（金子光喜君） これで本日の日程は、全部終了しました。 

会議を閉じます。これで、令和５年第３回湯前町議会定例会を、閉会します。  

 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後 ２時４４分 
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